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Ⅰ 調査概要 

１． 調査の目的 

子育てに関する意識、教育･保育事業及び子ども･子育て支援事業の利用状況や利用希望など

を把握し、「第５次福岡市子ども総合計画」（計画期間：令和２年度～令和６年度）を策定する

ための基礎資料を得ることを目的として調査を実施した。 

２． 調査の項目 

●乳幼児の保護者

（１） 子どもと家族の状況について

（２） 子育て環境について

（３） 子どもプラザ・子育て交流サロンなどの利用状況について

（４） 保護者の就労状況について

（５） 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について

（６） 土曜・休日・長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望について

（７） 子どもの病気の際の対応について

（８） 不定期の教育・保育事業の利用について

（９） 宿泊を伴う一時預かり等の利用について

（10）小学校就学後の放課後の過ごし方について

（11）育児休業など職場の両立支援制度について

（12）子育てについて

（13）子ども・子育て支援について

●小学生の保護者

（１） 子どもと家族の状況について

（２） 保護者の就労状況について

（３） 留守家庭子ども会等の利用について

（４） 子どもの病気の際の対応について

（５） 子どもの一時預かりについて

（６） ファミリー・サポート・センターの利用について

（７） 子育て支援サービスの認知度・利用の意向について

（８） 子育てに関する情報について

（９） 子育てに関する悩みや相談について

（10）子育てについて

（11）子どもの日頃の生活について

（12）遊び場や地域の子育て環境について

（13）子どもの数について

（14）子ども・子育て支援について

●中学生・高校生等の保護者

（１） 子どもと家族の状況について

（２） 子どものことやしつけについて

（３） 地域について

（４） 保護者の就労状況について
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３． 調査の性格 

乳幼児の保護者用調査 小学生の保護者用調査 

調査対象者 就学前児童（0～５歳児）の保護者 小学１年生～６年生の保護者 

抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出 住民基本台帳による無作為抽出 

調査方法 郵送配布，郵送回収 郵送配布，郵送回収 

配布数 １０，０００ ４，０００ 

有効回収数 

（有効回収率） 
５，８７６（58.8％） ２，３９１（59.8％） 

調査期間 平成３１年１月～２月 平成３１年１月～２月 

中学生・高校生等の保護者用調査 

調査対象者 中学生・高校生等の保護者 

抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出 

調査方法 郵送配布，郵送回収 

配布数 ２，０００ 
内

訳 

中学生の保護者 

1,000 

高校生等の保護者 

1,000 

有効回収数 

（有効回収率） 
１，２０３（60.2％） 

内

訳 

中学生の保護者 

622（62.2％） 

高校生等の保護者 

566（56.6％） 

調査期間 平成３１年１月～２月 

４． 調査主体 

福岡市こども未来局こども部総務企画課 

５． 調査の監修 

福岡大学人文学部 

准教授 添田祥史 
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６． 調査結果の見方 

 回答比率の合計は百分比のポイント以下２位を四捨五入しているので、必ずしも100％に

なるとは限らない。

 ２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は100％を超える

ことがある。

 数表、図表、文中に示すｎは、比率算出上の基数（標本数）である。分析項目によっては対

象者が限定されるため、全体の標本数と合わないことがある。

 「問○-○」は、前問で特定の回答をした一部の回答者のみに対して、続けて行った質問で

ある。

 文中の選択肢の表記は「」で行い、選択肢のうち２つ以上のものを合計して文中に表記する

場合は『』とした。

 今回の調査は、次の資料と比較分析を行っている。

「平成25年度 子ども・子育てに関するニーズ調査」平成25年10月～11月実施 

※本報告書においては、「前回調査」と記載している。

 本文または図表中の質問文及び回答選択肢については、コンピュータ入力の都合上、省略し

て表記している場合があるため、詳細は「Ⅵ 参考資料（使用した調査票）」を参照のこと。
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Ⅱ 乳幼児の保護者調査結果 

第１章  対象児童及び家庭の概況 

１． 回答者の基本属性 

（１） 居住区

問１ お住まいの区はどこですか。（○は１つ） 

図表－１ 居住区 

回答者の居住区は、最も多いのは「東区」（22.4％）、次いで多いのは「南区」（17.4％）で、

以下「早良区」（14.8％）、「博多区」（12.7％）、「西区」（12.3％）、「中央区」（10.5％）、「城南

区」（8.4％）の順となっている。 

（２） 子どもの年齢

問２ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

図表－２ 子どもの年齢（平成30年4月1日時点） 

※生年月より算出

子どもの年齢の内訳は、０歳児960名（16.3％）、１歳児954名（16.2％）、２歳児959名

（16.3％）、３歳児991名（16.9％）、４歳児948名（16.1％）、５歳児914名（15.6％）とな

っている。 

本報告書では、「子どもの年齢別」として分析する際には、「０歳」960名（16.3％）、『１～２

歳』1,913名（32.5％）、『３～５歳』2,853名（48.6％）の３群に分けて集計したものを用いる。 

22.4 12.7 10.5 17.4 8.4 14.8 12.3 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=5,876)

東区 博多区 中央区 南区 城南区

早良区 西区 無回答 ダミー

16.3 16.2 16.3 16.9 16.1 15.6 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=5,876)

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答 ＊
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（３） 調査の回答者

問６ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（○は１つ） 

あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

図表－３ 調査の回答者 

アンケート調査の回答者は、「母親」が91.3％とほとんどを占めており、「父親」は7.1％である。

よって、本調査の結果は、「母親」の立場から見た子どもの生活状況や子育てに関する意識として

とらえられる。 

２． 家庭の概況 

（１） 子どもの人数・末子の年齢

問３ あて名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。（あて名のお子さんを含む） 

図表－４ 子どもの人数 

問４ お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

図表－５ 末子の年齢 

世帯の子どもの人数は、「２人」（47.2％）の割合が最も高く、次いで「１人」（27.7％）、「３

人」（19.0％）、「４人」（3.0％）、「5人」（0.6％）となっており、７割程度がきょうだいのいる家

庭となっている。 

子どもが2人以上いる世帯の末子の年齢は、「１歳」（21.3％）の割合が最も高い。 

91.3 7.1

0.2

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=5,876）

母親 父親 祖父母 その他 無回答

27.7 47.2 19.0

3.0

0.6

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=5,876)

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

10.5 21.3 18.4 14.7 12.1 8.6 7.3 7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=4,105）

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 無回答
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（２） 同居・近居状況

問５ あて名のお子さんとの同居の状況について、お答えください。（あてはまるものすべてに○） 

続柄はあて名のお子さんからみた関係です。 

図表－６ 同居・近居状況 

図表－７ 世帯分類 

子どもとの同居・近居状況は、「父母同居（単身赴任別居等を含む）」が92.7％と大部分を占め

ている。『ひとり親家庭』は「母同居（ひとり親家庭）」が4.4％、「父同居（ひとり親家庭）」が0.1％

で、合わせて4.5％となっている。 

祖父母等の同居・近居の状況は、「祖母近居」（5.8％）の割合が最も高く、「祖母同居」（5.4％）

も同程度の割合となっている。 

世帯分類は、「核家族」（88.1％）が全体の約９割を占めており、次いで「三世代」（4.6％）、「ひ

とり親」（3.6％）、「ひとり親三世代」（0.9％）となっている。 

92.7

5.8

5.4

4.8

4.4

3.1

0.1

1.8

1.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父母同居（単身赴任別居等を含む）

祖母近居

祖母同居

祖父近居

母同居（ひとり親家庭）

祖父同居

父同居（ひとり親家庭）

その他

無回答
全体（ｎ=5,876）

4.6 88.1

3.6

0.9

1.0

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=5,876)

三世代 核家族 ひとり親 ひとり親三世代 その他 無回答



Ⅱ 乳幼児の保護者調査結果

8 

（３） 世帯年収

問７ 世帯の年収をお伺いします。（○は１つ） 

図表－８ 世帯年収 

世帯の年収は、「500～700万円未満」（26.7％）の割合が最も高く、次いで「700～1000万

円未満」（19.6％）、「400～500万円未満」（15.7％）、「300～400万円未満」（12.6％）とな

っている。 

（４） 子育てを主に行っている人

問８ ご家庭において、あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなた

ですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えください。（○は１つ） 

図表－９ 子育てを主に行っている人 

子育てを主に行っている人は、「父母ともに」（50.7％）の割合が最も高く、次いで「主に母親」

（47.0％）となっている。 

5.1 6.9 12.6 15.7 26.7 19.6 10.0 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=5,876）

～200万円未満 200～300万円未満 300～400万円未満

400～500万円未満 500～700万円未満 700～1000万円未満

1000万円以上 無回答

50.7 47.0 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,876）

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答 a

0.3 0.3 0.1



第１章 対象児童及び家庭の概況 

9 

母親の就労状況別にみると、「父母ともに」の割合は、母親がフルタイム（59.4％）やパート・

アルバイト等（51.3％）の場合に高くなっている。

図表－１０ 母親の就労状況別 主な保育者 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

父
母
と
も
に

主
に
母
親

主
に
父
親

主
に
祖
父
母

そ
の
他

無
回
答

5,876 50.7 47.0 0.3 0.3 0.1 1.5

フルタイムで就労 2,013 59.4 38.5 0.2 0.3 0.1 1.5

パート・アルバイト等で就労 1,659 51.3 46.5 0.2 0.2 0.1 1.6

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 41.6 56.5 0.5 0.2 - 1.3

これまで就労したことがな
い

231 48.1 50.2 - 0.4 - 1.3

無回答 150 45.3 50.0 - 0.7 1.3 2.7

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別
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第２章  子育て環境について 

１． 子育て（教育を含む）への日常的なかかわり 

問９ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっているのはどなた（施設）で

すか。お子さんからみた関係でお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１１ 子育てに関わっている人（施設） 

日常的に子育てに関わっている人（又は施設）は、「父母ともに」（61.2％）の割合が最も高く、

次いで「保育所（園）」（42.3％）、「母親」（27.7％）、「幼稚園」（24.2％）、「祖父母」（17.2％）

となっている。 

前回調査と比較すると、「保育所（園）」は約９ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、「幼稚園」の割合は３～5歳で約4割と高くなっている。 

図表－１２ 子どもの年齢別 子育てに関わっている人（施設） （単位：％） 

61.2

42.3

27.7

24.2

17.2

0.9

0.2

2.7

57.3

33.0

32.2

27.5

17.0

0.3

1.6

2.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

父母ともに

保育所（園）

母親

幼稚園

祖父母

認定こども園

父親

その他

今回調査（n=5,876）

前回調査（n=5,074）

標
本
数

（
人

）

父
母
と
も
に

母
親

父
親

祖
父
母

幼
稚
園

保
育
所

（
園

）

認
定
こ
ど
も
園

そ
の
他

無
回
答

5,876 61.2 27.7 0.2 17.2 24.2 42.3 0.9 2.7 0.8
０歳 960 59.0 35.6 - 17.3 1.3 31.8 0.4 3.4 0.2
１～２歳 1,913 62.7 28.5 0.2 19.9 9.7 47.4 0.6 2.8 0.8
３～５歳 2,853 60.8 24.4 0.2 14.7 41.7 42.6 1.2 2.4 0.9
無回答 150 63.3 28.7 - 29.3 22.0 38.7 1.3 3.3 2.0

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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２． 子育てに特に影響する環境 

問10 あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境について

お答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１３ 子育てに特に影響する環境 

子育てに特に影響すると思われる環境は、「家庭」（90.4％）の割合が最も高く、次いで「保育

園（所）」（44.7％）、「幼稚園」（28.4％）、「地域」（14.2％）となっている。 

前回調査と比較すると、「保育所（園）」は約９ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、「幼稚園」の割合は３～5歳で約4割と高くなっている。 

図表－１４ 子どもの年齢別 子育てに特に影響する環境 （単位：％） 

90.4

44.7

28.4

14.2

1.8

2.3

90.5

34.8

32.3

17.8

0.7

2.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家庭

保育所（園）

幼稚園

地域

認定こども園

その他

今回調査（n=5,876）

前回調査（n=5,074）

標
本
数

（
人

）

家
庭

地
域

幼
稚
園

保
育
所

（
園

）

認
定
こ
ど
も
園

そ
の
他

無
回
答

5,876 90.4 14.2 28.4 44.7 1.8 2.3 1.2
０歳 960 95.3 15.6 10.5 43.0 3.0 1.6 0.8
１～２歳 1,913 91.0 13.4 17.0 48.1 1.3 1.9 1.2
３～５歳 2,853 88.5 14.0 42.0 42.6 1.8 2.8 1.3
無回答 150 84.7 17.3 31.3 52.0 3.3 2.7 2.0

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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３． 子どもをみてもらえる親族・知人の有無 

（１） 子どもをみてもらえる親族・知人の有無

問11 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人についてお答えください。（あてはまる

ものすべてに○） 

図表－１５ 子どもをみてもらえる親族・知人の有無 

子どもをみてもらえる親族・知人の有無については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる」（60.6％）の割合が最も高く、次いで「いずれもいない」（19.1％）、「日常

的に祖父母等の親族にみてもらえる」（18.2％）、「緊急時もしくは用事の際には友人・知人にみて

もらえる」（10.9％）となっている。 

前回調査と比較してもほぼ同様の結果となっている。 

 子どもの年齢別にみると、３～５歳では他の年齢に比べて、「緊急時もしくは用事の際には友人・

知人にみてもらえる」（14.3％）の割合が高くなっている。 

図表－１６ 子どもの年齢別 子どもをみてもらえる親族・知人の有無 （単位：％） 

60.6

18.2

10.9

1.3

19.1

58.3

20.0

12.1

1.7

17.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

緊急時もしくは用事の際には、

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に、祖父母等の

親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には、

友人・知人にみてもらえる

日常的に、友人・知人

にみてもらえる

いずれもいない
今回調査（n=5,876）

前回調査（n=5,074）

標
本
数

（
人

）

日
常
的
に

、
祖
父
母
等
の

親
族
に
み
て
も
ら
え
る

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の

際
に
は

、
祖
父
母
等
の
親

族
に
み
て
も
ら
え
る

日
常
的
に

、
友
人
・
知
人

に
み
て
も
ら
え
る

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の

際
に
は

、
友
人
・
知
人
に

み
て
も
ら
え
る

い
ず
れ
も
い
な
い

無
回
答

5,876 18.2 60.6 1.3 10.9 19.1 2.0
０歳 960 20.7 60.7 0.9 6.7 21.9 1.4
１～２歳 1,913 19.8 61.0 1.0 8.0 18.8 1.7
３～５歳 2,853 16.2 60.9 1.6 14.3 18.3 2.3
無回答 150 22.0 48.7 2.0 10.0 20.7 4.0

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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（２） 親族に子どもをみてもらうときの気持ち

問11－１【問11で「１」または「２」に○をつけた方にうかがいます。】親族にお子さんをみても

らうときの気持ちについてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１７ 親族に子どもをみてもらうときの気持ち 

日常的、または緊急時に親族に子どもをみてもらうときの気持ちは、「心配することなく、安心

して子どもをみてもらえる」（49.1％）の割合が最も高く、次いで「負担をかけていることが心苦

しい」（25.3％）、「親族の身体的負担が大きく心配である」（24.8％）となっている。 

前回調査と比較すると、「心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」の割合は、約23

ポイント減少している。 

子どもの年齢別では、大きな違いはみられなかった。 

図表－１８ 子どもの年齢別 親族に子どもをみてもらうときの気持ち （単位：％） 

 標
本
数

（
人

）

心
配
す
る
こ
と
な
く

、
安
心
し

て
子
ど
も
を
み
て
も
ら
え
る

親
族
の
身
体
的
負
担
が
大
き
く

心
配
で
あ
る

親
族
の
時
間
的
制
約
や
精
神
的

な
負
担
が
大
き
く
心
配
で
あ
る

負
担
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
心

苦
し
い

子
ど
も
の
教
育
や
発
達
に
と
っ

て
ふ
さ
わ
し
い
環
境
で
あ
る

か

、
少
し
不
安
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

4,378 49.1 24.8 17.8 25.3 6.9 3.2 0.7
０歳 719 50.6 24.8 17.7 22.5 6.3 4.5 1.1
１～２歳 1,464 47.3 26.7 19.2 25.7 8.1 3.1 0.8
３～５歳 2,093 49.6 23.6 17.0 26.5 6.4 2.7 0.5
無回答 102 54.9 22.5 14.7 14.7 4.9 3.9 1.0

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

49.1

25.3

24.8

17.8

6.9

3.2

72.2

23.3

21.5

16.2

6.0

2.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

負担をかけていることが心苦しい

親族の身体的負担が大きく心配である

親族の時間的制約や精神的な

負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

今回調査(ｎ=4,378）

前回調査(ｎ=3,742）
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（３） 友人・知人に子どもをみてもらうときの気持ち

問11－２【問11で「３」または「４」に○をつけた方にうかがいます。】友人・知人にお子さんを

みてもらうときの気持ちについて、お答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１９ 友人・知人に子どもをみてもらうときの気持ち 

日常的、または緊急時に友人・知人に子どもをみてもらうときの気持ちは、「心配することなく、

安心して子どもをみてもらえる」（42.2％）の割合が最も高く、次いで「負担をかけていることが

心苦しい」（37.6％）、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」（23.7％）

となっている。 

前回調査と比較すると、「心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」の割合は、約14

ポイント減少している。 

子どもの年齢別にみると、３～５歳では他の年齢に比べて、「心配することなく、安心して子ど

もをみてもらえる」（45.1％）の割合が高くなっている。 

図表－２０ 子どもの年齢別 友人・知人に子どもをみてもらうときの気持ち （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

心
配
す
る
こ
と
な
く

、
安
心
し

て
子
ど
も
を
み
て
も
ら
え
る

友
人
・
知
人
の
身
体
的
負
担
が

大
き
く
心
配
で
あ
る

友
人
・
知
人
の
時
間
的
制
約
や

精
神
的
な
負
担
が
大
き
く
心
配

で
あ
る

負
担
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
心

苦
し
い

子
ど
も
の
教
育
や
発
達
に
と

っ

て
ふ
さ
わ
し
い
環
境
で
あ
る

か

、
少
し
不
安
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

695 42.2 9.6 23.7 37.6 1.9 3.3 3.9
０歳 70 37.1 11.4 22.9 37.1 4.3 2.9 8.6
１～２歳 169 38.5 12.4 23.1 36.7 3.0 4.7 4.7
３～５歳 439 45.1 8.2 23.5 37.4 0.9 2.7 3.0
無回答 17 23.5 11.8 41.2 52.9 5.9 5.9 -

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

42.2

37.6

23.7

9.6

1.9

3.3

56.5

39.6

25.1

9.9

3.1

1.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

負担をかけていることが心苦しい

友人・知人の時間的制約や精神的な

負担が大きく心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

今回調査(ｎ=695）

前回調査(ｎ=676）
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４． 子育てに関する相談相手の有無 

（１） 相談相手の有無

問12 あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人、また、相談できる場所につ

いてお答えください。（○は1つ） 

図表－２１ 相談相手の有無 

相談相手の有無については、「少しはいる（ある）」（54.0％）の割合が最も高く、次いで「たく

さんいる（ある）」（37.4％）、「あまりいない（ない）」（5.0％）、「まったくいない（ない）」（0.6％）

となっている。 

「たくさんいる（ある）」と「少しはいる（ある）を合わせた『いる（ある）』は91.4％となっ

ており、前回調査と比較すると9ポイント増加している。 

世帯年収別にみると、年収が高い世帯ほど「たくさんいる（ある）」の割合も高い。 

子どもの年齢別では、大きな違いはみられなかった。 

図表－２２ 子どもの年齢別 相談相手の有無 （単位：％） 

37.4

32.4

29.8

30.9

35.6

37.0

38.1

39.4

42.6

54.0

50.0

58.6

58.2

54.4

55.3

54.0

52.5

49.2

5.7

7.6

0.6

1.7

3.0

11.3

2.3

4.0

3.1

2.9

2.9

3.0

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=5,876）

前回調査

(ｎ=5,074）

200 万円未満(n=302)

200 ～300 万円未満(n=404)

300 ～400 万円未満(n=739)

400 ～500 万円未満(n=924)

500 ～700 万円未満(n=1,568)

700 ～1000万円未満(n=1,149)

1000万円以上(n=585)

たくさんいる（ある） 少しはいる（ある） あまりいない（ない）

まったくいない（ない） 無回答

5.0 0.6

5.9 1.0

6.1 1.8

4.4 0.3

5.7 0.3

4.5 0.6

3.8 1.0

『いる  『いない 

（ある）』 （ない）』 

【91.4】  【5.6】 

【82.4】  【6.3】 

【88.4】  【9.3】 

【89.1】  【6.9】 

【90.0】  【6.9】 

【92.3】  【4.7】 

【92.1】  【5.0】 

【91.9】  【5.1】 

【91.8】  【4.8】 

世
帯
年
収
別 

標
本
数

（
人

）

た
く
さ
ん
い
る

（
あ
る

）

少
し
は
い
る

（
あ
る

）

あ
ま
り
い
な
い

（
な
い

）

ま

っ
た
く
い
な
い

（
な

い

）

無
回
答

『

い
る

（
あ
る

）
』

『

い
な
い

（
な
い

』

5,876 37.4 54.0 5.0 0.6 3.0 91.4 5.6
０歳 960 37.6 54.5 4.6 0.6 2.7 92.1 5.2
１～２歳 1,913 38.4 53.3 5.1 0.7 2.6 91.7 5.8
３～５歳 2,853 36.8 54.3 4.9 0.6 3.4 91.1 5.5
無回答 150 33.3 56.0 6.0 1.3 3.3 89.3 7.3

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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（２） 気軽に相談できる相手

問12－1 【問12で「１」または「２」に○をつけた方にうかがいます。】お子さんの子育てに関

して、気軽に相談できる先についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－２３ 気軽に相談できる相手 

※「子ども食堂などの地域の居場所活動のスタッフ」は、今回調査で新規で追加された項目

89.7

76.7

75.2

36.6

31.6

29.9

18.9

15.8

14.2

11.8

4.9

3.0

2.0

0.5

0.4

0.2

0.1

2.3

90.6

77.4

74.3

36.2

23.3

20.7

21.0

15.9

19.7

12.2

5.4

4.5

2.1

0.5

0.6

0.3

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者・パートナー

友人や知人

その他の親族

保育所（園）・幼稚園の保護者仲間

保育所（園）の保育士

職場の人

幼稚園の先生

インターネットや育児書で解決策を探す

隣近所の人、地域の知人

病院

子どもプラザ・子育て交流サロン

子育てサークルの仲間

区保健福祉センター（保健所、福祉事務所）

民生委員、児童委員、主任児童委員

こども総合相談センター（えがお館）

民間の電話相談

子ども食堂などの地域の居場所活動のスタッフ

その他

今回調査(ｎ=5,370）

前回調査(ｎ=4,180）
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子育てに関して気軽に相談できる先は、「配偶者・パートナー」（89.7％）の割合が最も高く、

次いで「友人や知人」（76.7％）、「その他の親族」（75.2％）となっている。 

前回調査と比較すると、「保育所（園）の保育士」「職場の人」は約８～９ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、３～5歳は「保育所（園）・幼稚園の保護者仲間」（46.9％）「幼稚園

の先生」（29.0％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合は「職

場の人」や「保育所（園）の保育士」、現在就労していない場合は「幼稚園の先生」の割合が高い。 

図表－２４ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 気軽に相談できる相手 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

子
ど
も
プ
ラ
ザ
・
子
育
て

交
流
サ
ロ
ン

病
院

民
生
委
員

、
児
童
委
員

、

主
任
児
童
委
員

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地
域

の
居
場
所
活
動
の
ス
タ

ッ

フ こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

（
え
が
お
館

）

民
間
の
電
話
相
談

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
や
育
児

書
で
解
決
策
を
探
す

そ
の
他

無
回
答

5,370 4.9 11.8 0.5 0.1 0.4 0.2 15.8 2.3 0.1
０歳 884 10.0 14.7 0.8 0.1 0.8 0.3 20.9 1.6 0.1
１～２歳 1,753 6.6 13.0 0.6 0.1 0.4 0.2 16.2 2.2 0.1
３～５歳 2,599 1.9 10.1 0.4 0.1 0.3 0.1 13.5 2.5 0.0
無回答 134 9.0 10.4 - - - 0.7 19.4 2.2 -

フルタイムで就労 1,851 3.7 11.6 0.2 0.1 0.2 0.2 16.4 1.6 0.1

パート・アルバイト等で就労 1,520 2.0 10.5 0.3 - 0.5 0.1 14.9 1.8 -

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,668 8.8 13.2 1.1 0.1 0.6 0.2 16.2 3.1 0.1

これまで就労したことがな
い

202 5.9 10.9 - 0.5 0.5 - 14.9 3.0 1.0

無回答 123 5.7 13.8 0.8 - 1.6 0.8 12.2 4.9 -

 全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別

標
本
数

（
人

）

配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー

そ
の
他
の
親
族

友
人
や
知
人

隣
近
所
の
人

、
地
域
の
知

人 職
場
の
人

保
育
所

（
園

）
・
幼
稚
園

の
保
護
者
仲
間

子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
仲
間

保
育
所

（
園

）
の
保
育
士

幼
稚
園
の
先
生

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
保
健
所

、
福
祉
事
務

所

）

5,370 89.7 75.2 76.7 14.2 29.9 36.6 3.0 31.6 18.9 2.0
０歳 884 92.0 80.7 78.4 12.9 26.5 19.9 4.0 27.7 3.8 3.5
１～２歳 1,753 90.8 78.0 77.3 13.9 30.3 30.3 3.8 35.8 11.8 2.5
３～５歳 2,599 88.5 71.5 75.8 15.1 30.9 46.9 2.0 30.4 29.0 1.3
無回答 134 85.1 73.9 75.4 10.4 29.1 30.6 6.0 23.9 14.9 1.5

フルタイムで就労 1,851 88.3 75.6 72.8 11.0 49.9 37.9 1.7 53.5 3.3 1.7

パート・アルバイト等で就労 1,520 88.4 71.9 77.8 14.9 41.5 42.6 2.0 40.6 19.3 1.5

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,668 92.6 77.9 79.6 16.4 2.2 30.9 4.8 3.4 32.6 2.5

これまで就労したことがな
い

202 91.6 75.7 79.7 18.3 1.5 29.7 5.0 3.0 38.1 5.0

無回答 123 87.8 69.1 77.2 18.7 10.6 32.5 8.1 18.7 30.1 2.4

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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５． 子育てについて得たい情報 

問13 いま子育てについてどんな情報を得たいと思っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－２５ 子育てについて得たい情報 

子育てについて得たい情報は、「子どもの遊び場や施設」（65.1％）の割合が最も高く、次いで

「子のしつけや勉強」（58.0％）、「子連れで参加できるイベント」（44.1％）、「子の発育や病気」

（41.4％）、「子の食事や栄養」（37.7％）となっている。 

前回調査と比較すると、「子どもの遊び場や施設」の割合は約8ポイント増加し、「子育ての手当

や公的助成」「保育所（園）や幼稚園」は約5～９ポイント減少している。 

65.1

58.0

44.1

41.4

37.7

26.3

20.3

15.8

8.3

5.3

3.8

1.9

57.6

59.2

39.9

45.7

39.7

31.7

18.0

24.4

10.4

5.2

6.1

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもの遊び場や施設

子のしつけや勉強

子連れで参加できるイベント

子の発育や病気

子の食事や栄養

子育ての手当や公的助成

子どもの一時預かり

保育所（園）や幼稚園

子育ての講座や講演会など

子育て相談窓口

育児サークル

その他

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）
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子どもの年齢別にみると、０歳は他の年齢に比べ「子の食事や栄養」（54.3％）、「保育所（園）

や幼稚園」（32.5％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合に比

べて、現在就労していない場合は「子どもの一時預かり」の割合が高い。 

世帯分類別にみると、ひとり親三世代はその他に比べて「子のしつけや勉強」（69.2％）、「子の

発育や病気」（59.6％）、「子育ての手当や公的助成」（50.0％）の割合が高くなっている。 

図表－２６ 子どもの年齢別・母親の就労状況別   ・世帯分類別 

子育てについて得たい情報 （単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

標
本
数

（
人

）

子
の
発
育
や
病
気

子
の
食
事
や
栄
養

子
の
し
つ
け
や
勉
強

保
育
所

（
園

）
や
幼
稚
園

子
連
れ
で
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト

子
ど
も
の
遊
び
場
や
施
設

子
育
て
相
談
窓
口

子
育
て
の
手
当
や
公
的
助

成 育
児
サ
ー

ク
ル

子
育
て
の
講
座
や
講
演
会

な
ど

子
ど
も
の
一
時
預
か
り

そ
の
他

無
回
答

5,876 41.4 37.7 58.0 15.8 44.1 65.1 5.3 26.3 3.8 8.3 20.3 1.9 2.4
０歳 960 49.7 54.3 55.1 32.5 50.3 69.8 5.9 30.3 6.8 9.2 24.2 1.4 1.0
１～２歳 1,913 41.9 40.4 57.6 21.2 44.1 66.6 5.7 26.2 4.5 8.2 21.4 2.0 2.0
３～５歳 2,853 38.1 29.9 59.5 6.4 41.7 62.6 4.8 25.1 2.2 7.9 18.2 2.0 3.0
無回答 150 42.7 44.7 56.0 19.3 49.3 64.7 6.0 25.3 5.3 10.7 22.0 2.7 4.0

フルタイムで就労 2,013 41.5 38.4 60.3 13.8 44.6 65.7 4.3 25.6 3.0 7.5 18.0 2.2 2.3

パート・アルバイト等で就労 1,659 40.7 35.1 56.2 11.0 38.3 62.0 4.3 28.3 1.9 6.7 15.0 1.5 3.1

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 42.0 39.7 56.6 22.8 48.6 68.2 6.8 26.2 5.8 10.3 27.1 2.1 1.8

これまで就労したことがな
い

231 39.8 34.6 58.0 13.0 44.2 61.0 7.8 20.3 6.9 10.4 24.2 0.9 2.6

無回答 150 40.0 36.7 64.0 14.0 48.0 62.0 8.7 26.0 5.3 9.3 21.3 2.0 3.3

三世代 272 44.9 36.8 62.5 15.4 45.2 68.0 3.7 31.6 2.6 8.8 16.5 1.5 2.2
核家族 5,176 41.3 38.0 57.9 16.0 44.2 65.6 5.3 25.5 3.8 8.5 20.5 1.9 2.3
ひとり親 213 35.7 31.0 50.2 7.5 38.5 52.6 5.6 32.4 1.9 3.3 21.1 1.9 3.3
ひとり親三世代 52 59.6 34.6 69.2 19.2 42.3 61.5 9.6 50.0 1.9 3.8 21.2 3.8 -
その他 61 44.3 39.3 67.2 18.0 45.9 50.8 14.8 37.7 4.9 6.6 18.0 - 4.9
無回答 102 38.2 39.2 60.8 23.5 47.1 68.6 4.9 25.5 6.9 9.8 18.6 2.9 4.9

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別
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６． 子育てに関する情報入手先 

問14 子育てに関する情報をどこから入手していますか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－２７ 子育てに関する情報入手先 

子育てに関する情報の入手先は、「インターネット、ＳＮＳ」（63.3％）の割合が最も高く、次

いで「近所の人、地域の知人、友人」（53.5％）、「保護者仲間」（52.2％）、「親族（親、きょうだ

いなど）」（51.7％）、「保育所（園）、幼稚園、学校」（51.1％）となっている。 

前回調査と比較すると、「インターネット、ＳＮＳ」の割合は約15ポイント増加し、一方で「近

所の人、地域の知人、友人」「親族（親、きょうだいなど）」「市の広報紙パンフレット公民館だよ

り」「子育て雑誌・育児書」は、それぞれ約６～11ポイント減少している。 

63.3

53.5

52.2

51.7

51.1

24.2

20.7

20.2

17.0

10.0

8.5

4.6

0.4

1.4

48.9

60.3

54.9

57.9

50.5

27.7

31.3

22.6

23.9

7.8

11.1

4.3

0.3

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

インターネット、ＳＮＳ

近所の人、地域の知人、友人

保護者仲間

親族（親、きょうだいなど）

保育所（園）、幼稚園、学校

テレビ、ラジオ、新聞

市の広報紙パンフレット公民館だより

フリーペーパー

子育て雑誌・育児書

市や区のホームページ

子どもプラザ・子育て交流サロン

区役所（保健福祉センター、市民センター等）

情報の入手手段がわからない

その他

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）
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世帯分類別にみると、ひとり親三世代はその他に比べて「親族（親、きょうだいなど）」（65.4％）

の割合が高くなっている。また、ひとり親とひとり親三世代は「保護者仲間」（ひとり親：38.5％、

ひとり親三世代：26.9％）の割合が低くなっている。 

図表－２８ 世帯分類別 子育てに関する情報入手先 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

親
族

（
親

、
き
ょ
う
だ
い

な
ど

）

近
所
の
人

、
地
域
の
知

人

、
友
人

保
護
者
仲
間

子
ど
も
プ
ラ
ザ
・
子
育
て

交
流
サ
ロ
ン

保
育
所

（
園

）
、
幼
稚

園

、
学
校

区
役
所

（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

、
市
民
セ
ン
タ
ー

等

）

市
の
広
報
紙
パ
ン
フ
レ

ッ

ト
公
民
館
だ
よ
り

市
や
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

5,876 51.7 53.5 52.2 8.5 51.1 4.6 20.7 10.0
三世代 272 53.3 48.5 53.7 7.4 55.5 5.9 19.1 7.7
核家族 5,176 51.5 54.0 53.1 8.6 50.6 4.5 21.2 10.2
ひとり親 213 50.7 48.8 38.5 3.3 61.0 5.2 13.6 8.9
ひとり親三世代 52 65.4 53.8 26.9  - 57.7 11.5 15.4 9.6
その他 61 55.7 54.1 49.2 9.8 44.3 - 13.1 11.5
無回答 102 50.0 51.0 46.1 20.6 49.0 3.9 20.6 8.8

  全  体

世
帯
分
類
別

標
本
数

（
人

）

テ
レ
ビ

、
ラ
ジ
オ

、
新
聞

子
育
て
雑
誌
・
育
児
書

フ
リ
ー

ペ
ー

パ
ー

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

、
Ｓ
Ｎ

Ｓ 情
報
の
入
手
手
段
が
わ
か

ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

5,876 24.2 17.0 20.2 63.3 0.4 1.4 1.0
三世代 272 25.4 18.4 23.2 64.3 0.7 2.6 1.1
核家族 5,176 24.1 17.3 20.3 63.5 0.3 1.3 0.9
ひとり親 213 23.0 8.5 14.1 59.2 0.5 2.3 -
ひとり親三世代 52 32.7 17.3 15.4 67.3 - 1.9 -
その他 61 23.0 21.3 19.7 68.9 - - 4.9
無回答 102 25.5 12.7 19.6 56.9 - 3.9 2.0

  全  体

世
帯
分
類
別
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第３章  地域子育て支援事業について 

１． 福岡市の子ども・子育て支援事業の認知と利用、今後の利用意向 

問15 福岡市の事業等で知っているものや、利用したことがある、今後利用したいと思うものを

お答えください。（①～⑮の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」の

いずれかに○） 

図表－２９ 子ども・子育て支援事業の認知 

60.5

63.8

36.1

34.6

3.4

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

75.9

82.2

21.8

16.2

2.3

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

知っている 知らない 無回答

81.6

84.8

16.5

14.2

2.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

29.2 68.3 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

①区保健福祉センター

や公民館の子育て教

室事業・講座

②公民館等で行われる

母子巡回健康相談

③区保健福祉センター

の訪問指導

④区保健福祉センター

での相談（電話含む、

⑤除く）

71.9

74.9

25.5

23.8

2.6

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

⑤産休明けサポート

※前回調査項目になし

29.2

25.5

68.5

73.0

2.3

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

⑥子育て支援

コンシェルジュ

36.7

42.6

60.6

55.5

2.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

⑦こども総合相談セン

ターでの相談

（電話含む）
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59.3

61.4

38.2

36.9

2.5

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

56.1

60.4

41.2

37.6

2.7

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

86.5

68.8

12.4

29.6

1.1

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

42.2

45.8

55.1

52.5

2.7

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

40.9

40.2

56.5

58.4

2.6

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

34.9 62.5 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

知っている 知らない 無回答

76.8

70.6

21.0

28.1

2.2

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

73.2

69.6

24.6

29.1

2.2

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

⑧認可保育所（園）の

子育て支援事業

⑨幼稚園の子育て

支援事業

⑩ファミリー・サポート・

センター事業

⑪シルバー人材

センター子育て支援

事業

⑫中央児童会館の

子育て支援事業

⑬子ども食堂などの

地域の居場所活動

⑭市のホームページ

⑮子育て情報ガイド

（冊子）

※前回調査項目になし
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福岡市における子ども･子育て支援に関する事業等の認知度（『事業を知っているか』で「はい」

と答えた割合）は、「⑩ファミリー・サポート・センター事業」（86.5％）や「②公民館等で行わ

れる母子巡回健康相談」（81.6％）で特に高く、8割以上の保護者に知られている。その他の事業

も多くが5割以上の認知度となっているが、「⑤産休明けサポート」「⑥子育て支援コンシェルジュ」

（ともに29.2％）や「⑬子ども食堂などの地域の居場所活動」（34.9％）、「⑦こども総合相談セ

ンターでの相談（電話含む）」（36.7％）は認知度が相対的に低くなっている。

前回調査と比較すると、「⑩ファミリー・サポート・センター事業」は約18ポイント増加してい

る。 

世帯年収別にみると、200万円未満の世帯では他の世帯より、「①区保健福祉センターや公民館

の子育て教室事業講座」（64.2％）、「②公民館等で行われる母子巡回健康相談」（67.2％）、「⑨幼

稚園の子育て支援事業」（41.1％）、「⑪シルバー人材センター子育て支援事業」（31.8％）、「⑫中

央児童会館の子育て支援事業」（29.5％）、「⑦市のホームページ」（70.9%）などの割合が低くな

っている。 

図表－３０ 世帯年収別 子ども・子育て支援事業を知っている人の割合 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

①
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
の
子
育
て
教
室

事
業
・
講
座

②
公
民
館
等
で
行
わ
れ
る

母
子
巡
回
健
康
相
談

③
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
訪
問
指
導

④
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含
む

、

⑤
を
除
く

）

⑤
産
休
明
け
サ
ポ
ー

ト

⑥
子
育
て
支
援
コ
ン
シ

ェ

ル
ジ

ュ

⑦
こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含

む

）

⑧
認
可
保
育
所

（
園

）
の

子
育
て
支
援
事
業

5,876 75.9 81.6 71.9 60.5 29.2 29.2 36.7 59.3
200 万円未満 302 64.2 67.2 63.2 61.6 25.2 27.2 39.1 53.6
200 ～300 万円未満 404 71.3 75.2 67.6 59.2 24.8 26.2 34.7 54.2
300 ～400 万円未満 739 75.8 83.5 73.7 61.6 28.1 29.9 37.6 62.7
400 ～500 万円未満 924 73.4 82.0 72.8 60.6 26.3 26.3 36.5 58.2
500 ～700 万円未満 1,568 78.1 84.4 73.3 61.5 30.2 29.4 37.6 60.5
700 ～1000万円未満 1,149 78.0 82.7 72.5 60.9 32.6 31.9 35.5 60.7
1000万円以上 585 77.1 78.6 71.6 57.6 32.1 31.8 35.9 59.7
無回答 205 80.5 86.8 68.8 55.1 27.3 24.9 35.6 53.7

標
本
数

（
人

）

⑨
幼
稚
園
の
子
育
て
支
援
事

業 ⑩
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業

⑪
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
事
業

⑫
中
央
児
童
会
館
の
子
育
て

支
援
事
業

⑬
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地
域

の
居
場
所
活
動

⑭
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

⑮
子
育
て
情
報
ガ
イ
ド

（
冊

子

）

5,876 56.1 86.5 42.2 40.9 34.9 76.8 73.2
200 万円未満 302 41.1 77.5 31.8 29.5 28.8 70.9 66.9
200 ～300 万円未満 404 46.8 80.7 37.6 37.9 30.7 73.0 69.6
300 ～400 万円未満 739 55.5 83.1 38.0 35.6 34.6 73.7 72.7
400 ～500 万円未満 924 56.0 85.5 40.4 36.5 34.0 74.9 71.5
500 ～700 万円未満 1,568 60.5 87.4 42.9 42.3 34.1 79.2 76.0
700 ～1000万円未満 1,149 56.6 90.3 46.7 46.0 38.0 79.3 74.8
1000万円以上 585 59.8 91.5 51.3 49.7 39.5 78.5 71.6
無回答 205 53.2 84.9 34.6 38.0 31.2 75.6 72.7

世
帯
年
収
別

  全  体

世
帯
年
収
別

  全  体
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図表－３１ 子ども・子育て支援事業の利用経験 

37.9

44.0

55.6

51.3

6.4

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

これまでに利用したことがある これまでに利用したことがない 無回答

45.0

48.0

49.6

48.3

5.3

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

42.3

38.1

51.2

57.4

6.5

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

13.6

11.9

78.3

82.1

8.0

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

1.0

90.7 8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

7.9

2.5

84.0

90.8

8.1

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

①区保健福祉センター

や公民館の子育て教

室事業・講座

②公民館等で行われる

母子巡回健康相談

③区保健福祉センター

の訪問指導

④区保健福祉センター

での相談（電話含む、

⑤除く）

⑤産休明けサポート

⑥子育て支援

コンシェルジュ

4.8

5.1

86.7

88.5

8.5

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

⑦こども総合相談セン

ターでの相談

（電話含む）

※前回調査項目になし
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これまでに利用したことがある これまでに利用したことがない 無回答

21.5

24.4

71.0

70.1

7.5

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

7.1

6.2

85.3

88.1

7.5

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

25.2

28.9

67.4

65.5

7.5

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

1.5

1.0

90.3

92.9

8.2

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

14.8

12.9

77.4

81.4

7.8

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

1.8

89.9 8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

47.1

41.9

45.6

52.5

7.3

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

47.8

46.8

44.8

47.7

7.4

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

⑧認可保育所（園）の

子育て支援事業

⑨幼稚園の子育て

支援事業

⑩ファミリー・サポート・

センター事業

⑪シルバー人材

センター子育て支援

事業 

⑫中央児童会館の

子育て支援事業

⑬子ども食堂などの

地域の居場所活動

⑭市のホームページ

⑮子育て情報ガイド

（冊子）

※前回調査項目になし
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福岡市における子ども･子育て支援に関する事業等の利用経験（『これまでに利用したことがある

か』で「はい」と答えた割合）は、「⑮子育て情報ガイド」（47.8％）や「⑭市のホームページ」（47.1％）、

「②公民館等で行われる母子巡回健康相談」（45.0％）、「③区保健福祉センターの訪問指導」

（42.3％）で4割を超えて高くなっている一方、「⑤産休明けサポート」（1.0％）、「⑪シルバー人

材センター子育て支援事業・講座」（1.5％）や「⑬子ども食堂などの地域の居場所活動」（1.8％）、

「⑩ファミリー・サポート・センター事業」（7.1％）、「⑥子育て支援コンシェルジュ」（7.9％）

はいずれも1割未満となっている。 

前回調査と比較すると、「⑥子育て支援コンシェルジュ」「⑭市のホームページ」は約5ポイント

増加し、「①区保健福祉センターや公民館の子育て教室事業・講座」は約6ポイント減少している。 

世帯年収別にみると、200万円未満の世帯では他の世帯より、「①区保健福祉センターや公民館

の子育て教室事業講座」（21.2％）、「②公民館等で行われる母子巡回健康相談」（25.8％）、「⑨幼

稚園の子育て支援事業」（10.9％）、「⑭市のホームページ」（34.8％）の割合が低くなっている一

方、「④区保健福祉センターでの相談（電話含む、⑤を除く）」（21.2％）の割合は高くなっている。 

図表－３２ 世帯年収別 子ども・子育て支援事業を利用したことのある人の割合 （単位：％） 

 
標
本
数

（
人

）

①
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
の
子
育
て
教
室

事
業
・
講
座

②
公
民
館
等
で
行
わ
れ
る

母
子
巡
回
健
康
相
談

③
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
訪
問
指
導

④
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含
む

、

⑤
を
除
く

）

⑤
産
休
明
け
サ
ポ
ー

ト

⑥
子
育
て
支
援
コ
ン
シ

ェ

ル
ジ

ュ

⑦
こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含

む

）

⑧
認
可
保
育
所

（
園

）
の

子
育
て
支
援
事
業

5,876 37.9 45.0 42.3 13.6 1.0 7.9 4.8 21.5
200 万円未満 302 21.2 25.8 35.8 21.2 1.3 4.6 5.3 16.6
200 ～300 万円未満 404 31.9 39.4 40.3 15.3 0.7 7.2 4.7 18.3
300 ～400 万円未満 739 35.0 42.1 41.8 14.2 0.7 7.3 5.3 24.2
400 ～500 万円未満 924 36.7 44.4 42.5 14.9 0.5 7.0 6.6 21.8
500 ～700 万円未満 1,568 40.2 50.6 44.6 14.5 1.0 7.8 3.8 22.6
700 ～1000万円未満 1,149 41.6 47.0 43.5 11.5 1.0 9.4 4.7 21.4
1000万円以上 585 42.2 42.6 39.7 8.4 2.1 9.6 3.9 21.0
無回答 205 40.0 51.7 40.0 11.2 0.5 7.8 5.9 17.1

標
本
数

（
人

）

⑨
幼
稚
園
の
子
育
て
支
援
事

業 ⑩
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業

⑪
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
事
業

⑫
中
央
児
童
会
館
の
子
育
て

支
援
事
業

⑬
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地
域

の
居
場
所
活
動

⑭
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

⑮
子
育
て
情
報
ガ
イ
ド

（
冊

子

）

5,876 25.2 7.1 1.5 14.8 1.8 47.1 47.8
200 万円未満 302 10.9 4.6 1.0 9.6 3.0 34.8 40.1
200 ～300 万円未満 404 16.1 4.0 2.0 14.4 2.0 40.1 44.6
300 ～400 万円未満 739 23.4 4.3 1.1 12.6 2.3 43.0 45.5
400 ～500 万円未満 924 24.8 4.0 1.3 13.3 1.3 46.8 46.1
500 ～700 万円未満 1,568 29.7 7.8 1.3 14.7 1.8 50.2 50.9
700 ～1000万円未満 1,149 26.7 9.5 1.4 17.2 1.5 49.4 49.4
1000万円以上 585 26.8 13.0 3.4 18.8 1.7 49.9 47.4
無回答 205 23.4 6.3 0.5 14.1 1.0 49.3 49.8

世
帯
年
収
別

  全  体

世
帯
年
収
別

  全  体



Ⅱ 乳幼児の保護者調査結果

28 

図表－３３ 子ども・子育て支援事業の利用意向 

①区保健福祉センター

や公民館の子育て教

室事業・講座

②公民館等で行われる

母子巡回健康相談

③区保健福祉センター

の訪問指導

④区保健福祉センター

での相談（電話含む、

⑤除く）

⑤産休明けサポート

⑥子育て支援

コンシェルジュ

⑦こども総合相談セン

ターでの相談

（電話含む）

40.6

50.3

49.8

41.2

9.6

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

今後利用したい 今後利用したいとは思わない 無回答

32.8

39.6

57.8

52.1

9.3

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

24.2

25.2

65.9

66.4

10.0

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

27.5

31.0

62.1

60.7

10.4

8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

15.0 76.0 9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

28.3

29.6

62.1

60.9

9.6

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

30.2

31.5

60.2

59.7

9.6

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

※前回調査項目になし
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⑧認可保育所（園）の

子育て支援事業

⑨幼稚園の子育て

支援事業

⑩ファミリー・サポート・

センター事業

⑪シルバー人材

センター子育て支援

事業

⑫中央児童会館の

子育て支援事業

⑬子ども食堂などの

地域の居場所活動

⑭市のホームページ

⑮子育て情報ガイド

（冊子）

今後利用したい 今後利用したいとは思わない 無回答
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51.9

44.6

9.4

7.8
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今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）
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前回調査(ｎ=5,074）
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8.2

7.3
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今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

31.4

31.9

59.8

60.1

8.8
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今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）
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36.6

52.6

54.9

9.4

8.5
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今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

32.1 58.6 9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

61.2

61.5

29.9

30.6

8.9

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

59.9

64.6

31.4

27.5

8.7

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

※前回調査項目になし
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福岡市における子ども･子育て支援に関する事業等の利用意向（『今後利用したいか』で「はい」

と答えた割合）は、「⑭市のホームページ」（61.2％）や、「⑮子育て情報ガイド」（59.9％）、「①

区保健福祉センターや公民館の子育て教室」（40.6％）で相対的に高くなっている一方、「⑤産休

明けサポート」（15.0％）、「③区保健福祉センターの訪問指導」（24.2％）や「④区保健福祉セン

ターでの相談」（27.5％）は利用意向が相対的に低くなっている。

前回調査と比較すると、「①区保健福祉センターや公民館の子育て教室」「②公民館等で行われる

母子巡回健康相談」「⑧認可保育所（園）の子育て支援事業」「⑨幼稚園の子育て支援事業」は約7

～10ポイント減少している。 

子どもの年齢別にみると、各事業等の利用意向は年齢が低いほど高く、特に０歳の「①区保健福

祉センターや公民館の子育て教室」「⑧認可保育所（園）の子育て支援事業」「⑨幼稚園の子育て支

援事業」の利用意向は、それぞれ5割を超えている。 

図表－３４ 子どもの年齢別 子ども・子育て支援事業を今後利用したい人の割合 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

①
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
の
子
育
て
教
室

事
業
・
講
座

②
公
民
館
等
で
行
わ
れ
る

母
子
巡
回
健
康
相
談

③
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
訪
問
指
導

④
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含
む

、

⑤
を
除
く

）

⑤
産
休
明
け
サ
ポ
ー

ト

⑥
子
育
て
支
援
コ
ン
シ

ェ

ル
ジ

ュ

⑦
こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含

む

）

⑧
認
可
保
育
所

（
園

）
の

子
育
て
支
援
事
業

5,876 40.6 32.8 24.2 27.5 15.0 28.3 30.2 38.7
０歳 960 51.9 49.3 37.1 37.5 20.4 39.1 38.5 57.4
１～２歳 1,913 42.7 36.4 28.1 29.3 16.2 29.8 30.1 43.6
３～５歳 2,853 35.2 24.9 17.0 22.9 12.3 23.7 27.5 29.2
無回答 150 44.0 33.3 28.7 26.7 16.7 27.3 28.0 36.7

標
本
数

（
人

）

⑨
幼
稚
園
の
子
育
て
支
援
事

業 ⑩
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業

⑪
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
事
業

⑫
中
央
児
童
会
館
の
子
育
て

支
援
事
業

⑬
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地
域

の
居
場
所
活
動

⑭
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

⑮
子
育
て
情
報
ガ
イ
ド

（
冊

子

）

5,876 41.4 43.1 31.4 38.1 32.1 61.2 59.9
０歳 960 53.8 49.8 37.4 44.2 36.4 64.7 66.9
１～２歳 1,913 47.1 46.3 33.2 42.0 33.6 61.8 61.9
３～５歳 2,853 33.6 39.0 28.1 33.2 29.7 59.7 56.2
無回答 150 37.3 40.0 32.0 42.7 34.7 61.3 58.7

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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２． 子どもプラザ・子育て交流サロンなどの利用について 

（１） 利用状況

問16 あて名のお子さんと、現在、子どもプラザや子育て交流サロン、育児サークルなどを利用

していますか。（利用されているものすべてに○。枠内におおよその利用回数を記入） 

図表－３５ 利用状況 

図表－３６ 子どもの年齢別 利用状況 

子どもプラザや子育て交流サロンなどの利用状況は、「利用していない」（77.8％）の割合が最

も高く、次いで「子どもプラザ」（17.7％）、「子育て交流サロン」（7.1％）、「育児サークルなど自

主的な活動」（4.1％）となっている。前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

子どもの年齢別にみると、０歳は他の年齢に比べ子どもプラザなどの利用率が高くなっており、

逆に３～５歳は「利用していない」の割合が高く約9割となっている。 

世帯年収別にみると、200万円未満では「利用していない」（86.4％）の割合が高くなっている。 

17.7

7.1

4.1

77.8

18.7

10.1

5.9

75.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもプラザ

子育て交流サロン

育児サークルなど自主的な活動

利用していない

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）

17.7

7.1

4.1

77.8

35.7

16.8

7.7

56.9

21.1

9.3

5.6

72.9

9.0

2.3

1.7

88.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもプラザ

子育て交流サロン

育児サークルなど自主的な活動

利用していない

全体(ｎ=5,876）

０歳(ｎ=960）

１～２歳(ｎ=1,913）

３～５歳(ｎ=2,853）
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図表－３７ 世帯年収別 利用状況 

利用頻度は、「子どもプラザ」では「月１回以下」（56.6％）が半数以上を占めている。「子育て

交流サロン」も「月１回以下」（64.1％）が半数以上となっている。「子育てサークルなど自主的

な活動」でも、「月１回以下」（37.8％）の割合が最も高くなっている。 

子どもの年齢別にみると、「子どもプラザ」「子育てサークルなど自主的な活動」は概ね年齢とと

もに利用頻度が低くなる傾向にある。「子育て交流サロン」の利用頻度は、子どもの年齢で大きな

違いはみられなかった。 

図表－３８ 子どもの年齢別 

子どもプラザ・子育て交流サロンなどの利用頻度 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

子
ど
も
プ
ラ
ザ

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン

育
児
サ
ー

ク
ル
な
ど
自

主
的
な
活
動

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

5,876 17.7 7.1 4.1 77.8 0.7
200 万円未満 302 9.6 4.0 1.3 86.4 1.7
200 ～300 万円未満 404 19.6 6.9 4.0 76.7 0.7
300 ～400 万円未満 739 19.8 9.2 3.4 75.0 0.5
400 ～500 万円未満 924 18.3 7.5 5.0 76.9 0.8
500 ～700 万円未満 1,568 16.8 7.1 3.8 78.3 0.6
700 ～1000万円未満 1,149 18.7 7.6 5.2 77.0 0.6
1000万円以上 585 15.9 4.3 2.7 81.0 0.3
無回答 205 22.0 8.8 5.4 72.2 2.9

  全  体

世
帯
年
収
別

週
５
日
以
上

週
４
回

週
３
回

週
２
回

週
１
回

月
２
～

３
回

月
１
回
以
下

無
回
答

月
４
回
以
上

月
２
～

３
回

月
１
回
以
下

無
回
答

1,040 - 0.5 1.6 3.8 13.7 17.8 56.6 6.0 418 7.4 24.9 64.1 3.6
０歳 343 - 1.2 2.0 7.6 17.5 19.0 47.8 5.0 161 6.8 23.6 66.5 3.1
１～２歳 404 - 0.2 2.2 2.2 14.1 18.3 56.9 5.9 177 7.3 27.7 62.7 2.3
３～５歳 256 - -  - 1.2 8.6 15.2 68.8 6.3 65 6.2 20.0 66.2 7.7
無回答 37 - - 2.7 5.4 8.1 18.9 51.4 13.5 15 20.0 26.7 46.7 6.7

週
５
日
以
上

週
４
回

週
３
回

週
２
回

週
１
回

月
２
～

３
回

月
１
回
以
下

無
回
答

238 0.8 1.3 1.3 2.9 26.9 24.4 37.8 4.6
０歳 74 - 4.1 1.4 1.4 27.0 16.2 45.9 4.1
１～２歳 107 0.9 - 1.9 4.7 24.3 29.9 34.6 3.7
３～５歳 49 2.0 - - 2.0 28.6 26.5 32.7 8.2
無回答 8 - - - - 50.0 12.5 37.5 -

子育て交流サロン

標
本
数

（
人

）

育児サークルなど自主的な活動

 全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

標
本
数

（
人

）

 全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

標
本
数

（
人

）

子どもプラザ
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（２） 子どもプラザの利用意向

問17 子どもプラザや子育て交流サロンについて、今は利用していないが今後利用したい、また

は、利用を増やしたいと思いますか。（それぞれ○は１つ。枠内におおよその利用回数を記

入） 

図表－３９ 子どもプラザの利用意向 

※「無回答」を除いて集計している。

子どもプラザの利用意向は、「新たに利用したり、利用を増やしたいとは思わない」（62.2％）

の割合が最も高く、次いで「利用していないが、今後利用したい」（21.6％）、「すでに利用してい

るが、今後利用を増やしたい」（16.2％）となっている。 

前回調査と比較すると、「すでに利用しているが、今後利用を増やしたい」の割合は約4ポイント

増加している。 

子どもの年齢別にみると、０歳は他の年齢に比べ「すでに利用しているが、今後利用を増やした

い」（31.1％）の割合が高く、３～５歳は「新たに利用したり、利用を増やしたいとは思わない」

（73.9％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合に比

べ、現在就労していない場合は「すでに利用しているが、今後利用を増やしたい」の割合が高くな

っている。 

図表－４０ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 子どもプラザの利用意向 （単位：％） 

21.6

24.4

16.2

11.9

62.2

63.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,712）

前回調査

(ｎ=4,938）

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用を増やしたい

新たに利用したり、利用を増やしたいとは思わない

標
本
数

（
人

）

利
用
し
て
い
な
い
が

、
今

後
利
用
し
た
い

す
で
に
利
用
し
て
い
る

が

、
今
後
利
用
を
増
や
し

た
い

新
た
に
利
用
し
た
り

、
利

用
を
増
や
し
た
い
と
は
思

わ
な
い

3,712 21.6 16.2 62.2

０歳 721 27.9 31.1 41.1

１～２歳 1,263 22.6 18.1 59.3

３～５歳 1,635 18.5 7.6 73.9

フルタイムで就労 1,239 20.3 14.1 65.5

パート・アルバイト等で就労 982 20.1 10.8 69.1

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,261 23.7 21.6 54.7

これまで就労したことがな
い

140 20.7 17.1 62.1

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別



Ⅱ 乳幼児の保護者調査結果

34 

今は利用していないが今後利用したいと答えた人が希望する利用回数は、「月１回以下」（55.2％）

が半数以上を占めており、次に多いのが「週１回」（19.4％）となっている。すでに利用している

が今後利用を増やしたいと答えた人が希望する利用回数は、「週１回」（32.7％）と「月２～３回」

（29.2％）がそれぞれおよそ３割を占めている。 

子どもの年齢別にみると、今は利用していないが今後利用したいと答えた人が希望する利用回数

は、いずれの年齢も「月1回以下」が5割以上を占めている。すでに利用しているが今後利用を増

やしたいと答えた人が希望する利用回数は、年齢が低いほど多くなる傾向がある。 

図表－４１ 子どもの年齢別 子どもプラザの希望する利用頻度 （単位：％） 

（３） 子育て交流サロンの利用意向

問17 子どもプラザや子育て交流サロンについて、今は利用していないが今後利用したい、また

は、利用を増やしたいと思いますか。（それぞれ○は１つ。枠内におおよその利用回数を記

入） 

図表－４２ 子育て交流サロンの利用意向 

※「無回答」を除いて集計している。

子育て交流サロンの利用意向は、「新たに利用したり、利用を増やしたいとは思わない」（74.7％）

の割合が最も高く、次いで「利用していないが、今後利用したい」（19.6％）、「すでに利用してい

るが、今後利用を増やしたい」（5.7％）となっている。 

前回調査と比較しても、ほぼ同様の結果となっている。 

19.6

21.7

5.7

5.8

74.7

72.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,687）

前回調査

(ｎ=4,945）

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用を増やしたい

新たに利用したり、利用を増やしたいとは思わない

週
５
日
以
上

週
４
回

週
３
回

週
２
回

週
１
回

月
２
～

３
回

月
１
回
以
下

無
回
答

週
５
日
以
上

週
４
回

週
３
回

週
２
回

週
１
回

月
２
～

３
回

月
１
回
以
下

無
回
答

803 0.1 - 0.5 1.1 19.4 15.1 55.2 8.6 600 0.7 1.0 2.7 10.5 32.7 29.2 17.3 6.0
０歳 201 - - - 2.0 22.9 15.9 51.2 8.0 224 1.3 2.7 4.0 14.3 36.2 25.4 10.7 5.4
１～２歳 285 - - 1.1 0.7 20.0 17.2 53.3 7.7 229 0.4 - 2.6 9.2 33.2 28.4 19.7 6.6
３～５歳 302 0.3 - 0.3 0.7 16.9 13.2 58.6 9.9 125 - - 0.8 6.4 24.0 37.6 24.8 6.4
無回答 15 - - - 6.7 13.3 - 73.3 6.7 22 - - - 9.1 40.9 27.3 18.2 4.5

子どもプラザ　今後利用を増やしたい回数

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

標
本
数

（
人

）

子どもプラザ　今後利用したい回数
標
本
数

（
人

）
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子どもの年齢別にみると、０歳は他の年齢に比べ「利用していないが、今後利用したい」（30.3％）

の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合に比

べ、現在就労していない場合は「利用していないが、今後利用したい」の割合が高くなっている。 

図表－４３ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 子育て交流サロンの利用状況 （単位：％） 

今は利用していないが今後利用したいと答えた人が希望する利用回数は、「月１回以下」（57.6％）

が半数以上を占めており、次に多いのが「週１回」（18.6％）となっている。すでに利用している

が今後利用を増やしたいと答えた人が希望する利用回数は、「週１回」（38.9％）と「月２～３回」

（26.5％）がそれぞれ約３～4割を占めている。 

子どもの年齢別にみると、今後利用したいと答えた人、今後利用を増やしたいと答えた人のいず

れにおいても、概ね年齢とともに希望する回数が少なくなる傾向にある。 

図表－４４ 子どもの年齢別 子どもプラザの希望する利用頻度 （単位：％） 

 

標
本
数

（
人

）

利
用
し
て
い
な
い
が

、
今

後
利
用
し
た
い

す
で
に
利
用
し
て
い
る

が

、
今
後
利
用
を
増
や
し

た
い

新
た
に
利
用
し
た
り

、
利

用
を
増
や
し
た
い
と
は
思

わ
な
い

3,687 19.6 5.7 74.7

０歳 715 30.3 11.9 57.8

１～２歳 1,260 20.6 6.7 72.6

３～５歳 1,618 13.7 2.0 84.4

フルタイムで就労 1,231 17.3 3.7 79.0

パート・アルバイト等で就労 980 16.5 3.0 80.5

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,246 23.1 9.7 67.2

これまで就労したことがな
い

140 22.9 5.0 72.1

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別

週
５
日
以
上

週
４
回

週
３
回

週
２
回

週
１
回

月
２
～

３
回

月
１
回
以
下

無
回
答

週
５
日
以
上

週
４
回

週
３
回

週
２
回

週
１
回

月
２
～

３
回

月
１
回
以
下

無
回
答

721 - - 1.0 1.0 18.6 13.6 57.6 8.3 211 - - 1.4 5.7 38.9 26.5 19.4 8.1
０歳 217 - - 0.5 0.9 23.5 12.9 53.9 8.3 85 - - 1.2 5.9 43.5 25.9 14.1 9.4
１～２歳 260 - - 1.5 0.8 17.7 14.6 58.1 7.3 85 - - 1.2 5.9 32.9 29.4 22.4 8.2
３～５歳 221 - - 0.9 0.5 15.4 14.0 59.3 10.0 32 - - - 6.3 34.4 21.9 31.3 6.3
無回答 23 - - - 8.7 13.0 4.3 69.6 4.3 9 - - 11.1 - 66.7 22.2 - -

子どもプラザ　今後利用を増やしたい回数

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

標
本
数

（
人

）

子どもプラザ　今後利用したい回数
標
本
数

（
人

）
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（４） 子どもプラザを利用していない理由

問18 【問16で「４」と回答された方にうかがいます。】現在、子どもプラザや子育て交流サロン

を利用していない理由についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－４５ 子どもプラザを利用していない理由 

子どもプラザを利用していない人にその理由をたずねたところ、「利用する時間がない」（38.0％）

の割合が最も高く、次いで「特に利用する必要性を感じない」（35.7％）、「子どもが大きくなって

必要ない」（33.1％）となっている。 

38.0

35.7

33.1

20.7

16.8

16.0

14.2

10.9

6.7

6.0

12.1

5.0

5.7

0.0% 20.0% 40.0%

利用する時間がない

特に利用する必要性を感じない

子どもが大きくなって必要ない

知人がいないので行きづらい

場所が遠いので利用しづらい

親同士の付き合いがわずらわしい

開催時間や日数が利用しづらい

利用の仕方がわからない

外出するのが面倒

子どもプラザや子育て交流サロン

について知らなかった

その他

特に理由はない

無回答

全体(ｎ=4,570）
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子どもの年齢別にみると、０歳は他の年齢に比べ「知人がいないので行きづらい」（30.8％）の

割合が高くなっている。一方で、３～５歳は他の年齢に比べ「子どもが大きくなって必要ない」

（48.0％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は「利用する時間がない」（49.8％）

の割合が高くなっている。 

図表－４６ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 子どもプラザを利用していない理由 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

場
所
が
遠
い
の
で
利
用
し

づ
ら
い

開
催
時
間
や
日
数
が
利
用

し
づ
ら
い

特
に
利
用
す
る
必
要
性
を

感
じ
な
い

知
人
が
い
な
い
の
で
行
き

づ
ら
い

子
ど
も
プ
ラ
ザ
や
子
育
て

交
流
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
知

ら
な
か
っ
た

利
用
す
る
時
間
が
な
い

利
用
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い

4,570 16.8 14.2 35.7 20.7 6.0 38.0 10.9
０歳 546 22.5 16.1 26.7 30.8 6.8 35.7 15.9
１～２歳 1,395 17.1 16.1 34.1 23.7 6.7 40.8 10.5
３～５歳 2,527 15.6 12.9 38.5 17.1 5.5 37.2 10.2
無回答 102 13.7 10.8 34.3 15.7 6.9 31.4 8.8

フルタイムで就労 1,642 13.2 17.3 36.7 19.7 6.0 49.8 11.4

パート・アルバイト等で就労 1,426 15.7 14.2 37.5 20.8 6.9 39.1 10.9

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,218 22.7 10.5 32.7 21.7 4.7 23.9 10.2

これまで就労したことがな
い

186 21.5 11.3 35.5 23.1 7.0 19.9 12.9

無回答 92 12.0 14.1 30.4 20.7 6.5 33.7 8.7

標
本
数

（
人

）

親
同
士
の
付
き
合
い
が
わ
ず

ら
わ
し
い

外
出
す
る
の
が
面
倒

子
ど
も
が
大
き
く
な

っ
て
必

要
な
い

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

4,570 16.0 6.7 33.1 12.1 5.0 5.7
０歳 546 23.8 10.1 3.1 15.2 6.2 7.1
１～２歳 1,395 16.4 7.4 17.6 14.5 5.4 6.5
３～５歳 2,527 14.2 5.6 48.0 10.0 4.5 4.9
無回答 102 12.7 6.9 37.3 12.7 6.9 6.9

フルタイムで就労 1,642 16.3 5.0 25.5 11.0 4.8 5.6

パート・アルバイト等で就労 1,426 14.8 5.3 36.9 11.6 4.9 6.9

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,218 17.7 10.2 38.8 14.2 4.8 4.5

これまで就労したことがな
い

186 14.5 10.2 37.1 10.2 8.1 5.9

無回答 92 9.8 6.5 29.3 13.0 7.6 5.4

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別

  全  体
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（５） 子育て交流サロンを利用していない理由

問18 【問16で「４」と回答された方にうかがいます。】現在、子どもプラザや子育て交流サロン

を利用していない理由についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－４７ 子育て交流サロンを利用していない理由 

子育て交流サロンを利用していない人にその理由をたずねたところ、「特に利用する必要性を感

じない」（35.7％）の割合が最も高く、次いで「利用する時間がない」（35.6％）、「子どもが大き

くなって必要ない」（31.5％）となっている。 

35.7

35.6

31.5

22.1

17.5

17.3

11.7

9.6

7.5

6.1

10.0

5.3

8.6

0.0% 20.0% 40.0%

特に利用する必要性を感じない

利用する時間がない

子どもが大きくなって必要ない

知人がいないので行きづらい

親同士の付き合いがわずらわしい

開催時間や日数が利用しづらい

利用の仕方がわからない

場所が遠いので利用しづらい

子どもプラザや子育て交流サロン

について知らなかった

外出するのが面倒

その他

特に理由はない

無回答

全体(ｎ=4,570）
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子どもの年齢別にみると、０歳は他の年齢に比べ「知人がいないので行きづらい」（32.6％）の

割合が高くなっている。一方で、３～５歳は他の年齢に比べ「子どもが大きくなって必要ない」

（46.1％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は「利用する時間がない」（47.7％）

の割合が高くなっている。 

図表－４８ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

子育て交流サロンを利用していない理由 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

場
所
が
遠
い
の
で
利
用
し

づ
ら
い

開
催
時
間
や
日
数
が
利
用

し
づ
ら
い

特
に
利
用
す
る
必
要
性
を

感
じ
な
い

知
人
が
い
な
い
の
で
行
き

づ
ら
い

子
ど
も
プ
ラ
ザ
や
子
育
て

交
流
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
知

ら
な
か
っ
た

利
用
す
る
時
間
が
な
い

利
用
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い

4,570 9.6 17.3 35.7 22.1 7.5 35.6 11.7
０歳 546 13.4 23.3 26.9 32.6 8.2 32.8 16.8
１～２歳 1,395 9.3 19.3 34.0 26.3 8.3 38.9 11.5
３～５歳 2,527 8.9 15.3 38.7 17.7 6.9 34.7 10.7
無回答 102 7.8 9.8 31.4 15.7 7.8 28.4 10.8

フルタイムで就労 1,642 7.6 21.0 37.5 21.3 7.5 47.7 12.9

パート・アルバイト等で就労 1,426 9.3 15.8 36.7 21.9 8.8 36.5 11.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,218 12.2 14.9 33.3 23.2 5.8 21.1 10.2

これまで就労したことがな
い

186 12.9 12.9 34.4 24.2 8.6 18.8 12.4

無回答 92 6.5 14.1 23.9 17.4 7.6 30.4 9.8

標
本
数

（
人

）

親
同
士
の
付
き
合
い
が
わ
ず

ら
わ
し
い

外
出
す
る
の
が
面
倒

子
ど
も
が
大
き
く
な

っ
て
必

要
な
い

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

4,570 17.5 6.1 31.5 10.0 5.3 8.6
０歳 546 26.7 9.0 2.9 13.9 6.4 9.9
１～２歳 1,395 18.3 6.6 15.8 12.3 5.4 8.7
３～５歳 2,527 15.2 5.3 46.1 7.9 5.0 8.1
無回答 102 13.7 6.9 34.3 11.8 6.9 11.8

フルタイムで就労 1,642 17.8 4.9 23.0 9.4 5.0 8.0

パート・アルバイト等で就労 1,426 15.8 5.0 34.9 10.0 5.3 9.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,218 19.8 8.9 38.2 11.2 5.2 7.9

これまで就労したことがな
い

186 16.1 8.1 36.0 8.6 9.1 8.6

無回答 92 9.8 5.4 30.4 9.8 7.6 14.1

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（６） 子どもプラザで利用したい機能

問19 子どもプラザに次の機能があったら利用したいですか。（それぞれ〇は１つ） 

図表－４９ 子どもプラザで利用したい機能 

子どもプラザに一時預かり室、教育・保育サービス相談の専門窓口があった場合の利用意向は、

一時預かり室については「利用したい」（63.9％）の割合が6割を超え、教育・保育サービス相談

の専門窓口については、「利用したい」（47.4％）と「利用する必要がない」（47.6％）の割合が

同程度であった。 

子どもの年齢別にみると、一時預かり室、教育・保育サービス相談の専門窓口ともに「利用した

い」の割合は、低い年齢ほど高くなっている。 

図表－５０ 子どもの年齢別 子どもプラザで利用したい機能 （単位：％） 

63.9

47.4

32.8

47.6

3.4

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一時預かり室

(ｎ=5,876）

教育・保育サービス

（保育所、幼稚園等）

相談の専門窓口（常設）

(ｎ=5,876）

利用したい 利用する必要がない 無回答

利
用
し
た
い

利
用
す
る
必
要
が
な
い

無
回
答

利
用
し
た
い

利
用
す
る
必
要
が
な
い

無
回
答

5,876 63.9 32.8 3.4 47.4 47.6 5.0
０歳 960 71.6 23.3 5.1 63.2 30.2 6.6
１～２歳 1,913 66.5 30.2 3.3 52.8 42.8 4.4
３～５歳 2,853 59.5 37.7 2.8 38.1 57.0 4.9
無回答 150 64.0 32.0 4.0 52.7 42.0 5.3

教育・保育サービス
（保育所、幼稚園等）

相談の専門窓口（常設）

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

標
本
数

（
人

）

一時預かり室
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第４章  保護者の就労状況 

１． 母親の就労状況 

（１） 母親の就労状況

問20 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、お答えください。（○は１つ） 

図表－５１ 母親の就労状況 

母親の就労状況は、「以前は就労していたが、現在は就労していない」（31.0％）の割合が最も

高く、次いで「フルタイムで就労している」（26.8％）、「パート・アルバイト等で就労している」

（26.4％）となっている。 

育休中等も含めフルタイム及びパート・アルバイト等で就労している母親の割合は6割超となっ

ており、前回調査と比較すると就労している母親の割合が約15ポイント増加している。 

子どもの年齢別に母親の就労状況をみると、0歳では「フルタイムで就労しているが、育休・介

護休業中である」（19.7％）の割合が高くなっている。 

図表－５２ 子どもの年齢別 母親の就労状況 （単位：％） 

26.8

17.4

7.5

5.3

26.4

23.7

1.9

1.6

31.0

40.6

3.9

8.5

2.6

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=5,870）

前回調査(ｎ=5,066）

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労している

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

標
本
数

（
人

）

フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
し

て
い
る

フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
し

て
い
る
が

、
育
休
・
介

護
休
業
中
で
あ
る

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

等
で
就
労
し
て
い
る

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

等
で
就
労
し
て
い
る

が

、
育
休
・
介
護
休
業

中
で
あ
る

以
前
は
就
労
し
て
い
た

が

、
現
在
は
就
労
し
て

い
な
い

こ
れ
ま
で
就
労
し
た
こ

と
が
な
い

無
回
答

5,870 26.8 7.5 26.4 1.9 31.0 3.9 2.6
０歳 960 22.1 19.7 16.4 2.1 34.2 3.0 2.6
１～２歳 1,912 28.8 7.3 23.2 1.9 32.9 3.5 2.3
３～５歳 2,848 26.9 3.6 31.9 1.7 28.6 4.6 2.7
無回答 150 28.0 7.3 26.0 4.0 29.3 2.7 2.7

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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（２） 就労日数・就労時間（母親）

問20－1 【問20で「１」～「４」に○をつけた方にうかがいます。】一週当たりの就労日数、 

１日当たりの就労時間（残業時間を含む）をお答えください。（枠内に数字を記入） 

図表－５３ 週あたり就労日数（母親） 

図表－５４ 一日あたり就労時間（母親） 

フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している母親に、就労日数と就労時間をたずねた。 

週あたりの就労日数は、「５日」（57.9％）の割合が最も高い。就労形態別にみると、フルタイ

ムで就労の場合は「５日」（80.9％）が大半を占め、パート・アルバイト等で就労の場合は「５日」

（29.9％）、「4日」（19.2％）、「３日」（10.3％）の順で割合が高くなっている。

一日あたりの就労時間は、「８時間」（31.0％）の割合が最も高い。就労形態別にみると、フル

タイムで就労の場合は「8時間」（50.8％）が半数を占め、パート・アルバイト等で就労の場合は

「～4時間」から「7時間」まで約1～2割で分散している。

1.1

0.1

2.2

1.7

0.2

3.5

4.7

0.0

10.3

9.4

1.3

19.2

57.9

80.9

29.9

10.4

16.2

3.4

0.3

0.5

0.1

14.6

0.8

31.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=3,672）

フルタイムで

就労(ｎ=2,013）

パート・アルバイト

等で就労(ｎ=1,659）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

7.1

0.4

15.1

7.4

1.3

14.7

12.8

8.0

18.5

16.4

19.5

12.8

31.0

50.8

6.9

6.9

12.3

0.5

3.9

6.8

0.3

14.5

0.8

31.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=3,672）

フルタイムで

就労(ｎ=2,013）

パート・アルバイト

等で就労(ｎ=1,659）

～４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間 10時間以上 無回答
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（３） 家を出る時間と帰宅時間（母親）

問20－2 【問20で「１」～「４」に○をつけた方にうかがいます。】家を出る時刻と帰宅時刻を

お答えください。（枠内に時間を記入（例）18時） 

図表－５５ 出勤時刻（母親） 

図表－５６ 帰宅時刻（母親） 

フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している母親に、出勤時刻・帰宅時刻をたずねた。 

出勤時刻は「８時」（40.9％）の割合が最も高い。就労形態別にみると、フルタイムで就労の場

合は「8時」（47.8％）と「7時」（36.3％）、パート・アルバイト等で就労の場合は「8時」（32.5％）

と「9時」（20.0％）の割合が高くなっている。 

帰宅時刻は「18時」（34.4％）の割合が最も高く。就労形態別にみると、フルタイムで就労の

場合は「18時」（48.8％）と「19時」（23.3％）、パート・アルバイト等で就労の場合は「17時」

（18.3％）、「18時」（16.9％）の割合が高くなっている。 

1.4

22.8

40.9

13.9

4.0
0.2 0.2 0.4

16.2

1.9

36.3

47.8

8.8

2.6
0.0 0.0 0.1

2.30.8

6.4

32.5

20.0

5.7
0.5 0.4 0.6

33.0

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

１
～
６
時

７
時

８
時

９
時

1
0
～
1
2
時

1
3
～
1
5
時

1
6
～
1
8
時

1
9
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=3,672）

フルタイムで就労(ｎ=2,013）

パート・アルバイト等で就労(ｎ=1,659）

0.3 0.6

7.4 6.2

16.6

34.4

13.8

2.8 1.7

16.3

0.1 0.2 0.9 2.0

15.1

48.8

23.3

4.7
2.4 2.50.5 1.1

15.3
11.2

18.3 16.9

2.2 0.6 0.8

33.1

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

１
～
６
時

７
～
1
2
時

1
3
～
1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=3,672）

フルタイムで就労(ｎ=2,013）

パート・アルバイト等で就労(ｎ=1,659）
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（４） フルタイムへの転換希望（母親）

問20－3 【問20で「３」または「４」に○をつけた方にうかがいます。】フルタイムへの転換希

望についてお答えください。（○は１つ） 

図表－５７ フルタイムへの転換希望（母親） 

パート・アルバイト等で就労している母親に、フルタイムへの転換希望をたずねたところ、「パ

ート・アルバイト等の就労を続けることを希望」（60.2％）の割合が最も高く、次いで「フルタイ

ムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」（23.9％）となっている。

前回調査と比較すると、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」の割合は約10ポイ

ント増加している。

子どもの年齢別にみると、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」の割合は、0歳に

比べて、1歳以上で高くなっている。 

図表－５８ 子どもの年齢別 フルタイムへの転換希望（母親） （単位：％） 

7.5

7.6

23.9

23.2

60.2

50.3

3.5

3.2

4.9

15.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=1,659）

前回調査

(ｎ=1,281）

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

標
本
数

（
人

）

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換

希
望
が
あ
り

、
実
現
で

き
る
見
込
み
が
あ
る

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換

希
望
は
あ
る
が

、
実
現

で
き
る
見
込
み
は
な
い

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

等
の
就
労
を
続
け
る
こ

と
を
希
望

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

等
を
や
め
て
子
育
て
や

家
事
に
専
念
し
た
い

無
回
答

1,659 7.5 23.9 60.2 3.5 4.9
０歳 177 7.9 26.0 55.4 6.2 4.5
１～２歳 481 9.1 22.2 60.5 2.7 5.4
３～５歳 956 6.8 24.1 61.0 3.5 4.7
無回答 45 2.2 31.1 60.0 2.2 4.4

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別



第４章 保護者の就労状況 

45 

（５） 現在就労していない母親の就労希望

問20－4 【問20で「５」または「６」に○をつけた方にうかがいます。】就労への希望について

お答えください。（○は１つ。枠内に数字を記入） 

図表－５９ 現在就労していない母親の就労希望 

図表－６０ 現在就労していない母親が希望する就労形態 

図表－６１ パート・アルバイト等を希望する母親の週あたり就労希望日数 

図表－６２ パート・アルバイト等を希望する母親の一日あたり就労希望時間 

22.5

24.1

48.1

50.8

22.6

20.9

6.8

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=2,048）

前回調査

(ｎ=2,491）

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが〇歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

（n=985) (%)
１～２歳 6.6
３～５歳 49.3
６～８歳 34.8
９歳以上 7.1
無回答 2.1

7.1 66.4 23.9 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=381）

１～２日 ３～４日 ５～７日 無回答

4.5 24.7 38.8 27.3 4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=381）

３時間以内 ４時間 ５時間 ６時間以上 無回答

11.9 82.5 5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=462）

フルタイム パート、アルバイト等 無回答
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現在就労していない母親の今後の就労希望は、「１年より先、一番下の子どもが□歳になったこ

ろに就労したい」（48.1％）の割合が最も高く、次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に就労し

たい」（22.6％）と「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」（22.5％）の割合が

同程度となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

「１年より先、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい」と回答した母親（985人）に、

一番下の子どもが何歳になったころに働きたいかたずねたところ、「３～５歳」（49.3％）の割合

が最も高く、次いで「６～8歳」（34.8％）となっている。 

また、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した母親（462人）が希望する就

労形態は、「パート・アルバイト等」（82.5％）が8割を占めている。 

パート・アルバイト等での就労を希望している母親（381人）が希望する就労日数・就労時間は、

週あたり「3～４日」（66.4％）、１日あたり「５時間」（38.8％）の割合が最も高くなっている。 

子どもの年齢別では、今後の就労希望に大きな違いはみられなかった。 

図表－６３ 子どもの年齢別 現在就労していない母親の就労希望 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

子
育
て
や
家
事
な
ど
に

専
念
し
た
い

（
就
労
の

予
定
は
な
い

）

１
年
よ
り
先

、
一
番
下

の
子
ど
も
が
〇
歳
に

な

っ
た
こ
ろ
に
就
労
し

た
い

す
ぐ
に
で
も

、
も
し
く

は
１
年
以
内
に
就
労
し

た
い

無
回
答

2,048 22.5 48.1 22.6 6.8
０歳 357 22.7 49.6 22.7 5.0
１～２歳 697 21.4 47.6 24.1 6.9
３～５歳 946 23.5 48.0 21.4 7.2
無回答 48 18.8 45.8 22.9 12.5

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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２． 父親の就労状況 

（１） 父親の就労状況

問21 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、お答えください。（○は１つ） 

図表－６４ 父親の就労状況 

父親の就労状況は、前回調査と同様、「フルタイムで就労している」の割合が9割を超えている。 

94.3

90.8

3.7

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=5,617）

前回調査

(ｎ=4,852）

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労している

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

0.2 0.9 0.7 0.1

0.1 1.4 1.2 0.1
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（２） 就労日数・就労時間（父親）

問21－1 【問21で「１」～「４」に○をつけた方にうかがいます。】１週当たりの就労日数、 

１日当たりの就労時間（残業時間を含む）をお答えください。（枠内に数字を記入） 

図表－６５ 週あたり就労日数（父親） 

図表－６６ 一日あたり就労時間（父親） 

フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している父親に、就労日数と就労時間をたずねた。 

週あたりの就労日数は、「５日」（59.5％）の割合が最も高く、次いで「6日」（34.6％）となっ

ている。 

一日あたりの就労時間は、「８時間」（25.0％）の割合が最も高く、次いで「10時間」（22.7％）、

「9時間」（15.2％）、「12時間」（14.6％）となっている。 

1.3

59.5 34.6

2.3

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=5,366）

１～４日 ５日 ６日 ７日 無回答

2.9

25.0 15.2 22.7 6.4 14.6 10.4 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=5,366）

～７時間 ８時間 ９時間 10時間 11時間 12時間 13時間以上 無回答
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（３） 家を出る時間と帰宅時間（父親）

問21－2 【問21で「１」～「４」に○をつけた方にうかがいます。】家を出る時刻と帰宅時刻を

お答えください。（枠内に時間を記入（例）18時） 

図表－６７ 出勤時刻（父親） 

図表－６８ 帰宅時刻（父親） 

フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している父親に、出勤・帰宅の時刻をたずねた。

出勤時刻は「7時」（35.0％）と「８時」（33.9％）の割合が高い。

帰宅時刻は「20時」（22.1％）と「19時」（20.2％）、「21時」（17.3％）の割合が高くなって

いる。 

11.8

35.0 33.9

8.3

4.2
1.4 0.5 0.7

4.2

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

１
～
６
時

７
時

８
時

９
時

1
0
～
1
2
時

1
3
～
1
5
時

1
6
～
1
8
時

1
9
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=5,366）

2.9
0.8 0.6 0.5 1.7

10.8

20.2
22.1

17.3

10.9
7.9

4.4

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

１
～
６
時

７
～
1
2
時

1
3
～
1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=5,366）
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（４） フルタイムへの転換希望（父親）

問21－3 【問21で「３」または「４」に○をつけた方にうかがいます。】フルタイムへの転換希

望についてお答えください。（○は１つ） 

図表－６９ フルタイムへの転換希望（父親） 

パート・アルバイト等で就労している父親に、フルタイムへの転換希望をたずねたところ、「パ

ート・アルバイト等の就労を続けることを希望」（30.2％）の割合が最も高く、次いで「フルタイ

ムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」「フルタイムへの転換希望はあるが、実現でき

る見込みはない」（ともに26.4％）となっている。

前回調査と比較すると、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」の割合は

約9ポイント増加している。 

26.4

17.6

26.4

29.4

30.2

30.9

1.9

15.1

22.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=53）

前回調査

(ｎ=68）

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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（５） 現在就労していない父親の就労希望

問21－4 【問21で「５」または「６」に○をつけた方にうかがいます。】就労への希望について

お答えください。（○は１つ。枠内に数字を記入） 

図表－７０ 現在就労していない父親の就労希望 

図表－７１ 現在就労していない父親の就労形態 

図表－７２ パート・アルバイト等を希望する父親の週あたり就労希望日数 

図表－７３ パート・アルバイト等を希望する父親の一日あたり就労希望時間 

6.7

5.5

16.7

5.5

76.7

89.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=30）

前回調査

(ｎ=55）

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが〇歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

（n=5) (%)
１～２歳 -
３～５歳 60.0
６～８歳 20.0
９歳以上 20.0
無回答 -

37.5 50.0 12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=8）

１～２日 ３～４日 ５～６日 無回答

12.5 87.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=8）

３時間以内 ４時間 ５時間 ６時間以上 無回答

※「無回答」を除いて集計している。

60.9 34.8 4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=23）

フルタイム パート、アルバイト等 無回答
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現在就労していない父親の今後の就労希望は、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」

（76.7％）の割合が最も高く、次いで「１年より先、一番下の子どもが□歳になったころに就労

したい」（16.7％）、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」（6.7％）となってお

り、前回調査と比較すると「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」の割合は約12ポイン

ト減少している。

「１年より先、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい」と回答した父親（5人）に、

一番下の子どもが何歳になったころに働きたいかたずねたところ、「３～５歳」（60.0％）の割合

が最も高くなっている。 

また、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した父親（23人）が希望する就労

形態は、「フルタイム」（60.9％）が6割を占めている。 

パート・アルバイト等での就労を希望している父親（8人）が希望する就労日数・就労時間は、

週あたり「5～6日」（50.0％）、１日あたり「６時間以上」（87.5％）の割合が最も高くなってい

る。 
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第５章  定期的な教育・保育事業と子育て支援サービスの利用状況 

１． 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

（１） 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況

問22 あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じ

て「定期的に」利用している事業をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－７４ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

※「認定子ども園（保育利用）」「認定こども園（教育利用）」は、今回調査で新規で追加した項目

平日の定期的な教育・保育事業の利用状況は、「認可保育所」（39.7％）の割合が最も高く、次

いで「幼稚園」（26.0％）となっている。いずれの事業も「利用していない」（21.4％）は2割と

なっている。 

子どもの年齢別にみると、0歳では事業未利用者が63.1％を占めているが、以降、年齢とともに

事業利用者の割合が高まり、3～５歳は事業利用者が9割以上となっている。 

39.7

26.0

4.3

2.3

2.2

1.9

1.8

1.3

1.0

0.1

2.4

21.4

31.4

28.9

1.5

0.3

3.7

0.7

0.0

0.1

2.1

30.3

0.0% 20.0% 40.0%

認可保育所

幼稚園

幼稚園預かり保育

小規模保育事業、家庭的保育事業

その他の認可外保育施設等

企業主導型保育事業、事業所内保育事業

幼稚園２歳児受入れ促進事業

認定こども園（保育利用）

認定こども園（教育利用）

居宅訪問型保育事業

その他

利用していない

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）
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図表－７５ 子どもの年齢別 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

（
教
育
利
用

）

幼
稚
園
預
か
り
保
育

幼
稚
園
２
歳
児
受
入

れ
促
進
事
業

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

（
保
育
利
用

）

小
規
模
保
育
事
業

、

家
庭
的
保
育
事
業

5,876 26.0 1.0 4.3 1.8 39.7 1.3 2.3
０歳 960 0.1 0.5  - - 25.9 0.6 2.6
１～２歳 1,913 7.3 0.5 0.7 5.1 42.0 1.3 4.7
３～５歳 2,853 47.2 1.4 8.2 0.1 42.9 1.7 0.7
無回答 150 26.0 2.0 4.7 4.0 37.3 0.7 1.3

標
本
数

（
人

）

企
業
主
導
型
保
育
事

業

、
事
業
所
内
保
育

事
業

居
宅
訪
問
型
保
育
事

業 そ
の
他
の
認
可
外
保

育
施
設
等

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

5,876 1.9 0.1 2.2 2.4 21.4 1.3
０歳 960 3.8 0.2 2.0 1.0 63.1 0.7
１～２歳 1,913 2.7 0.2 3.0 4.1 30.2 1.2
３～５歳 2,853 0.6 0.1 1.7 1.7 1.4 1.5
無回答 150 2.7 - 2.7 1.3 22.7 2.0

子
ど
も
の

年
齢
別

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

  全  体
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（２） 平日の定期的な教育・保育事業の利用日数と時間

問22－1 【問22で「１～10」に○をつけた方にうかがいます。】平日に定期的に利用している教

育・保育の事業について、全部あわせてどのくらい利用していますか。また、希望と

してはどのくらい利用したいですか 

図表－７６ 平日の定期的な教育・保育事業の週あたり利用日数 

図表－７７ 平日の定期的な教育・保育事業の一日あたり利用時間 

平日の定期的な教育・保育事業の利用者に、事業の利用日数と利用時間をたずねた。 

現在の週あたり利用日数は、「5日」（79.0％）の割合が最も高く、次いで「6日」（12.9％）と

なっている。子どもの年齢別にみると、「６日」の利用は子どもの年齢が低いほど高い傾向がみら

れ、「0歳」では 19.9％となっている。 

現在の一日あたり利用時間は、「8時間」（18.4％）と「9時間」（18.3％）の割合が高く、次い

で「10時間」（15.2％）、となっている。子どもの年齢別にみると、年齢が低いほど利用時間は長

い傾向がみられる。 

子
ど
も
の
年
齢
別 

子
ど
も
の
年
齢
別 

4.0

5.1

2.2 2.6

79.0

72.4

67.4

85.3

12.9

19.9

15.5

10.6

0.1

0.3

0.1

2.7

3.6

3.2

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=4,432）

０歳

（n=337）

１～２歳

（n=1,245）

３～５歳

（n=2,739）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答 a

1.2 1.7 0.9 1.4

0.3 0.6 0.9 2.1

0.0 0.3 0.4 0.9

2.1

6.5

0.4

2.9

2.4

3.4

14.6

4.3

21.2

12.0

5.5

16.1

7.3

6.8

7.6

7.4

18.4

24.6

22.3

15.9

18.3

29.4

21.9

15.1

15.2

27.0

17.7

12.9

4.9

5.6

6.4

4.0

0.9

0.0

1.5

0.7

3.4

4.5

3.9

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=4,432）

０歳

（n=337）

１～２歳

（n=1,245）

３～５歳

（n=2,739）

３時間以下 ４時間 ５時間 ６時間

７時間 ８時間 ９時間 10時間

11時間 12時間以上 無回答 a

0.3 0.3 0.6 0.9
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図表－７８ 平日の定期的な教育・保育事業の利用開始・終了時刻 

現在の利用開始時刻は「9時」（48.6％）の割合が最も高く、次いで「8時」（32.5％）となっ

ている。子どもの年齢別にみると、０歳は「8時」（50.1％）の割合が高く、３～５歳は「9時」（53.5％）

の割合が高くなっている。 

現在の利用終了時刻は「17時」（26.5％）と「18時」（24.8％）の割合が高くなっている。子

どもの年齢別にみると、子どもの年齢が低いと「17時」「18時」が、年齢が高いと「14時」の割

合が高くなっている。 
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0.3

3.9
7.6

5.6 5.1

11.2

32.3
29.2

5.1
0.6

3.5
0.4

24.4

16.9

8.7

22.1 21.1

3.2
0.2

3.1

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1
3
時
以
前

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時
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8
時
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時
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0
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=4,432）

０歳(ｎ=337）

１～２歳(ｎ=1,245）

３～５歳(ｎ=2,739）

＜利用開始時刻＞ 

＜利用終了時刻＞ 

0.0

7.7

32.5

48.6

7.3

0.6
3.3

0.0

10.7

50.1

33.5

0.9 0.9
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0.0

10.1

35.6

41.8

8.0
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3.5

0.0

6.2

29.0

53.5

7.8

0.4
3.1

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

６
時
以
前

７
時

８
時

９
時

1
0
時

1
1
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=4,432）

０歳(ｎ=337）

１～２歳(ｎ=1,245）

３～５歳(ｎ=2,739）
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（３） 平日の定期的な教育・保育事業の希望日数と時間

問22－1 【問22で「１～10」に○をつけた方にうかがいます。】平日に定期的に利用している教

育・保育の事業について、全部あわせてどのくらい利用していますか。また、希望と

してはどのくらい利用したいですか 

図表－７９ 平日の定期的な教育・保育事業の週あたり希望日数 

図表－８０ 平日の定期的な教育・保育事業の一日あたり希望時間 

平日の定期的な教育・保育事業の利用者に、希望する利用日数と利用時間をたずねた。 

希望の週あたり利用日数では、「5日」（60.3％）の割合が最も高く、次いで「6日」（14.1％）

となっている。子どもの年齢別にみると、「６日」の利用希望は子どもの年齢が低いほど高くなる

傾向がみられ、「０ 歳」では 21.7％となっている。現在の利用状況と大きな違いはみられない。 

希望の一日あたり利用時間では、「8時間」（18.2％）の割合が最も高く、次いで「9時間」（14.7％）、

「10時間」（12.2％）となっている。子どもの年齢別にみると、年齢が低いほど希望利用時間は

長くなる傾向がみられる。 

子
ど
も
の
年
齢
別 

子
ど
も
の
年
齢
別 

60.3

48.1

52.4

65.4

14.1

21.7

15.3

12.7
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0.2
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（n=337）
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（n=1,245）
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（n=2,739）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答 a
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0.3 0.3 0.6 3.9

0.1 0.1 0.3 0.7

1.0 1.8 3.1 2.7

0.8

1.6

0.3

1.0

2.1

0.5
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13.4
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7.3
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6.5

4.9

3.8

2.1
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3.0
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全体

（n=4,432）

０歳

（n=337）

１～２歳

（n=1,245）

３～５歳

（n=2,739）

３時間以下 ４時間 ５時間 ６時間

７時間 ８時間 ９時間 10時間

11時間 12時間以上 無回答 a
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図表－８１ 平日の定期的な教育・保育事業の希望利用開始・終了時刻 

希望の利用開始時刻は「9時」（40.8％）の割合が最も高く、次いで「8時」（27.3％）となっ

ている。子どもの年齢別にみると、０歳は「8時」（35.3％）の割合が高く、３～５歳は「9時」（44.3％）

の割合が高くなっている。 

希望の利用終了時刻は「17時」（22.8％）と「18時」（18.9％）の割合が高くなっている。子

どもの年齢別にみると、子どもの年齢が低いと「17時」「18時」が、年齢が高いと「15時」「16

時」の割合が高くなっている。 

＜希望開始時刻＞ 

＜希望終了時刻＞ 
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３～５歳(ｎ=2,739）

0.6
4.0

10.9
13.6

22.8
18.9

5.6
1.6

22.1

0.9 0.3 1.8

8.6

26.7
24.0

10.1

2.4

25.2

1.7
4.2 5.2

9.6

25.0
22.1

6.1
2.3

23.9

0.1
4.5

14.6 16.1

21.1
16.8

4.8
1.2

20.8

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1
3
時
以
前

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=4,432）
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３～５歳(ｎ=2,739）
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（４） 平日の定期的な教育・保育事業の利用場所

問22－2 現在、教育・保育事業を利用している場所はどこにありますか。（○は１つ） 

図表－８２ 平日の定期的な教育・保育事業の実施場所 

平日の定期的な教育・保育事業の利用場所をたずねたところ、「福岡市内」（95.6％）の割合が

大半を占めており、「福岡市外」は1.2％であった。 

居住区別にみると、博多区（3.3％）で、「福岡市外」の割合が他区よりやや高くなっている。 
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94.8

94.1
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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博多区

(ｎ=540）

中央区

(ｎ=468）

南区

(ｎ=778）

城南区

(ｎ=370）

早良区

(ｎ=672）

西区

(ｎ=522）

福岡市内 福岡市外 無回答

居
住
区
別 
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（５） 平日の定期的な教育・保育事業を利用している理由

問22－3 平日に定期的に教育・保育の事業を利用している主な理由についてお答えください。（あ

てはまるものすべてに○） 

図表－８３ 平日の定期的な教育・保育事業を利用している理由 

平日の定期的な教育・保育事業の利用者が事業を利用している理由は、「現在就労しているため」

（63.0％）と「子どもの教育や発達のため」（60.7％）の割合が6割を超えて高く、その他の理由

はいずれも5％未満であった。 

前回調査と比較すると、「現在就労しているため」の割合は約10ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、「現在就労しているため」の割合は、0歳（91.4％）・１～２歳（74.5％）

で他の年齢に比べて高くなっている。 

図表－８４ 子どもの年齢別 平日の定期的な教育・保育事業を利用している理由（単位：％） 
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気
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た
め

学
生
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る
た
め

そ
の
他

無
回
答

4,432 60.7 63.0 3.1 0.7 1.4 0.2 2.0 3.5
０歳 337 34.7 91.4 3.3 0.9 1.8 - 0.3 3.9
１～２歳 1,245 49.6 74.5 3.8 0.6 1.3 0.5 4.2 3.7
３～５歳 2,739 68.9 54.2 2.9 0.8 1.5 0.1 1.2 3.3
無回答 111 61.3 64.0 0.9 - 0.9 - 1.8 5.4

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別



第５章 定期的な教育・保育事業と子育て支援サービスの利用状況 

61 

（６） 平日の定期的な教育・保育事業を利用していない理由

問22－4 【問22で「12．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。】利用していない理

由についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－８５ 平日の定期的な教育・保育事業を利用していない理由 

図表－８６ 定期的な教育・保育事業の利用を考えている子どもの年齢 

※「無回答」を除いて集計している

平日の定期的な教育・保育事業を利用していない人に、その理由をたずねたところ、「子どもの

母親か父親が子育てしており、利用する必要がないため」（63.9％）の割合が最も高く、次いで「子

どもがまだ小さいため」（37.4％）となっている。 

前回調査と比較すると、「子どもの母親か父親が子育てしており、利用する必要がないため」の

割合は約6ポイント減少、「利用したいが、保育・教育の事業に空きがない」は約5ポイント増加し

ている。 

「子どもがまだ小さいため」と回答した人に、子どもが何歳くらいになったら事業を利用しよう

と考えているかたずねたところ、「３歳」（69.3％）の割合が最も高く、7割弱を占めている。 
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利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

子どもの祖父母や親族がみている

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

近所の人や父母の友人・知人がみている

その他

今回調査(ｎ=1,259）

前回調査(ｎ=1,537）

（n=9) (%)
19時まで 11.1
20時まで -
21時まで 11.1
22時以降 44.4
無回答 33.3

0.8

10.0

14.7

14.3

69.3

58.4

13.9

15.6

1.4

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=381）

前回調査
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１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳以上
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子どもの年齢別にみると、０歳は他の年齢に比べて、「利用したいが、保育・教育の事業に空き

がない」（23.9％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は「利用したいが、保育・教育の事

業に空きがない」（34.8％）の割合が高く、パート・アルバイト等で就労している場合は「子ども

の祖父母や親族がみている」（20.1％）の割合が高くなっている。 

図表－８７ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

平日の定期的な教育・保育事業を利用していない理由（単位：％） 
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無
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答

1,259 63.9 6.4 0.2 17.8 7.2 0.7 2.9 37.4 11.5 3.1
０歳 606 58.9 4.8 0.2 23.9 6.1 0.3 2.8 36.1 11.7 3.0
１～２歳 578 70.2 8.0 - 11.2 8.0 0.9 2.9 40.3 10.4 2.8
３～５歳 41 39.0 7.3 2.4 19.5 12.2 2.4 2.4 12.2 24.4 12.2
無回答 34 76.5 8.8 - 17.6 8.8 2.9 2.9 41.2 11.8 -

フルタイムで就労 244 48.4 6.6 0.4 34.8 1.2 0.8 0.8 21.7 23.4 2.0

パート・アルバイト等で就労 134 51.5 20.1 - 23.1 13.4 1.5 6.0 34.3 12.7 5.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

763 69.3 4.6 0.1 13.2 8.5 0.7 3.1 42.7 7.6 2.6

これまで就労したことがな
い

81 76.5 2.5 - 4.9 6.2 - - 37.0 12.3 6.2

無回答 37 73.0 2.7 - 8.1 - - 5.4 43.2 8.1 5.4

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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２． 平日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

（１） 平日の定期的な教育・保育事業の利用意向

問23 国は、2018年6月に閣議決定した「経済財政運営と改革の基本方針２０１８」の中で、「幼

児教育・保育の無償化」について、2019年10月からの実施を目指すとしています。次の質

問は、「幼児教育・保育の無償化」が実施されていると仮定してお答えください。現在、利

用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・保育の事業

として、「定期的に」利用したいと考える事業について、お答えください。（あてはまるも

のすべてに○） 

図表－８８ 平日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

※認定こども園（保育利用）・認定こども園（教育利用）・幼稚園2歳児受入れ促進事業は今回調査で新規に追加された選択肢

平日の定期的な教育・保育事業の利用意向は、「認可保育所」（50.0％）の割合が最も高く、次

いで「幼稚園」（47.2％）、「幼稚園預かり保育」（20.0％）、「認定こども園（保育利用）」（12.0％）

となっている。 

前回調査と比較すると、「幼稚園」の割合は約7ポイント減少している。 

50.0

47.2

20.0

12.0

9.2

7.0

4.4

4.1

2.6

2.1

0.5

2.1

48.6

54.0

24.4

4.0

2.0

2.6

3.4

0.7

2.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

認可保育所

幼稚園

幼稚園預かり保育

認定こども園（保育利用）

幼稚園２歳児受入れ促進事業

認定こども園（教育利用）

企業主導型保育事業、事業所内保育事業

小規模保育事業、家庭的保育事業

居宅訪問型保育事業

その他の認可外保育施設等

その他

利用していない

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）
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子どもの年齢別にみると、2歳以下では「認可保育所」の割合が高く、特に0歳（61.4％）では

6割を超えている。０歳ではその他、「認定こども園（保育利用）」（19.2％）、「幼稚園2歳児受入

れ促進事業」（15.5％）、「認定こども園（教育利用）」（12.1％）の割合も他の年齢に比べて高く

なっている。 

図表－８９ 子どもの年齢別 平日の定期的な教育・保育事業の利用意向（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

（
教
育
利
用

）

幼
稚
園
預
か
り
保
育

幼
稚
園
２
歳
児
受
入

れ
促
進
事
業

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

（
保
育
利
用

）

小
規
模
保
育
事
業

、

家
庭
的
保
育
事
業

5,876 47.2 7.0 20.0 9.2 50.0 12.0 4.1
０歳 960 40.4 12.1 17.2 15.5 61.4 19.2 8.6
１～２歳 1,913 47.7 7.3 19.0 11.4 52.0 11.1 4.4
３～５歳 2,853 49.2 5.3 21.5 5.7 44.8 10.1 2.3
無回答 150 46.7 4.7 22.0 6.7 50.7 14.0 5.3

標
本
数

（
人

）

企
業
主
導
型
保
育
事

業

、
事
業
所
内
保
育

事
業

居
宅
訪
問
型
保
育
事

業 そ
の
他
の
認
可
外
保

育
施
設
等

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

5,876 4.4 2.6 2.1 0.5 2.1 2.9
０歳 960 8.9 3.2 3.0  - 3.1 1.7
１～２歳 1,913 5.0 3.1 1.8 0.4 1.3 2.7
３～５歳 2,853 2.6 2.2 1.9 0.7 2.4 3.4
無回答 150 4.0 2.0 2.7 0.7 0.7 4.7

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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（２） 幼児教育・保育無償化の影響

問23－1 問23にご回答いただくにあたり、「幼児教育・保育の無償化」の影響はありましたか。（〇

は１つ） 

図表－９０ 幼児教育・保育無償化の影響 

 

平日の定期的な教育・保育事業の利用意向を回答するにあたり、幼児教育・保育無償化の影響を

受けたかどうかをたずねたところ、「影響を受けた」（22.7％）と「影響を受けなかった」（22.4％）

の割合は同程度であった。 

「影響を受けた」と「多少、影響を受けた」を合わせた『受けた』は31.9％、「あまり影響を受

けなかった」と「影響を受けなかった」を合わせた『受けなかった』は37.3％で、『受けなかった』

の割合がやや上回っている。 

子どもの年齢別にみると、１～２歳は他の年齢に比べ『受けた』（36.6％）の割合がやや高い。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合に比

べて、現在就労していない場合は『受けた』の割合が高くなっている。 

図表－９１ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

幼児教育・保育無償化の影響（単位：％） 

【31.9】  【37.3】 22.7 9.2 14.9 22.4 14.0 16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=5,876)

影響を受けた 多少、影響を受けた

あまり影響を受けなかった 影響を受けなかった

わからない 無回答

『受けた』 
『受けな 

かった』 

標
本
数

（
人

）

影
響
を
受
け
た

多
少

、
影
響
を
受
け
た

あ
ま
り
影
響
を
受
け
な

か

っ
た

影
響
を
受
け
な
か

っ
た

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『

受
け
た

』

『

受
け
な
か

っ
た

』

5,876 22.7 9.2 14.9 22.4 14.0 16.7 31.9 37.3
０歳 960 24.6 10.1 14.0 19.7 15.5 16.1 34.7 33.7
１～２歳 1,913 26.4 10.2 15.6 19.4 13.2 15.2 36.6 35.0
３～５歳 2,853 19.4 8.5 15.0 25.3 14.1 17.8 27.9 40.3
無回答 150 26.0 6.0 8.7 25.3 14.0 20.0 32.0 34.0

フルタイムで就労 2,013 19.8 8.1 15.2 28.4 13.8 14.8 27.9 43.6

パート・アルバイト等で就労 1,659 22.7 8.9 13.9 21.8 15.9 16.8 31.6 35.7

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 25.6 10.8 15.6 17.5 12.7 17.7 36.4 33.1

これまで就労したことがな
い

231 26.4 10.8 12.6 19.5 13.4 17.3 37.2 32.1

無回答 150 20.7 6.7 14.7 14.0 14.0 30.0 27.4 28.7

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別



Ⅱ 乳幼児の保護者調査結果

66 

（３） 特に幼稚園の利用を強く希望するか

問23－2 【問23で「１か２」に〇をつけ、かつ「３～10のいずれかに１つ以上」〇をつけた方に

うかがいます。】特に幼稚園（幼稚園の預かり保育含む）の利用を強く希望しますか。

（○は１つ）

図表－９２ 特に幼稚園の利用を強く希望するか 

平日の定期的な教育・保育事業で幼稚園利用を希望しており、かつその他の教育・保育事業も希

望している人に、特に幼稚園の利用を強く希望するかをたずねたところ、「はい」は78.3％、「い

いえ」が19.4％となっている。 

子どもの年齢別にみると、「はい」の割合は、年齢とともに高くなる傾向にある。 

図表－９３ 子どもの年齢別 特に幼稚園の利用を強く希望するか（単位：％） 

（４） 平日の定期的な教育・保育事業を利用したい場所

問23－3 【問23で「１～10」に○をつけた方にうかがいます。】教育・保育事業を利用したい場

所についてお答えください。（○は１つ） 

図表－９４ 平日の定期的な教育・保育事業を利用したい場所 

平日の定期的な教育・保育事業の利用希望者に、事業を利用したい場所についてたずねたところ、

「福岡市内」（91.8％）の割合が大半を占めており、「福岡市外」は1.2％であった。 

78.3 19.4 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=1,440）

はい いいえ 無回答

91.8

1.2

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=5,565）

福岡市内 福岡市外 無回答

標
本
数

（
人

）

は
い

い
い
え

無
回
答

1,440 78.3 19.4 2.3
０歳 256 72.7 24.6 2.7
１～２歳 484 78.9 20.0 1.0
３～５歳 666 80.9 15.9 3.2
無回答 34 61.8 38.2 -

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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３． 土曜日・日曜日・祝日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望について 

（１） 土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向

問24 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用

希望はありますか。一時的な利用は除きます。（土曜・日祝日それぞれ○は１つ。希望時間

を枠内に記入。(例)9～18時） 

図表－９５ 土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

図表－９６ 土曜日の定期的な教育・保育事業の希望開始・終了時刻 

 

土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向は、「利用する必要はない」（49.9％）の割合が最

も高く、次いで「月に１～2回は利用したい」（33.6％）、「ほぼ毎週利用したい」（14.9％）とな

っている。 

前回調査と比較すると、「利用する必要はない」の割合が約11ポイント減少し、「月に１～2回は

利用したい」の割合が10ポイント増加している。 

土曜日の利用希望者（「ほぼ毎週利用したい」「月に１～2回は利用したい」と回答した人）に、

希望する利用開始・終了時刻をたずねたところ、希望開始時刻では「9時」（44.3％）、希望終了時

刻では「16～18時」（67.1％）の割合が高くなっている。 

＜希望開始時刻＞ ＜希望終了時刻＞ 

49.9

61.0

14.9

14.4

33.6

23.6

1.6

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=5,876）

前回調査

(ｎ=5,074）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１、２回は利用したい 無回答

0.1

7.1

29.1

44.3

5.2
0.2 0.0

13.9

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

６
時
以
前

７
時

８
時

９
時

1
0
～
1
2
時

1
3
～
1
5
時

1
6
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=2,850）

0.0 1.3

13.2

67.1

4.3
0.2

13.9

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

９
時
以
前

1
0
～
1
2
時

1
3
～
1
5
時

1
6
～
1
8
時

1
9
～
2
0
時

2
1
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=2,850）
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子どもの年齢別では、大きな違いはみられなかった。 

母親の就労状況別にみると、現在就労していない場合は「利用する必要はない」の割合が高くな

っており、フルタイムで就労している場合は「ほぼ毎週利用したい」（24.6％）と「月に１、２回

は利用したい」（43.0％）を合わせると、利用希望者は7割弱に達している。 

図表－９７ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

利
用
す
る
必
要
は
な
い

ほ
ぼ
毎
週
利
用
し
た
い

月
に
１

、
２
回
は
利
用
し

た
い

無
回
答

5,876 49.9 14.9 33.6 1.6
０歳 960 50.9 16.6 31.5 1.0
１～２歳 1,913 48.9 15.3 34.4 1.5
３～５歳 2,853 50.6 13.8 33.6 1.9
無回答 150 40.7 21.3 35.3 2.7

フルタイムで就労 2,013 31.4 24.6 43.0 1.0

パート・アルバイト等で就労 1,659 43.2 16.7 38.6 1.6

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 72.4 4.3 21.6 1.7

これまで就労したことがな
い

231 77.9 4.3 15.6 2.2

無回答 150 56.0 9.3 24.7 10.0

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（２） 日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向

問24 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用

希望はありますか。一時的な利用は除きます。（土曜・日祝日それぞれ○は１つ。希望時間

を枠内に記入。(例)9～18時） 

図表－９８ 日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

図表－９９ 日・祝日の定期的な教育・保育事業の希望開始・終了時刻 

日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向は、「利用する必要はない」（70.1％）の割

合が最も高く、次いで「月に１～2回は利用したい」（17.3％）、「ほぼ毎週利用したい」（2.3％）

となっている。 

前回調査と比較すると、「利用する必要はない」の割合が約10ポイント減少し、「月に１～2回は

利用したい」の割合が約6ポイント増加している。 

日曜日・祝日の利用希望者（「ほぼ毎週利用したい」「月に１～2回は利用したい」と回答した人）

に、希望する利用開始・終了時刻をたずねたところ、希望開始時刻では「9時」（46.1％）、希望終

了時刻では「16～18時」（68.9％）の割合が高くなっている。 

＜希望開始時刻＞ ＜希望終了時刻＞ 

70.1

80.6

2.3

2.0

17.3

11.8

10.2

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=5,876）

前回調査

(ｎ=5,074）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１、２回は利用したい 無回答
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全体(ｎ=1,155）
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全体(ｎ=1,155）
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子どもの年齢別では、大きな違いはみられなかった。 

母親の就労状況別にみると、現在就労していない場合は「利用する必要はない」の割合が高くな

っており、フルタイムで就労している場合は「ほぼ毎週利用したい」（4.4％）と「月に１、２回は

利用したい」（23.9％）を合わせると、利用希望者は3割弱となっている。 

図表－１００ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

利
用
す
る
必
要
は
な
い

ほ
ぼ
毎
週
利
用
し
た
い

月
に
１

、
２
回
は
利
用
し

た
い

無
回
答

5,876 70.1 2.3 17.3 10.2
０歳 960 68.5 2.7 19.2 9.6
１～２歳 1,913 69.7 2.9 17.3 10.1
３～５歳 2,853 71.5 1.7 16.4 10.3
無回答 150 59.3 4.7 23.3 12.7

フルタイムで就労 2,013 61.0 4.4 23.9 10.7

パート・アルバイト等で就労 1,659 69.3 1.9 18.9 9.9

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 80.0 0.6 10.3 9.1

これまで就労したことがな
い

231 84.0 0.4 7.8 7.8

無回答 150 63.3 3.3 9.3 24.0

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（３） 土曜日・日曜日・祝日に定期的な教育・保育事業をたまに利用したい理由

問24－1  【問24で、「３」に○をつけた方にうかがいます。】毎週ではなく、月に１・２回だけ

利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１０１ 土曜日・日祝日に定期的な教育・保育事業をたまに利用したい理由 

土曜日・日曜日・祝日に定期的な教育・保育事業を「月に１～2回は利用したい」と回答した人

に、その理由をたずねたところ、「月に数回仕事が入るため」（58.4％）の割合が最も高く、次い

で「リフレッシュ等のため」（41.4％）、「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」

（40.7％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

子どもの年齢別にみると、「月に数回仕事が入るため」の割合は、年齢が低いほど高くなってい

る。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している場合は「月に

数回仕事が入るため」の割合が高く、現在就労していない場合は「リフレッシュ等のため」の割合

が高い。 

図表－１０２ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

土曜日・日祝日に定期的な教育・保育事業をたまに利用したい理由（単位：％） 

58.4

41.4

40.7

2.2

10.3

54.0

39.0

42.8

1.9

8.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

月に数回仕事が入るため

リフレッシュ等のため

平日に済ませられない用事を

まとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他
今回調査(ｎ=2,330）

前回調査(ｎ=1,454)

標
本
数

（
人

）

月
に
数
回
仕
事
が
入
る
た

め 平
日
に
済
ま
せ
ら
れ
な
い

用
事
を
ま
と
め
て
済
ま
せ

る
た
め

親
族
の
介
護
や
手
伝
い
が

必
要
な
た
め

リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
等
の
た
め

そ
の
他

無
回
答

2,330 58.4 40.7 2.2 41.4 10.3 2.0
０歳 370 64.1 37.3 1.9 41.6 6.5 1.6
１～２歳 779 59.1 44.0 0.9 42.2 10.3 2.1
３～５歳 1,111 55.8 39.4 3.2 41.1 11.1 2.1
無回答 70 61.4 41.4 2.9 34.3 17.1 1.4

フルタイムで就労 1,074 70.6 43.5 1.1 33.8 7.4 1.5

パート・アルバイト等で就労 747 67.9 34.8 2.5 36.7 10.4 2.7

以前は就労していたが、
現在は就労していない

425 17.9 44.2 4.2 65.6 17.2 1.4

これまで就労したことがな
い

39 2.6 38.5 2.6 74.4 10.3 2.6

無回答 41 39.0 36.6 - 39.0 12.2 7.3

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（４） 幼稚園利用者の長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用意向

問25 【「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。】あて名のお子さんについて、夏休み・

冬休みなど長期の休業期間中の教育・保育の事業の利用を希望しますか。（○は１つ。希望

時間を枠内に記入。(例)9～18時） 

図表－１０３ 幼稚園利用者の長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用意向 

図表－１０４ 幼稚園利用者の長期休暇中の定期的な教育・保育事業の希望開始・終了時刻 

幼稚園利用者の長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用意向は、「休みの期間中、週に数日

利用したい」（49.2％）の割合が最も高く、次いで「利用する必要はない」（29.4％）、「休みの期

間中、ほぼ毎日利用したい」（19.0％）となっている。 

前回調査と比較すると、「利用する必要はない」の割合が約9ポイント減少し、利用希望者（「ほ

ぼ毎日利用したい」「週に数日利用したい」と回答した人）の割合が増加している。 

長期休暇中の利用希望者（「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」「休みの期間中、週に数日利用

したい」と回答した人）が希望する利用開始・終了時刻は、希望開始時刻では「9時」（62.4％）、

希望終了時刻では「16～18時」（53.5％）の割合が高くなっている。 

＜希望開始時刻＞ ＜希望終了時刻＞ 

29.4

38.4

19.0

15.0

49.2

45.0

2.4

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=1,644）

前回調査

(ｎ=1,467）

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい 無回答

0.0 1.2

16.7

62.4

7.6

0.0 0.0

12.1

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

６
時
以
前

７
時

８
時

９
時

1
0
～
1
2
時

1
3
～
1
5
時

1
6
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=1,121）

0.1 0.7

31.8

53.5

1.8 0.0

12.0

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

９
時
以
前

1
0
～
1
2
時

1
3
～
1
5
時

1
6
～
1
8
時

1
9
～
2
0
時

2
1
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=1,121）
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子どもの年齢別にみると、３～５歳は他の年齢に比べて「利用する必要はない」（30.6％）の割

合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、現在就労していない場合は、就労している場合に比べて「利用する

必要はない」の割合が高くなっており、就労している場合は「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」

の割合が高くなっている。 

図表－１０５ 子どもの年齢別・母親の就労状況別  

幼稚園利用者の長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用意向（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

利
用
す
る
必
要
は
な
い

休
み
の
期
間
中

、
ほ
ぼ
毎

日
利
用
し
た
い

休
み
の
期
間
中

、
週
に
数

日
利
用
し
た
い

無
回
答

1,644 29.4 19.0 49.2 2.4
０歳 1 - - 100.0 -
１～２歳 231 23.8 20.3 51.9 3.9
３～５歳 1,368 30.6 18.5 48.9 2.0
無回答 44 22.7 27.3 43.2 6.8

フルタイムで就労 117 18.8 55.6 22.2 3.4

パート・アルバイト等で就労 498 14.5 31.3 52.6 1.6

以前は就労していたが、
現在は就労していない

845 36.8 9.7 50.7 2.8

これまで就労したことがな
い

135 43.7 5.2 50.4 0.7

無回答 47 42.6 4.3 48.9 4.3

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（５） 幼稚園利用者が長期休暇中の定期的な教育・保育事業をたまに利用したい理由

問25－１ 【 問25で「３」に○をつけた方にうかがいます。】毎日ではなく、週に数日だけ利用

したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１０６ 幼稚園利用者が長期休暇中の定期的な教育・保育事業をたまに利用したい理由 

幼稚園利用者で長期休暇中に定期的な教育・保育事業を「休みの期間中、週に数日利用したい」

と回答した人に、その理由をたずねたところ、「リフレッシュ等のため」（57.6％）の割合が最も

高く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」（47.8％）、「月に数回仕事が

入るため」（34.5％）となっている。 

子どもの年齢別にみると、３～5歳は他の年齢に比べ「月に数回仕事が入るため」の割合が高く

なっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している場合は「月に

数回仕事が入るため」の割合が高く、現在就労していない場合は「リフレッシュ等のため」の割合

が高くなっている。 

図表－１０７ 子どもの年齢別・母親の就労状況別   

幼稚園利用者が長期休暇中の定期的な教育・保育事業をたまに利用したい理由（単位：％） 

57.6

47.8

34.5

3.0

15.2

52.0

54.8

24.1

2.6

22.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

リフレッシュ等のため

平日に済ませられない

用事をまとめて済ませるため

月に数回仕事が入るため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

今回調査(ｎ=809）

前回調査(ｎ=660）

標
本
数

（
人

）

月
に
数
回
仕
事
が
入
る
た

め 平
日
に
済
ま
せ
ら
れ
な
い

用
事
を
ま
と
め
て
済
ま
せ

る
た
め

親
族
の
介
護
や
手
伝
い
が

必
要
な
た
め

リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
等
の
た
め

そ
の
他

無
回
答

809 34.5 47.8 3.0 57.6 15.2 1.0
０歳 1 - 100.0 - 100.0 - -
１～２歳 120 21.7 56.7 2.5 60.8 17.5 2.5
３～５歳 669 36.8 45.7 3.0 57.5 15.1 0.6
無回答 19 36.8 63.2 5.3 36.8 5.3 5.3

フルタイムで就労 26 46.2 38.5 3.8 46.2 15.4 3.8

パート・アルバイト等で就労 262 79.4 27.9 2.7 27.1 9.9 0.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

428 9.8 57.2 3.5 73.8 17.5 1.4

これまで就労したことがな
い

68 14.7 69.1 - 79.4 16.2 -

無回答 23 26.1 47.8 - 52.2 26.1 -

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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４． 平日の定期的な教育・保育事業利用者の病気の際の対応について 

（１） 過去１年間に病気等で平日の定期的な教育・保育事業を利用できなかった経験

問26 【平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた方（問22で１～10に○をつけ

た方）にうかがいます】この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで普段利用してい

る事業が利用できなかったことはありますか。（○は１つ） 

図表－１０８ 子どもの病気等で平日の定期的な教育・保育事業を利用できなかった経験 

平日の定期的な教育・保育事業利用者に、この１年間に子どもの病気等のために定期的な教育・

保育事業を利用できなかった経験についてたずねたところ、「あった」の割合が81.2％となってい

る。前回調査と比較すると、「あった」の割合は7ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、年齢が低いほど「あった」の割合が高くなる傾向にある。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合は、

現在就労していない場合に比べて、「あった」の割合が高くなっている。 

図表－１０９ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

子どもの病気等で平日の定期的な教育・保育事業を利用できなかった経験（単位：％） 

81.2

74.2

17.1

23.8

1.7

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=4,432）

前回調査

(ｎ=3,518）

あった なかった 無回答

標
本
数

（
人

）

あ

っ
た

な
か

っ
た

無
回
答

4,432 81.2 17.1 1.7
０歳 337 89.3 9.2 1.5
１～２歳 1,245 85.1 12.9 2.0
３～５歳 2,739 78.6 19.8 1.6
無回答 111 74.8 23.4 1.8

フルタイムで就労 1,751 90.1 9.5 0.3

パート・アルバイト等で就労 1,486 82.4 15.5 2.0

以前は就労していたが、
現在は就労していない

961 66.8 30.2 3.0

これまで就労したことがな
い

143 65.0 30.1 4.9

無回答 85 64.7 31.8 3.5

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（２） 過去１年間に病気等で平日の定期的な教育・保育事業を利用できなかった場合の対処

問26－1 【問26で「１」に○をつけた方にうかがいます。】あて名のお子さんが病気やけがで普

段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、この１年間に行った対

処方法についてお答えください。（あてはまるものすべてに○。枠内にそれぞれの日数

を記入。半日程度の場合も１日とカウント。） 

図表－１１０ 利用できなかった場合の対処方法 

利用できなかった場合の対処方法では「母親が休んだ」（58.5％）の割合が最も高く、次いで「親

族・知人に子どもをみてもらった」（24.5％）、「父親が休んだ」（18.9％）、「病児・病後児保育（病

児・病後児デイケア）を利用した」（12.0％）となっている。 

前回調査と比較すると、「親族・知人に子どもをみてもらった」は約9ポイント、「父親又は母親

のうち就労していない方が子どもをみた」は約14ポイント減少している。 

58.5

24.5

18.9

18.4

12.0

0.7

0.6

1.9

61.6

33.0

15.3

31.9

12.2

0.8

0.6

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親が休んだ

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児保育（病児・病後児デイケア）を利用した

子どもだけで留守番をさせた

ベビーシッターを利用した

その他

今回調査(ｎ=4,432)

前回調査(ｎ=2,609）
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子どもの年齢別にみると、0歳は他の年齢に比べて、「母親が休んだ」（84.6％）、「親族・知人に

子どもをみてもらった」（35.0％）、「父親が休んだ」（32.3％）、「病児・病後児保育（病児・病後

児デイケア）を利用した」（22.0％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は他に比べて、「母親が休んだ」

（77.3％）、「親族・知人に子どもをみてもらった」（39.1％）、「父親が休んだ」（32.8％）、「病児・

病後児保育（病児・病後児デイケア）を利用した」（21.7％）の割合が高くなっている。現在就労

していない場合は、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」の割合が高くなって

いる。 

図表－１１１ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

利用できなかった場合の対処方法（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

標
本
数

（
人

）

父
親
が
休
ん
だ

母
親
が
休
ん
だ

（
同
居
者
を
含
む

）
親

族
・
知
人
に
子
ど
も
を
み

て
も
ら
っ
た

父
親
又
は
母
親
の
う
ち
就

労
し
て
い
な
い
方
が
子
ど

も
を
み
た

病
児
・
病
後
児
保
育

（
病

児
・
病
後
児
デ
イ
ケ
ア

）

を
利
用
し
た

ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー

を
利
用

し
た

子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
を

さ
せ
た

そ
の
他

無
回
答

4,432 18.9 58.5 24.5 18.4 12.0 0.6 0.7 1.9 18.7
０歳 337 32.3 84.6 35.0 4.5 22.0 0.3 - 2.1 10.4
１～２歳 1,245 24.7 68.9 31.9 12.9 14.6 0.8 0.4 2.0 14.8
３～５歳 2,739 14.5 50.6 19.9 23.0 9.7 0.5 0.9 1.8 21.3
無回答 111 19.8 58.6 20.7 11.7 11.7 0.9 - 1.8 24.3

フルタイムで就労 1,751 32.8 77.3 39.1 5.8 21.7 0.9 0.6 2.9 9.3

パート・アルバイト等で就労 1,486 13.5 74.6 22.9 7.0 9.0 0.6 1.0 1.5 16.7

以前は就労していたが、
現在は就労していない

961 4.8 9.6 4.1 54.9 1.4  - 0.4 0.6 33.7

これまで就労したことがな
い

143 5.6  - 4.2 49.7  - 0.7 - 2.1 42.7

無回答 85 5.9 47.1 12.9 15.3 8.2 - - - 36.5

 全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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利用できなかった場合の対処方法別の日数は、「父親が休んだ」は「１日」（24.7％）、「母親が

休んだ」は「６～10日」（24.8％）、「親族・知人に子どもをみてもらった」は「６～10日」（18.5％）、

「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」は「６～10日」（26.7％）、「病児・病

後児保育（病児・病後児デイケア）を利用した」は「１日」（18.7％）、「ベビーシッターを利用し

た」は「１日」「2日」「６～１０日」（ともに20.0％）、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」

は「１日」（41.4％）が、それぞれ最も多くなっている。 

図表－１１２ 利用できなかった場合の対処方法別日数（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
～

1
0
日

1
1
日
以
上

無
回
答

平
均
日
数

（
年

間

）

父親が休んだ 837 24.7 20.5 17.4 3.3 12.4 11.1 2.2 8.2 3.7

母親が休んだ 2,593 7.3 10.3 12.6 4.4 13.2 24.8 15.4 12.0 8.4

（同居者を含む）親族・知人に子ど
もをみてもらった

1,084 10.9 16.7 15.5 4.3 14.4 18.5 9.3 10.4 6.1

父親又は母親のうち就労していな
い方が子どもをみた

817 7.7 9.3 10.4 5.0 16.8 26.7 14.6 9.5 7.9

病児・病後児保育（病児・病後児
デイケア）を利用した

534 18.7 16.9 15.7 5.8 13.1 16.5 8.4 4.9 5.3

ベビーシッターを利用した 25 20.0 20.0 12.0 - 12.0 20.0 8.0 8.0 5.0

子どもだけで留守番をさせた 29 41.4 10.3 10.3 - 10.3 10.3 - 17.2 2.8

その他 82 7.3 7.3 14.6 7.3 12.2 20.7 7.3 23.2 6.5
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（３） 病児・病後児保育の利用意向、希望する事業形態

問26－2 【問26-1で「１」「２」のいずれかに回答した方にうかがいます。】その際、「できれば

病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。（○は１つ。枠内

に日数を記入） 

図表－１１３ 病児・病後児保育の利用意向 

図表－１１４ 病児・病後児保育の利用希望日数 

問26－3 【問26-2で「１」に○をつけた方にうかがいます。】その場合、下記のいずれの事業形

態が望ましいと思われますか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１１５ 希望する病児・病後児保育の事業形態 

40.4

39.7

57.6

57.0

2.0

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=2,682）

前回調査

(ｎ=1,654）

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

10.0

10.5

24.7

26.5

16.5

17.1

13.4

17.1

3.9

6.3

31.6

22.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=1,083）

前回調査

(ｎ=656）

１日 ２～３日 ４～５日 ６～10日 11日以上 無回答

75.6

64.5

8.4

0.6

68.6

65.9

7.5

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

幼稚園・保育所（園）等に併設した

施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の

身近な場所で保育する事業

その他

今回調査(ｎ=1,083）

前回調査(ｎ=656）
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平日の定期的な教育・保育事業利用者で、この１年間に子どもの病気等のために定期的な教育・

保育事業を利用できなかった経験がある人に、病児・病後児保育の利用意向をたずねたところ、利

用希望者（「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と回答した人）は40.4％となってお

り、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

利用希望者の利用希望日数では「年間2～3日」（24.7％）・「年間4～5日」（16.5％）の割合が

高くなっている。 

利用希望者が望ましいと思う事業形態は「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」

（75.6％）の割合が最も高く、次いで「幼稚園・保育所（園）等に併設した施設で子どもを保育

する事業」（64.5％）となっている。前回調査と比較すると、「小児科に併設した施設で子どもを

保育する事業」の割合が約7ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」の割合は、年齢が

低いほど高い傾向にある。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合は、

現在就労していない場合に比べて、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」の割合が高

くなっている。 

図表－１１６ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 病児・病後児保育の利用意向（単位：％） 

  

標
本
数

（
人

）

で
き
れ
ば
病
児
・
病
後
児

保
育
施
設
等
を
利
用
し
た

い 利
用
し
た
い
と
は
思
わ
な

い 無
回
答

2,682 40.4 57.6 2.0
０歳 288 47.6 51.7 0.7
１～２歳 881 41.4 56.4 2.2
３～５歳 1,446 38.2 59.5 2.2
無回答 67 41.8 58.2 -

フルタイムで就労 1,385 48.0 49.7 2.3

パート・アルバイト等で就労 1,121 32.6 65.8 1.5

以前は就労していたが、
現在は就労していない

123 26.8 71.5 1.6

これまで就労したことがな
い

8 12.5 87.5 -

無回答 43 37.2 58.1 4.7

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（４） 病児・病後児保育を利用したいと思わない理由

問26－4 【問26-2で「２」に○をつけた方にうかがいます。】そう思われる理由についてお答え

ください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１１７ 病児・病後児保育を利用したいと思わない理由 

平日の定期的な教育・保育事業利用者で、この１年間に子どもの病気等のために定期的な教育・

保育事業を利用できなかった経験がある人のうち、病児保育を利用したいとは思わないと回答した

人に、その理由をたずねたところ、「親が仕事を休んで対応する」（53.0％）の割合が最も高く、

次いで「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」（49.9％）、「利用料がかかる・高い」（32.6％）

となっている。なお、前回調査と比較してもほぼ同様の結果となっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合は、

現在就労していない場合に比べて、「親が仕事を休んで対応する」の割合が高くなっている。 

図表－１１８ 母親の就労状況別 病児・病後児保育を利用したいと思わない理由（単位：％） 

53.0

49.9

32.6

11.8

8.6

5.4

21.5

52.7

49.2

30.6

12.4

9.2

4.1

22.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

利用料がかかる・高い

地域の事業の利便性（立地や

利用可能時間など）がよくない

利用料がわからない

地域の事業の質に不安がある

その他

今回調査(ｎ=1,546）

前回調査(ｎ=942）

標
本
数

（
人

）

病
児
・
病
後
児
を
他
人
に

看
て
も
ら
う
の
は
不
安

地
域
の
事
業
の
質
に
不
安

が
あ
る

地
域
の
事
業
の
利
便
性

（
立
地
や
利
用
可
能
時
間

な
ど

）
が
よ
く
な
い

利
用
料
が
か
か
る
・
高
い

利
用
料
が
わ
か
ら
な
い

親
が
仕
事
を
休
ん
で
対
応

す
る

そ
の
他

無
回
答

1,546 49.9 5.4 11.8 32.6 8.6 53.0 21.5 1.6

フルタイムで就労 688 48.8 5.8 15.1 27.6 6.0 50.3 27.9 1.7

パート・アルバイト等で就労 738 49.7 4.5 9.1 36.7 10.4 58.3 16.5 1.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

88 56.8 8.0 11.4 36.4 11.4 34.1 18.2 2.3

これまで就労したことがな
い

7 85.7 14.3 - 14.3 42.9 28.6 14.3 -

無回答 25 48.0 8.0 4.0 40.0 8.0 48.0 8.0 4.0

 全  体

母
親
の
就
労
状
況
別
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（５） 子どもの病気やけがで保護者が休めなかった理由

問26－5 【問26-1で「３」～「８｣のいずれかに回答した方にうかがいます。】休めなかった理由

についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１１９ 子どもの病気やけがで保護者が休めなかった理由 

子どもが病気やけがで教育・保育事業を利用できなかった場合に、保護者が仕事を休むことがで

きなかった理由は、「子の看護を理由に休みがとりづらい」（38.2％）が最も高くなっており、０

歳（52.3％）では５割を超えている。 

図表－１２０ 子どもの年齢別 子どもの病気やけがで保護者が休めなかった理由（単位：％） 

38.2

5.0

7.1

27.8

37.5

4.0

6.4

30.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子の看護を理由に休みがとりづらい

自営業なので休めない

休暇制度が整っていない

その他

今回調査(ｎ=2,233）

前回調査(ｎ=1,895）

標
本
数

（
人

）

子
の
看
護
を
理
由
に
休
み

が
と
り
づ
ら
い

自
営
業
な
の
で
休
め
な
い

休
暇
制
度
が
整

っ
て
い
な

い そ
の
他

無
回
答

2,233 38.2 5.0 7.1 27.8 33.0
０歳 172 52.3 2.9 7.0 25.6 27.3
１～２歳 662 38.8 5.9 7.4 31.3 28.4
３～５歳 1,357 36.4 4.8 6.9 26.5 35.9
無回答 42 31.0 7.1 9.5 26.2 35.7

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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（６） 病児・病後児保育の利用を断られた経験

問27 【病児・病後児保育（病児・病後児デイケア）を利用した（利用しようとした）方にうか

がいます。】利用申し込みをした際に、施設の定員の都合を理由に断られたことがありま

したか。（○は１つ） 

図表－１２１ 病児・病後児保育の利用を断られた経験 

病児・病後児保育施設等を利用しようとした際に、施設の定員の都合を理由に断られた経験は、

「あった」が44.4％となっている。 

前回調査と比較すると、「あった」の割合は約9ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、１～２歳で「あった」（47.3％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合は、

現在就労していない場合に比べて、「あった」の割合が高くなっている。 

図表－１２２ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

病児・病後児保育の利用を断られた経験（単位：％） 

44.4

35.5

53.6

64.5

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=534）

前回調査

(ｎ=629）

あった なかった 無回答

標
本
数

（
人

）

あ

っ
た

な
か

っ
た

無
回
答

534 44.4 53.6 2.1
０歳 74 39.2 55.4 5.4
１～２歳 182 47.3 52.2 0.5
３～５歳 265 43.0 54.7 2.3
無回答 13 61.5 38.5 -

フルタイムで就労 380 44.5 53.7 1.8

パート・アルバイト等で就労 134 44.8 53.0 2.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

13 38.5 61.5 -

これまで就労したことがな
い

- - - -

無回答 7 42.9 42.9 14.3

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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５． 不定期の教育・保育事業の利用について 

（１） 不定期の教育・保育事業の利用状況

問28 現在、あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の

通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。（○は１つ） 

図表－１２３ この１年間の不定期の教育・保育事業の利用状況 

問28－1 【問28で「１」に○をつけた方にうかがいます。】利用している事業に〔現在の利用日

数〕を記入してください。また、今後利用したい事業（現在利用している事業を含む）

に〔今後の利用希望日数〕を記入し、〔利用希望の理由〕をア～エから１つ選んで〇を

してください。 

図表－１２４ 不定期の教育・保育事業の現在の利用日数・今後の利用希望日数（単位：％） 

16.3

8.2

10.9

22.6

82.6

91.0

88.0

76.3

1.1

0.7

1.2

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,876）

０歳

（n=960）

１～２歳

（n=1,913）

３～５歳

（n=2,853）

利用している 利用していない 無回答 a

子
ど
も
の
年
齢
別 

標
本
数

（
人

）

1
0
日
以
内

1
1
～

5
0
日

5
1
～

1
0
0
日

1
0
1
日
以
上

無
回
答

平
均
日
数

（
年
間

）

一時預かり 959 21.3 5.4 1.0 1.0 71.2 17.2

幼稚園の預かり保育 959 31.8 19.2 3.9 3.2 41.9 27.3

ファミリー・サポート・センター 959 6.5 1.1 0.3 - 92.1 9.7

ベビーシッター 959 3.2 1.0 0.1 0.2 95.4 20.5

その他 959 1.6 0.7 - 0.2 97.5 21.4

一時預かり 959 10.2 8.0 1.1 1.1 79.5 25.8

幼稚園の預かり保育 959 19.1 18.9 4.0 3.5 54.5 36.0

ファミリー・サポート・センター 959 4.9 2.6 0.1 0.1 92.3 15.4

ベビーシッター 959 2.6 0.8 0.4 0.1 96.0 22.1

その他 959 1.0 0.9 - 0.1 97.9 19.9

現
在
の
利
用
日
数

（
年
間

）

今
後
の
利
用
希
望
日
数

（
年
間

）
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図表－１２５ 利用希望の理由 

この１年間の不定期な教育・保育事業の利用状況は、「利用していない」（82.6％）の割合が８

割強となっている。子どもの年齢別にみると、年齢が高いほど利用率も高くなる傾向にある。 

現在の利用日数及び今後の利用希望日数は、いずれの事業も「10日以内」の割合が最も高くな

っている。 

それぞれの事業を利用したい理由は、いずれの事業も「私用・リフレッシュ」の割合が最も高く

なっている。ベビーシッターについては「その他」の割合も同率で最も高くなっている。 

54.3

48.2

33.8

26.3

60.0

14.7

21.8

18.9

13.2

5.0

18.3

17.9

18.9

23.7

15.0

3.6

4.8

10.8

26.3

5.0

9.1

7.3

17.6

10.5

15.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一時預かり

(ｎ=197）

幼稚園の預かり保育

(ｎ=436）

ファミリー・サポート・

センター(ｎ=74）

ベビーシッター

(ｎ=38）

その他

(ｎ=20）

私用・リフレッシュ 冠婚葬祭、学校行事、通院

不定期の就労 その他

無回答
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（２） 不定期の教育・保育事業の希望する事業形態

問28－2 【問28で「１」に○をつけた方にうかがいます】一時的にお子さんを預ける場合、下記

のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１２６ 不定期の教育・保育事業の希望する事業形態 

一時的に預ける場合に希望する事業形態は、「大規模施設で子どもを保育する事業」（71.0％）

の割合が最も高く、次いで「小規模施設で子どもを保育する事業」（39.4％）、「地域住民等が子育

て家庭等の近くの場所で保育する事業」（20.8％）となっている。 

前回調査と比較すると、「大規模施設で子どもを保育する事業」の割合は約９ポイント減少し、「小

規模施設で子どもを保育する事業」は約8ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、「小規模施設で子どもを保育する事業」の割合は、年齢が低いほど高

くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は他に比べて、「小規模施設で子ど

もを保育する事業」の割合が高くなっている。 

図表－１２７ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

不定期の教育・保育事業の希望する事業形態（単位：％） 

71.0

39.4

20.8

3.9

80.1

31.2

22.9

2.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業

その他
今回調査(ｎ=959）

前回調査(ｎ=1,154）

標
本
数

（
人

）

大
規
模
施
設
で
子
ど
も
を
保

育
す
る
事
業

小
規
模
施
設
で
子
ど
も
を
保

育
す
る
事
業

地
域
住
民
等
が
子
育
て
家
庭

等
の
近
く
の
場
所
で
保
育
す

る
事
業

そ
の
他

無
回
答

959 71.0 39.4 20.8 3.9 10.0
０歳 79 49.4 73.4 20.3 6.3 7.6
１～２歳 208 58.2 61.5 25.0 6.7 6.7
３～５歳 644 77.3 28.1 18.8 2.5 11.6
無回答 28 82.1 39.3 35.7 7.1 3.6

フルタイムで就労 160 61.9 50.0 25.6 7.5 9.4

パート・アルバイト等で就労 307 75.6 33.2 19.2 2.6 11.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

410 72.2 40.7 21.0 3.2 8.5

これまで就労したことがな
い

48 75.0 33.3 10.4 4.2 10.4

無回答 32 53.1 40.6 25.0 6.3 15.6

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（３） 不定期の教育・保育事業を利用していない理由、今後の利用希望日数、利用希望の理由

問28－3 【問28で「２」に〇をつけた方にうかがいます。】現在利用していない理由は何ですか。

（事業ごとに、あてはまるものすべてに○）また、今後利用したい事業があれば、〔今

後の利用希望日数〕を記入し、〔利用希望の理由〕をア～エから１つ選んで〇をしてく

ださい。 

図表－１２８ 不定期の教育・保育事業を利用していない理由 

図表－１２９ 今後の利用希望日数（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

1
0
日
以
内

1
1
～

5
0
日

5
1
～

1
0
0
日

1
0
1
日
以
上

無
回
答

平
均
日
数

（
年
間

）

一時預かり 4,855 11.4 5.1 0.2 0.2 83.0 13.1

幼稚園の預かり保育 4,855 5.6 3.0 0.2 0.5 90.6 23.3

ファミリー・サポート・センター 4,855 4.9 1.8 0.0 0.1 93.2 12.5

ベビーシッター 4,855 3.1 1.0 0.0 0.1 95.8 11.9

63.4

4.8

3.3

10.4

14.8

3.3

67.5

2.1

1.5

5.4

13.0

2.8

62.5

1.1

2.2

3.4

19.5

5.9

64.4

0.7

0.6

11.9

15.0

4.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

特に利用する必要がない

近くで事業が実施されていない

事業の利便性（立地や利用時間・日数）がよくない

利用料が高い

事業をよく知らない

その他

一時預かり(ｎ=4,855）

幼稚園の預かり保育(ｎ=4,855）

ファミリー・サポート・センター(ｎ=4,855）

ベビーシッター(ｎ=4,855）
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図表－１３０ 利用希望の理由 

不定期の教育・保育事業を利用していない理由は、いずれの事業も「特に利用する必要がない」

が最も高く、6割以上を占めており、次いで「事業をよく知らない」が１～２割となっている。 

今後の利用希望日数は、いずれの事業も「10日以内」の割合が最も高くなっている。 

それぞれの事業を利用したい理由は、いずれの事業も「私用・リフレッシュ」の割合が最も高く

なっている。 

65.1

57.7

52.3

53.9

15.7

17.4

17.6

14.1

8.8

13.9

11.6

15.0

2.8

3.7

10.6

9.7

7.5

7.3

7.9

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一時預かり

(ｎ=826）

幼稚園の預かり保育

(ｎ=454）

ファミリー・サポート・

センター(ｎ=329）

ベビーシッター

(ｎ=206）

私用・リフレッシュ 冠婚葬祭、学校行事、通院

不定期の就労 その他

無回答
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６． 宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

（１） 宿泊を伴う一時預かりの対処方法

問29 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお

子さんを泊まりがけで家族以外にみてもらわなければならないことがあった（預け先が見

つからなかった場合も含む）場合の対処方法についてお答えください。（あてはまるものす

べてに○。それぞれ枠内に日数を記入） 

図表－１３１ 宿泊を伴う一時預かりの対処方法 

泊まりがけで預けなければならなかったときの対処方法では、「（泊まりがけで預けなければなら

なかった場合が）なかった」（69.7％）の割合が最も高く、次いで「親族・知人にみてもらった」

（27.0％）となっている。 

前回調査と比較すると、「親族・知人にみてもらった」の割合は約6ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、0歳に比べて1歳以上で「親族・知人にみてもらった」の割合が高く

なっている。 

母親の就労状況別では、大きな違いはみられない。 

この１年間の利用日数は、「親族・知人にみてもらった」では「２～３日」（20.3％）が最も高

いが、「１日」から「6～10日」まで分散している。「仕方なく子どもを同行させた」では、「2～3

日」（23.5％）と「１日」（18.6％）が高く、比較的日数は少ない。 

希望する利用日数は、「親族・知人にみてもらった」は「6～10日」（8.8％）の割合が最も高い

が、「１日」から「11～30日」まで分散している。 

27.0

3.8

0.3

0.2

0.2

0.4

69.7

20.7

3.8

1.0

0.1

0.2

0.1

75.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（同居者を含む）親族・

知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

子どもショートステイ（短期入

所生活援助事業）を利用した

以外の保育事業（認可外保育施設、

ベビーシッター等）を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

なかった

今回調査(ｎ=5,876）

前回調査(ｎ=5,074）
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図表－１３２ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

宿泊を伴う一時預かりの対処方法（単位：％） 

図表－１３３ 対処方法別利用日数・今後の利用希望日数（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

１
日

２
～

３
日

４
～

５
日

６
～

1
0
日

1
1
～

3
0
日

3
1
～

5
0
日

5
1
日
以
上

無
回
答

平
均
泊
数

（
年
間

）

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 1,584 15.2 20.3 10.9 14.7 5.1 1.0 1.1 31.7 7.0

子どもショートステイ（短期入所生活援助事業）を利用した 17 17.6 11.8 5.9      - 5.9      -      - 58.8 6.1

以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用
した

9      - 11.1 11.1      -      -      -      - 77.8 3.5

仕方なく子どもを同行させた 221 18.6 23.5 9.0 8.6 4.1 0.5      - 35.7 4.7

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 10 30.0 20.0 10.0      -      -      -      - 40.0 2.0

その他 23 17.4 8.7 8.7 8.7 4.3      - 4.3 47.8 12.0

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 1,584 5.6 7.4 5.5 8.8 3.8 0.5 0.3 68.1 8.0

子どもショートステイ（短期入所生活援助事業）を利用した 17      - 29.4 5.9 5.9 5.9      -      - 52.9 5.3

以外の保育事業を利用した
（認可外保育施設、ベビーシッター等）

9 22.2 22.2 11.1      -      -      -      - 44.4 2.4

仕方なく子どもを同行させた 221 2.3 5.0 4.5 2.7 0.9      -      - 84.6 5.1

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 10      -      -      -      -      -      -      - 100.0 -

その他 23 4.3 8.7      - 4.3 4.3      -      - 78.3 7.0

こ
の
１
年
間
の
利
用
日
数

今
後
の
利
用
希
望
日
数

標
本
数

（
人

）

（
同
居
者
を
含
む

）
親
族
・

知
人
に
み
て
も
ら

っ
た

子
ど
も
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ

（
短
期
入
所
生
活
援
助
事

業

）
を
利
用
し
た

以
外
の
保
育
事
業

（
認
可
外

保
育
施
設

、
ベ
ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

等

）
を
利
用
し
た

仕
方
な
く
子
ど
も
を
同
行
さ

せ
た

仕
方
な
く
子
ど
も
だ
け
で
留

守
番
を
さ
せ
た

そ
の
他

な
か

っ
た

無
回
答

5,876 27.0 0.3 0.2 3.8 0.2 0.4 69.7 0.6
０歳 960 19.5 0.3 - 4.6 - 0.3 75.7 0.6
１～２歳 1,913 28.7 0.4 0.2 3.5 0.1 0.3 68.0 0.9
３～５歳 2,853 28.4 0.2 0.2 3.5 0.3 0.5 68.8 0.4
無回答 150 25.3 0.7 - 6.7 - - 70.7 -

フルタイムで就労 2,013 28.8 0.2 0.3 4.2 0.1 0.6 67.2 0.7

パート・アルバイト等で就労 1,659 26.2 0.4 - 3.6 0.1 0.4 70.5 0.7

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 25.0 0.3 0.2 3.4 0.3 0.2 72.4 0.4

これまで就労したことがな
い

231 28.1 0.4 - 3.5 0.9 - 68.8 -

無回答 150 31.3 - - 4.0 - - 64.7 -

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（２） 泊まりがけで子どもを親族・知人にみてもらう場合の困難度

問29－1 【問29で「１.親族・知人にみてもらった」と答えた方にうかがいます。】その場合の困

難度はどの程度でしたか。（○は１つ） 

図表－１３４ 泊まりがけで子どもを親族・知人にみてもらう場合の困難度 

※「無回答」を除いて集計している。

この１年間に泊まりがけで子どもを家族以外に預けなければならなかった人のうち「親族・知人

にみてもらった」と回答した人に、その際の困難度をたずねたところ、「特に困難ではない」（58.5％）

の割合が最も高い一方、「どちらかというと困難」（33.4％）と「非常に困難」（8.2％）を合わせ

た『困難』な割合は4割強となる。 

前回調査と比較すると、『困難』な割合は、約4ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、年齢が低いほど『困難』な割合は高くなる傾向にある。 

図表－１３５ 子どもの年齢別  

泊まりがけで子どもを親族・知人にみてもらう場合の困難度（単位：％） 

8.2

6.6

33.4

30.8

58.5

62.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=1,226）

前回調査

(ｎ=1,022）

非常に困難 どちらかというと困難 特に困難ではない

標
本
数

（
人

）

非
常
に
困
難

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

困
難

特
に
困
難
で
は
な
い

1,226 8.2 33.4 58.5

０歳 119 10.9 35.3 53.8

１～２歳 431 9.0 34.6 56.4

３～５歳 647 6.6 32.5 60.9

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別
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７． 小学校就学後の放課後の過ごし方について 

（１） 小学校就学後の放課後の過ごし方の希望

問30 あて名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）をどのような場所で過ごさせ

たいと思いますか。（あてはまるものすべてに○。それぞれ枠内に日数を記入）また、学童

保育（留守家庭子ども会）の場合には、希望時間もお答えください。（枠内に日数を記入。

（例）18時） 

図表－１３６ 小学校就学後の放課後の過ごし方の希望 

５歳以上の子どもの保護者に、小学校入学後の放課後の過ごし方についての意向をたずねた結果、

「自宅」（44.3％）と「学童保育（留守家庭子ども会）」（42.0％）、「習い事」（41.7％）が4割以

上で高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、就労している場合は、「学童保育（留守家庭子ども会）」の割合が高

く、就労していない場合では「自宅」「習い事」の割合が高くなっている。 

図表－１３７ 母親の就労状況別 小学校就学後の放課後の過ごし方の希望（単位：％） 

44.3

42.0

41.7

27.5

11.0

7.8

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自宅

学童保育（留守家庭子ども会）

習い事

わいわい広場

その他（公民館、公園など）

祖父母友人知人宅

ファミリー・サポート・センター

５歳(ｎ=1,867）

標
本
数

（
人

）

自
宅

祖
父
母
友
人
知
人
宅

習
い
事

学
童
保
育

（
留
守
家

庭
子
ど
も
会

）

わ
い
わ
い
広
場

フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

（
公
民
館

、

公
園
な
ど

）

無
回
答

1,867 44.3 7.8 41.7 42.0 27.5 0.7 11.0 22.0

フルタイムで就労 2,013 29.2 11.1 35.3 67.7 21.9 1.1 5.2 19.9

パート・アルバイト等で就労 1,659 40.3 5.4 32.7 47.2 23.0 0.2 7.6 22.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 64.0 8.0 58.3 14.7 39.4 1.3 21.1 22.5

これまで就労したことがな
い

231 58.9 6.7 50.0 7.8 26.7 - 15.6 30.0

無回答 150 33.3 - 42.9 33.3 26.2 - 4.8 23.8

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別
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図表－１３８ 放課後に過ごさせたい場所別日数（小学校１～３年生） 

図表－１３９ 放課後に過ごさせたい場所別日数（小学校４～６年生） 

（n=785) (%)
14時 0.4
15時 0.4
16時 3.2
17時 45.2
18時 28.9
19時 12.7
20時 1
21時 0.1
無回答 8

（n=785) (%)
14時 0.1
15時 0.1
16時 0.5
17時 12.1
18時 11.6
19時 4.8
20時 0.3
21時 -
無回答 70.4

13.5

40.4

28.5

1.4

24.5

14.3

31.7

19.2

21.9

40.8

6.6

29.8

21.4

29.3

15.5

11.6

15.8

11.1

23.3

7.1

10.2

6.2

2.7

3.7

8.5

2.5

2.0

23.1

6.8

1.5

58.6

8.4

14.3

6.3

1.2

2.1

0.3

7.3

0.6

7.1

1.8

0.1

19.6

14.4

9.4

6.4

10.9

35.7

20.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅

(ｎ=828）

祖父母宅や友人・

知人宅(ｎ=146）

習い事

(ｎ=779）

学童保育（留守家庭

子ども会）(ｎ=785）

わいわい広場

(ｎ=514）

ファミリー・サポート・

センター(ｎ=14）

その他（公民館、

公園など）(ｎ=205）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

10.1

21.9

11.2

1.3

12.5

17.6

13.5

22.6

27.6

4.8

14.2

21.4

25.4

10.6

6.8

18.0

5.9

12.3

14.3

8.3

3.5

0.7

5.0

1.8

1.8

1.5

15.5

7.5

2.6

15.3

7.0

7.1

7.3

1.2

1.4

0.6

1.7

0.2

1.2

0.2

44.3

39.0

35.0

69.3

51.9

57.1

40.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅

(ｎ=828）

祖父母宅や友人・

知人宅(ｎ=146）

習い事

(ｎ=779）

学童保育（留守家庭

子ども会）(ｎ=785）

わいわい広場

(ｎ=514）

ファミリー・サポート・

センター(ｎ=14）

その他（公民館、

公園など）(ｎ=205）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答
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小学校１～３年生の子どもを放課後に過ごさせたい場所別の週あたり利用希望日数は、「自宅」

は「5日」（23.1％）の割合が最も高いが、「1日」～「3日」もそれぞれ1～2割を占めている。「祖

父母宅や友人・知人宅」は「1日」（40.4％）の割合が最も高く、「習い事」は「2日」（40.8％）

の割合が最も高い。「学童保育（留守家庭子ども会）」は「5日」（58.6％）の割合が最も高く、利

用希望時間は「17時まで」（45.2％）の割合が最も高い。「わいわい広場」「ファミリー・サポー

ト・センター」は「2日」の割合が高くなっている。

小学校４～６年生の子どもを放課後に過ごさせたい場所別の週当たり利用希望日数は、「自宅」

は「5日」（15.5％）の割合が高いが、「1日」～「3日」もそれぞれ1割程度を占めている。「祖父

母宅や友人・知人宅」は「1日」（21.9％）と「2日」（22.6％）の割合が高く、「習い事」は「2

日」（27.6％）の割合が高い。「学童保育（留守家庭子ども会）」は「5日」（15.3％）の割合が高

く、利用希望時間は「17時まで」（12.1％）と「18時まで」（11.6％）の割合が高い。「わいわ

い広場」「ファミリー・サポート・センター」は「2日」の割合が高くなっている。 
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（２） 留守家庭子ども会の利用意向（土曜日）

問30－1 【問30で「４」に○をつけた方にうかがいます。】あて名のお子さんについて、土曜日と

日曜日・祝日、 長期休業中（夏休み冬休みなど）に、留守家庭子ども会の利用希望は

ありますか。（○は１つ。枠内に時間帯を記入。（例）9時～18時） 

図表－１４０ 留守家庭子ども会の利用意向（土曜日） 

図表－１４１ 留守家庭子ども会の利用希望時刻（土曜日） 

 

 

 

留守家庭子ども会利用希望者の土曜日の利用意向は、「利用する必要はない」（52.0％）の割合

が最も高く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用したい」（29.4％）、「高学年（４～６年生）

になっても利用したい」（11.7％）となっている。 

前回調査と比較すると、「利用する必要はない」の割合が約7ポイント増加している。 

 希望開始時刻は「10～14時」（62.4%）の割合が大半を占めており、希望終了時刻は「18時」

（39.9％）と「17時」（31.0％）の割合が高くなっている。 

＜希望開始時刻＞ ＜希望終了時刻＞ 

29.4

33.3

11.7

16.1

52.0

45.5

6.9

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=785）

前回調査

(ｎ=442）

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答

1.2

16.7

62.4

7.6
12.1

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

７
時

８
時

９
時

1
0
～
1
4
時

1
5
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=323）

0.9 1.2 1.9 3.7
8.7

31.0

39.9

8.0

1.9 0.3 2.5

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

無
回
答

全体(ｎ=323）
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（３） 留守家庭子ども会の利用意向（日曜日・祝日）

問30－1 【問30で「４」に○をつけた方にうかがいます。】あて名のお子さんについて、土曜日と

日曜日・祝日、 長期休業中（夏休み冬休みなど）に、留守家庭子ども会の利用希望は

ありますか。（○は１つ。枠内に時間帯を記入。（例）9時～18時） 

図表－１４２ 留守家庭子ども会の利用意向（日・祝日） 

図表－１４３ 留守家庭子ども会の利用希望時刻（日曜日・祝日） 

 

 

留守家庭子ども会利用希望者の日曜日・祝日の利用意向は、「利用する必要はない」（79.2％）

の割合が最も高く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用したい」（8.0％）、「高学年（４～６

年生）になっても利用したい」（3.7％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

 希望開始時刻は「8時」（51.1%）と「9時」（34.8％）の割合が高く、希望終了時刻は「18時」

（47.8％）の割合が高くなっている。 

＜希望開始時刻＞ ＜希望終了時刻＞ 

8.0

7.9

3.7

6.6

79.2

77.6

9.0

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=785）

前回調査

(ｎ=442）

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答

6.5

51.1

34.8

2.2
5.4

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

７
時

８
時

９
時

1
0
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=92）

8.7

17.4

47.8

20.7

5.4

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

1
3
～
1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=92）
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（４） 留守家庭子ども会の利用意向（長期休業中）

問30－1 【問30で「４」に○をつけた方にうかがいます。】あて名のお子さんについて、土曜日と

日曜日・祝日、 長期休業中（夏休み冬休みなど）に、留守家庭子ども会の利用希望はあり

ますか。（○は１つ。枠内に時間帯を記入。（例）9時～18時） 

図表－１４４ 留守家庭子ども会の利用意向（長期休業中） 

図表－１４５ 留守家庭子ども会の利用希望時刻（長期休業中） 

留守家庭子ども会利用希望者の長期休業中の利用意向は、「低学年（１～３年生）の間は利用し

たい」（54.0％）の割合が最も高く、次いで「高学年（４～６年生）になっても利用したい」（32.4％）、

「利用する必要はない」（10.1％）となっている。 

前回調査と比較すると、利用希望者はやや減少している。 

 希望開始時刻は「8時」（53.4%）と「9時」（37.8％）の割合が高く、希望終了時刻は「17時」

（41.4％）と「18時」（35.8％）の割合が高くなっている。 

＜希望開始時刻＞ ＜希望終了時刻＞ 

4.9

53.4

37.8

1.3 2.7

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

７
時

８
時

９
時

1
0
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=678）

7.5

41.4
35.8

12.7

2.5

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

1
2
～
1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時
以
降

無
回
答

全体(ｎ=678）

54.0

50.0

32.4

39.4

10.1

8.6

3.6

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=785）

前回調査

(ｎ=442）

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答
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第６章  子どもの日ごろの生活や居場所 

１． 子どもの日ごろの生活状況 

（１） 朝食の状況

問33 あて名のお子さんの朝食のとり方はどうですか。（○は１つ） 

図表－１４６ 朝食の状況 

朝食の状況は、「毎日食べる」（95.0％）が大半を占めており、子どもの年齢別でも大きな違い

は見られない。前回調査の０歳（調査年度4月1日時点）で「離乳前」の割合が高いのは，前回調

査（10～11月実施）が今回調査（1～2月）より早い時期の実施であったためと考えられる。 

世帯年収別にみると、年収が高いほど「毎日食べる」の割合が高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親及びひとり親三世代は他の世帯に比べて、「毎日食べる」（ひとり

親：87.3％、ひとり親三世代：88.5％）の割合がやや低くなっている。 

図表－１４７ 世帯年収・世帯分類別 朝食の状況 

０
歳 

 

１
～
２
歳 

３
～
５
歳 

子
ど
も
の
年
齢
別 

標
本
数

（
人

）

毎
日
食
べ
る

週
に
３
～

４
回
食
べ
る

週
に
１
～

２
回
し
か
食

べ
な
い

ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い

離
乳
前

無
回
答

5,876 95.0 2.2 0.8 0.6 0.6 0.9
200 万円未満 302 85.4 5.0 2.3 3.0 1.0 3.3
200 ～300 万円未満 404 92.1 3.5 1.0 1.2 1.0 1.2
300 ～400 万円未満 739 93.8 2.8 1.4 0.7 0.5 0.8
400 ～500 万円未満 924 95.6 2.1 0.5 0.3 0.8 0.8
500 ～700 万円未満 1,568 95.9 1.9 0.6 0.3 0.6 0.8
700 ～1000万円未満 1,149 96.7 1.6 0.7 0.3 0.2 0.5
1000万円以上 585 97.4 1.0 0.3 0.3 0.3 0.5
無回答 205 92.7 3.4 0.5 1.0 1.0 1.5
三世代 272 96.3  - 0.7 0.7 1.1 1.1
核家族 5,176 95.4 2.2 0.7 0.5 0.5 0.8
ひとり親 213 87.3 6.6 2.3 1.4 0.5 1.9
ひとり親三世代 52 88.5 - 3.8 5.8 1.9 -
その他 61 88.5 - 1.6 1.6 3.3 4.9
無回答 102 93.1 2.9 - - 1.0 2.9

  全  体

世
帯
分
類
別

世
帯
年
収
別

95.0

92.9

93.8

66.9

94.5

95.2

95.8

96.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=5,876）

前回調査

（n=5,074）

今回（n=960）

前回（n=501）

今回（n=1,913）

前回（n=1,738）

今回（n=2,853）

前回（n=2,827）

毎日食べる 週に３～４回食べる

週に１～２回しか食べない ほとんど食べない

離乳前 無回答

2.2 0.8 0.6 0.6 0.9

2.5 0.7 0.7 2.8 0.4 

1.8 0.5 0.6 2.5 0.8

2.8 0.8 1.4 27.3 0.8

2.9 0.7 0.8 0.1 0.9 

2.8 0.7 0.9 0.2 0.2

1.9 0.9 0.5 0.0 0.9

2.2 0.7 0.4 0.0 0.5
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（２） テレビやビデオ、携帯・スマートフォン等を見せておくこと

問34 忙しいときなど、何らかの理由で子どもにテレビ、ビデオ、携帯・スマートフォン、パソ

コン・タブレットなどを見せておくことがありますか。ゲームをさせておくことも含みま

す。（○は１つ）

図表－１４８ テレビやビデオ、携帯・スマートフォン等を見せておくこと 

子どもにテレビやビデオ、携帯・スマートフォン、パソコン・タブレットなどを見せておくこと

については、「時々そうしている」（55.0％）の割合が最も高く、次いで「よく見せている」（37.7％）

となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

子どもの年齢別にみると、０歳では「よく見せている」の割合が14ポイント増加しているが、

今回調査（1～2月）が前回調査（10～11月）より遅い時期の実施であり、今回調査のほうが月

齢の高い０歳児の割合が高かったことによる影響も考えられる。１～２歳・３～５歳については、

前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

０
歳 

 
 

１
～
２
歳 

 

３
～
５
歳 

子
ど
も
の
年
齢
別 

37.7

36.0

29.6

15.6

42.8

39.4

37.1

37.5

55.0

54.6

55.5

49.3

51.3

54.4

57.3

55.7

6.4

8.9

14.2

34.7

5.0

5.8

4.6

6.2

1.0

0.5

0.7

0.4

1.0

0.4

1.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=5,876）

前回調査

（n=5,074）

今回（n=960）

前回（n=501）

今回（n=1,913）

前回（n=1,738）

今回（n=2,853）

前回（n=2,827）

よく見せている 時々そうしている そのようなことはない

無回答 a
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（３） テレビやビデオ、携帯・スマートフォン等を見せている時間

問35 あて名のお子さんは、平均すると１日どれくらいの時間、テレビ、ビデオ、携帯・スマー

トフォン、パソコン・タブレットなどを見ていますか。ゲームをしている時間も含みます。

（○は１つ）

図表－１４９ テレビやビデオ、携帯・スマートフォン等を見せている時間 

子どもが１日にテレビやビデオ、携帯・スマートフォン、パソコン・タブレットに費やす時間は

「１時間以上～２時間未満」（33.3％）の割合が最も高く、次いで「２時間以上～３時間未満」

（27.9％）、「１時間未満」（22.8％）の順となっており、前回調査とほぼ同様の結果となってい

る。 

子どもの年齢別にみると、０歳では「１時間未満」（35.5％）の割合が高く、1歳以上では「１

時間以上～２時間未満」と「２時間以上～３時間未満」の割合が高くなっている。 

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 

2.8

22.8

33.3

27.9

8.8

2.1 1.0 1.2

8.6

35.5

26.8

18.8

6.3

1.8 1.6 0.72.0

20.5

31.5 30.6

10.5

2.4 1.2 1.41.2

20.0

36.8

29.3

8.7

2.0
0.6 1.3

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

見
て
い
な
い

１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～
２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～
３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～
４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全体(ｎ=5,876)

０歳(ｎ=960)

１～２歳(ｎ=1,913)

３～５歳(ｎ=2,853)

4.3

23.4

32.1

26.5

9.9

2.5
1.1 0.3

24.8

39.3

15.8
13.4

4.6

1.0 0.8 0.4
2.9

24.6

30.1

25.4

12.1

2.9 1.7
0.21.5

19.7

36.3

29.4

9.5

2.5
0.7 0.4

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

見
て
い
な
い

１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～
２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～
３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～
４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全体(ｎ=5,074)

０歳(ｎ=501)

１～２歳(ｎ=1,738)

３～５歳(ｎ=2,827)
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母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している場合は「1時

間未満」や「１時間以上～2時間未満」の割合が高く、現在就労していない場合は「2時間以上～3

時間未満」や「3時間以上～4時間未満」の割合が高くなっている。 

図表－１５０ 母親の就労状況別 

テレビやビデオ、携帯・スマートフォン等を見せている時間（単位：％）

標
本
数

（
人

）

見
て
い
な
い

１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～

２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～

３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～

４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～

５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

5,876 2.8 22.8 33.3 27.9 8.8 2.1 1.0 1.2

フルタイムで就労 2,013 3.5 28.6 35.0 24.9 5.6 1.1 0.2 1.0

パート・アルバイト等で就労 1,659 1.9 22.2 35.7 28.3 8.3 2.0 0.4 1.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 2.9 17.8 29.9 30.8 12.3 2.9 2.1 1.2

これまで就労したことがない 231 3.5 19.9 27.3 29.4 12.1 4.3 2.2 1.3

無回答 150 2.0 16.0 34.0 27.3 10.7 4.0 1.3 4.7

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別
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２． 外で遊ぶ時間 

（１） 平日に外で遊ぶ時間

問36 あて名のお子さんは、平均すると１日何時間くらい、外で遊びますか。（平日・休日それぞ

れ○は１つ） 

図表－１５１  平日に外で遊ぶ時間 

平日に外で遊ぶ時間は、「30分以上～１時間未満」（31.4％）と「１時間以上～２時間未満」

（30.3％）の割合が高くなっている。 

前回調査と比較すると、０歳で「外で遊ばない」が19ポイント減少し、「30分以上～１時間未

満」「1時間以上～2時間未満」の割合がそれぞれ約９～10ポイント増加しているが、今回調査（1

～2月）が前回調査（10～11月）より遅い時期の実施であり、今回調査のほうが月齢の高い０歳

児の割合が高かったことによる影響も考えられる。 

＜今回調査＞ 

9.8
11.6

31.4 30.3

11.7

2.5
0.5 0.4

1.9

19.1 18.5

33.3

20.1

4.9
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上
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４
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満

４
時
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～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全体(ｎ=5,876)

０歳(ｎ=960)

１～２歳(ｎ=1,913)

３～５歳(ｎ=2,853)

＜前回調査＞ 

11.7
13.5

27.4 28.1

13.4

3.6
0.7 0.4 1.1

38.1

24.4 24.6

9.8

2.2
0.0 0.0 0.2 0.8

8.6

15.9

33.3

27.8

10.5

2.1
0.6 0.1 1.0

8.9 10.0

24.3
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17.2

5.2
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４
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上
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時
間
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満

５
時
間
以
上

無
回
答

全体(ｎ=5,074)

０歳(ｎ=501)

１～２歳(ｎ=1,738)

３～５歳(ｎ=2,827)
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（２） 休日に外で遊ぶ時間

問36 あて名のお子さんは、平均すると１日何時間くらい、外で遊びますか。（平日・休日それぞ

れ○は１つ） 

図表－１５２  休日に外で遊ぶ時間 

休日に外で遊ぶ時間は、「１時間以上～２時間未満」（31.7％）と「30分以上～１時間未満」

（24.2％）の割合が高くなっている。 

前回調査と比較すると、０歳で「外で遊ばない」が13ポイント減少し、「1時間以上～2時間未

満」の割合が約11ポイント増加している。 

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 

7.6
9.8

24.2

31.7

16.5

5.6

2.0 1.3 1.3

17.1
15.3

23.9 24.7

11.0

3.1 1.9 1.3 1.8
4.5

9.2

25.8

33.8

16.8

5.6

2.1 0.9 1.2

6.3
8.3

23.2

32.9

18.2

6.4

2.0 1.5 1.2

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

外
で
遊
ば
な
い

3
0
分
未
満

3
0
分
以
上

～
１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～
２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～
３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～
４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全体(ｎ=5,876)

０歳(ｎ=960)

１～２歳(ｎ=1,913)

３～５歳(ｎ=2,853)

7.8
9.4

22.0

31.5

17.4

6.6

2.5 2.1
0.7

30.5

21.2 21.6

14.0

7.4

2.8
0.6 0.4 1.6

5.9

10.3

24.6

31.8

17.2

5.2
2.3 2.3

0.3

5.0
6.7

20.6

34.3

19.4

8.1

3.0 2.3
0.7

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

外
で
遊
ば
な
い

3
0
分
未
満

3
0
分
以
上

～
１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～
２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～
３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～
４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全体(ｎ=5,074)

０歳(ｎ=501)

１～２歳(ｎ=1,738)

３～５歳(ｎ=2,827)
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３． 子どもの遊び場について感じていること 

問37 家の近くの子どもの遊び場について、日頃感じていることがありますか。（○は３つまで） 

図表－１５３  子どもの遊び場について感じていること 

子どもの遊び場について感じていることは、「雨の日に遊べる場所がない」（54.4％）の割合が

最も高く、次いで「遊具などの種類が充実していない」（38.6％）、「トイレがない」（21.2％）、「思

いきり遊ぶために十分な広さがない」（20.8％）、「遊び場周辺の道路が危険である」（20.6％）と

なっている。 

前回調査と比較すると、「雨の日に遊べる場所がない」「遊具などの種類が充実していない」「ト

イレがない」「思いきり遊ぶために十分な広さがない」「遊び場周辺の道路が危険である」の割合は、

それぞれ約５～７ポイント増加している。

54.4

38.6

21.2

20.8

20.6

13.7

11.1

10.5

8.7

8.3

7.4

4.5

8.1

12.2

47.6

31.7

14.6

16.0

16.5

10.9

10.3

11.2

6.2

10.6

4.2

3.7

8.1

10.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

雨の日に遊べる場所がない

遊具などの種類が充実していない

トイレがない

思いきり遊ぶために十分な広さがない

遊び場周辺の道路が危険である

きたない

遊び場に行っても子どもと同じ

歳くらいの遊び仲間がいない

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊具などの設備が古くて危険である

近くに遊び場がない

緑などの自然が少ない

遊び場やその周辺の見通し

が悪くて、安心して遊べない

その他

特に感じることはない

今回調査(ｎ=5,876)

前回調査(ｎ=5,074)
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４． 外出する際に困ること・困ったこと 

問38 市内においてお子さんと外出する際、困ること・困ったことは何ですか。（○は３つまで） 

図表－１５４  外出する際に困ること・困ったこと 

外出する際に困ること・困ったことは、「買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる

場所がない」（34.8％）の割合が最も高く、次いで「小さな子どもとの食事に配慮された場所がな

い」（26.2％）、「歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の妨げになっている」（22.8％）と

なっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

34.8

26.2

22.8

19.0

18.5

14.4

13.8

11.9

11.3

11.2

10.7

10.0

6.1

16.4

31.7

23.8

25.5

15.9

17.1

12.0

13.1

11.9

11.1

9.6

8.1

9.8

6.5

14.8

0.0% 20.0% 40.0%

買い物や用事の合間の気分転換

に、子どもを遊ばせる場所がない

小さな子どもとの食事に配慮された場所がない

歩道の段差などがベビーカーや

自転車の通行の妨げになっている

トイレがオムツ換えや親子での利用に配慮されていない

公共交通機関がベビーカーでの移動に配慮されていない

建物がベビーカーでの移動に配慮されていない

歩道や信号がない通りが多く、安全に心配がある

暗い通りや見通しのきかないところが多く、

子どもが犯罪の被害にあわないか心配

緑や広い歩道が少ないなど、

まち並みにゆとりとうるおいがない

荷物や子どもに手をとられて困って

いる時に手を貸してくれる人が少ない

周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみる

授乳する場所や必要な設備がない

その他

特に困る・困ったことはない

今回調査(ｎ=5,876)

前回調査(ｎ=5,074)
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第７章  育児休業など両立支援制度 

１． 育児休業制度の取得状況 

問32 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しました

か。（それぞれ○は１つ） 

図表－１５５ 育児休業の取得状況（母親） 

図表－１５６ 育児休業の取得状況（父親） 

母親の育児休業の取得率（「取得した（取得中である）」の割合）は38.1％となっており、前回

調査と比較すると、約12ポイント増加している。 

父親の育児休業の取得率（「取得した（取得中である）」の割合）は3.9％となっており、前回調

査と比較すると、やや増加している。 

38.1

26.5

5.4

4.7

19.8

24.1

27.4

38.8

9.4

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=5,870）

前回調査

(ｎ=5,074）

取得した（取得中である） 取得していない 妊娠・出産を機に離職した

働いていなかった 無回答 a

3.9

1.2

65.2

69.5

0.7

0.9

30.3

28.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=5,617）

前回調査

(ｎ=4,852）

取得した（取得中である） 取得していない 働いていなかった 無回答 a
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母親の育児休業の取得状況を就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は取得率（「取

得した（取得中である）」の割合）が79.0％と8割を占めている。 

図表－１５７ 母親の就労状況別 母親の育児休業制度の取得状況（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

取
得
し
た

（
取
得
中
で

あ
る

）

取
得
し
て
い
な
い

妊
娠
・
出
産
を
機
に
離

職
し
た

働
い
て
い
な
か

っ
た

無
回
答

5,870 38.1 5.4 19.8 27.4 9.4

フルタイムで就労 2,013 79.0 5.9 7.0 5.1 3.1

パート・アルバイト等で就労 1,659 29.1 8.5 26.7 28.3 7.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 7.4 2.6 30.8 46.6 12.6

これまで就労したことがない 231  - -  - 58.4 41.6

無回答 150 18.7 6.0 13.3 35.3 26.7

母
親
の
就
労
状
況
別

  全  体
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２． 育児休業取得後の職場復帰について 

（１） 育児休業取得後の職場復帰の状況

問32－1 【問32で「１. 取得した」と回答した方にうかがいます。】育児休業取得後、職場に復

帰しましたか。（それぞれ○は１つ） 

図表－１５８ 育児休業取得後の職場復帰の状況 

育児休業取得者の職場復帰の状況は、母親、父親ともに「育児休業取得後、職場に復帰した」の

割合が７割以上（母親：77.6％、父親：91.2％）となっている。 

子どもの年齢別にみると、0歳では「現在も育児休業中であり、職場に復帰予定である」母親の

割合が4割を超えている。 

図表－１５９ 子どもの年齢別 育児休業取得後の職場復帰の状況（単位：％） 

 

 

 

77.6

91.2

13.9

1.8

7.1

1.8

1.4

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

(ｎ=2,236）

父親

(ｎ=217）

育児休業取得後、職場に復帰した

現在も育児休業中であり、職場に復帰予定である

育児休業中に離職した

無回答

育
児
休
業
取
得
後

、
職
場
に
復
帰
し

た 現
在
も
育
児
休
業
中
で
あ
り

、
職
場

に
復
帰
予
定
で
あ
る

育
児
休
業
中
に
離
職
し
た

無
回
答

育
児
休
業
取
得
後

、
職
場
に
復
帰
し

た 現
在
も
育
児
休
業
中
で
あ
り

、
職
場

に
復
帰
予
定
で
あ
る

育
児
休
業
中
に
離
職
し
た

無
回
答

2,236 77.6 13.9 7.1 1.4 217 91.2 1.8 1.8 5.1
０歳 457 50.8 42.7 3.7 2.8 37 89.2 2.7 - 8.1
１～２歳 764 81.7 9.0 8.6 0.7 79 92.4 2.5 1.3 3.8
３～５歳 958 87.3 3.7 7.8 1.3 91 90.1 1.1 3.3 5.5
無回答 57 77.2 19.3 1.8 1.8 10 100.0 - - -

標
本
数

（
人

）

父親

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

標
本
数

（
人

）

母親
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（２） 復帰したタイミング

問32－2 【問32－1で「１. 復帰した」と回答した方にうかがいます。】育児休業から職場に復帰

したのは、年度初めの保育所(園)入所に合わせたタイミングでしたか。あるいはそれ以

外でしたか。（それぞれ○は１つ） 

図表－１６０ 復帰したタイミング 

育児休業取得者に職場復帰したタイミングをたずねたところ、母親は「年度初めの入所に合わせ

たタイミングだった」（63.9％）の割合が最も高く、父親は「それ以外だった」（53.5％）の割合

が最も高い。 

63.9

8.1

32.0

53.5

4.0

38.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

(ｎ=1,736）

父親

(ｎ=198）

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答 a
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0.5

15.7

1.1

5.6

14.2

8.6

10.6

3.0

11.0

3.0

25.8

5.6

2.2

0.5

34.6

58.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

(ｎ=1,736）

父親

(ｎ=198）

～３ヶ月 ６ヶ月 ～１歳 ～１歳６ヶ月 ～２歳 ～３歳 ３歳１ヶ月～ 無回答

（３） 実際の取得期間と希望する取得期間

問32－3 育児休業は、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月から何歳何ヶ月の間、取得されましたか。

また、お勤め先の育児休業の制度が３歳までであった場合、何歳何ヶ月から何歳何ヶ月

のときまで取りたかったですか。（枠内に数字を記入） 

図表－１６１ 実際の取得期間 

図表－１６２ ３歳まで制度があった場合の希望取得期間 

55.0

40.4

7.9

7.6

15.8

3.5

7.8

4.0

2.0

7.6

11.5

36.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

(ｎ=1,736）

父親

(ｎ=198）

０ヶ月 １ヶ月 ２ヶ月 ３ヶ月 ４ヶ月以上 無回答 a

＜開始年齢＞ 

＜終了年齢＞ 

＜開始年齢＞ 

＜終了年齢＞ 

3.3

34.8

10.2

3.5

49.2

8.6

23.0

4.0

4.5

2.5

2.6

9.6

0.4

0.5

6.9

36.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

(ｎ=1,736）

父親

(ｎ=198）

～３ヶ月 ６ヶ月 ～１歳 ～１歳６ヶ月 ～２歳 ～３歳 ３歳１ヶ月～ 無回答

38.4

30.8

4.8

2.5

11.5

2.0

5.2

1.0

1.7

6.6

38.4

57.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

(ｎ=1,736）

父親

(ｎ=198）

０ヶ月 １ヶ月 ２ヶ月 ３ヶ月 ４ヶ月以上 無回答 a
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育児休業を実際に取得開始した年齢は、母親、父親ともに子どもの月齢が「０ヶ月」（母親55.0％、

父親40.4％）からが最も多くなっている。終了時期は、母親では子どもの年齢が「～１歳」（49.2％）

が最も多く、父親では無回答を除くと「～３ヶ月」（34.8％）が最も多くなっている。 

３歳までの育児休業制度があった場合に希望する終了時期は、無回答を除くと、母親では「～３

歳」（25.8％）、父親では「～３ヶ月」（15.7％）が最も多くなっている。 
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（４） 希望の時期に職場復帰しなかった理由

問32－4 【問32-3で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます】希望の時期に職場復帰しなか

った理由についてお答えください。 

図表－１６３ 希望時期より早く復帰した理由 

図表－１６４ 希望時期より遅く復帰した理由 

育児休業取得後に職場復帰した人のうち、職場復帰時期の『実際』と『希望』が異なる人に対し

て、その理由をたずねた。 

希望時期より早く復帰した母親（919人）では、「希望する保育所（園）に入るため」（56.1％）

の割合が最も高く、次いで「経済的な理由で早く復帰する必要があった」（21.9％）となっており、

父親（40人）では、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」（30.0％）の割合が最も高くな

っている。 

希望時期より遅く復帰した母親（26人）では、「希望する保育所（園）に入るため」（50.0%）

の割合が最も高く、父親（5人）は無回答であった。 

56.1

21.9

19.4

2.2

12.7

7.5

30.0

22.5

7.5

22.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

希望する保育所（園）に入るため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

配偶者や家族の希望があったため

その他

母親(ｎ=919)

父親(ｎ=40)

50.0

19.2

3.8

3.8

15.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

希望する保育所（園）に入るため

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

その他 母親(ｎ=26)

父親(ｎ=5)
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（５） 職場復帰時の短時間勤務制度の利用状況

問32－5 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（それぞれ○は1つ） 

図表－１６５ 職場復帰時の短時間勤務制度の利用状況 

育児休業取得後に職場復帰した人に、復帰時の短時間勤務制度の利用状況をたずねたところ、母

親は「利用した」（39.2％）の割合が最も高く、父親は「利用する必要がなかった（フルタイムで

働きたかった、もともと短時間勤務だった）」（28.8％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、パート・アルバイト等で就労している場合は「利用する必要がなか

った（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）」（32.4％）の割合が高くなって

いる。 

図表－１６６ 母親の就労状況別 職場復帰時の短時間勤務制度の利用状況（単位：％） 

 

 

 

20.6

28.8

39.2

2.0

20.7

13.6

1.3

3.5

3.0

0.5

15.2

51.5
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母親

(ｎ=1,736）

父親

(ｎ=198）

利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しなかった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため（利用できなかった）

その他

無回答

利
用
す
る
必
要
が
な
か

っ
た

（
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た

か

っ
た

、
も
と
も
と
短
時
間

勤
務
だ

っ
た

）

利
用
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た

利
用
し
た
か

っ
た
が

、
利
用

し
な
か

っ
た

人
事
異
動
や
業
務
の
節
目
の

時
期
に
合
わ
せ
る
た
め

（
利

用
で
き
な
か

っ
た

）

そ
の
他

無
回
答

利
用
す
る
必
要
が
な
か

っ
た

（
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た

か

っ
た

、
も
と
も
と
短
時
間

勤
務
だ

っ
た

）

利
用
し
た

利
用
し
た
か

っ
た
が

、
利
用

し
な
か

っ
た

人
事
異
動
や
業
務
の
節
目
の

時
期
に
合
わ
せ
る
た
め

（
利

用
で
き
な
か

っ
た

）

そ
の
他

無
回
答

1,736 20.6 39.2 20.7 1.3 3.0 15.2 198 28.8 2.0 13.6 3.5 0.5 51.5

フルタイムで就労 1,267 17.3 42.2 23.6 1.5 2.6 12.8 94 28.7 3.2 17.0 4.3 - 46.8

パート・アルバイト等で就労 392 32.4 28.3 11.2 0.5 4.1 23.5 48 22.9 - 6.3 4.2 - 66.7

以前は就労していたが、
現在は就労していない

51 9.8 37.3 27.5 2.0 5.9 17.6 46 32.6 - 10.9 2.2 2.2 52.2

これまで就労したことがない - - - - - - - 6 66.7 - 16.7 - - 16.7

無回答 26 23.1 57.7 11.5 3.8 - 3.8 3 - 33.3 33.3 - - 33.3

父親
標
本
数

（
人

）

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別

標
本
数

（
人

）

母親
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（６） 短時間勤務制度を利用しなかった理由

問32－6 【問32-5で「３」と回答した方にうかがいます。】短時間勤務制度を利用しなかった（利

用できなかった）理由はなぜですか。（枠内にあてはまるものすべてを記入） 

図表－１６７ 短時間勤務制度を利用しなかった理由 

短時間勤務制度を利用しなかった人に、その理由をたずねたところ、母親では「職場に短時間勤

務制度を取りにくい雰囲気があった」（52.5％）の割合が最も高く、次いで「短時間勤務にすると

給与が減額される」（47.8％）、「仕事が忙しかった」（37.5％）となっている。 

父親では、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」（63.0％）の割合が最も高く、

次いで「仕事が忙しかった」（59.3％）、「短時間勤務にすると給与が減額される」（44.4％）とな

っている。 

52.5

47.8

37.5

25.3

23.1

11.1

3.6

1.4

0.6

7.8

63.0

44.4

59.3

11.1

25.9

3.7

14.8

0.0

7.4

7.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

短時間勤務にすると給与が減額される

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると保育所（園）の入所申請の優先順位が下がる

職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみて

もらえるなど、子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

その他

母親(ｎ=360)

父親(ｎ=27)
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（７） 生後３か月以降に必ず預けられる教育・保育事業がある場合の育児休業の取得意向

問32－7 【問32-1で「１」（育児休業取得後、職場復帰した）または「２」（現在も育児休業中）

と回答した方にうかがいます。】あて名のお子さんを生後３か月以降に必ず預けられる

教育･保育事業がある（又はあった）としたら、いつまで育児休業を取得したい（又は

したかった）ですか。（それぞれ○は１つ） 

図表－１６８ 生後３か月以降に必ず預けられる 

教育・保育事業がある場合の育児休業の取得意向 

育児休業取得後に職場復帰した、あるいは育児休業中である人に、生後3か月以降に必ず預けら

れる教育・保育事業がある場合の育児休業の取得意向をたずねたところ、母親では「１歳になるま

では育児休業を取得したい（又はしたかった）」（25.1％）と「１歳になった後の３月末までは育

児休業を取得したい（又はしたかった）」（23.9％）の割合が高く、次いで「２歳になるまでは育

児休業を取得したい（又はしたかった）」（19.2％）となっており、父親では、無回答を除くと、「１

歳になる前に職場復帰したい（又はしたかった）」（24.3％）の割合が最も高くなっている。 

7.8

24.3

25.1

9.4

23.9

2.0

19.2

4.5

12.9

2.0

11.0

57.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

(ｎ=2,046）

父親

(ｎ=202）

１歳になる前に職場復帰したい（又はしたかった）

１歳になるまでは育児休業を取得したい（又はしたかった）

１歳になった後の３月末までは育児休業を取得したい（又はしたかった）

２歳になるまでは育児休業を取得したい（又はしたかった）

（）歳までは育児休業を取得したい（又はしたかった）

無回答

（n=264) (%)
３歳まで 84.8
４歳まで 2.7
５歳まで 0.8
６歳まで 1.1
７歳以上 -
無回答 10.6

（n=4) (%)
３歳まで 100.0
４歳まで -
５歳まで -
６歳まで -
７歳以上 -
無回答 -
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３． 育児休業を利用しなかった理由 

問32－8 【問32で「２．取得していない」と回答した方にうかがいます。】育児休業を取得されな

かった理由はなぜですか。（枠内にあてはまるものすべてを記入） 

図表－１６９ 育児休業を利用しなかった理由 

育児休業を利用しなかった人に、その理由をたずねたところ、母親では「仕事が忙しかった」

（21.0％）の割合が最も高く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった」（17.5％）、「保育所

（園）などに預けることができた」（16.2％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（15.6％）

となっている。 

父親では、「仕事が忙しかった」（35.3％）の割合が最も高く、次いで「配偶者が無職、祖父母

等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」（28.5％）、「職場に育児休業を取

りにくい雰囲気があった」（28.3％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（26.5％）となって

いる。 

21.0

17.5

16.2

15.6

12.7

11.1

10.5

9.5

6.7

6.3

3.2

0.6

0.6

0.6

26.3

35.3

9.1

1.9

26.5

0.2

28.3

0.0

28.5

0.5

3.6

1.7

6.8

14.8

0.0

4.7

0.0% 20.0% 40.0%

仕事が忙しかった

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

保育所（園）などに預けることができた

収入減となり、経済的に苦しくなる

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

仕事に戻るのが難しそうだった

育児休業を取得できることを知らなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週

間）を取得できることを知らず、退職した

その他

母親(ｎ=315)

父親(ｎ=3,662)
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４． 継続して就労するために必要な両立支援サービスや環境 

問32－9 【問32で「３．妊娠・出産を機に離職した」と回答した方および、問32-1で「３．育児

休業中に離職した」と回答した方にうかがいます。】仕事と家庭の両立を支援する保育

サービスや環境が整っていたら、就労を継続しましたか。（○は１つ）

図表－１７０ 継続して就労するために必要な両立支援サービスや環境 

妊娠・出産を機に離職した又は育児休業中に離職した人に、仕事と家庭の両立を支援するサービ

スや環境が整っていたら就労を継続したかをたずねたところ、「いずれにしてもやめていた」

（33.3％）の割合が最も高く、次いで「職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制

度が整い、働き続けやすい環境が整っていれば、継続して就労した」（27.2％）、「保育サービスと

職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、継続して就労していた」（13.7％）となっており、

前回調査とほぼ同様の結果となっている。

33.3

27.2

13.7

9.6

7.6

2.1

37.5

25.7

14.0

6.6

8.8

3.5

0.0% 20.0% 40.0%

いずれにしてもやめていた

職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が

整い、働き続けやすい環境が整っていれば、継続して就労した

保育サービスと職場の両立支援環境がど

ちらも整っていれば、継続して就労していた

保育サービスが確実に利用できる見

込みがあれば、継続して就労していた

その他

家庭の考え方（親族の理解が得られない）等の

環境が整っていれば、継続して就労していた

今回調査(ｎ=1,324)

前回調査(ｎ=1,362)
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第８章  子育てに関する意識とかかわり 

１． 家事・育児時間 

問40 あて名のお子さんの母親・父親の１週間の家事・育児時間はどれくらいですか。（１週間の

時間を合計して枠内に記入） 

図表－１７１ 家事時間 

図表－１７２ 育児時間 

母親・父親の１週間の家事時間は、母親は、「～30時間」（24.3％）が最も高く、「～10時間」

（21.0％）、「～20時間」（16.7％）、「～40時間」（10.8％）も１割を超えているのに対し、父親

は「～10時間」（62.5％）が約6割、「０時間」が14.3％となっている。平均時間は母親が26時

間31分、父親が３時間53分である。 

母親・父親の１週間の育児時間は、母親は「～10時間」（20.0％）が最も高く、「～30時間」

（13.9％）、「～20時間」（13.0％）も１割を超えているが、父親は「～10時間」（52.0％）、「～

20時間」（19.2％）となっており、平均時間は母親37時間47分、父親11時間17分である。 
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【父親平均】 3時間53分 

【母親平均】37時間47分 

【父親平均】11時間17分 
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２． 「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度 

（１） 希望する「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度

問31 あなたの生活の中での「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度についてお答えくだ

さい。（それぞれ○は１つ） 

図表－１７３ 希望する「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度 

「仕事時間」と「家事（育児）時間」について希望する優先度は、「仕事と家事（育児）を両立」

（56.1％）の割合が最も高く、次いで「家事（育児）時間を優先」（38.3％）、「仕事時間を優先」

（1.8％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

記入者別にみると、母親、父親とも「仕事と家事（育児）を両立」が最も高いが、その割合は母

親が54.7％、父親が74.9％と約20ポイントの差がある。「家事（育児）時間を優先」することを

希望する割合は、母親が40.1％、父親が15.2%と約25ポイントの差がある。 

母
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父
親 

記
入
者
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1.4

1.3

7.5

8.4

38.3

42.5

40.1

43.7

15.2
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54.5

54.7

53.7

74.9

71.7

3.7

1.3

3.8

1.3

2.4

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=5,876）

前回調査

（n=5,074）

今回（n=5,364）

前回（n=4,826）

今回（n=415）

前回（n=237）

仕事時間を優先 家事（育児）時間を優先

仕事と家事（育児）を両立 無回答
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子どもの年齢別にみると、年齢が高くなるほど「仕事と家事（育児）を両立」することを希望す

る割合がやや増加している。 

母親の就労状況別にみると、就労している場合に「仕事と家事（育児）を両立」の割合が高くな

っており、特にフルタイムで就労している場合は「仕事と家事（育児）を両立」の割合が68.6％

と７割弱となっている。 

図表－１７４ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

希望する「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

仕
事
時
間
を
優
先

家
事

（
育
児

）
時

間
を
優
先

仕
事
と
家
事

（
育

児

）
を
両
立

無
回
答

5,876 1.8 38.3 56.1 3.7
０歳 960 2.1 42.7 51.0 4.2
１～２歳 1,913 1.3 38.4 54.9 5.4
３～５歳 2,853 2.1 36.9 58.4 2.6
無回答 150 3.3 34.7 60.7 1.3

フルタイムで就労 2,013 1.9 28.5 68.6 1.0

パート・アルバイト等で就労 1,659 2.5 31.6 64.1 1.9

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 1.3 52.4 39.6 6.7

これまで就労したことがな
い

231 0.9 61.5 26.4 11.3

無回答 150 2.0 38.7 46.0 13.3

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（２） 現実の「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度

問31 あなたの生活の中での「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度についてお答えくだ

さい。（それぞれ○は１つ） 

図表－１７５ 現実の「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度 

現実の優先度は、「家事（育児）時間を優先」（42.8％）の割合が最も高く、次いで「仕事と家

事（育児）を両立」（33.7％）、「仕事時間を優先」（18.5％）の順となっており、希望よりも家事

（育児）優先になっている人が多い。 

前回調査と比較すると、「仕事と家事（育児）を両立」が、母親では約5ポイント増加、父親では

約8ポイント増加し、父親では「仕事時間を優先」が約6ポイント減少している。 

記入者別にみると、母親は「家事（育児）時間を優先」（45.6％）、父親は「仕事時間を優先」（47.2％）

がともに4割を超えて最も高くなっている。 
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3.6

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=5,876）

前回調査

（n=5,074）

今回（n=5,364）

前回（n=4,826）

今回（n=415）

前回（n=237）

仕事時間を優先 家事（育児）時間を優先

仕事と家事（育児）を両立 無回答
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子どもの年齢別にみると、年齢が低いほど「家事（育児）時間を優先」の割合がやや高くなって

おり、０歳では48.9％と5割弱を占めている。一方、年齢が高いほど「仕事と家事（育児）を両立」

の割合がやや高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は、「家事（育児）時間を優先」が

14.8％と低くなっている。 

図表－１７６ 子どもの年齢別・母親の就労状況別 

現実の「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

仕
事
時
間
を
優
先

家
事

（
育
児

）
時

間
を
優
先

仕
事
と
家
事

（
育

児

）
を
両
立

無
回
答

5,876 18.5 42.8 33.7 5.0
０歳 960 15.3 48.9 29.8 6.0
１～２歳 1,913 18.5 42.8 32.3 6.4
３～５歳 2,853 19.4 40.9 36.0 3.7
無回答 150 22.0 40.7 32.7 4.7

フルタイムで就労 2,013 33.3 14.8 49.2 2.6

パート・アルバイト等で就労 1,659 18.0 30.1 49.4 2.6

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 5.4 80.5 6.1 8.0

これまで就労したことがな
い

231 3.0 77.9 6.5 12.6

無回答 150 8.0 50.7 26.7 14.7

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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３． 母親の育児不安と父親の子育てへのかかわり 

（１） 子育てを楽しいと感じる割合

問42 あなたは、子育てが楽しいですか。（○は1つ） 

図表－１７７ 子育てを楽しいと感じる割合 

子育てについて「楽しいことが多い」（68.8％）の割合が最も高く、「大変楽しい」（18.5％）

を合わせた『楽しい』と回答した人は87.3％となっており、前回調査とほぼ同様の結果となって

いる。 

一方で、『つらい』（「つらいと感じることが多い」と「とてもつらい」の合計）と回答した人も

10.1％存在している。 

子どもの年齢別でみると、子どもの年齢が高くなるほど『楽しい』の割合はやや減少し、『つら

い』の割合はやや増加している。０歳では「大変楽しい」が24.0％と他の年齢層に比べて高い割

合になっている。 

18.5

18.9

24.0

26.7

18.7

19.6

16.3

17.0

68.8

70.6

67.8

66.5

68.4

70.5

69.9

71.4

9.9

8.7

5.6

5.2

10.5

8.3

10.8

9.6

0.2

0.4

0.1

0.4

0.3

0.3

0.3

0.4

2.6

1.4

2.5

1.2

2.2

1.3

2.8

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=5,876）

前回調査

（n=5,074）

今回（n=960）

前回（n=501）

今回（n=1,913）

前回（n=1,738）

今回（n=2,853）

前回（n=2,827）

大変楽しい 楽しいことが多い

つらいと感じる時が多い とてもつらい

無回答 a
『
楽
し
い
』 

『
つ
ら
い
』 

０
歳  

 

１
～
２
歳 

 

３
～
５
歳 

子
ど
も
の
年
齢
別 

【87.3】 【10.1】 

【89.5】 【9.1】 

【91.8】 【5.7】 

【93.2】 【5.6】 

【87.1】 【10.8】 

【90.1】 【8.6】 

【86.2】 【11.1】 

【88.4】 【10.0】 
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母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は『楽しい』（89.0％）の割合が他

の就労状況の人よりやや高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親では『つらい』が16.9％で他の世帯より高くなっている。 

父親の子育ての程度別にみると、十分にやっている場合は「大変楽しい」割合が高く、全くやっ

ていない場合は「つらいと感じる時が多い」割合が高くなっている。 

図表－１７８ 母親の就労状況別・世帯分類別・父親の子育ての程度別 

子育てを楽しいと感じる割合（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

大
変
楽
し
い

楽
し
い
こ
と
が
多
い

つ
ら
い
と
感
じ
る
時

が
多
い

と
て
も
つ
ら
い

無
回
答

『

楽
し
い

』

『

つ
ら
い

』

5,876 18.5 68.8 9.9 0.2 2.6 87.3 10.1

フルタイムで就労 2,013 21.4 67.6 8.6  - 2.4 89.0 8.6

パート・アルバイト等で就労 1,659 16.6 69.9 10.9 0.2 2.5 86.5 11.1

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 16.6 70.7 9.8 0.6 2.4 87.3 10.4

これまで就労したことがない 231 20.8 63.6 11.7 0.4 3.5 84.4 12.1

無回答 150 19.3 58.0 15.3 - 7.3 77.3 15.3

三世代 272 19.1 71.7 7.4 - 1.8 90.8 7.4
核家族 5,176 18.5 69.1 9.7 0.3 2.5 87.6 10.0
ひとり親 213 17.4 63.8 16.9 - 1.9 81.2 16.9
ひとり親三世代 52 19.2 59.6 13.5 - 7.7 78.8 13.5
その他 61 14.8 72.1 6.6 - 6.6 86.9 6.6
無回答 102 20.6 55.9 16.7 - 6.9 76.5 16.7

十分にやっている 1,712 28.7 64.1 6.1 0.2 0.9 92.8 6.3

十分とはいえないが、
まあやっている

2,809 14.9 74.9 9.0 0.2 1.0 89.8 9.2

かなり不足している 784 12.8 67.0 19.0 0.3 1.0 79.8 19.3

全くやっていない 144 13.9 61.8 22.2 0.7 1.4 75.7 22.9

無回答 168 4.8 36.9 3.6 - 54.8 41.7 3.6

 全  体

世
帯
分
類
別

父
親
の
子
育
て
の
程
度
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（２） 子育てへの不安感

問43 子育てに関して不安や負担などはお感じですか。（○は1つ） 

図表－１７９ 子育てへの不安感 

子育てに関する不安については「多少は不安や負担を感じる」（59.1％）の割合が最も高く、約

６割を占めており、次いで「あまり不安や負担などは感じない」（19.7％）、「不安や負担を感じる」

（11.4％）、「感じない」（4.3％）となっており、不安や負担を『感じる』（「不安や負担を感じる」

と「多少は不安や負担を感じる」の合計）が70.5％と約７割を占めている。 

子どもの年齢別では、他の年齢に比べて0歳で、不安や負担を『感じる』割合がやや低く、『感じ

ない』割合がやや高くなっている。 

『
感
じ
る
』 

『
感
じ
な
い
』 

０
歳  

 

１
～
２
歳 

 

３
～
５
歳 

子
ど
も
の
年
齢
別 

【70.5】 【24.1】 

【68.0】 【26.3】 

【66.8】 【28.5】 

【68.3】 【27.2】 

【72.1】 【21.6】 

【69.5】 【25.7】 

【70.7】 【24.1】 

【67.0】 【26.6】 

11.4

9.4

8.8

10.0

11.7

9.0

12.0

9.4

59.1

58.6

58.0

58.3

60.4

60.5

58.7

57.6

19.7

19.7

22.9

18.8

17.8

20.0

19.7

19.7

6.6

8.4

6.9

4.7

3.8

5.2

2.2

0.9

2.7

0.8

2.0

0.7

2.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=5,876）

前回調査

（n=5,074）

今回（n=960）

前回（n=501）

今回（n=1,913）

前回（n=1,738）

今回（n=2,853）

前回（n=2,827）

不安や負担を感じる 多少は不安や負担を感じる

あまり不安や負担は感じない 感じない

なんともいえない 無回答

4.3 3.3

5.6 2.0

3.8 4.2

5.7 4.1

4.4 3.2
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世帯年収別にみると、200万円未満では他の世帯に比べて「不安や負担を感じる」（17.2％）の

割合が高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親及びひとり親三世代では他の世帯に比べて「不安や負担を感じる」

（ひとり親：20.2％、ひとり親三世代：17.3％）の割合が高くなっている。 

父親の子育ての程度別にみると、父親が子育てをする程度が低いほど「不安や負担を感じる」割

合が高くなっている。父親が子育てを「全くやっていない」場合には、不安や負担を『感じる』

（81.9％）が約８割と非常に高くなっている。 

図表－１８０ 世帯年収別・世帯分類別・父親の子育ての程度別 子育てへの不安感（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

不
安
や
負
担
を
感
じ

る 多
少
は
不
安
や
負
担

を
感
じ
る

あ
ま
り
不
安
や
負
担

は
感
じ
な
い

感
じ
な
い

な
ん
と
も
い
え
な
い

無
回
答

『

感
じ
る

』

『

感
じ
な
い

』

5,876 11.4 59.1 19.7 4.4 3.3 2.2 70.5 24.1
200 万円未満 302 17.2 53.3 16.2 4.3 5.0 4.0 70.5 20.5
200 ～300 万円未満 404 12.9 57.9 16.6 5.9 3.2 3.5 70.8 22.5
300 ～400 万円未満 739 11.1 59.9 17.2 5.3 5.0 1.5 71.0 22.5
400 ～500 万円未満 924 11.6 60.4 18.8 3.1 4.0 2.1 72.0 21.9
500 ～700 万円未満 1,568 11.5 59.9 19.2 4.5 3.2 1.7 71.4 23.7
700 ～1000万円未満 1,149 10.9 58.2 21.7 4.3 2.6 2.3 69.1 26.0
1000万円以上 585 7.5 59.1 26.0 4.1 1.0 2.2 66.6 30.1
無回答 205 12.2 59.0 18.0 4.9 3.9 2.0 71.2 22.9
三世代 272 9.9 61.0 18.8 6.6 2.2 1.5 70.9 25.4
核家族 5,176 11.1 59.5 19.9 4.3 3.3 2.0 70.6 24.2
ひとり親 213 20.2 52.1 14.6 5.6 3.8 3.8 72.3 20.2
ひとり親三世代 52 17.3 57.7 13.5 3.8 1.9 5.8 75.0 17.3
その他 61 8.2 52.5 19.7 4.9 6.6 8.2 60.7 24.6
無回答 102 11.8 50.0 23.5 2.9 5.9 5.9 61.8 26.4

十分にやっている 1,712 7.8 57.4 24.0 7.3 3.0 0.4 65.2 31.3

十分とはいえないが、
まあやっている

2,809 10.6 62.3 19.9 3.3 3.5 0.4 72.9 23.2

かなり不足している 784 18.4 60.2 14.5 2.7 3.7 0.5 78.6 17.2

全くやっていない 144 23.6 58.3 11.8 3.5 2.1 0.7 81.9 15.3

無回答 168 6.0 26.2 9.5 0.6 2.4 55.4 32.2 10.1

  全  体

世
帯
分
類
別

父
親
の
子
育
て
の
程
度
別

世
帯
年
収
別
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（３） 子育てに関して悩んでいること

問44 子育てに関して、日常悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。 

（○は３つまで）

図表－１８１ 子育てに関して悩んでいる事 

子育てに関して悩んでいることは、「子どものしつけに関すること」（42.2％）の割合が最も高

く、次いで「子育てで出費がかさむこと」（37.6％）、「子どもを叱りすぎているような気がするこ

と」（28.8％）、「子どもの教育に関すること」（25.3％）となっている。 

前回調査と比較すると、「子育てで出費がかさむこと」の割合は約13ポイント増加し、「子ども

の教育に関すること」「仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと」は約6ポイント増加して

いる。 

42.2

37.6

28.8

25.3

22.8

22.8

22.1

18.7

18.6

16.8

14.5

12.6

8.9

5.7

4.8

3.1

2.3

3.7

43.2

15.1

27.8

19.5

21.1

21.5

20.4

13.8

12.8

11.3

11.1

13.7

6.6

5.8

3.7

2.7

2.4

4.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子どものしつけに関すること

子育てで出費がかさむこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子どもの教育に関すること

子どもの病気や発育・発達に関すること

子どものくせや性格に関すること

子どもの食事や栄養に関すること

子どもとの時間を十分にとれないこと

仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもの遊ばせ方に関すること

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと

子どもを通じた親同士の付き合いに関すること

子育てをしているうちに世の中から取り残されるような気がすること

子育てのストレスがたまって、子どもに手を

あげたり、世話をしなかったりしてしまうこと

その他

特にない

今回調査(ｎ=5,876)

前回調査(ｎ=5,074)
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子どもの年齢別にみると、「子どもの病気や発育・発達に関すること」「子どもの食事や栄養に関

すること」「子どもの遊ばせ方に関すること」の割合は、年齢が低いほど高くなっている。一方、「子

どものくせや性格に関すること」「子どもの教育に関すること」の割合は年齢が高いほど高くなっ

ている。 

世帯分類別にみると、ひとり親及びひとり親三世代では「子育てで出費がかさむこと」「子ども

との時間を充分にとれないこと」の割合が高くなっている。また、ひとり親は他の世帯に比べて「子

育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまうこと」（6.6％）

の割合がやや高くなっている。 

子育ての不安感・負担感別にみると、不安や負担を感じる人は「子どもを叱りすぎている気がす

ること」「仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと」「子育てによる身体の疲れが大きいこ

と」の割合が高くなっている。 

図表－１８２ 子どもの年齢別・世帯分類別・子育ての不安感別 

子育てに関して悩んでいる事（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

子
育
て
で
出
費
が
か
さ
む

こ
と

子
ど
も
の
病
気
や
発
育
・

発
達
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
の
食
事
や
栄
養
に

関
す
る
こ
と

子
ど
も
の
遊
ば
せ
方
に
関

す
る
こ
と

子
ど
も
の
し
つ
け
に
関
す

る
こ
と

子
ど
も
の
く
せ
や
性
格
に

関
す
る
こ
と

子
ど
も
と
の
時
間
を
十
分

に
と
れ
な
い
こ
と

子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る

こ
と

子
ど
も
の
友
だ
ち
づ
き
あ

い

（
い
じ
め
等
を
含
む

）

に
関
す
る
こ
と

子
育
て
に
関
し
て
の
配
偶

者
・
パ
ー

ト
ナ
ー

の
協
力

が
少
な
い
こ
と

5,876 37.6 22.8 22.1 16.8 42.2 22.8 18.7 25.3 12.6 8.9
０歳 960 32.0 27.7 32.0 20.3 40.6 16.0 16.6 19.7 7.2 7.6
１～２歳 1,913 36.5 22.5 24.1 17.5 45.5 20.8 18.6 22.7 8.8 8.9
３～５歳 2,853 40.3 21.3 17.5 15.2 40.9 26.6 19.9 28.9 17.1 8.9
無回答 150 37.3 22.0 21.3 16.0 37.3 18.0 12.7 26.0 9.3 16.7
三世代 272 35.7 22.8 23.5 18.8 46.3 23.5 20.6 30.5 12.5 9.2
核家族 5,176 37.2 22.5 22.2 16.7 42.3 22.9 18.2 25.3 12.7 8.8
ひとり親 213 45.5 25.8 17.8 12.2 38.5 25.4 31.5 16.0 12.7 8.9
ひとり親三世代 52 65.4 32.7 23.1 17.3 44.2 19.2 26.9 25.0 13.5 5.8
その他 61 39.3 23.0 27.9 24.6 39.3 13.1 18.0 24.6 11.5 11.5
無回答 102 31.4 23.5 18.6 19.6 38.2 14.7 11.8 32.4 5.9 16.7

不安や負担を感じる 668 43.6 30.5 20.8 17.8 43.9 25.1 22.0 24.0 13.2 17.7

多少は不安や負担
を感じる

3,471 40.2 24.6 22.4 18.2 46.8 24.4 19.5 27.0 13.3 9.3

あまり不安や負担
は感じない

1,156 31.2 17.9 24.2 15.8 35.6 21.3 17.0 26.0 12.8 4.2

感じない 258 26.4 10.9 20.5 9.7 26.4 12.0 17.4 16.7 8.5 2.7

なんともいえない 196 41.3 19.4 22.4 12.2 36.7 20.9 14.3 18.4 9.2 12.2

無回答 127 11.0 4.7 5.5 3.9 11.0 3.9 5.5 7.9 0.8 2.4

標
本
数

（
人

）

仕
事
や
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
が
十
分
に
で
き
な
い
こ
と

子
育
て
を
し
て
い
る
う
ち
に

世
の
中
か
ら
取
り
残
さ
れ
る

よ
う
な
気
が
す
る
こ
と

子
ど
も
を
叱
り
す
ぎ
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
こ
と

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
っ
て

、
子
ど
も
に
手
を
あ

げ
た
り

、
世
話
を
し
な
か
っ

た
り
し
て
し
ま
う
こ
と

子
育
て
に
よ
る
身
体
の
疲
れ

が
大
き
い
こ
と

子
ど
も
を
通
じ
た
親
同
士
の

付
き
合
い
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

5,876 18.6 4.8 28.8 3.1 14.5 5.7 2.3 3.7 1.9
０歳 960 23.3 6.8 19.4 1.9 16.8 6.3 2.9 3.9 2.3
１～２歳 1,913 19.3 4.9 30.1 3.4 16.1 4.8 2.4 3.6 1.7
３～５歳 2,853 16.5 4.0 31.1 3.4 12.5 6.2 2.1 3.6 1.9
無回答 150 16.7 6.0 29.3 1.3 16.0 4.7 1.3 6.7 2.7
三世代 272 15.8 3.3 25.7 2.9 12.9 6.3 2.9 4.0 1.1
核家族 5,176 18.8 5.0 29.2 3.0 14.6 5.8 2.2 3.8 1.8
ひとり親 213 16.4 1.9 25.4 6.6 15.0 5.6 1.9 3.3 1.9
ひとり親三世代 52 21.2 3.8 21.2 3.8 13.5 7.7 3.8 - 3.8
その他 61 13.1 3.3 27.9 4.9 9.8 - 8.2 1.6 8.2
無回答 102 21.6 5.9 27.5 2.0 13.7 3.9 2.0 3.9 6.9

不安や負担を感じる 668 28.6 7.3 40.6 10.3 28.6 7.5 4.8  - 0.1

多少は不安や負担
を感じる

3,471 20.5 5.4 32.6 2.7 15.7 5.9 2.3 1.2 0.2

あまり不安や負担
は感じない

1,156 11.2 2.8 16.4 0.7 6.2 4.8 1.1 8.9 0.7

感じない 258 7.4 1.2 10.5  - 5.4 5.8 1.2 21.7 0.4

なんともいえない 196 14.3 4.6 34.2 4.1 12.2 5.1 3.1 7.7 1.0

無回答 127 8.7 1.6 6.3 3.1 3.9 0.8 0.8 0.8 74.0

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

子
育
て
の
不
安
感
・
負
担
感
別

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

子
育
て
の
不
安
感
・
負
担
感
別

世
帯
分
類
別

世
帯
分
類
別
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（４） 父親の子育ての評価

問41 あなたのご家庭では父親はどの程度子育てをしていますか。（○は１つ） 

図表－１８３ 父親の子育ての評価 

父親の子育てについては、「十分とはいえないが、まあやっている」（50.0％）の割合が最も高

く、次ぐ「十分にやっている」（30.5％）と合計した『やっている』（「十分にやっている」と「十

分とはいえないが、まあやっている」の合計）は約８割（80.5％）となっている一方、『やってい

ない』（「かなり不足している」と「まったくやっていない」の合計）は２割弱（16.6％）となっ

ており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

子どもの年齢別では、大きな違いはみられない。 

30.5

31.2

32.6

32.6

30.6

32.9

30.0

29.9

50.0

50.6

49.8

51.6

51.6

50.5

49.2

50.4

14.0

14.3

12.4

12.1

12.8

13.4

15.0

15.4

2.6

2.4

1.7

2.7

2.3

1.9

3.0

2.6

3.0

1.5

3.4

1.0

2.7

1.4

2.8

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=5,617）

前回調査

（n=4,852）

今回（n=929）

前回（n=488）

今回（n=1,849）

前回（n=1,684）

今回（n=2,693）

前回（n=2,672）

十分にやっている 十分とはいえないが、まあやっている

かなり不足している 全くやっていない

無回答 a

『
や
っ
て
い
る
』 

『
や
っ
て
い
な
い
』 

０
歳  

 

１
～
２
歳 

 

３
～
５
歳 

子
ど
も
の
年
齢
別 

【80.5】 【16.6】 

【81.8】 【16.7】 

【82.4】 【14.1】 

【84.2】 【14.8】 

【82.2】 【15.1】 

【83.4】 【15.3】 

【79.2】 【18.0】 

【80.3】 【18.0】 



Ⅱ 乳幼児の保護者調査結果

130 

４． 理想的な子どもの数と実際に予定している子どもの数 

（１） 理想的な子どもの数

問39 あなたにとって、理想的な子どもの数、実際に予定している子どもの数は何人ですか。（枠

内に数字を記入） 

図表－１８４ 理想的な子どもの数 

理想的な子どもの数は「３人」（49.4％）の割合が最も高く約半数を占め、次いで「２人」（37.5％）

となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

母親の就労状況別にみると、これまで就労したことがない場合に「４人以上」が10.8％と他の

就労状況よりやや高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親三世代では「2人」（59.6％）が他の世帯より高くなっている。 

図表－１８５ 母親の就労状況別・世帯分類別 

  ほしい子どもの数（単位：％） 

0.1 2.2

3.0

37.5

38.1

49.4

46.8

7.6

8.8

3.2

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=5,876）

前回調査

(ｎ=5,074）

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答 a

標
本
数

（
人

）

０
人

１
人

２
人

３
人

４
人
以
上

無
回
答

5,876 0.1 2.2 37.5 49.4 7.6 3.2

フルタイムで就労 2,013 0.0 1.7 37.0 51.6 6.7 2.9

パート・アルバイト等で就労 1,659 0.1 2.5 35.6 49.5 8.4 4.0

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 0.1 2.6 39.8 47.8 7.6 2.2

これまで就労したことがない 231 - 1.3 36.8 47.2 10.8 3.9

無回答 150 - 3.3 38.0 41.3 8.0 9.3

三世代 272 - 2.6 36.0 44.1 14.7 2.6
核家族 5,176 0.1 2.0 37.3 50.5 7.4 2.8
ひとり親 213 - 7.5 35.7 40.4 6.6 9.9
ひとり親三世代 52 - 7.7 59.6 23.1 1.9 7.7
その他 61 - 3.3 44.3 31.1 11.5 9.8
無回答 102 - 1.0 39.2 47.1 5.9 6.9

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別
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（２） 実際に予定している子どもの数

問39 あなたにとって、理想的な子どもの数、実際に予定している子どもの数は何人ですか。（枠

内に数字を記入） 

図表－１８６ 実際に予定している子どもの数 

実際に予定している子どもの数は「２人」（52.5％）が半数を超え、次いで「３人」（24.7％）

となっており、理想的な子どもの数より少なくなっている。 

母親の就労状況別にみると、「１人」の割合は、就労している場合には15％前後、就労していな

い場合では10％強となっている。これまでに就労したことがない場合は、「３人」や「４人以上」

の割合が他の就労状況よりやや高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親及びひとり親三世代では「１人」の割合が他の世帯より高い。 

図表－１８７ 母親の就労状況別・世帯分類別 

実際に予定している子どもの数（単位：％） 

13.7

13.7

52.5

56.0

24.7

24.0

4.4

5.1

4.7

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=5,876）

前回調査

(ｎ=5,074）

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

標
本
数

（
人

）

１
人

２
人

３
人

４
人
以
上

無
回
答

5,876 13.7 52.5 24.8 4.3 4.7

フルタイムで就労 2,013 15.6 53.0 23.4 3.4 4.6

パート・アルバイト等で就労 1,659 13.4 50.7 25.0 5.2 5.7

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 12.1 55.0 25.3 4.3 3.3

これまで就労したことがない 231 10.8 45.9 31.2 6.1 6.1

無回答 150 14.7 46.0 24.7 4.0 10.7

三世代 272 12.9 43.0 29.4 8.8 5.9
核家族 5,176 12.6 54.5 25.1 4.1 3.7
ひとり親 213 30.5 28.6 16.4 5.6 18.8
ひとり親三世代 52 30.8 34.6 7.7 1.9 25.0
その他 61 19.7 37.7 21.3 6.6 14.8
無回答 102 21.6 44.1 22.5 1.0 10.8

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別
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（３） 理想より実際の子ども数が少ない理由

問39－1 【問39で、ほしいと思っている子どもの数よりも、実際に予定している子どもの数が少

ない方にうかがいます】その理由はどのようなことですか。（○は２つまで） 

図表－１８８ 理想より実際の子ども数が少ない理由 

理想の子どもの数より実際に予定している子どもの数が少ない人に、その理由をたずねたところ、

「子どもを育てるのにお金がかかるから」（61.4％）が6割強を占めている。次いで「年齢的な理

由で無理だから」（32.1％）、「育児の身体的な負担が大きいから」（30.6％）、「育児の精神的な負

担が大きいから」（19.3％）の順になっている。 

前回調査と比べると、ほとんどの項目で割合は前回調査より高くなっている。 

61.4

32.1

30.6

19.3

16.8

11.4

9.9

9.0

7.8

6.4

5.4

3.8

8.2

1.5

55.5

25.4

19.5

9.8

14.3

4.6

7.6

6.1

6.0

6.2

2.9

1.4

10.3

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもを育てるのにお金がかかるから

年齢的な理由で無理だから

育児の身体的な負担が大きいから

育児の精神的な負担が大きいから

仕事ができない、続けにくいから

今いる子どもに十分な愛情をかけてあげたいから

配偶者やパートナーが家事や育児にあまり協力してくれないから

住まいが狭いから

社会がどうなるかわからず、子どもの将来が不安だから

健康上の理由で無理だから

自分自身のやりたいことができなくなるから

教育に不安があるから

その他

特に理由はない

今回調査(ｎ=2,485)

前回調査(ｎ=2,174)
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子どもの年齢別にみると、「子どもを育てるのにお金がかかるから」は、０歳で7割弱と高くなっ

ている。 

母親の就労状況別にみると、就労している場合は他の就労状況に比べて「仕事ができない･続け

にくいから」（２割前後）の割合が高くなっている。 

世帯分類別にみると、三世代と核家族では他の世帯に比べて「子どもを育てるのにお金がかかる

から」（６割前後）の割合が高くなっている。 

図表－１８９ 子どもの年齢別・母親の就労状況別・世帯分類別 

理想より実際の子どもの数が少ない理由（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

育
児
の
身
体
的
な
負
担
が

大
き
い
か
ら

育
児
の
精
神
的
な
負
担
が

大
き
い
か
ら

配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー

が

家
事
や
育
児
に
あ
ま
り
協

力
し
て
く
れ
な
い
か
ら

年
齢
的
な
理
由
で
無
理
だ

か
ら

健
康
上
の
理
由
で
無
理
だ

か
ら

自
分
自
身
の
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら

住
ま
い
が
狭
い
か
ら

子
ど
も
を
育
て
る
の
に
お

金
が
か
か
る
か
ら

2,485 30.6 19.3 9.9 32.1 6.4 5.4 9.0 61.4
０歳 418 29.9 17.5 7.9 26.3 3.8 4.8 11.5 67.9
１～２歳 833 34.1 21.5 9.1 28.7 4.8 5.4 8.3 63.4
３～５歳 1,172 28.8 18.6 10.5 36.5 8.3 5.9 8.7 57.8
無回答 62 22.6 14.5 21.0 32.3 8.1 1.6 8.1 59.7

フルタイムで就労 941 32.3 17.3 9.7 34.1 4.9 4.8 9.5 59.5

パート・アルバイト等で就労 697 28.1 18.1 10.9 27.8 7.6 6.7 9.6 63.3

以前は就労していたが、
現在は就労していない

719 29.8 22.5 9.7 33.2 6.1 4.6 7.8 62.7

これまで就労したことがな
い

77 37.7 24.7 6.5 39.0 13.0 7.8 7.8 59.7

無回答 49 34.7 14.3 6.1 24.5 10.2 6.1 10.2 53.1

三世代 102 22.5 7.8 8.8 43.1 7.8 5.9 6.9 55.9
核家族 2,211 31.8 20.0 9.8 32.2 6.4 5.5 9.3 62.3
ひとり親 90 15.6 15.6 8.9 21.1 5.6 4.4 5.6 50.0
ひとり親三世代 16 37.5 12.5 12.5 37.5 - 6.3 6.3 43.8
その他 22 27.3 31.8 13.6 18.2 9.1 13.6 4.5 50.0
無回答 44 20.5 13.6 15.9 25.0 4.5 - 9.1 65.9

標
本
数

（
人

）

仕
事
が
で
き
な
い

、
続
け
に

く
い
か
ら

教
育
に
不
安
が
あ
る
か
ら

社
会
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら

ず

、
子
ど
も
の
将
来
が
不
安

だ
か
ら

今
い
る
子
ど
も
に
十
分
な
愛

情
を
か
け
て
あ
げ
た
い
か
ら

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

5,876 16.8 3.8 7.8 11.4 8.2 1.5 1.0
０歳 960 17.7 3.6 8.6 12.7 9.8 2.6 1.4
１～２歳 1,913 17.0 2.9 7.3 11.8 6.5 1.4 0.5
３～５歳 2,853 16.2 4.4 7.8 10.8 8.9 1.3 1.3
無回答 150 19.4 4.8 11.3 9.7 6.5 - -

フルタイムで就労 941 21.3 4.8 7.8 11.4 8.1 1.7 1.1

パート・アルバイト等で就労 697 19.5 3.9 8.5 12.1 8.3 1.7 1.0

以前は就労していたが、
現在は就労していない

719 9.5 2.4 7.4 10.4 8.5 1.0 0.8

これまで就労したことがな
い

77 13.0 5.2 9.1 18.2 6.5 1.3 1.3

無回答 49 8.2 2.0 4.1 8.2 6.1 4.1 2.0

三世代 102 19.6 2.9 6.9 5.9 3.9 2.0 1.0
核家族 2,211 16.4 3.8 7.9 11.5 7.2 1.5 0.9
ひとり親 90 21.1 4.4 5.6 16.7 30.0 1.1 3.3
ひとり親三世代 16 6.3 - 12.5 6.3 31.3 6.3 -
その他 22 22.7 4.5 18.2 13.6 13.6 - -
無回答 44 22.7 2.3 6.8 11.4 9.1 - 2.3

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別
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第９章  行政への要望 

１． 充実してほしい子育て支援 

問45 あなたは、どのような子育て支援の充実を図ってほしいですか。（○は３つまで） 

図表－１９０ 充実してほしい子育て支援 

充実してほしい子育て支援は、「子育てにかかる費用負担を軽減してほしい」（72.0％）の割合

が最も高く、次いで「子連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機会がほしい」（38.0％）、「残

業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい」（29.6％）

となっている。 

前回調査と比較すると、「子育てにかかる費用負担を軽減してほしい」の割合は約19ポイント、

「残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい」の割

合は約7ポイント増加している。 

72.0

38.0

29.6

22.0

20.5

15.8

15.3

11.2

9.3

9.1

7.7

6.3

4.1

6.3

2.0

52.7

43.9

22.3

22.1

18.4

14.2

21.5

14.3

6.3

6.8

5.5

6.0

4.3

6.0

2.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子育てにかかる費用負担を軽減してほしい

子連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機会がほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業

に対して職場環境の改善を働きかけてほしい

専業主婦など誰でも気軽に利用できる保育サービスがほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい

地域で子どもを見守り、育むしくみを充実してほしい

保育所（園）を増やしてほしい

子どもや親子が安心して集まり、遊び

や情報交換ができる場を作ってほしい

多子世帯の優先入居や広い部屋の

割り当てなど、住宅面の配慮がほしい

子育ての楽しさや大切さを広く世の中に知らせてほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場を作ってほしい

幼稚園を増やしてほしい

その他

特にない

今回調査(ｎ=5,876)

前回調査(ｎ=5,074)



第９章 行政への要望 

135 

子どもの年齢別にみると、０歳では他の年齢より「保育所（園）を増やしてほしい」（26.3％）

の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、就労していない場合は「専業主婦など誰でも気軽に利用できる保育

サービスがほしい」（約4割）、フルタイムで就労している場合は「残業時間の短縮や休暇の取得促

進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい」（42.4％）の割合が高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親は他の世帯に比べて「多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当て

など、住宅面の配慮がほしい」（18.3％）、「子育ての楽しさや大切さを広く世の中に知らせてほし

い」（13.1％）がやや高くなっている。ひとり親三世代では他の世帯に比べて「安心して子どもが

医療機関にかかれる体制を整備してほしい」（30.8％）の割合が高くなっている。 

図表－１９１ 子どもの年齢別・母親の就労状況別・世帯分類別 

  充実してほしい子育て支援（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

子
育
て
に
か
か
る
費
用
負

担
を
軽
減
し
て
ほ
し
い

子
ど
も
や
親
子
が
安
心
し

て
集
ま
り

、
遊
び
や
情
報

交
換
が
で
き
る
場
を
作
っ

て
ほ
し
い

子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す

く

、
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

の
機
会
が
ほ
し
い

地
域
で
子
ど
も
を
見
守

り

、
育
む
し
く
み
を
充
実

し
て
ほ
し
い

子
育
て
に
困

っ
た
時
に
相

談
し
た
り

、
情
報
が
得
ら

れ
る
場
を
作

っ
て
ほ
し
い

保
育
所

（
園

）
を
増
や
し

て
ほ
し
い

幼
稚
園
を
増
や
し
て
ほ
し

い 専
業
主
婦
な
ど
誰
で
も
気

軽
に
利
用
で
き
る
保
育

サ
ー

ビ
ス
が
ほ
し
い

5,876 72.0 11.2 38.0 15.8 6.3 15.3 4.1 22.0
０歳 960 73.0 14.4 41.1 12.1 6.0 26.3 7.3 24.0
１～２歳 1,913 70.4 11.9 39.5 16.0 6.0 16.6 5.4 24.4
３～５歳 2,853 72.9 9.7 36.0 17.0 6.7 10.5 2.1 19.6
無回答 150 68.7 9.3 39.3 14.0 5.3 19.3 4.7 26.7

フルタイムで就労 2,013 69.3 11.2 37.2 17.0 5.9 20.4 2.1 6.2

パート・アルバイト等で就労 1,659 76.9 9.7 36.6 17.1 5.7 14.2 3.0 15.0

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 71.8 12.1 40.2 13.4 6.9 12.3 7.3 42.4

これまで就労したことがな
い

231 62.3 12.6 37.7 14.7 5.6 6.9 4.8 45.0

無回答 150 71.3 13.3 38.7 16.0 13.3 7.3 3.3 31.3

三世代 272 72.1 8.8 42.3 13.2 3.3 13.6 2.9 21.7
核家族 5,176 72.0 11.4 38.1 16.2 6.4 15.2 4.1 22.7
ひとり親 213 74.6 8.0 33.3 12.7 8.9 14.1 3.3 8.0
ひとり親三世代 52 78.8 13.5 36.5 13.5 5.8 25.0 9.6 5.8
その他 61 67.2 13.1 34.4 11.5 8.2 19.7 4.9 26.2
無回答 102 65.7 8.8 37.3 12.7 6.9 17.6 3.9 26.5

標
本
数

（
人

）

安
心
し
て
子
ど
も
が
医
療
機

関
に
か
か
れ
る
体
制
を
整
備

し
て
ほ
し
い

多
子
世
帯
の
優
先
入
居
や
広

い
部
屋
の
割
り
当
て
な
ど

、

住
宅
面
の
配
慮
が
ほ
し
い

残
業
時
間
の
短
縮
や
休
暇
の

取
得
促
進
な
ど

、
企
業
に
対

し
て
職
場
環
境
の
改
善
を
働

き
か
け
て
ほ
し
い

子
育
て
の
楽
し
さ
や
大
切
さ

を
広
く
世
の
中
に
知
ら
せ
て

ほ
し
い

子
育
て
に
つ
い
て
学
べ
る
機

会
を
作
っ
て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

5,876 20.5 9.3 29.6 9.1 7.7 6.3 2.0 1.7
０歳 960 15.0 9.1 32.4 8.3 8.4 5.6 0.9 1.4
１～２歳 1,913 19.8 9.1 30.1 8.3 7.6 6.9 1.9 1.7
３～５歳 2,853 22.7 9.6 28.8 9.8 7.5 6.1 2.3 1.7
無回答 150 22.7 6.7 21.3 11.3 8.7 6.7 2.0 2.0

フルタイムで就労 2,013 20.9 8.6 42.4 8.7 6.8 9.2 1.8 1.7

パート・アルバイト等で就労 1,659 22.9 12.8 25.4 10.4 8.4 4.2 2.1 1.5

以前は就労していたが、
現在は就労していない

1,817 18.3 7.3 22.0 8.1 8.1 5.0 1.8 1.3

これまで就労したことがな
い

231 19.9 7.4 17.7 8.7 6.5 5.2 3.5 3.0

無回答 150 15.3 4.0 14.7 11.3 9.3 8.0 2.7 5.3

三世代 272 25.7 9.6 30.5 8.1 7.7 5.5 1.8 0.7
核家族 5,176 20.4 8.8 29.9 9.1 7.7 6.3 1.9 1.5
ひとり親 213 18.8 18.3 26.8 13.1 7.0 4.2 3.3 2.3
ひとり親三世代 52 30.8 13.5 36.5 7.7 7.7 11.5 3.8 -
その他 61 14.8 11.5 23.0 4.9 9.8 9.8 1.6 8.2
無回答 102 13.7 7.8 19.6 6.9 6.9 7.8 1.0 5.9

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

  全  体

  全  体

子
ど
も
の

年
齢
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

子
ど
も
の

年
齢
別
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２． 自由意見 

教育・保育環境の充実や子育て支援など、福岡市の子ども施策に関する取り組みに関して福岡市

へのご意見がございましたら、自由にご記入ください。 

回答者1,991人から、3,432件の意見が挙げられている。主な項目を整理すると、以下のとお

りである。 

図表－１９２ 自由意見 

分類 件数

◆保育園について 589
保育⼠の増員、待遇の充実 114
保育園の増設・待機児童の解消 96
保育園⼊園・継続条件の緩和 78
保育料の軽減・補助 36
保育内容の充実 29
保育園の施設の整備、環境の充実 28
保育園の定員を増やしてほしい 24
⼟曜・⽇曜、⻑期休暇に預かってほしい 23
受け⼊れ時間の延⻑ 16
⼀時預かりを充実させてほしい 16
保育⼠について（資質、教育など） 14
⼊所の決定が遅い、⼿続きをもっと簡単に 12
年度途中に⼊園できるようにしてほしい 10
相談窓⼝の充実 3
その他 90

◆幼稚園について 116
受け⼊れ時間の延⻑、⼟曜・⽇曜・⻑期休暇に預かってほしい 20
教員について（⼈数と待遇の充実、教員の教育など） 14
保育料の軽減・補助 12
認定こども園について（幼稚園と保育園を⼀体化した施設がほしい） 10
幼稚園の増設 9
⼊園の困難さ、⼊園枠の拡張 8
1・2歳児の受け⼊れ制度について 6
保育内容の充実（英語教育に⼒をいれる、保育レベルの統⼀など） 4
市⽴幼稚園の存続 3
施設の整備（駐⾞場など） 2
保育期間の拡充 1
その他 27

◆幼児教育・保育の無償化などについて 155
幼児教育・保育の無償化について 114
幼児教育以外の教育無償化について 27
その他 14
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分類 件数

◆学校・教育・放課後等について 194
学童保育について（利⽤時間の延⻑、利⽤条件の緩和など） 63
保護者の負担解消（ＰＴＡ、育成会など） 23
教育内容の充実 10
校区割の⾒直し 9
放課後等の遊び場づくり事業の充実（教室・校庭の利⽤など） 5
環境の整備 5
施設の整備（校舎、エアコン、トイレなど） 4
学校側の対応について 4
低料⾦で利⽤できる習い事教室がほしい 3
給⾷の充実 3
⼟曜⽇授業を開始してほしい 2
その他 63

◆病児保育、⼀時預かりについて 198
病児・病後児保育の充実、受け⼊れ体制の充実 71
気軽に預けられる場所の設置（親のリフレッシュなど） 56
利⽤しやすい料⾦設定 24
緊急時の預かり場所の設置 14
⼟曜⽇・⽇曜⽇の預かり場所の設置 11
ベビーシッターの充実（時間など） 6
その他 16

◆児童会館、⼦どもプラザについて 258
⾬天時にも遊べる屋内の施設がほしい 69
児童会館や⼦どもプラザの増設 52
利⽤者の声、⼦どもプラザへの意⾒ 45
施設の充実（遊具や広さ、対象年齢が低すぎるなど） 38
駐⾞場の整備 23
利⽤⽇や時間の拡張 10
⼦ども向けの体験学習や講座を開いてほしい 3
その他 18

◆公園、公的施設について 253
公園の管理・整備（トイレや遊具の充実、清掃、安全など） 121
公園の増設 53
公⺠館（⼦育てサロン、サークルなど） 26
公的施設について 24
図書館の充実 13
その他 16

◆住環境・安全⾯について 183
道路・歩道の整備 49
公共交通機関でのベビーカーや⼦ども連れへの配慮 36
エレベーターがないなどベビーカーでの移動に不便 24
⾃動⾞・⾃転⾞のマナーが悪い 9
その他 65
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分類 件数

◆医療費助成など経済的⽀援について 402
⼦どもの医療費助成制度の拡充 140
⼦育て世帯・ひとり親・多児家庭への助成 108
予防接種費⽤の助成・無料化 32
教育費負担の軽減・無料化 32
第3⼦優遇制度について（拡充を希望) 18
不妊治療への助成 4
第3⼦優遇制度について（助かっている） 3
申請・給付⼿続きの簡素化 2
その他 63

◆保健・医療について 143
夜間・休⽇・緊急対応 34
療育の充実 27
健診について 24
⼩児科等の増設 12
市⽴こども病院について 2
病院・医院の時間延⻑ 2
その他 42

◆仕事と⼦育ての両⽴⽀援について 242
仕事と⼦育ての両⽴ができる職場の環境整備、企業への働きかけ 127
雇⽤、働き⽅について 51
育児休業制度・時間短縮制度をとりやすくする 30
緊急時に有給休暇をとりやすい環境に 5
その他 29

◆情報・交流・相談について 188
⼦育てに関する情報の提供 67
イベントの充実、交流 62
育児相談窓⼝の充実・⺟⼦巡回 35
その他 24

◆ファミリー・サポート・センター事業について 35
もっと利⽤しやすくしてほしい 12
料⾦が⾼い 6
緊急時に利⽤できない 2
サポート会員（提供会員）が少ない 2
⼟⽇でも登録できるようにしてほしい 1
その他（情報を提供してほしい等） 12

◆その他 476
市の施策・事業に対する意⾒ 122
アンケートについて 104
社会環境・地域 57
市の職員の対応 39
⺠間施設・店舗などについて 37
親に対して 20
住宅について 16
⾃然環境について 3
その他 78
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Ⅲ 小学生の保護者調査結果 

第１章  対象児童及び家庭の概況 

１． 回答者の基本属性 

（１） 居住区

問１ お住まいの区はどこですか。（○は１つ） 

図表－１９３ 居住区 

回答者の居住区は、最も多いのは「東区」（21.6％）、次いで多いのは「早良区」（17.6％）で、

以下「南区」（17.4％）、「西区」（13.5％）、「中央区」（10.1％）、「博多区」（10.0％）、「城南区」

（9.0％）の順となっている。 

（２） 子どもの学年

問２ あて名のお子さんは何年生ですか。（○は１つ） 

図表－１９４ 子どもの学年 

子どもの学年の内訳は、1年生413名（17.3％）、2年生404名（16.9％）、3年生397名（16.6％）、

4年生399名（16.7％）、5年生371名（15.5％）、6年生387名（16.2％）となっている。 

本報告書では、「子どもの学年別」として分析する際には、『１～３年生』1,214名（50.8％）、

『４～6年生』1,157名（48.4％）の２群に分けて集計したものを用いる。 

21.6 10.0 10.1 17.4 9.0 17.6 13.5 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

東区 博多区 中央区 南区 城南区 早良区 西区 無回答

17.3 16.9 16.6 16.7 15.5 16.2 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

小学校１年生 小学校２年生 小学校３年生 小学校４年生

小学校５年生 小学校６年生 無回答
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（３） 調査の回答者

問５ このアンケート調査の記入者はどなたですか。（○は１つ） 

図表－１９５ 調査の回答者 

アンケート調査の回答者は、「母親」が90.2％とほとんどを占めており、「父親」はわずか8.2％

である。よって、本調査の結果は、「母親」の立場から見た子どもの生活状況や子育てに関する意

識としてとらえられる。 

２． 家庭の概況 

（１） 子どもの人数・末子の年齢

問３ あて名のお子さんを含め、お子さん（年齢は問いません）は何人いらっしゃいますか。 

また、お子さんが２人以上いる場合には、末子の生年月をご記入ください。 

図表－１９６ 子どもの人数 

図表－１９７ 末子の年齢 

世帯の子どもの人数は、「２人」（48.1％）の割合が最も高く、次いで「3人」（27.6％）、「1人」

（16.0％）、「４人」（6.1％）、「5人」（1.2％）となっており、8割程度がきょうだいのいる家庭と

なっている。 

子どもが2人以上いる世帯の末子の年齢は、「6～9歳」（44.3％）の割合が最も高い。 

90.2 8.2

0.3 0.1 0.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

母親 父親 祖母 祖父 その他 無回答

16.0 48.1 27.6 6.1

1.2

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

1.9

6.5 21.2 44.3 21.9 4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=1,986）

０歳 １～２歳 ３～５歳 ６～９歳 10歳以上 無回答
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（２） 同居・近居状況

問７ あて名のお子さんとの同居・近居の状況について、選んでください。続柄はあて名のお子

さんからみた関係です。（あてはまるものすべてに○） 

図表－１９８ 同居・近居状況 

図表－１９９ 世帯分類 

子どもとの同居・近居状況は、「父母同居（単身赴任別居等を含む）」が87.7％と大部分を占め

ている。『ひとり親家庭』は「母同居（ひとり親家庭）」が8.9％、「父同居（ひとり親家庭）」が0.6％

で、合わせて9.5％となっている。 

祖父母等の同居・近居の状況は、「祖母近居」（7.9％）の割合が最も高く、次いで「祖母同居」

「祖父近居」（ともに6.2％）となっている。 

世帯分類は、「核家族」（82.9％）が全体の約8割を占めており、次いで「ひとり親」（7.9％）、

「三世代」（4.9％）、「ひとり親三世代」（1.6％）となっている。 

87.7

8.9

7.9

6.2

6.2

4.1

0.6

1.1

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父母同居（単身赴任別居を含む）

母同居（ひとり親家庭）

祖母近居

祖母同居

祖父近居

祖父同居

父同居（ひとり親家庭）

その他

無回答
全体（ｎ=2,391）

4.9 82.9 7.9

1.6

1.6

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2,391)

三世代 核家族 ひとり親 ひとり親三世代 その他 無回答
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（３） 世帯年収

問６ 世帯の年収をお伺いします。（○は１つ） 

図表－２００ 世帯年収 

世帯の年収は、「500～700万円未満」（26.4％）の割合が最も高く、次いで「700～1000万

円未満」（23.9％）、「1000万以上」（12.7％）、「400～500万円未満」（11.3％）、「300～400

万円未満」（10.2％）となっている。 

（４） 子育てを主に行っている人

問４ あて名のお子さんの子育てを主にしている方はどなたですか。続柄はあて名のお子さんか

ら見た関係です。（○は１つ） 

図表－２０１ 子育てを主に行っている人 

子育てを主に行っている人は、「父母ともに」（53.8％）の割合が最も高く、次いで「主に母親」

（39.9％）となっている。 

6.2 6.5 10.2 11.3 26.4 23.9 12.7 2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

～ 200万円未満 200 ～ 300万円未満 300 ～ 400万円未満

400 ～ 500万円未満 500 ～ 700万円未満 700 ～1000万円未満

1000万円以上 無回答

53.8 39.9

1.0 0.8 0.5

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答
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第２章  保護者の就労状況 

１． 母親の就労状況 

（１） 母親の就労状況

問９ 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、選んでください。（○は１つ。

枠内に数字を記入） 

図表－２０２ 母親の就労状況 

母親の就労状況は、「就労している（パート・アルバイト等）」（41.3％）の割合が最も高く、次

いで「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」（30.5％）、「以前は就労して

いたが、現在は就労していない」（22.1％）となっている。 

育休中等も含めフルタイム及びパート・アルバイト等で就労している母親の割合は7割超となっ

ており、前回調査と比較すると就労している母親の割合が約13ポイント増加している。 

子どもの学年別に母親の就労状況をみると、４～6年生では１～３年生に比べて、「就労している

（パート・アルバイト等）」（43.5％）の割合が高くなっている。 

図表－２０３ 子どもの学年別 母親の就労状況 （単位：％） 

30.5

21.0

0.8

1.1

41.3

37.9

22.1

31.8

2.7

6.7

2.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（ｎ=2,377）

前回調査

（ｎ=1,577）

就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）

就労している（フルタイムだが育児休業・介護休業中）

就労している（パートタイム、アルバイト等）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

標
本
数

（
人

）

就
労
し
て
い
る

（
フ
ル

タ
イ
ム
：
育
休
・
介
護

休
業
中
は
含
ま
な
い

）

就
労
し
て
い
る

（
フ
ル

タ
イ
ム
だ
が
育
児
休

業
・
介
護
休
業
中

）

就
労
し
て
い
る

（
パ
ー

ト
タ
イ
ム

、
ア
ル
バ
イ

ト
等

）

以
前
は
就
労
し
て
い
た

が

、
現
在
は
就
労
し
て

い
な
い

こ
れ
ま
で
に
就
労
し
た

こ
と
が
な
い

無
回
答

2,377 30.5 0.8 41.3 22.1 2.7 2.6

１～３年生 1,208 30.1 1.4 39.3 24.0 2.5 2.6

４～６年生 1,149 30.5 0.3 43.5 20.5 2.9 2.3

無回答 20 50.0 - 30.0 5.0 - 15.0

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別
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（２） フルタイムの母親の就労時間と帰宅時間

問９ 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、選んでください。（○は１つ。

枠内に数字を記入） 

図表－２０４ 週あたり就労時間（フルタイムの母親） 

図表－２０５ 帰宅時刻（フルタイムの母親） 

フルタイムで就労している母親に、週あたりの就労時間と帰宅時間をたずねた。

週あたりの就労時間は、「40～49時間」（43.3％）の割合が最も高く、次いで「1～９時間」

（28.1％）、「30～39時間」（13.1％）となっている。 

帰宅時間は、「18時」（40.1％）の割合が最も高く、次いで「19時」（28.7％）、「17時」（12.7％）

となっている。 

0.3 1.0 1.9 2.5

12.7 40.1 28.7 5.9

1.0 0.7 0.6

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=725）

１～６時 ７～12時 13～15時 16時 17時 18時 19時

20時 21時 22時 23時以降 無回答

28.1

3.4 2.1

13.1 43.3 4.4 3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=725）

１～９時間 10～19時間 20～29時間 30～39時間 40～49時間 50～59時間

60～69時間 70～79時間 80～89時間 90時間以上 無回答

1.8 0.1 0.3 0.0
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（３） パート・アルバイト等の母親の就労日数と就労時間

問９ 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、選んでください。（○は１つ。

枠内に数字を記入） 

図表－２０６ 週あたり就労日数（パート･アルバイト等の母親） 

図表－２０７ 一日あたり就労時間（パート･アルバイト等の母親） 

パート・アルバイト等で就労している母親に、週あたりの就労日数と就労時間をたずねた。 

週あたりの就労日数は、「5日」（34.7％）の割合が最も高く、次いで「4日」（27.0％）、「3日」

（19.6％）となっている。 

一日あたりの就労時間は、「5時間」（31.9％）の割合が最も高く、次いで「6時間」（21.5％）、

「4時間」（19.7％）となっている。 

3.5

5.8 19.6 27.0 34.7 4.1 5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=981）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

8.1 19.7 31.9 21.5 16.4 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=981）

３時間以内 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間以上 無回答
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（４） フルタイムへの転換希望（母親）

問９ 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、選んでください。（○は１つ。

枠内に数字を記入） 

図表－２０８ フルタイムへの転換希望（母親） 

パート・アルバイト等で就労している母親に、フルタイムへの転換希望をたずねたところ、「あ

る（いずれは）」（42.4％）と「ない」（40.8％）の割合が4割で同程度となっており、前回調査と

ほぼ同様の結果となっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親では他の世帯に比べて「ある（いずれは）」（61.7％）の割合が

高くなっている。 

子どもの学年別にみると、１～３年生は４～６年生に比べて「ある（いずれは）」（48.2％）の

割合が高くなっている。 

図表－２０９ 世帯分類別・子どもの学年別 フルタイムへの転換希望（母親） （単位：％） 

5.5

6.9

42.4

40.5

40.8

41.9

11.3

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=981）

前回調査

(ｎ=597）

ある（すぐにでも又は１年以内に） ある（いずれは） ない 無回答

標
本
数

（
人

）

あ
る

（
す
ぐ
に
で
も
又

は
１
年
以
内
に

）

あ
る

（
い
ず
れ
は

）

な
い

無
回
答

981 5.5 42.4 40.8 11.3

三世代 40 5.0 40.0 45.0 10.0

核家族 865 5.3 41.8 42.0 10.9

ひとり親 47 8.5 61.7 12.8 17.0

ひとり親三世代 7 28.6 57.1 14.3 -

その他 12 - 33.3 41.7 25.0

無回答 10 - 10.0 70.0 20.0

１～３年生 475 3.6 48.2 36.4 11.8

４～６年生 500 7.4 37.0 44.8 10.8

無回答 6 - 33.3 50.0 16.7

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

世
帯
分
類
別
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（５） 現在就労していない母親の就労希望

問9－1 【問９で「４」または「５」を選んだ方にうかがいます。】母親の就労希望はありますか。

（○は１つ）

図表－２１０ 現在就労していない母親の就労希望 

問9－2 【問９－１で「１」または｢２｣を選んだ方にうかがいます。】就労希望の形態はどのよう

なものですか。（○は１つ。枠内に数字を記入） 

図表－２１１ 現在就労していない母親が希望する就労形態 

図表－２１２ パート・アルバイト等を希望する母親の週あたり就労希望日数 

図表－２１３ パート・アルバイト等を希望する母親の一日あたり就労希望時間 

31.4

32.2

42.1

44.1

24.6

22.4

1.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=589）

前回調査

(ｎ=606）

すぐにでも又は１年以内に希望がある
１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい
ない
無回答

7.2 56.6 36.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=433）

フルタイムによる就労 パートタイム、アルバイト等による就労 無回答

0.4

4.9 47.3 22.4 18.4

0.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=245）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

4.9 24.1 47.8 15.5

3.3

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=245）

３時間以内 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間以上 無回答
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現在就労していない母親の今後の就労希望は、「１年より先で、子どもがある程度大きくなった

ら就労したい」（42.1％）の割合が最も高く、次いで「すぐにでも又は１年以内に希望がある」

（31.4％）、「ない」（24.6％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

就労希望のある母親が希望する就労形態は、「パートタイム、アルバイト等による就労」（56.6％）

が過半数を占めている。 

パート・アルバイト等での就労を希望している母親が希望する就労日数・就労時間は、週あたり

「3日」（47.3％）、１日あたり「５時間」（47.8％）の割合が最も高くなっている。 

今後の就労希望を子どもの学年別にみると、１～3年生が4～6年生に比べて「１年より先で、

子どもがある程度大きくなったら就労したい」（47.2％）の割合が高い。 

図表－２１４ 子どもの学年別 現在就労していない母親の就労希望 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

す
ぐ
に
で
も
又
は
１
年

以
内
に
希
望
が
あ
る

１
年
よ
り
先
で

、
子
ど

も
が
あ
る
程
度
大
き
く

な

っ
た
ら
就
労
し
た
い

な
い

無
回
答

589 31.4 42.1 24.6 1.9

１～３年生 320 30.9 47.2 20.3 1.6

４～６年生 268 32.1 35.8 29.9 2.2

無回答 1 - 100.0 - -

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別
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（６） 就労希望がありながら働いていない理由（母親）

問9－3 【問９－１で「１」または｢２｣を選んだ方にうかがいます。】就労希望がありながら、現

在働いていない理由は何ですか。（○は１つ。枠内に数字を記入） 

図表－２１５ 就労希望がありながら働いていない理由（母親） 

※「無回答」を除いて集計している。

就労希望がある母親に、現在働いていない理由をたずねたところ、「子どもが小さいうちは、自

分が家にいてあげたい」（40.1％）の割合が最も高く、次いで「働きながら子育てできる適当な仕

事がない」（27.2％）となっている。 

前回調査と比較すると、「子どもが小さいうちは、自分が家にいてあげたい」の割合は約９ポイ

ント減少、「働きながら子育てできる適当な仕事がない」の割合は3ポイント増加している。

子どもの学年別にみると、１～３年生は４～６年生に比べて「子どもが小さいうちは、自分が家

にいてあげたい」（43.0％）の割合が高くなっている。 

図表－２１６ 子どもの学年別 就労希望がありながらは足りていない理由（母親） （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

働
き
な
が
ら
子
育
て
で
き
る
適

当
な
仕
事
が
な
い

自
分
の
知
識

、
能
力
に
あ
う
仕

事
が
な
い

子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は

、
自

分
が
家
に
い
て
あ
げ
た
い

家
族
の
考
え
方

（
親
族
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い

）
な
ど
就
労
す

る
環
境
が
整

っ
て
い
な
い

そ
の
他

257 27.2 3.5 40.1 6.2 23.0

１～３年生 151 26.5 4.6 43.0 6.6 19.2

４～６年生 105 27.6 1.9 36.2 5.7 28.6

無回答 1 100.0 - - - -

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

27.2

24.2

3.5

3.1

40.1

48.9

6.2

3.8

23.0

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（ｎ=257）

前回調査

（ｎ=425）

働きながら子育てできる適当な仕事がない

自分の知識、能力にあう仕事がない

子どもが小さいうちは、自分が家にいてあげたい

家族の考え方（親族の理解が得られない）など就労する環境が整っていない

その他
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（７） 下の子どもが何歳の時に就労を希望するか（母親）

問9－4 【問９－１で「２」を選んだ方にうかがいます。】あて名のお子さんも含めて一番年齢の

低い子が何歳になったときに就労を希望されますか。（枠内に数字を記入） 

図表－２１７ 下の子どもが何歳の時に就労を希望するか（母親） 

就労希望がある母親のうち、「1年より先で子どもがある程度大きくなったら就労したい」と回答

した母親に、下の子どもが何歳の時に就労を希望するかたずねたところ、「9歳以上」（43.1％）の

割合が最も高く、次いで「6～8歳」（31.5％）、「3～5歳」（12.5％）となっている。 

1.6

12.5 31.5 43.1 11.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=248）

１～２歳 ３～５歳 ６～８歳 ９歳以上 無回答
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２． 父親の就労状況 

（１） 父親の就労状況

問８ 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、選んでください。（○は１つ。

枠内に数字を記入） 

図表－２１８ 父親の就労状況 

父親の就労状況は、前回調査と同様、「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まな

い）」の割合が9割を超えている。 

96.1

95.2

0.1 1.1

1.0

0.8

2.3 0.1

1.9

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（ｎ=2,178）

前回調査

（ｎ=1,464）

就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）

就労している（フルタイムだが育児休業・介護休業中）

就労している（パートタイム、アルバイト等）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答
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（２） フルタイムの父親の就労時間と帰宅時間

問８ 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、選んでください。（○は１つ。

枠内に数字を記入） 

図表－２１９ 週あたり就労時間 

図表－２２０ 帰宅時刻 

フルタイムで就労している父親に、就労時間と帰宅時間をたずねた。

週あたりの就労時間は、「40～49時間」（28.0％）の割合が最も高く、次いで「50～59時間」

（17.5％）となっている。 

帰宅時間は、「21時以降」（34.4％）の割合が最も高く、次いで「20時」（22.8％）、「19時」

（20.4％）となっている。 

15.3 14.6

0.1 1.3

28.0 17.5 8.2 4.2

1.2 1.0

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,093）

１～９時間 10～19時間 20～29時間 30～39時間 40～49時間 50～59時間

60～69時間 70～79時間 80～89時間 90時間以上 無回答

2.4 2.1 0.3 0.5 1.1

9.7 20.4 22.8 34.4 6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,093）

１～６時 ７～12時 13～15時 16時 17時 18時

19時 20時 21時以降 無回答
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（３） パート・アルバイト等の父親の就労日数と就労時間

問８ 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、選んでください。（○は１つ。

枠内に数字を記入） 

図表－２２１ 週あたり就労日数 

図表－２２２ 1日あたり就労時間 

パート・アルバイト等で就労している父親に、就労日数と就労時間をたずねた。 

週あたりの就労日数は、「5日」（34.8％）の割合が最も高く、次いで「3日」（26.1％）、「1日」

（13.0％）となっている。 

１日あたりの就労時間は、「7時間以上」（39.1％）の割合が最も高く、次いで「5時間」（30.4％）

となっている。 

8.7 8.7 30.4 4.3 39.1 8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=23）

３時間以内 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間以上 無回答

13.0 26.1 8.7 34.8 4.3 13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=23）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答
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（４） フルタイムへの転換希望（父親）

問８ 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、選んでください。（○は１つ。

枠内に数字を記入） 

図表－２２３ フルタイムへの転換希望（父親） 

パート・アルバイト等で就労している父親に、フルタイムへの転換希望をたずねたところ、「あ

る（いずれは）」（47.8％）の割合が最も高く、次いで「ない」（30.4％）となっている。 

8.7 47.8 30.4 13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=23）

ある（すぐにでも又は１年以内に） ある（いずれは） ない 無回答
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（５） 現在就労していない父親の就労希望

問8－1 【問８で「４」または「５」を選んだ方にうかがいます。】父親の就労希望はありますか。

（○は１つ）

図表－２２４ 現在就労していない父親の就労希望 

問8－2 【問８－１で「１」または｢２｣を選んだ方にうかがいます。】就労希望の形態はどのよう

なものですか。（○は１つ。枠内に数字を記入） 

図表－２２５ 現在就労していない父親の就労形態 

現在就労していない父親の今後の就労希望は、「すぐにでも又は１年以内に希望がある」（66.7％）

の割合が最も高く、次いで「ない」（16.7％）、「１年より先で、子どもがある程度大きくなったら

就労したい」（5.6％）となっている。 

就労希望のある父親に、希望する就労形態などについてたずねたところ、「フルタイムによる就

労」（76.9％）が大半を占めている。 

パート・アルバイト等での就労を希望している父親は1人であり、希望する1週あたりの就労日

数は3日、1日あたりの就労時間は3時間であった。 

66.7 5.6 16.7 11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=18）

すぐにでも又は１年以内に希望がある

１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい

ない

無回答

76.9 7.7 15.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(ｎ=13）

フルタイムによる就労 パートタイム、アルバイト等による就労 無回答
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（６） 就労希望がありながら働いていない理由（父親）

問8－3 【問８－１で「１」または｢２｣を選んだ方にうかがいます。】就労希望がありながら、現

在働いていない理由は何ですか。（○は１つ。枠内に数字を記入） 

図表－２２６ 就労希望がありながら働いていない理由（父親） 

就労希望がある父親に、現在働いていない理由をたずねたところ、「働きながら子育てできる適

当な仕事がない」と「自分の知識、能力にあう仕事がない」がそれぞれ7.7％であった。 

（７） 下の子どもが何歳で就労を希望するか（父親）

問8－4 【問８－１で「２」を選んだ方にうかがいます。】あて名のお子さんも含めて一番年齢の

低い子が何歳になったときに就労を希望されますか。（枠内に数字を記入） 

就労希望がある父親のうち、「1年より先で子どもがある程度大きくなったら就労したい」と回答

した父親（１人）に、下の子どもが何歳で就労を希望するかたずねたところ、「9歳以上」という回

答であった。 

7.7 7.7 69.2 15.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=23）

働きながら子育てできる適当な仕事がない

自分の知識、能力にあう仕事がない

子どもが小さいうちは、自分が家にいてあげたい

家族の考え方（親族の理解が得られない）など就労する環境が整っていない

その他

無回答
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第３章  子育て支援サービスの利用状況とニーズ 

１． 病気の際の対応について 

（１） 病気で休んだことの有無

問12 この１年間に、あて名のお子さんが病気で学校を休まなければなかったことはありますか。

（○は１つ）

図表－２２７ 病気で休んだことの有無 

この１年間に子どもが病気で学校を休んだことの有無についてたずねたところ、「あった」の割

合が67.5％となっている。前回調査と比較すると、「あった」の割合は6ポイント増加している。 

子どもの学年別にみると、年齢が低いほど「あった」の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別では、大きな違いはみられなかった。 

図表－２２８ 子どもの学年別 病気で休んだことの有無（単位：％） 

67.5

61.3

31.4

37.0

1.1

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（ｎ=2,391）

前回調査

（ｎ=1,588）

あった なかった 無回答

標
本
数

（
人

）

あ

っ
た

な
か

っ
た

無
回
答

2,391 67.5 31.4 1.1

１～３年生 1,214 68.5 30.1 1.4

４～６年生 1,157 66.6 32.8 0.6

無回答 20 55.0 30.0 15.0

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別



Ⅲ 小学生の保護者調査結果

158 

（２） 病気で休んだ場合の対処

問12－1 【問12で「１」を選んだ方にうかがいます。】この１年間の対処はどのようにされまし

たか。（あてはまるものすべてに○。枠内に数字を記入。半日程度についても１日とし

てカウント） 

図表－２２９ 病気で休んだ場合の対処 

子どもが病気で学校を休んだ際の対処方法は「母親が休んだ」（55.6％）の割合が最も高く、次

いで「就労していない保護者がみた」（28.1％）、「親族・知人に預けた」（14.3％）となっている。

「病児・病後児保育（病児デイケアルーム）を利用した」の割合は4.0％であった。 

前回調査と比較すると、「母親が休んだ」は16ポイント増加し、「就労していない保護者がみた」

は約12ポイント減少している。 

55.6

28.1

14.3

10.3

9.5

4.0

0.2

4.0

39.6

40.0

15.4

11.1

5.8

1.6

0.2

4.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親が休んだ

就労していない保護者がみた

親族・知人（同居人を含む）に預けた

子どもだけで留守番をさせた

父親が休んだ

病児・病後児保育（病児デイケアルーム）を利用した

ベビーシッターを頼んだ

その他

今回調査（ｎ=1,614）

前回調査（ｎ=973）
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子どもの学年別にみると、４～６年生は１～３年生に比べて、「子どもだけで留守番をさせた」

（13.9％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している場合は他に比

べて、「母親が休んだ」「親族・知人に預けた」の割合が高くなっている。現在就労していない場合

は、「就労していない保護者がみた」の割合が高くなっている。 

図表－２３０ 子どもの学年別・母親の就労状況別 

  病気で休んだ場合の対処（単位：％） 

 

 

 

標
本
数

（
人

）

父
親
が
休
ん
だ

母
親
が
休
ん
だ

親
族
・
知
人

（
同
居
人
を

含
む

）
に
預
け
た

就
労
し
て
い
な
い
保
護
者

が
み
た

病
児
・
病
後
児
保
育

（
病

児
デ
イ
ケ
ア
ル
ー

ム

）
を

利
用
し
た

ベ
ビ
ー
シ

ッ
タ
ー

を
頼
ん

だ 子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
を

さ
せ
た

そ
の
他

無
回
答

1,614 9.5 55.6 14.3 28.1 4.0 0.2 10.3 4.0 1.5

１～３年生 832 10.3 56.9 16.0 29.3 5.8 0.4 6.9 3.2 1.2

４～６年生 771 8.6 54.1 12.3 27.0 2.2 0.1 13.9 4.8 1.9

無回答 11 18.2 63.6 27.3 9.1 - - 27.3 9.1 -

フルタイムで就労 487 18.3 69.4 26.9 5.1 9.0 0.2 13.3 4.7 0.6

パート・アルバイト等で就労 667 8.1 77.1 12.3 7.6 2.8 0.3 13.5 4.6 1.5

以前は就労していたが、
現在は就労していない

375 1.3 8.8 2.9 86.7 0.3 0.3 1.9 1.9 2.1

これまで就労したことがな
い

41  -  -  - 90.2 - -  - 2.4 7.3

無回答 34 5.9 32.4 14.7 44.1 - - 2.9 8.8 2.9

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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子どもが病気で学校を休んだ場合の対処方法別の日数（１年あたり）は、「父親が休んだ」は「1

日」（44.8％）、「母親が休んだ」は「1日」（25.0％）、「親族・知人に預けた」は「1日」（29.0％）、

「就労していない保護者がみた」は「5日」（15.9％）、「病児・病後児保育（病児デイケアルーム）

を利用した」は「１日」（32.3％）、「ベビーシッターを利用した」は「１日」「3日」「６～１０日」

（ともに25.0％）、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」は「１日」（42.5％）が、それぞれ

最も多くなっている。 

図表－２３１ 病気で休んだ場合の対処方法別日数（１年あたり）（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
～

1
0
日

1
1
日
以
上

無
回
答

平
均
日
数

（
年

間

）

父親が休んだ 154 44.8 26.0 7.8 1.9 5.8 3.9 2.6 7.1 2.5

母親が休んだ 897 25.0 21.3 15.5 4.9 10.5 7.2 2.1 13.5 3.4

親族・知人（同居人を含む）に預け
た

231 29.0 26.8 12.1 4.8 10.4 3.9 0.9 12.1 2.7

就労していない保護者がみた 453 13.9 10.6 11.5 3.8 15.9 13.0 2.9 28.5 4.5

病児・病後児保育（病児デイケア
ルーム）を利用した

65 32.3 24.6 10.8 7.7 7.7 6.2  - 10.8 2.6

ベビーシッターを頼んだ 4 25.0  - 25.0   -  - 25.0  - 25.0 3.3

子どもだけで留守番をさせた 167 42.5 20.4 7.2 3.6 3.6 5.4 1.2 16.2 2.4

その他 65 29.2 12.3 12.3 3.1 6.2 4.6  - 32.3 2.6
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（３） 病児デイケアルーム等の利用日数

問12－2 【問12-1で「１」～「３」を選んだ方にうかがいます。】その際、できれば病児デイケ

アルーム等に預けたいと思った日数はどれくらいありますか。（枠内に日数を記入）

図表－２３２ 病児デイケアルーム等の利用日数 

病児デイケアルームに預けたいと思った日数は、「１日」（7.2％）と「２日」（7.3％）が同程度

であり、次いで「３日」（5.5％）となっている。 

7.2 7.3 5.5 74.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=1,029）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６～10日 11日以上 無回答

1.4 2.5 1.0 0.3
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２． 子どもの一時預かりについて 

（１） 子どもを預かってもらえる親族・知人の有無

問13 日頃、あて名のお子さんを預かってもらえる人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－２３３ 子どもを預かってもらえる親族・知人の有無 

子どもを預かってもらえる人の有無についてたずねたところ、「緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族に預かってもらえる」（45.4％）の割合が最も高く、次いで「いずれもいない」

（25.7％）、「緊急時又は用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる」（18.8％）「日常的

に祖父母等の親族に預かってもらえる」（18.2％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果とな

っている。 

子どもの学年別では、大きな違いはみられなかった。 

図表－２３４ 子どもの学年別 子どもをみてもらえる親族・知人の有無（単位：％） 

45.4

18.8

18.2

4.7

25.7

42.6

18.7

19.1

4.0

25.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族に預かってもらえる

緊急時又は用事の際には子どもを

預けられる友人・知人がいる

日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる

日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる

いずれもいない

今回調査（ｎ=2,391）

前回調査（ｎ=1,588）

標
本
数

（
人

）

日
常
的
に
祖
父
母
等
の
親

族
に
預
か

っ
て
も
ら
え
る

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の

際
に
は
祖
父
母
等
の
親
族

に
預
か
っ
て
も
ら
え
る

日
常
的
に
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
友
人
・
知
人
が
い

る 緊
急
時
又
は
用
事
の
際
に

は
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る

友
人
・
知
人
が
い
る

い
ず
れ
も
い
な
い

無
回
答

2,391 18.2 45.4 4.7 18.8 25.7 3.8

１～３年生 1,214 18.6 46.9 4.6 19.7 23.8 3.9

４～６年生 1,157 17.7 43.7 4.9 18.0 27.8 3.6

無回答 20 15.0 50.0 - 15.0 20.0 15.0

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別
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（２） 家族以外に子どもを預けたことの有無と日数

問14 この１年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ、冠

婚葬祭、保護者の病気、就労のため、お子さんを家族以外の誰かに一時的に預けたことは

ありましたか。（半日程度についても１日としてカウントしてください。） 

図表－２３５ 家族以外に子どもを預けたことの有無 

問14－1 【問14で「１」を選んだ方にうかがいます。】預けた日数を目的別に枠内に数字をご記

入ください。 

図表－２３６ 家族以外に子どもを預けた日数 

この１年間に家族以外に子どもを預けたことの有無は、「ある」の割合が30.4％となっており、

前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

預けた日数は、全体で「2～３日」（22.5％）の割合が最も高く、次いで「6～10日」（19.6％）、

「11～30日」（16.5％）となっている。 

目的別に預けた日数をみると、「私用やリフレッシュ目的」では「2～3日」（16.6％）の割合が

最も高く、「冠婚葬祭や保護者の病気」でも「2～3日」（9.6％）、「就労」でも「2～3日」（13.3％）

の割合が最も高い。 

30.4

34.0

67.6

64.4

2.0

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（ｎ=2,391）

前回調査

（ｎ=1,588）

ある ない 無回答

11.1

11.0

8.0

5.6

22.5

16.6

9.6

13.3

12.5

9.3

4.0

6.2

19.6

10.0

2.3

9.3

16.5

8.4

1.2

7.1

4.4

1.2

3.0

4.8

1.0

3.8

8.5

42.4

74.9

51.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=728）

私用やリフレッシュ目的

（ｎ=728）

冠婚葬祭や保護者の病気

（ｎ=728）

就労

（ｎ=728）

１日 ２～３日 ４～５日 ６～10日 11～30日

31～50日 51日以上 無回答 あ
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子どもの学年別にみると、４～6年生に比べて、１～3年生では、この１年間に家族以外に子ど

もを預けたことが「ある」（34.8％）の割合が高い。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している母親は、就労

していない母親に比べて「ある」の割合が高くなっている。 

図表－２３７ 子どもの学年別・母親の就労状況別 

家族以外に子どもを預けたことの有無（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

あ
る

な
い

無
回
答

2,391 30.4 67.6 2.0

１～３年生 1,214 34.8 63.3 1.9

４～６年生 1,157 25.7 72.4 1.9

無回答 20 45.0 45.0 10.0

フルタイムで就労 745 32.6 65.9 1.5

パート・アルバイト等で就労 981 30.7 67.0 2.3

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 27.0 71.7 1.3

これまで就労したことがな
い

63 28.6 69.8 1.6

無回答 62 30.6 61.3 8.1

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別



第３章 子育て支援サービスの利用状況とニーズ 

165 

３． ファミリー・サポート・センターの利用について 

（１） ファミリー・サポート・センターの利用状況

問15 ファミリー・サポート・センターを利用していますか。（○は１つ） 

図表－２３８ ファミリー・サポート・センターの利用状況 

ファミリー・サポート・センターの利用状況は、「知っているが、利用していない」（65.8％）

の割合が最も高く、次いで「知らない」（30.6％）となっており、「利用している」の割合は2.1％

に留まっている。 

前回調査と比較すると、「知らない」の割合は6ポイント減少している。 

子どもの学年別にみると、4～6年生に比べて、1～3年生では「知らない」の割合が低い。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で就労している場合に比べて、

就労していない場合は「知らない」の割合が高くなっている。 

図表－２３９ 子どもの学年別・母親の就労状況別 

ファミリー・サポート・センターの利用状況（単位：％）

2.1

1.8

65.8

61.2

30.6

36.6

1.5

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（ｎ=2,391）

前回調査

（ｎ=1,588）

利用している 知っているが、利用していない 知らない 無回答

標
本
数

（
人

）

利
用
し
て
い
る

知

っ
て
い
る
が

、
利

用
し
て
い
な
い

知
ら
な
い

無
回
答

2,391 2.1 65.8 30.6 1.5

１～３年生 1,214 2.5 67.5 28.5 1.6

４～６年生 1,157 1.6 64.5 32.6 1.3

無回答 20 5.0 45.0 40.0 10.0

フルタイムで就労 745 3.8 70.2 24.4 1.6

パート・アルバイト等で就労 981 1.8 66.4 30.4 1.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 0.8 62.7 35.7 0.8

これまで就労したことがな
い

63 - 54.0 44.4 1.6

無回答 62 - 50.0 41.9 8.1

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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（２） ファミリー・サポート・センターの利用目的、利用頻度

問15－1 【問15で「１」を選んだ方にうかがいます。】どのような目的で利用していますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

図表－２４０ ファミリー・サポート・センターの利用目的 

図表－２４１ ファミリー・サポート・センターの利用頻度 

図表－２４２ ファミリー・サポート・センターの１回あたり利用時間 

30.0

18.0

12.0

8.0

6.0

4.0

0.0

34.0

10.7

17.9

14.3

7.1

7.1

3.6

0.0

46.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

仕事で送迎が難しいときに利用している

祖父母や知人友人等に預かってもらえないときに利用している

主たる保育サービスとして利用している

冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

子育てのリフレッシュのために利用している

留守家庭子ども会などの利用で足りない時間を

補う目的で利用している（朝・夕等）

留守家庭子ども会などの送り迎えに利用している

その他

今回調査（ｎ=50）

前回調査（ｎ=28）

4.0 4.0 2.0 4.0

48.0 38.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=50）

月に１日 月に２日 月に３日 月に４日

月に５日以上 不定期の利用 無回答

15.4 15.4 69.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=50）

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間以上 無回答
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ファミリー・サポート・センターの利用目的は、「仕事で送迎が難しいときに利用している」

（30.0％）の割合が最も高く、次いで「祖父母や知人友人等に預かってもらえないときに利用し

ている」（18.0％）となっている。 

前回調査と比較すると、「仕事で送迎が難しいときに利用している」の割合は約19ポイント増加

している。 

利用者の利用頻度は「不定期の利用」（48.0％）が半数近くを占めている。 

1回あたりの利用時間は「1時間」「2時間」（ともに15.4％）となっている。 

（３） ファミリー・サポート・センターを今後利用したい回数（月あたり）

問15－3 【問15で「２」または「３」を選んだ方にうかがいます。】今後利用したいと思います

か。（希望がある場合のみ、枠内に数字を記入） 

※月に何日（回）か。１日に２回以上利用する場合も１日とカウントしてください。

図表－２４３ ファミリー・サポート・センターを今後利用したい回数（月あたり） 

ファミリー・サポート・センターを利用したことがない人に、今後利用したい回数をたずねたと

ころ、月に「1日（回）」（4.3％、98人）となっている。 

4.3

1.8 0.5 1.3

92.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,305）

１日（回） ２日（回） ３日（回） ４日（回）以上 無回答
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第４章  子育てに関する意識とかかわり 

１． 家事・育児時間 

問22 母親と父親の１週間の家事・子育ての時間はどれくらいですか。１週間の時間を合計して

枠内にご記入ください） 

図表－２４４ 家事時間 

図表－２４５ 育児時間 

母親・父親の１週間の家事時間は、母親は、「～30時間」（27.8％）が最も高く、「～20時間」

（16.7％）、「～10時間」（14.5％）、「～40時間」（12.8％）も１割を超えているのに対し、父親

は「～10時間」（61.9％）が約6割、「０時間」が9.4％となっている。平均時間は母親が28時間

14分、父親が4時間12分である。 

母親・父親の１週間の育児時間は、母親は「～10時間」（27.0％）が最も高く、「～20時間」

（18.3％）、「～30時間」（15.6％）も１割を超えているが、父親は「～10時間」（59.6％）、「～

20時間」（13.9％）となっており、平均時間は母親26時間2分、父親8時間50分である。 

0.1

27.0

18.3
15.6

9.1 8.2
4.3 5.4

2.5

59.6

13.9

5.7
1.4 0.6 0.1 0.2

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

０
時
間

～
1
0
時
間

～
2
0
時
間

～
3
0
時
間

～
4
0
時
間

～
5
0
時
間

～
6
0
時
間

～
6
0
時
間
以
上

母親(ｎ=2,377）

父親(ｎ=2,178）

0.0

14.5 16.7

27.8

12.8
8.4

3.1 5.0
9.4

61.9

3.6 1.9 0.2 0.2 0.0 0.1
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

０
時
間

～
1
0
時
間

～
2
0
時
間

～
3
0
時
間

～
4
0
時
間

～
5
0
時
間

～
6
0
時
間

～
6
0
時
間
以
上

母親(ｎ=2,377）

父親(ｎ=2,178）

【母親平均】28時間14分 

【父親平均】 4時間12分 

【母親平均】26時間2分 

【父親平均】8時間50分 
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母親の家事時間を母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で就労して

いる場合に比べて、現在就労していない場合では「～40時間」「～50時間」など長い時間の割合

が高くなっている。 

父親の家事時間を母親の就労状況別にみると、いずれも「～10時間」の割合が最も高い。母親

が就労していない場合は、「0時間」の割合が1割を超えている。 

図表－２４６ 母親の就労状況別 家事時間（単位：％） 

 

 

 

標
本
数

（
人

）

０
時
間

～

1
0
時
間

～

2
0
時
間

～

3
0
時
間

～

4
0
時
間

～

5
0
時
間

～

6
0
時
間

～

6
0
時
間
以
上

無
回
答

2,377 - 14.5 16.7 27.8 12.8 8.4 3.1 5.0 11.7

フルタイムで就労 745 - 20.4 25.4 27.7 9.4 4.4 1.1 0.8 10.9

パート・アルバイト等で就労 981 - 13.6 14.9 30.5 13.4 9.6 3.3 5.1 9.8

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 - 9.1 9.5 25.9 16.7 11.4 5.1 9.9 12.4

これまで就労したことがな
い

63 - 7.9 9.5 15.9 19.0 14.3 4.8 11.1 17.5

無回答 62 - 9.7 9.7 16.1 6.5 6.5 4.8 6.5 40.3

2,178 9.4 61.9 3.6 1.9 0.2 0.2 - 0.1 22.6

フルタイムで就労 619 6.6 63.8 6.6 2.9 0.6 0.2 - - 19.2

パート・アルバイト等で就労 927 9.9 64.3 2.3 1.4 - - - - 22.1

以前は就労していたが、
現在は就労していない

502 11.2 61.4 2.2 1.8 0.2 0.2 - 0.4 22.7

これまで就労したことがな
い

61 11.5 41.0 3.3 - - - - - 44.3

無回答 55 16.4 32.7 3.6 - - - - - 47.3

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別

母
親
の
就
労
状
況
別

  全  体

【

母
親

】
家
事
時
間

【

父
親

】
家
事
時
間
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母親の育児時間を母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で就労して

いる場合に比べて、現在就労していない場合では「～50時間」「～60時間」など長い時間の割合

が高くなっている。 

父親の育児時間を母親の就労状況別にみると、いずれも「～10時間」の割合が最も高い。 

図表－２４７ 母親の就労状況別 育児時間（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

０
時
間

～

1
0
時
間

～

2
0
時
間

～

3
0
時
間

～

4
0
時
間

～

5
0
時
間

～

6
0
時
間

～

6
0
時
間
以
上

無
回
答

2,377 0.1 27.0 18.3 15.6 9.1 8.2 4.3 5.4 12.0

フルタイムで就労 745 0.1 35.8 20.1 15.3 7.8 5.5 1.9 1.5 11.9

パート・アルバイト等で就労 981 0.1 29.1 18.3 17.0 9.8 6.6 4.3 4.9 9.9

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 - 12.5 16.9 15.0 10.6 14.1 7.6 11.0 12.2

これまで就労したことがな
い

63 - 17.5 12.7 11.1 7.9 14.3 6.3 11.1 19.0

無回答 62 - 19.4 11.3 8.1 3.2 8.1 3.2 8.1 38.7

2,178 2.5 59.6 13.9 5.7 1.4 0.6 0.1 0.2 16.1

フルタイムで就労 619 2.6 58.8 14.2 5.3 2.4 0.5 0.3 0.2 15.7

パート・アルバイト等で就労 927 2.7 63.5 12.9 4.9 0.9 0.3 - 0.1 14.7

以前は就労していたが、
現在は就労していない

502 2.2 57.8 15.7 7.2 1.0 0.6 0.2 0.4 14.9

これまで就労したことがな
い

61 1.6 47.5 13.1 8.2 1.6 1.6 - - 26.2

無回答 55 3.6 36.4 10.9 5.5 - - - - 43.6

【

母
親

】
育
児
時
間

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別

【

父
親

】
育
児
時
間

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別
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２． 「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度 

（１） 希望する「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度

問24 あなたの生活の中で「仕事時間」と「家事（子育て）時間」の優先度はどうですか。（希望

と現実それぞれに○は1つずつ） 

図表－２４８ 希望する「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度 

「仕事時間」と「家事（育児）時間」について希望する優先度は、「仕事と家事（育児）を両立」

（52.5％）の割合が最も高く、次いで「家事（育児）時間を優先」（41.1％）、「仕事時間を優先」

（2.8％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

記入者別にみると、母親、父親とも「仕事と家事（育児）を両立」が最も高いが、その割合は母

親が50.9％、父親が69.5％と約19ポイントの差がある。「家事（育児）時間を優先」することを

希望する割合は、母親が43.1％、父親が20.8%と約22ポイントの差がある。 

母
親 

父
親 

記
入
者
別 

2.8

1.3

2.5

2.8

7.1

8.3

41.1

38.8

43.1

40.4

20.8

13.1

52.5

53.6

50.9

52.4

69.5

73.8

3.6

6.3

3.6

6.3

2.5

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=2,391）

前回調査

（n=1,588）

今回（n=2,157）

前回（n=1,494）

今回（n=197）

前回（n=84）

仕事時間を優先 家事（育児）時間を優先

仕事と家事（育児）を両立 無回答
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母親の就労状況別にみると、就労していない場合に「家事（育児）時間を優先」の割合が高くな

っており、これまで就労したことがない場合は「家事（育児）時間を優先」の割合が71.4％と７

割強となっている。 

図表－２４９ 母親の就労状況別 

希望する「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

仕
事
時
間
を
優
先

家
事

（
育
児

）
時

間
を
優
先

仕
事
と
家
事

（
育

児

）
を
両
立

無
回
答

2,391 2.8 41.1 52.5 3.6

フルタイムで就労 745 3.4 31.5 62.4 2.7

パート・アルバイト等で就労 981 3.6 40.3 52.8 3.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 1.0 53.6 41.1 4.4

これまで就労したことがな
い

63 - 71.4 25.4 3.2

無回答 62 1.6 35.5 50.0 12.9

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別
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（２） 現実の「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度

問24 あなたの生活の中で「仕事時間」と「家事（子育て）時間」の優先度はどうですか。（希望

と現実それぞれに○は1つずつ） 

図表－２５０ 現実の「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度 

現実の優先度は、「家事（育児）時間を優先」（43.8％）の割合が最も高く、次いで「仕事と家

事（育児）を両立」（27.1％）、「仕事時間を優先」（25.1％）の順となっており、希望よりも家事

（育児）優先になっている人が多い。 

前回調査と比較すると、母親は「家事（育児）時間を優先」がやや増加し、父親は「仕事時間を

優先」が約7ポイント増加している。 

記入者別にみると、母親は「家事（育児）時間を優先」（46.9％）、父親は「仕事時間を優先」（54.3％）

がともに半数近くで最も高くなっている。 

母
親 

父
親 

記
入
者
別 

25.1

22.0

22.3

20.5

54.3

47.6

43.8

42.3

46.9

43.9

13.2

14.3

27.1

29.2

26.6

29.0

30.5

32.1

4.1

6.6

4.2

6.6

2.0

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=2,391）

前回調査

（n=1,588）

今回（n=2,157）

前回（n=1,494）

今回（n=197）

前回（n=84）

仕事時間を優先 家事（育児）時間を優先

仕事と家事（育児）を両立 無回答
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母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は、「家事（育児）時間を優先」が

12.8％と低くなっている。 

図表－２５１ 母親の就労状況別 

現実の「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

仕
事
時
間
を
優
先

家
事

（
育
児

）
時

間
を
優
先

仕
事
と
家
事

（
育

児

）
を
両
立

無
回
答

2,391 25.1 43.8 27.1 4.1

フルタイムで就労 745 49.0 12.8 35.3 3.0

パート・アルバイト等で就労 981 17.5 45.9 33.0 3.6

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 8.9 77.4 8.0 5.7

これまで就労したことがな
い

63 4.8 90.5 1.6 3.2

無回答 62 14.5 56.5 16.1 12.9

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別
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３． 子育てに関する情報 

（１） 子育てについて得たい情報

問17 あなたは、いま子育てについてどんな情報を得たいと思っていますか。（あてはまるものす

べてに○） 

図表－２５２ 子育てについて得たい情報 

子育てについて得たい情報は、「子連れで参加できるイベントについて」（57.5％）の割合が最

も高く、次いで「子どもの遊び場や施設について」（52.2％）、「習い事や学習塾について」（51.3％）、

「子どものしつけや勉強について」（42.5％）、「子育ての手当や公的助成について」（33.0％）と

なっている。 

前回調査と比較すると、「習い事や学習塾について」の割合は約8ポイント増加している。 

57.5

52.2

51.3

42.5

33.0

28.4

21.5

15.8

11.0

8.9

1.0

60.9

53.1

43.5

44.3

32.7

29.8

20.3

17.6

13.5

11.0

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもが参加できるイベントについて

子どもの遊び場や施設について

習い事や学習塾について

子どものしつけや勉強について

子育ての手当や公的助成について

子どもの発育や病気について

子どもの食事や栄養について

家庭教育に関する講座や講演会などについて

子どもの一時預かりについて

子育ての相談窓口について

その他

今回調査（ｎ=2,391）

前回調査（ｎ=1,588）
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子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて１～３年生では「子どもの遊び場や施設について」

（62.4％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイム及びパート・アルバイト等で現在就労している場合は、

現在就労していない場合に比べて、「子育ての手当や公的助成」の割合がやや高い。 

世帯分類別にみると、ひとり親及びひとり親三世代は、他の世帯に比べて「子育ての手当や公的

助成」の割合が高くなっている。 

図表－２５３ 子どもの学年別・母親の就労状況別   ・世帯分類別 

子育てについて得たい情報 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

子
ど
も
の
発
育
や
病
気
に

つ
い
て

子
ど
も
の
食
事
や
栄
養
に

つ
い
て

子
ど
も
の
し
つ
け
や
勉
強

に
つ
い
て

習
い
事
や
学
習
塾
に
つ
い

て 子
ど
も
が
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て

子
ど
も
の
遊
び
場
や
施
設

に
つ
い
て

子
育
て
の
相
談
窓
口
に
つ

い
て

子
育
て
の
手
当
や
公
的
助

成
に
つ
い
て

家
庭
教
育
に
関
す
る
講
座

や
講
演
会
な
ど
に
つ
い
て

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
に

つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

2,391 28.4 21.5 42.5 51.3 57.5 52.2 8.9 33.0 15.8 11.0 1.0 3.7

１～３年生 1,214 30.2 22.2 45.2 53.6 63.7 62.4 9.5 32.6 16.1 14.7 1.1 2.8

４～６年生 1,157 26.5 20.7 39.7 48.8 50.9 41.1 8.2 33.5 15.4 7.3 0.9 4.7

無回答 20 20.0 20.0 35.0 50.0 65.0 70.0 15.0 20.0 15.0 5.0 - 5.0

フルタイムで就労 745 26.4 21.5 41.6 50.2 54.1 48.5 9.9 34.5 15.4 11.9 1.6 4.6

パート・アルバイト等で就労 981 29.0 19.5 42.8 51.2 58.6 51.6 8.2 34.5 15.4 10.5 0.7 3.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 30.6 25.7 43.0 54.8 62.2 59.5 9.9 29.3 17.3 11.2 0.8 3.2

これまで就労したことがな
い

63 23.8 20.6 39.7 42.9 47.6 52.4 4.8 23.8 11.1 11.1 - 1.6

無回答 62 27.4 21.0 45.2 50.0 53.2 48.4 6.5 32.3 21.0 6.5 - 8.1

三世代 117 23.9 23.1 40.2 42.7 52.1 43.6 4.3 32.5 14.5 3.4 2.6 6.0
核家族 1981 29.3 22.2 43.0 53.0 59.3 54.1 9.3 31.5 16.8 11.4 0.8 2.9
ひとり親 189 21.7 14.8 40.7 38.6 44.4 40.2 7.9 46.6 9.5 12.7 2.1 9.0
ひとり親三世代 38 34.2 15.8 34.2 57.9 65.8 50.0 10.5 52.6 5.3 15.8 - 2.6
その他 38 31.6 18.4 47.4 55.3 34.2 36.8 5.3 31.6 10.5 7.9 2.6 7.9
無回答 28 14.3 17.9 28.6 39.3 60.7 53.6 10.7 17.9 10.7 3.6 - 14.3

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別
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（２） 子育てに関する情報入手先

問18 あなたは、その知りたい情報を何から得ていますか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－２５４ 子育てに関する情報入手先 

子育て関する情報の入手先は、「インターネット」（63.4％）の割合が最も高く、次いで「保護

者仲間」（58.3％）、「近所の人、知人、友人」（49.6％）、「小学校」（42.3％）、「市の広報紙やパ

ンフレット、公民館だより」（36.6％）となっている。

前回調査と比較すると、「インターネット」の割合は約12ポイント増加し、一方で「市の広報紙

やパンフレット、公民館だより」「テレビ、ラジオ、新聞」は、それぞれ約7～10ポイント減少し

ている。 

63.4

58.3

49.6

42.3

36.6

29.6

24.6

23.9

14.7

12.5

5.7

0.4

1.0

51.6

61.5

48.8

46.7

46.7

36.5

26.7

24.1

16.4

16.8

7.2

0.5

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

インターネット

保護者仲間

近所の人、知人、友人

小学校

市の広報紙やパンフレット、公民館だより

テレビ、ラジオ、新聞

フリーペーパー

親族（親、きょうだいなど）

市や区のホームページ

子育て雑誌、育児書

区役所（保健福祉センター、市民センター等）

情報の入手手段がわからない

その他

今回調査（ｎ=2,391）

前回調査（ｎ=1,588）
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子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて１～３年生では「親族（親、きょうだいなど）」「近

所の人、知人、友人」「小学校」の割合が5ポイント以上高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労する場合は他の就労状況に比べて「保護者仲間」

（51.5％）の割合が低くなっている。 

図表－２５５ 子どもの学年別・母親の就労状況別  

子育てに関する情報の入手先 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

親
族

（
親

、
き
ょ
う
だ
い
な

ど

）

近
所
の
人

、
知
人

、
友
人

保
護
者
仲
間

小
学
校

区
役
所

（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

、
市
民
セ
ン
タ
ー

等

）

市
の
広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ

ッ

ト

、
公
民
館
だ
よ
り

市
や
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

テ
レ
ビ

、
ラ
ジ
オ

、
新
聞

子
育
て
雑
誌

、
育
児
書

フ
リ
ー

ペ
ー

パ
ー

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

情
報
の
入
手
手
段
が
わ
か
ら

な
い

そ
の
他

無
回
答

2,391 23.9 49.6 58.3 42.3 5.7 36.6 14.7 29.6 12.5 24.6 63.4 0.4 1.0 2.4

１～３年生 1,214 26.9 52.5 58.7 46.0 5.9 37.6 15.2 30.1 14.4 25.9 65.2 0.2 1.0 2.1

４～６年生 1,157 20.7 46.8 58.1 38.2 5.4 35.4 14.2 28.9 10.3 23.3 61.6 0.6 1.0 2.7

無回答 20 30.0 35.0 50.0 50.0 10.0 40.0 10.0 40.0 20.0 15.0 65.0 - - 5.0

フルタイムで就労 745 21.7 43.5 51.5 40.4 6.2 35.4 15.4 26.3 10.7 22.0 63.4 0.8 1.3 2.4

パート・アルバイト等で就労 981 22.7 54.0 62.6 42.3 5.3 36.5 14.1 28.8 13.9 25.2 61.2 0.4 0.8 2.3

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 29.1 52.3 60.5 45.2 6.1 38.6 15.0 35.7 12.7 27.4 69.4 - 0.8 1.9

これまで就労したことがな
い

63 19.0 42.9 63.5 42.9 3.2 33.3 12.7 27.0 4.8 27.0 61.9 - 1.6 -

無回答 62 30.6 43.5 59.7 40.3 4.8 38.7 16.1 33.9 19.4 24.2 51.6 - - 8.1

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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４． 母親の育児不安と父親の子育てへのかかわり 

（１） 子育てを楽しいと感じる割合

問21 あなたは、あて名のお子さんの子育てが楽しいですか。（○は1つ） 

図表－２５６ 子育てを楽しいと感じる割合 

子育てについて「楽しいことが多い」（64.2％）の割合が最も高く、「大変楽しい」（25.1％）

を合わせた『楽しい』と回答した人は89.3％となっており、前回調査とほぼ同様の結果となって

いる。  

一方で、『つらい』（「つらいと感じる時が多い」と「とてもつらい」の合計）と回答した人も8.7％

存在している。 

子どもの学年別では大きな違いはみられない。 

25.1

24.2

25.9

24.3

24.4

24.1

64.2

62.6

63.9

62.7

64.6

62.5

8.3

8.6

8.5

8.5

8.0

8.5

0.4

0.3

0.2

0.4

0.5

0.3

2.0

4.3

1.5

4.1

2.4

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=2,391）

前回調査

（n=1,588）

今回（n=1,214）

前回（n=824）

今回（n=1,157）

前回（n=763）

大変楽しい 楽しいことが多い

つらいと感じる時が多い とてもつらい

無回答 a

『
楽
し
い
』 

『
つ
ら
い
』 

１
～
３
年
生   

 

４
～
６
年
生 

子
ど
も
の
学
年
別 

【89.3】 【8.7】 

【86.8】 【8.9】 

【89.8】 【8.7】 

【87.0】 【8.9】 

【89.0】 【8.5】 

【86.6】 【8.8】 
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母親の就労状況別にみると、これまで就労したことがない場合は『つらい』（12.7％）の割合が

他の就労状況の人よりやや高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親及びひとり親三世代では『つらい』の割合が1割を超えており、

他の世帯より高くなっている。 

父親の子育ての程度別にみると、父親が子育てをやっているほど『楽しい』の割合が高く、やっ

ていないほど『つらい』の割合が低くなっている。 

図表－２５７ 母親の就労状況別・世帯分類別・父親の子育ての程度別 

子育てが楽しいと感じる割合（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

大
変
楽
し
い

楽
し
い
こ
と
が
多
い

つ
ら
い
と
感
じ
る
時

が
多
い

と
て
も
つ
ら
い

無
回
答

『

楽
し
い

』

『

つ
ら
い

』

2,931 25.1 64.2 8.3 0.4 2.0 89.3 8.7

フルタイムで就労 745 28.5 60.3 8.9 0.3 2.1 88.8 9.2

パート・アルバイト等で就労 981 24.2 65.7 7.7 0.5 1.8 89.9 8.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 24.5 66.5 7.2 0.2 1.5 91.0 7.4

これまで就労したことがない 63 15.9 68.3 12.7 - 3.2 84.2 12.7

無回答 62 16.1 62.9 17.7 - 3.2 79.0 17.7

三世代 117 35.0 57.3 4.3 - 3.4 92.3 4.3
核家族 1,981 24.9 64.8 8.2 0.3 1.8 89.7 8.5
ひとり親 189 20.6 65.6 9.5 2.1 2.1 86.2 11.6
ひとり親三世代 38 31.6 52.6 13.2 - 2.6 84.2 13.2
その他 38 21.1 60.5 13.2 - 5.3 81.6 13.2
無回答 28 25.0 60.7 10.7 - 3.6 85.7 10.7

十分にやっている 567 40.9 54.3 4.2 0.2 0.4 95.2 4.4

十分とはいえないが、
まあやっている

1,025 21.4 68.9 8.3 - 1.5 90.3 8.3

かなり不足している 382 14.7 72.0 11.3 0.5 1.6 86.7 11.8

全くやっていない 102 24.5 55.9 14.7 2.0 2.9 80.4 16.7

無回答 102 20.6 52.9 8.8 1.0 16.7 73.5 9.8

 全  体

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

父
親
の
子
育
て
の
程
度
別
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（２） 子育てに関して悩んでいること

問19 あなたが子育てに関して、悩んでいることや気になることはありますか。（○は３つまで） 

図表－２５８ 子育ての悩み 

子育てに関して悩んでいることは、「子どもの進学や受験又は就職のこと」（30.3％）の割合が

最も高く、次いで「子育てで出費がかさむこと」（28.8％）、「子どもに基本的な習慣（あいさつ、

規則正しい食生活、整理整頓など）が身についていない」（21.7％）、「子どもの友だちづきあい（い

じめなどを含む）に関すること」（18.7％）となっている。 

前回調査と比較すると、「子どもの進学や受験又は就職のこと」の割合は約4ポイント増加し、「子

どもに基本的な習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理整頓など）が身についていない」は約4

ポイント減少、「子どもの友だちづきあい（いじめなどを含む）に関すること」は約6ポイント減少

している。 

30.3

28.8

21.7

18.7

18.0

11.5

11.3

10.3

5.5

4.2

2.8

1.8

1.5

3.6

19.2

26.7

25.6

25.4

25.1

19.4

10.5

11.7

9.8

4.4

6.0

2.1

1.8

1.2

2.9

18.2

0.0% 20.0% 40.0%

子どもの進学や受験又は就職のこと

子育てで出費がかさむこと

子どもに基本的な習慣（あいさつ、規則正しい

食生活、整理整頓など）が身についていない

子どもの友だちづきあい（いじめなどを含む）に関すること

子どものしつけや教育に自信がもてない

子どもの身体や発育、病気のこと

子どもが勉強しない

子どもが反抗的でなかなか言うことをきかない

配偶者があまり協力してくれない

子どもの生活態度が消極的である

子どものしつけや教育についての相談相手がいない

不登校などの課題について

子どもの非行や問題行動

その他

特にない

今回調査（ｎ=2,391）

前回調査（ｎ=1,588）
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子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて１～３年生では、「子どもに基本的な習慣（あい

さつ、規則正しい食生活、整理整頓など）が身についていない」（23.7％）、「子どものしつけや教

育に自信がもてない」（20.3％）、「子どもの友だちづきあい（いじめなどを含む）に関すること」

（20.2％）の割合が高く、４～６年生では「子どもの進学や受験又は就職のこと」（37.4％）の

割合が高くなっている。 

図表－２５９ 子どもの学年別 子育ての悩み （単位：％） 

 

標
本
数

（
人

）

子
ど
も
に
基
本
的
な
習
慣

（
あ
い
さ
つ

、
規
則
正
し
い

食
生
活

、
整
理
整
頓
な
ど

）

が
身
に
つ
い
て
い
な
い

子
ど
も
の
し
つ
け
や
教
育
に

自
信
が
も
て
な
い

子
ど
も
の
し
つ
け
や
教
育
に

つ
い
て
の
相
談
相
手
が
い
な

い 配
偶
者
が
あ
ま
り
協
力
し
て

く
れ
な
い

子
ど
も
が
勉
強
し
な
い

子
ど
も
の
進
学
や
受
験
又
は

就
職
の
こ
と

子
ど
も
が
反
抗
的
で
な
か
な

か
言
う
こ
と
を
き
か
な
い

子
ど
も
の
生
活
態
度
が
消
極

的
で
あ
る

2,391 21.7 18.0 2.8 5.5 11.3 30.3 10.3 4.2

１～３年生 1,214 23.7 20.3 3.3 6.3 10.0 23.9 10.9 4.7

４～６年生 1,157 19.7 15.5 2.2 4.7 12.7 37.4 9.5 3.8

無回答 20 10.0 25.0 10.0 - 5.0 10.0 20.0 -

標
本
数

（
人

）

子
ど
も
の
友
だ
ち
づ
き
あ
い

（
い
じ
め
な
ど
を
含
む

）
に

関
す
る
こ
と

不
登
校
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て 子
ど
も
の
身
体
や
発
育

、
病

気
の
こ
と

子
ど
も
の
非
行
や
問
題
行
動

子
育
て
で
出
費
が
か
さ
む
こ

と そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,391 18.7 1.8 11.5 1.5 28.8 3.6 19.2 2.9

１～３年生 1,214 20.2 1.7 12.2 1.6 28.6 4.0 18.7 3.1

４～６年生 1,157 16.9 2.0 10.8 1.5 29.0 3.1 19.7 2.6

無回答 20 30.0 - 10.0 - 30.0 10.0 20.0 10.0

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別
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（３） 相談相手

問20 あなたが子育てについて不安に思ったり、困ったりすることやわからないことがある場合、

誰（どこ）に相談されますか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－２６０ 相談相手 

※「子ども食堂などの地域の居場所活動のスタッフ」は、今回調査で新規で追加した選択肢

子育てについて不安に思ったり困ったりした場合の相談相手は、「配偶者やパートナー」（76.5％）

の割合が最も高く、次いで「友人知人」（65.3％）、「その他の親族（親、きょうだいなど）」（61.8％）

となっている。 

前回調査と比較すると、「職場の人」は約7ポイント、「インターネットや育児書で解決策を探す」

は9ポイント増加している。 

76.5

65.3

61.8

35.7

31.7

26.5

25.5

9.5

7.0

2.1

1.0

0.4

0.3

0.2

0.0

1.5

0.8

1.2

75.3

66.1

59.6

31.9

31.4

19.3

16.5

15.7

6.6

2.6

1.2

0.4

0.3

0.1

1.1

0.9

0.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者やパートナー

友人知人

その他の親族（親、きょうだいなど）

学校等の保護者仲間

学校の先生等

職場の人

インターネットや育児書で解決策を探す

近所の人

病院

こども総合相談センター（えがお館）

区保健福祉センター（保健所、福祉事務所）

民生委員、児童委員、主任児童委員

民間の電話相談

警察署、交番

子ども食堂などの地域の居場所活動のスタッフ

その他

相談相手がいない

相談することがない

今回調査（ｎ=2,391）

前回調査（ｎ=1,588）
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子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて１～3年生では、「配偶者やパートナー」（78.8％）、

「その他の親族（親、きょうだいなど）」（64.2％）、「インターネットや育児書で解決策を探す」

（27.8％）の割合が高い。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムの場合は他の就労状況に比べて「職場の人」（38.7％）

の割合が高い。 

世帯分類別にみると、ひとり親三世代は他の世帯に比べ、「その他の親族（親、きょうだいなど）」

（81.6％）や「職場の人」（36.8％）の割合が高い。 

図表－２６１ 子どもの学年別・母親の就労状況別   ・世帯分類別 相談相手 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー

そ
の
他
の
親
族

（
親

、
き
ょ

う
だ
い
な
ど

）

友
人
知
人

近
所
の
人

職
場
の
人

学
校
等
の
保
護
者
仲
間

学
校
の
先
生
等

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
保

健
所

、
福
祉
事
務
所

）

病
院

警
察
署

、
交
番

2,391 76.5 61.8 65.3 9.5 26.5 35.7 31.7 1.0 7.0 0.2

１～３年生 1,214 78.8 64.2 66.8 10.4 27.1 35.5 32.5 1.2 7.5 0.2

４～６年生 1,157 74.0 59.3 63.9 8.6 25.7 35.9 30.5 0.9 6.5 0.3

無回答 20 80.0 60.0 55.0 10.0 35.0 35.0 45.0 - 5.0 -

フルタイムで就労 745 69.8 60.4 58.5 7.4 38.7 29.8 29.8 0.7 5.5 0.3

パート・アルバイト等で就労 981 79.5 62.8 68.2 10.4 32.8 38.1 31.4 0.9 7.1 0.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 83.3 64.3 70.9 11.0 3.2 38.6 35.4 1.5 8.6 0.2

これまで就労したことがな
い

63 82.5 54.0 61.9 7.9 1.6 34.9 27.0 3.2 9.5 -

無回答 62 62.9 54.8 59.7 9.7 4.8 48.4 33.9 - 8.1 -

三世代 117 84.6 74.4 62.4 7.7 29.9 35.0 29.1 1.7 4.3 -
核家族 1981 84.0 60.9 66.3 9.9 25.8 36.6 31.9 0.8 7.0 0.3
ひとり親 189 9.5 59.8 61.9 5.8 28.0 28.0 27.5 3.2 7.9 -
ひとり親三世代 38 5.3 81.6 47.4 13.2 36.8 34.2 39.5 - 15.8 -
その他 38 63.2 57.9 65.8 13.2 34.2 36.8 36.8 - 5.3 -
無回答 28 75.0 60.7 50.0 3.6 21.4 25.0 39.3 - 3.6 -

 全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

標
本
数

（
人

）

民
生
委
員

、
児
童
委
員

、
主

任
児
童
委
員

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地
域
の

居
場
所
活
動
の
ス
タ

ッ
フ

こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
え
が
お
館

）

民
間
の
電
話
相
談

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
や
育
児
書

で
解
決
策
を
探
す

そ
の
他

相
談
相
手
が
い
な
い

相
談
す
る
こ
と
が
な
い

無
回
答

2,391 0.4 0.0 2.1 0.3 25.5 1.5 0.8 1.2 0.9

１～３年生 1,214 0.5 0.1 2.0 0.2 27.8 1.5 0.5 1.2 0.7

４～６年生 1,157 0.3 - 2.2 0.3 23.4 1.5 1.1 1.3 1.0

無回答 20 - - 5.0 - 5.0 5.0 - - 5.0

フルタイムで就労 745 0.8 0.1 1.3 0.3 23.6 1.5 0.9 2.3 1.2

パート・アルバイト等で就労 981 - - 1.8 0.4 25.2 1.6 0.5 0.6 0.5

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 0.4 - 3.4 0.2 30.0 1.1 0.6 0.8 0.6

これまで就労したことがな
い

63 1.6 - 6.3 - 25.4 - - - 1.6

無回答 62 - - 1.6 - 16.1 3.2 3.2 1.6 4.8

三世代 117 - - 0.9 - 17.1 1.7 - - 2.6
核家族 1981 0.3 - 2.0 0.3 26.5 1.2 0.6 1.0 0.5
ひとり親 189 0.5 0.5 4.8 0.5 25.4 4.8 3.2 3.2 2.1
ひとり親三世代 38 2.6 - 2.6 - 15.8 2.6 2.6 5.3 2.6
その他 38 2.6 - - - 23.7 - - - 5.3
無回答 28 - - 3.6 - 7.1 3.6 - 7.1 3.6

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別
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（４） 父親の子育ての評価

問23 あなたのご家庭では、父親はどの程度子育てをしていますか。（○は1つ） 

図表－２６２ 父親の子育ての評価 

父親の子育てについては、「十分とはいえないが、まあやっている」（47.1％）の割合が最も高

く、次ぐ「十分にやっている」（26.0％）と合計した『やっている』（「十分にやっている」と「十

分とはいえないが、まあやっている」の合計）は7割強（73.1％）となっている一方、『やってい

ない』（「かなり不足している」と「まったくやっていない」の合計）は２割強（22.2％）となっ

ており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

子どもの学年別では、大きな違いはみられない。 

『
や
っ
て
い
る
』 

『
や
っ
て
い
な
い
』 

１
～
３
年
生   

 

４
～
６
年
生 

子
ど
も
の
学
年
別 

【73.1】 【22.2】 

【72.9】 【22.0】 

【75.7】 【20.5】 

【75.1】 【20.5】 

【70.3】 【24.2】 

【70.4】 【23.8】 

26.0

26.7

27.2

28.3

24.7

24.9

47.1

46.2

48.5

46.8

45.6

45.5

17.5

18.0

16.6

18.0

18.6

18.1

4.7

4.0

3.9

2.5

5.6

5.7

4.7

5.1

3.7

4.4

5.5

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=2,178）

前回調査

（n=1,464）

今回（n=1,121）

前回（n=767）

今回（n=1,037）

前回（n=696）

十分にやっている 十分とはいえないが、まあやっている

かなり不足している 全くやっていない

無回答 a
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母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労の場合、父親が子育てを「十分にやっている」

（31.5％）の割合が他の就労状況と比べて高く、これまで就労したことがない場合、「十分にやっ

ている」（14.8％）の割合が低くなっている。 

図表－２６３ 母親の就労状況別  父親の子育ての評価 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

十
分
に
や

っ
て
い
る

十
分
と
は
い
え
な
い

が

、
ま
あ
や

っ
て
い
る

か
な
り
不
足
し
て
い
る

全
く
や

っ
て
い
な
い

無
回
答

『

や

っ
て
い
る

』

『

や

っ
て
い
な
い

』

2,178 26.0 47.1 17.5 4.7 4.7 73.1 22.2

フルタイムで就労 619 31.5 43.8 15.3 5.2 4.2 75.3 20.5

パート・アルバイト等で就労 927 22.5 49.4 18.7 5.0 4.4 71.9 23.7

以前は就労していたが、
現在は就労していない

502 26.5 47.8 18.1 3.6 4.0 74.3 21.7

これまで就労したことがない 61 14.8 52.5 23.0 4.9 4.9 67.3 27.9

無回答 55 23.6 38.2 16.4 5.5 16.4 61.8 21.9

 全  体

母
親
の
就
労
状
況
別
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５． 子どもとのかかわり 

（１） 子どもと過ごす時間

問25 あなたは、あて名のお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしたりしている時間が1日にど

のくらいありますか。食事時間を含みます。（平日・休日それぞれに○は１つずつ） 

図表－２６４ 記入者別 子どもと過ごす時間 

平日に子どもと過ごす時間は、母親、父親ともに「１～２時間程度」の割合が4割台で最も高い。

父親は「30分程度」（14.2％）や「ほとんどない」（10.2％）が母親に比べて高くなっている。 

休日に子どもと過ごす時間は、母親、父親ともに「7時間以上」が３～４割で最も高い。 

＜平日＞ 

＜休日＞ 

1.9
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２
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４
時
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５
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６
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間
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７
時
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以
上

無
回
答

母親(ｎ=2,157）

父親(ｎ=197）

0.6 1.1
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21.2

25.5

39.0

2.52.0 0.5

12.7
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29.4 31.0

0.5

0.0%

20.0%

40.0%
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ん
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い

3
0
分
程
度

１
～
２
時
間
程
度

３
～
４
時
間
程
度

５
～
６
時
間
程
度

７
時
間
以
上

無
回
答

母親(ｎ=2,157）

父親(ｎ=197）



Ⅲ 小学生の保護者調査結果

188 

母親の就労状況別にみると、平日に子どもと過ごす時間は、就労している場合に比べて、就労し

ていない場合に時間が長い傾向にある。休日に子どもと過ごす時間は、いずれの就業状況も「7時

間以上」の割合が最も高いものの、就労していない場合の方が、就労している場合に比べて割合が

高くなっている。 

世帯分類別にみると、平日に子どもと過ごす時間は、ひとり親三世代では他の世帯に比べて「５

～６時間」（21.1％）の割合が高い。休日に子どもと過ごす時間は、ひとり親三世代では他の世帯

に比べて「7時間以上」（50.0％）の割合が高い。 

図表－２６５ 母親の就労状況別・世帯分類別 子どもと過ごす時間（単位：％） 

 

ほ
と
ん
ど
な
い

3
0
分
程
度

１
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２
時
間
程
度

３
～

４
時
間
程
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時
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ほ
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ん
ど
な
い

3
0
分
程
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時
間
程
度

３
～

４
時
間
程
度

５
～

６
時
間
程
度

７
時
間
以
上

無
回
答

2,391 2.6 6.1 43.9 29.2 12.4 3.3 2.4 0.7 1.0 10.2 21.5 26.1 38.0 2.5

フルタイムで就労 745 4.4 9.1 54.2 24.0 4.7 1.3 2.1 0.9 1.3 10.5 23.9 25.6 35.2 2.6

パート・アルバイト等で就労 981 1.8 4.6 43.1 32.1 13.6 2.1 2.7 0.7 0.9 10.3 20.4 27.3 37.6 2.8

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 1.1 4.8 35.9 31.6 18.4 6.8 1.3 0.2 0.8 9.9 21.7 26.2 40.1 1.1

これまで就労したことがない 63 1.6 7.9 19.0 33.3 23.8 12.7 1.6 - 1.6 9.5 12.7 20.6 54.0 1.6

無回答 62 4.8 4.8 29.0 22.6 21.0 8.1 9.7 - 1.6 6.5 22.6 17.7 41.9 9.7

三世代 117 2.6 10.3 45.3 29.9 7.7 4.3 - - - 14.5 24.8 21.4 38.5 0.9
核家族 1,981 2.3 5.7 43.9 29.5 12.8 3.4 2.4 0.6 1.3 10.1 21.5 26.4 37.8 2.5
ひとり親 189 6.9 9.0 42.3 27.0 10.1 3.2 1.6 2.6 - 10.6 19.0 24.9 40.7 2.1
ひとり親三世代 38 2.6 7.9 42.1 21.1 21.1 2.6 2.6 - - 2.6 23.7 21.1 50.0 2.6
その他 38 - 5.3 50.0 26.3 10.5 2.6 5.3 - - 10.5 18.4 34.2 31.6 5.3
無回答 28 - 3.6 42.9 32.1 10.7 - 10.7 - - 3.6 28.6 28.6 28.6 10.7

休日

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

標
本
数

（
人

）

平日
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（２） 子どもと過ごす時間の評価

問26 あなたは、ご自分があて名のお子さんと一緒に過ごしている時間は十分だと思いますか。

（平日・休日それぞれに○は１つずつ） 

図表－２６６ 子どもと過ごす時間の評価（平日） 

図表－２６７ 子どもと過ごす時間の評価（休日） 

18.6
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今回調査

（n=2,391）

前回調査

（n=1,588）

今回（n=2,157）

前回（n=1,494）

今回（n=197）

前回（n=84）

十分 まあ十分 やや不足している まったく不足している 無回答 a

母
親  

父
親 

記
入
者 

【57.6】 【40.1】 

【59.7】 【37.5】 

【59.1】 【38.7】 

【60.9】 【36.2】 

【43.6】 【55.3】 

【39.3】 【60.7】 

『
十
分
』 

『
不
十
分
』 

30.6

31.0

31.0

31.2

27.9

29.8

45.8

44.1

46.1

44.7

41.6

34.5

17.9

17.7

17.3

16.9

24.4

31.0

3.3

4.3

3.2

4.3

5.1

4.8

2.3

2.8

2.3

2.9

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=2,391）

前回調査

（n=1,588）

今回（n=2,157）

前回（n=1,494）

今回（n=197）

前回（n=84）

十分 まあ十分 やや不足している まったく不足している 無回答 a

【76.4】 【21.2】 

【75.1】 【22.0】 

【77.1】 【20.5】 

【75.9】 【21.2】 

【69.5】 【29.5】 

【64.3】 【35.8】 

『
十
分
』 

『
不
十
分
』 

母
親  

父
親 

記
入
者 
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平日に子どもと一緒に過ごす時間に対しての評価は「まあ十分」（39.0％）の割合が最も高く、

次いで「やや不足している」（30.4％）、「十分」（18.6％）となっており、『十分』（「十分」と「ま

あ十分」の合計）は57.6％となっている。 

前回調査と比較すると、『十分』の割合はやや減少している。 

記入者別にみると、父親の『十分』は母親の『十分』に比べて約16ポイント低くなっている。 

世帯年収別にみると、200万円未満では他の世帯に比べて『不十分』（51.0％）の割合が高くな

っている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合、『不十分』（「やや不足している」

と「まったく不足している」の合計）の割合が63.8％となっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親及びひとり親三世代では『不十分』（ひとり親：60.9％、ひとり

三世代：57.9％）の割合が高くなっている。 

休日に子どもと一緒に過ごす時間に対しての評価は「まあ十分」（45.8％）の割合が最も高く、

次いで「十分」（30.6％）となっており、『十分』は76.4％となっており、前回調査とほぼ同様の

結果となっている。 

記入者別にみると、父親の『十分』は母親の『十分』に比べて約８ポイント低くなっている。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は他の就労状況に比べて、『不十分』

の割合（28.8％）が高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親では他の世帯に比べて『不十分』（33.4％）の割合が高くなって

いる。 

図表－２６８ 世帯年収別・母親の就労状況別・世帯分類別 子どもと過ごす時間の評価（単位：％） 

十
分

ま
あ
十
分

や
や
不
足
し
て
い
る

ま

っ
た
く
不
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し
て

い
る

無
回
答

『

十
分

』

『
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十
分

』

十
分

ま
あ
十
分

や
や
不
足
し
て
い
る

ま

っ
た
く
不
足
し
て

い
る

無
回
答

『

十
分

』

『

不
十
分

』

2,391 18.6 39.0 30.4 9.7 2.3 57.6 40.1 30.6 45.8 17.9 3.3 2.3 76.4 21.2
200 万円未満 149 19.5 26.8 40.9 10.1 2.7 46.3 51.0 28.2 45.6 18.8 4.7 2.7 73.8 23.5
200 ～300 万円未満 155 12.3 37.4 31.6 16.1 2.6 49.7 47.7 23.2 46.5 21.3 6.5 2.6 69.7 27.8
300 ～400 万円未満 244 18.0 34.8 31.6 13.5 2.0 52.8 45.1 27.9 44.7 20.9 4.5 2.0 72.6 25.4
400 ～500 万円未満 269 14.9 41.6 32.0 8.9 2.6 56.5 40.9 26.8 48.0 20.4 2.2 2.6 74.8 22.6
500 ～700 万円未満 631 18.5 40.6 30.6 7.4 2.9 59.1 38.0 30.6 46.6 16.6 3.3 2.9 77.2 19.9
700 ～1000万円未満 572 20.3 40.2 26.6 11.0 1.9 60.5 37.6 33.9 44.4 16.4 3.3 1.9 78.3 19.7
1000万円以上 303 22.1 41.6 28.7 6.3 1.3 63.7 35.0 36.6 44.2 16.2 1.7 1.3 80.8 17.9
無回答 68 17.6 38.2 33.8 7.4 2.9 55.8 41.2 22.1 52.9 20.6 1.5 2.9 75.0 22.1

フルタイムで就労 745 7.1 26.8 43.8 20.0 2.3 33.9 63.8 21.7 47.1 22.4 6.4 2.3 68.8 28.8

パート・アルバイト等で就労 981 17.7 47.3 27.1 5.3 2.5 65.0 32.4 29.7 48.8 17.1 1.8 2.5 78.5 18.9

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 31.7 42.8 20.5 4.0 1.0 74.5 24.5 40.9 41.8 14.3 2.1 1.0 82.7 16.4

これまで就労したことがない 63 47.6 28.6 19.0 3.2 1.6 76.2 22.2 54.0 30.2 12.7 1.6 1.6 84.2 14.3

無回答 62 27.4 35.5 19.4 8.1 9.7 62.9 27.5 41.9 30.6 14.5 3.2 9.7 72.5 17.7

三世代 117 21.4 31.6 38.5 8.5 - 53.0 47.0 32.5 41.9 21.4 4.3 - 74.4 25.7
核家族 1,981 19.3 41.0 28.6 8.6 2.4 60.3 37.2 32.1 45.5 16.9 3.1 2.4 77.6 20.0
ひとり親 189 14.3 23.3 41.3 19.6 1.6 37.6 60.9 21.2 43.9 26.5 6.9 1.6 65.1 33.4
ひとり親三世代 38 5.3 34.2 34.2 23.7 2.6 39.5 57.9 15.8 60.5 21.1 - 2.6 76.3 21.1
その他 38 13.2 42.1 34.2 5.3 5.3 55.3 39.5 21.1 60.5 13.2 - 5.3 81.6 13.2
無回答 28 7.1 35.7 42.9 7.1 7.1 42.8 50.0 10.7 57.1 25.0 - 7.1 67.8 25.0

休日

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

標
本
数

（
人

）

平日

世
帯
年
収
別
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（３） 日ごろのしつけ（態度）

問27 お子さんに対する、あなたの日ごろのしつけ（態度）はどのようにされていますか。（①～

⑦について、それぞれに○は１つずつ）

図表－２６９ 日ごろのしつけ（態度） 

子どもに対する日ごろのしつけ（態度）について、「いつもそうである」と「ときどきそうであ

る」を合わせた『そうである』の割合が最も高いのは、「子どものことをわかっている」で9割を超

えている。次いで、「何でもすぐ口に出す」（84.1％）、「何かやっていると手伝ってしまう」（63.4％）、

「時と場合で子どもに言うことが違う」（62.3％）、「あまりかまってやれない」（61.7％）となっ

ている。 

学年別にみると、１～３年生では、「体罰をすることがある」について『そうである』割合が４

～６年生に比べてやや高くなっている。 

図表－２７０ 子どもの学年別 日ごろのしつけ（態度）（『そうである』の割合） 

【63.4】  

【84.1】  

【61.7】  

【62.3】  

【26.1】  

【27.4】  

【92.9】 

『
そ
う
で
あ
る
』 

標
本
数

（
人

）

何
か
や
っ
て
い
る
と
手
伝

っ

て
し
ま
う

何
で
も
す
ぐ
口
に
出
す

あ
ま
り
か
ま

っ
て
や
れ
な
い

時
と
場
合
で
子
ど
も
に
言
う

こ
と
が
違
う

子
ど
も
の
言
い
な
り
に
な
っ

て
い
る

体
罰
を
す
る
こ
と
が
あ
る

子
ど
も
の
こ
と
を
わ
か
っ
て

い
る

2,391 63.4 84.1 61.7 62.3 26.1 27.4 92.9

１～３年生 1,214 64.4 84.7 62.8 62.0 25.3 29.3 93.3

４～６年生 1,157 62.4 83.4 60.4 62.6 27.0 25.3 92.8

無回答 20 65.0 80.0 65.0 55.0 15.0 35.0 80.0

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

7.5

21.7

9.6

2.6

1.3

0.4

31.8

55.9

62.4

52.1

59.7

24.8

27.0

61.1

34.1

13.6

35.9

35.0

71.4

69.9

4.1

2.5

2.4

2.4

2.8

2.6

2.7

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

何かやっていると手伝ってしまう

（ｎ=2,391）

何でもすぐ口に出す

（ｎ=2,391）

あまりかまってやれない

（ｎ=2,391）

時と場合で子どもに言うことが違う

（ｎ=2,391）

子どもの言いなりになっている

（ｎ=2,391）

体罰をすることがある

（ｎ=2,391）

子どものことをわかっている

（ｎ=2,391）

いつもそうである ときどきそうである そういうことはない 無回答
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６． 理想的な子どもの数と実際に予定している子どもの数 

（１） 理想的な子どもの数と実際に予定している子どもの数

問44 あなたにとって、理想的な子どもの数、実際に予定している子どもの数は何人ですか。（枠

内に数字を記入） 

図表－２７１ 理想的な子どもの数 

図表－２７２ 実際に予定している子どもの数 

理想的な子どもの数は「３人」（45.2％）の割合が最も高く約半数を占め、次いで「２人」（40.2％）

となっている。 

前回調査と比較すると、「２人」の割合が約5ポイント増加している。 

実際に予定している子どもの数は「２人」（46.4％）が約半数を占め、次いで「３人」（27.1％）

となっており、ほしいと思っている子どもの数より少なくなっている。 

13.3

9.8

46.4

49.1

27.1

24.4

5.6

4.1

1.1

0.8

6.5

12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=5,876）

前回調査

(ｎ=5,074）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答 a

0.1 3.1

3.3

40.2

35.3

45.2

41.9

6.1

6.0

2.0

2.7

3.5

10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=2,931）

前回調査

(ｎ=1,588）

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答 a
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（２） 理想より実際の子ども数が少ない理由

問44－1 【問44で、理想的な子どもの数よりも実際に予定している子どもの数が少ない方にうか

がいます。】その理由は何ですか。（○は２つまで） 

図表－２７３ 理想より実際の子ども数が少ない理由 

理想の子どもの数より実際に予定している子どもの数が少ない人に、その理由をたずねたところ、

「子どもを育てるのにお金がかかるから」（50.7％）の割合が半数を占めている。次いで「年齢的

な理由で無理だから」（44.2％）、「育児の身体的な負担が大きいから」（18.7％）、「仕事ができな

い、続けにくいから」（12.9％）の順になっている。 

前回調査と比べると、「年齢的な理由で無理だから」の割合が約7ポイント増加している。 

50.7

44.2

18.7

12.9

11.6

11.5

9.4

7.9

7.1

6.2

3.7

2.1

6.6

1.6

50.2

36.9

12.9

12.4

10.3

6.5

6.1

6.1

6.7

4.0

2.3

1.6

9.9

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもを育てるのにお金がかかるから

年齢的な理由で無理だから

育児の身体的な負担が大きいから

仕事ができない、続けにくいから

健康上の理由で無理だから

育児の精神的な負担が大きいから

配偶者やパートナーが家事や育児にあまり協力してくれないから

今いる子どもに十分な愛情をかけてあげたいから

社会がどうなるかわからず、子どもの将来が不安だから

住まいが狭いから

自分自身のやりたいことができなくなるから

教育に不安があるから

その他

特に理由はない

今回調査(ｎ=808)

前回調査(ｎ=556)
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子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて１～３年生では、「育児の身体的な負担が大きい

から」（21.5％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、就労している場合は、就労していない場合に比べて「子どもを育て

るのにお金がかかるから」の割合が高い。フルタイムで就労している場合は、他の就労状況に比べ

て、「仕事ができない、続けにくいから」（24.0％）の割合が高くなっている。 

図表－２７４ 子どもの学年別・母親の就労状況別 

理想より実際に予定している子どもの数が少ない理由（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

育
児
の
身
体
的
な
負
担
が

大
き
い
か
ら

育
児
の
精
神
的
な
負
担
が

大
き
い
か
ら

配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー

が

家
事
や
育
児
に
あ
ま
り
協

力
し
て
く
れ
な
い
か
ら

年
齢
的
な
理
由
で
無
理
だ

か
ら

健
康
上
の
理
由
で
無
理
だ

か
ら

自
分
自
身
の
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら

住
ま
い
が
狭
い
か
ら

子
ど
も
を
育
て
る
の
に
お

金
が
か
か
る
か
ら

808 18.7 11.5 9.4 44.2 11.6 3.7 6.2 50.7

１～３年生 433 21.5 12.9 10.2 44.1 10.6 4.2 4.8 52.0

４～６年生 368 15.5 10.1 8.7 44.3 13.0 3.3 7.6 48.9

無回答 7 14.3 - - 42.9 - - 14.3 71.4

フルタイムで就労 267 18.7 13.9 9.0 40.4 11.6 2.6 6.0 47.9

パート・アルバイト等で就労 328 17.7 8.5 9.1 45.4 8.5 4.9 8.5 58.8

以前は就労していたが、
現在は就労していない

171 22.2 15.2 10.5 49.1 17.5 4.1 2.3 40.4

これまで就労したことがな
い

17 5.9 11.8 - 52.9 17.6 - - 23.5

無回答 17 17.6 - 11.8 41.2 11.8 - 5.9 70.6

標
本
数

（
人

）

仕
事
が
で
き
な
い

、
続
け
に

く
い
か
ら

教
育
に
不
安
が
あ
る
か
ら

社
会
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら

ず

、
子
ど
も
の
将
来
が
不
安

だ
か
ら

今
い
る
子
ど
も
に
十
分
な
愛

情
を
か
け
て
あ
げ
た
い
か
ら

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

808 12.9 2.1 7.1 7.9 6.6 1.6 1.1

１～３年生 433 13.6 2.1 8.1 8.3 5.5 1.4 1.2

４～６年生 368 11.7 2.2 5.7 7.6 7.9 1.9 1.1

無回答 7 28.6 - 14.3 - - - -

フルタイムで就労 267 24.0 1.5 8.2 6.7 9.0 1.1 0.7

パート・アルバイト等で就労 328 9.8 3.0 6.4 9.1 4.3 1.5 1.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

171 4.1 1.8 6.4 7.6 6.4 1.8 1.2

これまで就労したことがな
い

17 5.9 - 5.9 5.9 17.6 5.9 -

無回答 17 - - 5.9 11.8 - - -

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別
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第５章  子どもの日ごろの生活や居場所 

１． 子どもの日ごろの生活 

（１） 朝食の状況

問28 あて名のお子さんの朝食のとり方はどうですか。（○は１つ） 

図表－２７５ 朝食の状況 

朝食の状況については、「毎日食べる」（93.3％）が大半を占めている。子どもの学年別でも違

いはみられない。 

世帯年収別にみると、200万円未満では他の世帯に比べて「毎日食べる」（200万円未満：85.9％ 

200～300万円未満：89.7％）の割合がやや低くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯では他の世帯に比べて「毎日食べる」（87.8％）の割合がや

や低くなっている。 

図表－２７６ 世帯分類別 朝食の状況（単位：％） 

１
～
３
年
生 

 
 

４
～
６
年
生 

子
ど
も
の
学
年
別 

標
本
数

（
人

）

毎
日
食
べ
る

週
に
３
～

４
回
食
べ

る 週
に
１
～

２
回
食
べ

る ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い

無
回
答

2,391 93.3 2.6 1.0 1.0 2.1
200 万円未満 149 85.9 6.0 2.0 3.4 2.7
200 ～300 万円未満 155 89.7 3.2 1.9 2.6 2.6
300 ～400 万円未満 244 91.8 4.5 1.6 0.4 1.6
400 ～500 万円未満 269 91.1 3.7 0.7 1.9 2.6
500 ～700 万円未満 631 94.0 1.9 0.6 0.6 2.9
700 ～1000万円未満 572 96.5 0.7 0.9 0.3 1.6
1000万円以上 303 94.7 2.6 0.7 1.0 1.0
無回答 68 92.6 2.9 - 1.5 2.9
三世代 117 92.3 1.7 4.3 0.9 0.9
核家族 1,981 94.1 2.1 0.7 1.0 2.1
ひとり親 189 87.8 6.9 1.6 2.1 1.6
ひとり親三世代 38 94.7 - 2.6 - 2.6
その他 38 84.2 5.3 2.6 2.6 5.3
無回答 28 85.7 7.1 - - 7.1

  全  体

世
帯
分
類
別

世
帯
年
収
別

93.3

95.9

93.7

96.0

93.0

95.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=2,391）

前回調査

（n=1,588）

今回（n=1,214）

前回（n=824）

今回（n=1,157）

前回（n=763）

毎日食べる 週に３～４回食べる 週に１～２回食べる

ほとんど食べない 無回答 a

2.6 1.0 1.0 2.1

1.9 1.1 0.6 0.6

2.0 0.9 0.9 2.5

2.1 0.7 0.6 0.6

3.1 1.0 1.2 1.6

1.7 1.4 0.5 0.5
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（２） 子どもの就寝時刻と起床時刻

問29 ふつう、あて名のお子さんが寝る時刻と起きる時刻は何時頃ですか。（枠内に数字を記入） 

図表－２７７ 就寝時刻 

図表－２７８ 起床時刻 

子どもの就寝時刻は、１～３年生では「21時」（53.2％）の割合が最も高く、次いで「22時」

（34.8％）、４～６年生では「22時」（55.1％）の割合が最も高く、次いで「21時」（24.5％）

となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

起床時刻については、１～３年生では「7時」（66.2％）の割合が最も高く、次いで「6時」（30.6％）、

４～６年生では「7時」（67.6％）の割合が最も高く、次いで「6時」（28.8％）となっており、

前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

＜今回調査＞ ＜前回調査＞ 

＜今回調査＞ ＜前回調査＞ 

0.2

6.3

53.2

34.8

2.9
0.2 2.40.1 1.5

24.5

55.1

15.4

1.8 1.6

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

2
4
時
以
降

無
回
答

１～３年生(ｎ=1,214）

４～６年生(ｎ=1,157）

0.0 0.2

30.6

66.2

0.5 2.5
0.1 0.6

28.8

67.6

1.3 1.6

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

４
時

５
時

６
時

７
時

８
時
以
降

無
回
答

１～３年生(ｎ=1,214）

４～６年生(ｎ=1,157）

0.0
5.8

57.8

33.3

2.4 0.2 0.50.0 0.8

26.1

56.0

15.1

1.6 0.5

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

2
4
時
以
降

無
回
答

１～３年生(ｎ=824）

４～６年生(ｎ=763）

0.0 0.5

32.2

66.3

0.6 0.50.0 0.3

29.0

69.5

0.7 0.7

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

４
時

５
時

６
時

７
時

８
時
以
降

無
回
答

１～３年生(ｎ=824）

４～６年生(ｎ=763）
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母親の就労状況別にみると、就寝時間については母親がフルタイムで就労している場合に22時

以降の割合がやや高くなっている。起床時間については、母親の就労状況別で大きな違いはみられ

なかった。 

図表－２７９ 母親の就労状況別 就寝時間・起床時間（単位：％） 

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

2
4
時
以
降

無
回
答

４
時

５
時

６
時

７
時

８
時
以
降

無
回
答

2,391 0.1 4.1 39.1 44.6 9.0 1.0 2.1 0.004 0.4 29.7 66.8 0.9 2.1

フルタイムで就労 745 0.1 2.8 32.9 50.5 9.8 1.5 2.4 0.1 0.4 28.6 67.8 0.7 2.4

パート・アルバイト等で就労 981 0.2 3.6 40.6 44.0 9.0 0.6 2.0 - 0.4 29.4 67.3 0.9 2.0

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 - 6.7 45.2 38.8 8.0 0.6 0.8 - 0.4 32.9 64.8 1.0 1.0

これまで就労したことがない 63 - 4.8 44.4 38.1 6.3 3.2 3.2 - - 23.8 71.4 1.6 3.2

無回答 62 - 3.2 37.1 38.7 9.7 3.2 8.1 - - 32.3 58.1 1.6 8.1

標
本
数

（
人

）

就寝時間 起床時間

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別



Ⅲ 小学生の保護者調査結果

198 

（３） 平日の放課後の過ごし方

問30 平日の放課後、あて名のお子さんは、主にどのように過ごされていますか。（時間帯ごとに、

最も多いものをそれぞれ１つずつ選び、下の表に番号を記入） 

図表－２８０ 平日の放課後の過ごし方 

平日の放課後の過ごし方は、いずれの時間帯も「保護者や祖父母など家族・親族と過ごす」の割

合が最も高くなっている。 

前回調査と比較すると、「公園などで友だちと遊んでいる」の割合が、放課後～17時では約6ポ

イント減少、17～18時では10ポイント減少している。

0.6

0.0

0.0

84.6

1.5

0.0

0

0.0

0.0

0.6

3.6

2.8

0.8

0.0

0.1

88.5

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

3.4

0.7

0.0% 50.0% 100.0%

今回調査

（ｎ=2,391）

前回調査

（ｎ=1,588）

＜放課後～17時＞ ＜17～18時＞ ＜18～19時＞ ＜19時以降＞ 

0.5

0.0

1.1

68.9

3.8

0.0

0.1

0.0

0.0

3.4

13.4

3.1

0.6

0.0

1.3

72.2

2.2

0.2

0.2

0.0

0.0

4.4

11.3

0.6

0.0% 50.0% 100.0%

0.4

0.0

3.4

42.0

9.0

2.0

6.8

0.1

0.1

4.1

22.8

4.9

0.5

0.0

2.6

37.4

3.6

3.3

16.8

0.0

0.0

5.2

19.8

1.3

0.0% 50.0% 100.0%

3.1

3.8

13.4

26.0

9.2

3.8

22.5

0.1

0.1

0.9

8.4

4.5

6.0

0.0

12.1

24.7

4.8

4.3

28.7

0.0

0.0

1.5

7.6

2.0

0.0% 50.0% 100.0%

学校にいる

わいわい広場で遊んでいる

留守家庭子ども会で過ごす

保護者や祖父母など

家族・親族と過ごす

家でひとりで過ごす

友だちの家にいる

公園などで友だちと遊んでいる

公民館や図書館など

公共の施設にいる

地域の居場所（子ども食堂や地

域の学習会など）で過ごしている

クラブ活動や地域活動（子ども

会活動やスポーツ活動）をする

学習塾や習い事に行っている

その他
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（４） 放課後の留守番状況

問31 お子さんは、通常、放課後に子どもだけ（きょうだい含む）で留守番をすることがありま

すか。（○は１つ） 

図表－２８１ 放課後に子どもだけで留守番をすることの有無 

図表－２８２ 子どもだけで留守番をする時間 

放課後に子どもだけで留守番をすることが「ある」と回答した人の割合は49.8％であった。 

留守番をする時間は「１～２時間」（41.8％）の割合が最も多く、次いで「1時間」（39.7％）、

「２～3時間」（14.5％）となっている。 

49.8 48.0 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

ある ない 無回答

39.7 41.8 14.5

3.8

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=1,190）

１時間以内 １～２時間 ２～３時間 ３時間以上 無回答
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子どもの学年別にみると、１～３年生に比べて４～６年生では、子どもだけで留守番をすること

が「ある」（58.1％）の割合が高く、留守番時間も長い傾向にある。 

世帯年収別にみると、200万円未満では、留守番時間が1時間以上である割合（71.8%）が7割

を超えており、他の世帯に比べて長い傾向にある。 

母親の就労状況別にみると、フルタイムで就労している場合は他の就労状況に比べて、子どもだ

けで留守番をしたことが「ある」（62.3％）の割合が高く、留守番の時間も長い傾向にある。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯では他の世帯に比べて、子どもだけで留守番をしたことが「あ

る」（65.1％）の割合が高く、留守番の時間も長い傾向にある。 

図表－２８３ 子どもの学年別・母親の就労状況別・世帯分類別 

 子どもだけで留守番をすることの有無・時間（単位：％） 

あ
る

な
い

無
回
答

１
時
間
以
内

１
～

２
時
間

２
～

３
時
間

３
時
間
以
上

無
回
答

2,391 49.8 48.0 2.3 1,190 39.7 41.8 14.5 3.8 0.2

１～３年生 1,214 41.7 55.8 2.6 506 48.4 37.5 10.9 3.2 -

４～６年生 1,157 58.1 40.1 1.8 672 33.3 45.1 17.3 4.0 0.3

無回答 20 60.0 30.0 10.0 12 33.3 41.7 8.3 16.7 -

200 万円未満 149 52.3 44.3 3.4 78 28.2 48.7 15.4 7.7 -
200 ～300 万円未満 155 54.8 42.6 2.6 85 34.1 36.5 24.7 4.7 -
300 ～400 万円未満 244 46.7 50.8 2.5 114 36.8 39.5 16.7 6.1 0.9
400 ～500 万円未満 269 52.8 45.0 2.2 142 44.4 38.0 14.1 3.5 -
500 ～700 万円未満 631 49.9 47.2 2.9 315 41.3 42.2 15.2 1.3 -
700 ～1000万円未満 572 50.0 48.4 1.6 286 39.9 45.5 11.2 3.5 -
1000万円以上 303 46.2 52.8 1.0 140 45.7 37.1 11.4 5.0 0.7
無回答 68 44.1 51.5 4.4 30 30.0 50.0 13.3 6.7 -

フルタイムで就労 745 62.3 35.0 2.7 464 19.8 47.4 26.1 6.7 -

パート・アルバイト等で就労 981 55.4 42.3 2.3 543 49.5 40.0 8.3 1.8 0.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 27.9 71.3 0.8 147 65.3 32.0 2.0 0.7 -

これまで就労したことがな
い

63 14.3 84.1 1.6 9 44.4 55.6 - - -

無回答 62 32.3 59.7 8.1 20 50.0 35.0 5.0 10.0 -

三世代 117 22.2 76.9 0.9 26 34.6 50.0 11.5 3.8 -
核家族 1,981 50.9 46.9 2.2 1,008 42.0 42.1 12.8 3.0 0.2
ひとり親 189 65.1 33.3 1.6 123 21.1 41.5 28.5 8.9 -
ひとり親三世代 38 15.8 81.6 2.6 6 66.7 16.7 - 16.7 -
その他 38 26.3 65.8 7.9 10 50.0 30.0 20.0 - -
無回答 28 60.7 32.1 7.1 17 35.3 35.3 17.6 11.8 -

留守番の有無 留守番の時間
標
本
数

（
人

）

標
本
数

（
人

）

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

世
帯
年
収
別
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（５） 平日に外で遊ぶ時間

問32 あて名のお子さんは、平均すると１日どれくらいの時間、外で遊びますか。（平日・休日そ

れぞれに○は１つずつ） 

図表－２８４  平日に外で遊ぶ時間 

平日に外で遊ぶ時間は、「30分以上～１時間未満」（27.3％）と「１時間以上～２時間未満」

（27.0％）の割合が高くなっている。 

前回調査と比較すると、「外で遊ばない」の割合がいずれの学年でもやや増加している。 

子どもの学年別にみると、１～３年生は「30分以上～１時間未満」（29.7％）の割合が最も高

く、４～６年生は「１時間以上～２時間未満」（27.2％）と「外で遊ばない」（26.6％）が同程度

となっている。 

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 

22.3

16.0

27.3 27.0

5.4

0.6 0.1 0.1 1.1

18.6
17.1

29.7

26.9

5.8

0.6 0.2 0.1 1.1

26.6

14.8

24.8
27.2

4.7

0.6 0.1 0.1 1.1

0.0%

20.0%

40.0%

外
で
遊
ば
な
い

3
0
分
未
満

3
0
分
以
上

～
１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～
２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～
３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～
４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全体(ｎ=2,391）

１～３年生(ｎ=1,214）

４～６年生(ｎ=1,157）

16.9

13.2

24.4

33.5

8.4

0.7 0.3 0.1
2.5

14.3 13.8

25.5

34.2

8.7

0.4 0.2 0.2
2.5

19.8

12.6

23.2

32.6

8.0

1.0 0.4 0.0
2.4

0.0%

20.0%

40.0%

外
で
遊
ば
な
い

3
0
分
未
満

3
0
分
以
上

～
１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～
２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～
３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～
４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全体(ｎ=1,588）

１～３年生(ｎ=824）

４～６年生(ｎ=763）
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（６） 休日に外で遊ぶ時間

問32 あて名のお子さんは、平均すると１日どれくらいの時間、外で遊びますか。（平日・休日そ

れぞれに○は１つずつ） 

図表－２８５  休日に外で遊ぶ時間 

休日に外で遊ぶ時間は、「１時間以上～２時間未満」（22.5％）の割合が高くなっている。 

前回調査と比較すると、４～６年生の「外で遊ばない」の割合が約5ポイント増加している。 

子どもの学年別にみると、１～３年生では「１時間以上～２時間未満」（25.9％）の割合が最も

高く、４～６年生では「外で遊ばない」（22.6％）の割合が最も高い。 

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 

15.8

7.6

17.1

22.5

16.4

8.9

4.6 5.6

1.5

9.6
7.4

18.8

25.9

19.6
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4.4 4.6
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15.4
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２
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４
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５
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上

無
回
答

全体(ｎ=2,391）

１～３年生(ｎ=1,214）

４～６年生(ｎ=1,157）

14.2
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21.5

17.7

12.5

7.3 7.4
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20.6
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間
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４
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上
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５
時
間
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満

５
時
間
以
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無
回
答

全体(ｎ=1,588）

１～３年生(ｎ=824）

４～６年生(ｎ=763）
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（７） 平日にテレビ等を見る時間

問36 お子さんは、平均すると1日どれくらいの時間、テレビや DVD、動画などを見ていますか。

スマホやタブレットを見たりゲームをしている時間も含みます。（平日・休日それぞれに〇

は１つずつ）

図表－２８６  平日にテレビ等を見る時間 

平日にテレビ等を見る時間は、「１時間以上～２時間未満」（39.7％）の割合が高く、次いで「２

時間以上～３時間未満」（23.0％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

子どもの学年別にみると、１～３年生では「１時間以上～２時間未満」（41.8％）と「１時間未

満」（24.4％）の割合が高く、４～６年生では「１時間以上～２時間未満」（37.9％）と「２時間

以上～３時間未満」（25.3％）の割合が高くなっている。 

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 

2.6

21.2

39.7

23.0

10.0

1.9 0.7 1.0
3.0

24.4

41.8

20.6
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1.1 0.2 0.8
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17.5
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0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

見
て
い
な
い

１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～
２
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３
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４
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５
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無
回
答

全体(ｎ=2,391）

１～３年生(ｎ=1,214）

４～６年生(ｎ=1,157）
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2.2 1.4 2.12.8
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４
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５
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無
回
答

全体(ｎ=1,588）

１～３年生(ｎ=824）

４～６年生(ｎ=763）
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母親の就労状況別にみると、母親が就労していない場合は就労している場合より「1時間未満」

の割合がやや高く、就労している場合は就労していない場合より「２時間以上～3時間未満」の割

合がやや高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯では他の世帯に比べて「３時間以上～４時間未満」（14.3％）

の割合がやや高くなっている。 

図表－２８７ 母親の就労状況別・世帯分類別 平日にテレビ等を見る時間（単位：％） 

  

標
本
数

（
人

）

見
て
い
な
い

１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～

２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～

３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～

４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～

５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

2,391 2.6 21.2 39.7 23.0 10.0 1.9 0.7 1.0

フルタイムで就労 745 2.3 18.1 39.7 26.2 9.8 2.1 0.9 0.8

パート・アルバイト等で就労 981 2.5 20.0 40.4 23.2 10.6 1.9 0.3 1.0

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 3.2 27.9 38.2 19.2 8.9 1.5 0.6 0.4

これまで就労したことがな
い

63 1.6 23.8 38.1 17.5 9.5 4.8 1.6 3.2

無回答 62 3.2 17.7 43.5 19.4 8.1 - 3.2 4.8

三世代 117 0.9 18.8 42.7 26.5 7.7 3.4 - -
核家族 1,981 2.5 22.1 40.4 22.4 9.5 1.6 0.6 0.9
ひとり親 189 4.2 13.2 34.9 24.9 14.3 3.7 2.6 2.1
ひとり親三世代 38 2.6 13.2 42.1 26.3 10.5 5.3 - -
その他 38 2.6 18.4 34.2 23.7 15.8 2.6 - 2.6
無回答 28 3.6 32.1 17.9 32.1 10.7 - - 3.6

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

  全  体
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（８） 休日にテレビ等を見る時間

問36 お子さんは、平均すると1日どれくらいの時間、テレビや DVD、動画などを見ていますか。

スマホやタブレットを見たりゲームをしている時間も含みます。（平日・休日それぞれに〇

は１つずつ）

図表－２８８  休日にテレビ等を見る時間 

休日にテレビ等を見る時間は、「２時間以上～３時間未満」（29.6％）の割合が高く、次いで「３

時間以上～４時間未満」（23.0％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

子どもの学年別にみると、１～３年生では「２時間以上～３時間未満」（32.0％）と「１時間以

上～2時間未満」（22.6％）の割合が高く、４～６年生では「２時間以上～３時間未満」（27.4％）

と「３時間以上～４時間未満」（24.0％）の割合が高くなっている。 

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 
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４～６年生(ｎ=1,157）
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20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

見
て
い
な
い

１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～
２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～
３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～
４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

全体(ｎ=1,588）

１～３年生(ｎ=824）

４～６年生(ｎ=763）
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母親の就労状況別にみると、就労している場合は2時間以上の割合が7割を超えており、就労し

ていない場合より視聴時間がやや長くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯及びひとり親三世帯では他の世帯に比べて、視聴時間が2時

間以上の割合がやや高くなっている。 

図表－２８９ 母親の就労状況別・世帯分類別 休日にテレビ等を見る時間（単位：％） 

 

標
本
数

（
人

）

見
て
い
な
い

１
時
間
未
満

１
時
間
以
上

～

２
時
間
未
満

２
時
間
以
上

～

３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

～

４
時
間
未
満

４
時
間
以
上

～

５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

無
回
答

2,391 0.7 5.7 20.1 29.6 23.0 10.6 9.1 1.3

フルタイムで就労 745 0.8 3.2 18.7 31.1 22.8 11.1 11.0 1.2

パート・アルバイト等で就労 981 0.5 6.2 19.0 29.7 23.4 11.6 8.2 1.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 0.8 7.8 24.3 28.9 20.7 8.6 8.6 0.4

これまで就労したことがな
い

63 - 3.2 25.4 15.9 33.3 6.3 12.7 3.2

無回答 62 3.2 11.3 14.5 29.0 22.6 12.9 1.6 4.8

三世代 117 - 4.3 22.2 31.6 17.9 10.3 12.8 0.9
核家族 1,981 0.8 5.8 20.3 30.0 23.5 10.1 8.4 1.1
ひとり親 189 - 4.8 16.4 27.5 21.7 15.9 12.2 1.6
ひとり親三世代 38 - 5.3 10.5 31.6 28.9 5.3 15.8 2.6
その他 38 5.3 2.6 23.7 18.4 23.7 5.3 15.8 5.3
無回答 28 - 14.3 25.0 17.9 7.1 28.6 3.6 3.6

  全  体

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別
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（９） 子どものインターネットの利用状況

問37 あて名のお子さんは、ご家庭でパソコンや携帯電話、スマートフォン、タブレットなどで

インターネットを使っていますか。（○は１つ）

図表－２９０  子どものインターネットの利用状況 

子どもがインターネットを利用しているかについては、「はい」の割合が64.9％となっており、

前回調査より約20ポイント増加している。 

子どもの学年別にみると、いずれの学年でも利用率は大きく増加しており、特に１～３年生では

約23ポイント増加している。 

64.9

45.5

56.7 

33.4

73.7

58.6

34.3

52.5

42.6 

64.4

25.3

39.4

0.9

2.1

0.7

2.2

1.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=2,391）

前回調査

（n=1,588）

今回（n=1,214）

前回（n=824）

今回（n=1,157）

前回（n=763）

はい いいえ 無回答 a

１
～
３
年
生   

 

４
～
６
年
生 

子
ど
も
の
学
年
別 
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（１０） 子どもの携帯電話・スマートフォン・タブレットなどの通信端末の所有状況

問38 あて名のお子さん自身は、携帯電話やスマートフォン、タブレットなどの通信端末を持っ

ていますか。（○は１つ） 

図表－２９１  子どもの携帯電話・スマートフォン・タブレットなどの通信端末の所有状況 

通信端末を所有しているかについては、「はい」の割合が37.0％となっており、前回調査より約

７ポイント増加している。 

子どもの学年別にみると、いずれの学年でも所有率は増加しており、特に４～６年生では約９ポ

イント増加している。

１
～
３
年
生   

 

４
～
６
年
生 

子
ど
も
の
学
年
別 

37.0

30.0

31.0 

26.2

43.4

34.2

62.1

67.9

68.3 

71.7

55.7

63.8

0.9

2.0

0.7

2.1

1.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=2,391）

前回調査

（n=1,588）

今回（n=1,214）

前回（n=824）

今回（n=1,157）

前回（n=763）

はい いいえ 無回答 a
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（１１） 自宅での学習状況

問33 お子さんは自宅で学習をしていますか。（○は１つ） 

図表－２９２  自宅での学習状況 

自宅での学習は、「ほぼ毎日する」（85.3％）が大半を占め、次いで「週に数回する」（7.9％）

となっている。 

世帯年収別にみると、400万円未満では、「月に数回する」「めったにしない」「まったくしない」

の合計が1割を超え、他の世帯に比べてやや高くなっている。 

子どもの学年別では、大きな違いはみられなかった。 

図表－２９３ 世帯年収別 学習の状況（単位：％） 

85.3

86.5

84.0

7.9

7.3

8.6

0.9

0.6

1.3

3.6

3.3

4.0

1.3

1.3

1.2

1.0

1.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

１～３年生

（n=1,214）

４～６年生

（n=1,157）

ほぼ毎日する 週に数回する 月に数回する めったにしない

まったくしない 無回答

標
本
数

（
人

）

ほ
ぼ
毎
日
す
る

週
に
数
回
す
る

月
に
数
回
す
る

め

っ
た
に
し
な
い

ま

っ
た
く
し
な
い

無
回
答

2,391 85.3 7.9 0.9 3.6 1.3 1.0
200 万円未満 149 83.2 5.4 2.0 4.0 4.0 1.3
200 ～300 万円未満 155 76.1 13.5 1.3 6.5 2.6 -
300 ～400 万円未満 244 77.5 9.4 2.5 8.2 0.8 1.6
400 ～500 万円未満 269 84.8 7.4 0.4 3.7 2.6 1.1
500 ～700 万円未満 631 86.8 7.0 1.1 3.5 0.5 1.1
700 ～1000万円未満 572 88.6 7.9 0.5 1.6 0.7 0.7
1000万円以上 303 88.4 7.3 - 2.6 1.0 0.7
無回答 68 83.8 8.8 - 1.5 2.9 2.9

  全  体

世
帯
年
収
別
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（１２） 勉強の成績

問34 お子さんの学校等での勉強の成績はいかがですか。（○は１つ） 

図表－２９４  勉強の成績 

勉強の成績は「普通」（35.3％）と「まあまあ良好」（33.8％）の割合が高くなっている。 

世帯年収別にみると、700～1000万円未満と1000万円以上では他の世帯に比べて「成績良好」

の割合が高くなっている。 

子どもの学年別では、大きな違いはみられなかった。 

図表－２９５ 世帯年収別 勉強の成績（単位：％） 

17.9

17.7

18.3

33.8

33.9

33.7

35.3

37.3

33.3

8.4

7.5

9.3

2.7

1.7

3.6

0.9

1.0

0.8

0.9

0.8

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

１～３年生

（n=1,214）

４～６年生

（n=1,157）

成績良好 まあまあ良好 普通 やや遅れている

かなり遅れている わからない 無回答

標
本
数

（
人

）

成
績
良
好

ま
あ
ま
あ
良
好

普
通

や
や
遅
れ
て
い
る

か
な
り
遅
れ
て
い

る わ
か
ら
な
い

無
回
答

2,391 17.9 33.8 35.3 8.4 2.7 0.9 0.9
200 万円未満 149 10.7 28.2 45.0 8.7 5.4 1.3 0.7
200 ～300 万円未満 155 14.2 24.5 38.1 14.8 7.1 1.3 -
300 ～400 万円未満 244 14.3 23.8 42.2 15.2 2.5 1.2 0.8
400 ～500 万円未満 269 11.9 34.9 38.7 8.9 3.0 1.5 1.1
500 ～700 万円未満 631 16.8 33.9 36.1 8.2 2.5 1.1 1.3
700 ～1000万円未満 572 22.9 37.9 30.1 6.5 1.2 0.5 0.9
1000万円以上 303 25.7 41.3 27.1 3.3 2.0 - 0.7
無回答 68 13.2 30.9 44.1 5.9 4.4 - 1.5

  全  体

世
帯
年
収
別
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（１３） 不登校、ひきこもりの経験

問35 お子さんは次の経験がありますか。（それぞれについて、「あった」「なかった」のいずれか

に○） 

不登校：病気やケガ以外の理由でおおむね年間30日以上学校を欠席したこと 

ひきこもり：おおむね半年以上ほとんど外出せず自宅内にこもっている状態 

図表－２９６  不登校、ひきこもりの経験 

不登校、ひきこもりの経験については、いずれについても、最近1年間や小学校入学以降にかか

わらず、「なかった」が9割超で大半を占めている。最近１年間に不登校の経験があった割合は1.6%、

ひきこもりの経験があった割合は0.3%となっている。 

＜最近１年間＞ 

＜小学校入学以降＞ 

1.6

0.3

97.2

98.2

1.1

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

不登校（ｎ=2,391）

ひきこもり（ｎ=2,391）

あった なかった 無回答

2.3

0.5

96.4

98.0

1.3

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

不登校（ｎ=2,391）

ひきこもり（ｎ=2,391）

あった なかった 無回答
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世帯年収別にみると、最近1年間・小学校入学以降のいずれにおいても、200万円未満では他の

世帯に比べて「不登校」（最近1年間：5.4％、小学校入学以降：8.7％）の経験があった割合が高

くなっている。 

図表－２９７ 世帯年収別  不登校、ひきこもりの経験があった割合（単位：％） 

不
登
校

ひ
き
こ
も
り

不
登
校

ひ
き
こ
も
り

2,391 1.6 0.3 2.3 0.5
200 万円未満 149 5.4 1.3 8.7 1.3
200 ～300 万円未満 155 1.3 - 3.9 0.6
300 ～400 万円未満 244 1.2 0.8 2.0 0.8
400 ～500 万円未満 269 2.6 1.1 3.0 1.1
500 ～700 万円未満 631 1.7 - 2.1 0.2
700 ～1000万円未満 572 0.9 - 1.0 0.3
1000万円以上 303 1.0 - 1.3 -
無回答 68 - - - -

小学校入学以降

  全  体

世
帯
年
収
別

標
本
数

（
人

）

最近1年間
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２． 留守家庭子ども会の利用状況 

（１） 利用状況

問10 あて名のお子さんについて、現在、留守家庭子ども会を利用していますか。（○は１つ） 

図表－２９８  留守家庭子ども会の利用状況 

留守家庭子ども会については、「利用していない」（82.9％）の割合が大半を占めているが、利

用率は前回調査よりやや増加している。 

子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて、１～３年生では利用率が高く３割弱となってお

り、利用率は前回調査よりやや増加している。 

16.2

13.8

26.7 

23.3

5.1

3.5

82.9

83.2

72.4 

73.9

94.3

93.3

0.9

3.0

0.9

2.8

0.6

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

（n=2,391）

前回調査

（n=1,588）

今回（n=1,214）

前回（n=824）

今回（n=1,157）

前回（n=763）

利用している 利用していない 無回答 a

１
～
３
年
生   

 

４
～
６
年
生 

子
ど
も
の
学
年
別 
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（２） 利用日数、利用している理由

問10－1① 【問10で「１」を選んだ方にうかがいます。】留守家庭子ども会の利用日数はどれく

らいですか。（枠内に数字を記入） 

図表－２９９ 留守家庭子ども会の 利用日数 

図表－３００ 留守家庭子ども会の 土曜日の利用状況 

問10－1② 【問10で「１」を選んだ方にうかがいます。】どういう理由で利用していますか。 

（○は１つ）

図表－３０１ 留守家庭子ども会を利用している理由 

21.6

21.9

20.3

76.5

77.2

72.9

1.8

0.9

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=388）

１～３年生

（n=324）

４～６年生

（n=59）

ある ない 無回答

1.8

1.9

1.7

3.1

2.8

5.1

10.8

10.5

13.6

11.1

12.0

6.8

60.6

60.2

59.3

11.6

12.0

10.2

1.0

0.6

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=388）

１～３年生

（n=324）

４～６年生

（n=59）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 無回答

94.6

96.0

86.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=388）

１～３年生

（n=324）

４～６年生

（n=59）

現在就労している 妊娠中である又は出産後間もない

家族・親族などを介護しなければならない 病気や障がいを持っている

学生である その他

無回答

0.0 0.3 1.8 0.0 0.8 2.6

0.0 0.3 1.2 0.0 0.6 1.9

0.0 0.0 5.1 0.0 1.7 6.8
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留守家庭子ども会の利用日数は、「５日」（60.6％）の割合が最も高く、次いで「6日」「4日」「3

日」がそれぞれ1割となっている。学年別にみると、１～３年生に比べて、４～６年生では『３日

以下』の割合が高くなっている。 

留守家庭子ども会の利用者のうち、土曜日の利用者の割合は21.6％となっている。学年別では、

大きな違いはみられなかった。 

留守家庭子ども会を利用している理由は、「現在就労している」の割合が9割超と大半を占めてい

る。 

（３） 利用していない理由

問10－2 【問10で「２」を選んだ方にうかがいます。】利用していない理由はなぜですか。（○は

１つ） 

図表－３０２  留守家庭子ども会を利用していない理由 

※「就労しているが父親又は母親が子どもより早く家に帰ることができるから」「就労しているが祖父母等の親族（同居含む）や知人に

預けているから」は今回調査で新規に追加された選択肢

留守家庭子ども会を利用していない理由は、「現在就労していないから」（30.5％）の割合が最

も高く、次いで「就労しているが放課後の短時間ならば子どもだけで留守番させても大丈夫だと思

うから」（19.8％）、「就労しているが父親又は母親が子どもより早く家に帰ることができるから」

（16.1％）となっている。 

前回調査と比較すると、「現在就労していないから」が15ポイント減少している。 

30.5

19.8

16.1

12.3

6.0

1.9

0.9

0.4

0.1

0.1

9.7

45.4

16.9

8.2

3.3

0.2

0.2

0.5

0.5

23.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

現在就労していないから

就労しているが放課後の短時間ならば子ど

もだけで留守番させても大丈夫だと思うから

就労しているが父親又は母親が子ど

もより早く家に帰ることができるから

就労しているが子どもは放課後の

クラブ活動や習い事をしているから

就労しているが祖父母等の親族

（同居含む）や知人に預けているから

就労しているが留守家庭子ども会は利用料がかかるから

就労しているが他の施設に預けているから

就労しているが留守家庭子ども会を知らなかったから

就労しているが留守家庭子ども会がないから

就労しているが留守家庭子ども会の開所時間が短いから

その他

今回調査（ｎ=1,982）

前回調査（ｎ=1,322）
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子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて、１～３年生では「現在就労していないから」

（38.1％）の割合が高く、一方で、４～６年生では「就労しているが放課後の短時間ならば子ど

もだけで留守番させても大丈夫だと思うから」（24.7％）、「就労しているが子どもは放課後のクラ

ブ活動や習い事をしているから」（14.3％）の割合が高くなっている。 

図表－３０３ 子どもの学年別 留守家庭子ども会を利用していない理由（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

現
在
就
労
し
て
い
な
い
か
ら

就
労
し
て
い
る
が
留
守
家
庭

子
ど
も
会
を
知
ら
な
か
っ
た

か
ら

就
労
し
て
い
る
が
留
守
家
庭

子
ど
も
会
が
な
い
か
ら

就
労
し
て
い
る
が
留
守
家
庭

子
ど
も
会
の
開
所
時
間
が
短

い
か
ら

就
労
し
て
い
る
が
留
守
家
庭

子
ど
も
会
は
利
用
料
が
か
か

る
か
ら

就
労
し
て
い
る
が
子
ど
も
は

放
課
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
習

い
事
を
し
て
い
る
か
ら

就
労
し
て
い
る
が
放
課
後
の

短
時
間
な
ら
ば
子
ど
も
だ
け

で
留
守
番
さ
せ
て
も
大
丈
夫

だ
と
思
う
か
ら

就
労
し
て
い
る
が
他
の
施
設

に
預
け
て
い
る
か
ら

就
労
し
て
い
る
が
祖
父
母
等

の
親
族

（
同
居
含
む

）
や
知

人
に
預
け
て
い
る
か
ら

就
労
し
て
い
る
が
父
親
又
は

母
親
が
子
ど
も
よ
り
早
く
家

に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

1,982 30.5 0.4 0.1 0.1 1.9 12.3 19.8 0.9 6.0 16.1 9.7 2.3

１～３年生 879 38.1 0.5 0.2 - 1.7 9.8 13.5 1.1 6.5 16.2 10.5 1.9

４～６年生 1,091 24.5 0.3 - 0.2 2.1 14.3 24.7 0.7 5.5 16.2 9.0 2.6

無回答 12 16.7 - - - - 16.7 33.3 - 16.7 - 16.7 -

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別
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３． 放課後等の遊び場づくり事業の利用意向 

（１） わいわい広場の認知度、利用意向

問11 福岡市では、全児童が利用できる平日の放課後に実施している「わいわい広場」、土日など

学校が休みの時に実施している「昼間校庭開放事業」がありますが、その利用意向はあり

ますか。（それぞれについて○は１つ。意向がある場合は、わいわい広場については希望日

数も記入。） 

図表－３０４  わいわい広場の認知度 

図表－３０５  わいわい広場の利用意向 

91.0

91.5

90.8

8.0

7.0

9.0

1.0

1.5

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

１～３年生

（n=1,214）

４～６年生

（n=1,157）

この事業を知っている この事業を知らない 無回答

39.0

51.9

25.8

26.1

18.0

34.6

29.9

25.0

35.1

5.0

5.2

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

１～３年生

（n=1,214）

４～６年生

（n=1,157）

利用させたい 利用させたいとは思わない わからない 無回答
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図表－３０６  わいわい広場の利用希望日数 

わいわい広場の認知度は91.0％と高い。 

利用意向は、「利用させたい」が全体で39.0％となっており、子どもの学年別にみると、１～３

年生で利用意向が高く51.9％となっている。 

利用希望者の利用希望日数は、「2日」（33.3％）の割合が最も高く、次いで「3日」（24.9％）、

「1日」（22.5％）となっている。 

22.5

24.0

19.7

33.3

34.8

30.8

24.9

23.7

26.4

2.0

2.1

2.0

8.1

7.9

8.7

9.1

7.6

12.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=933）

１～３年生

（n=630）

４～６年生

（n=299）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答
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（２） 昼間校庭開放事業の認知度、利用意向

問11 福岡市では、全児童が利用できる平日の放課後に実施している「わいわい広場」、土日など

学校が休みの時に実施している「昼間校庭開放事業」がありますが、その利用意向はあり

ますか。（それぞれについて○は１つ。意向がある場合は、わいわい広場については希望日

数も記入。） 

図表－３０７  昼間校庭開放事業の認知度 

図表－３０８  昼間校庭開放事業の利用意向 

昼間校庭開放事業の認知度は67.0%と高い。 

利用意向は、「利用させたい」が全体で46.6％となっており、子どもの学年別にみると、１～３

年生で利用意向がやや高く51.2％となっている。 

67.0

64.5

69.9

30.9

32.8

28.9

2.1

2.7

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

１～３年生

（n=1,214）

４～６年生

（n=1,157）

この事業を知っている この事業を知らない 無回答

46.6

51.2

41.9

15.8

14.0

17.8

32.6

29.7

35.7

5.0

5.2

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=2,391）

１～３年生

（n=1,214）

４～６年生

（n=1,157）

利用させたい 利用させたいとは思わない わからない 無回答
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４． 子育て支援サービスの認知と利用経験、今後の利用意向 

問16 福岡市の子育て支援サービスを知っていますか。また、これまでに利用したことはありま

すか。今後利用したいと思いますか。 

図表－３０９ 子育て支援サービスの認知 

①公民館や市民

センターなどの

子育て教室、講座 

②区保健福祉センター

での相談（電話含む）

③こども総合相談セン

ターでの相談

（電話含む）

⑥科学館での

子ども向け事業

⑦中央児童会館の

子育て支援や

子ども向け事業

⑤子ども食堂などの

地域の居場所活動

④ 区 保 健 福 祉 セ ン タ

ー、公民館、市民

センターなどでの

子ども向け事業

81.1

82.4

16.5

15.2

2.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

知っている 知らない 無回答

63.3

52.4

33.9

44.4

2.8

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

51.1

49.6

46.0

47.8

2.9

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

69.4

76.1

27.5

21.1

3.1

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

53.5

48.4

43.7

48.9

2.7

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

72.7 24.6 2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

41.3 55.8 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588） ※前回調査項目になし

※前回調査項目になし
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福岡市における子育て支援サービスの認知度（『事業を知っているか』で「はい」と答えた割合）

は、「①公民館や市民センターなどの子育て教室、講座」（81.1％）や「⑧市のホームページ」

（72.9％）、「⑥科学館での子ども向け事業」（72.7％）で特に高く、７割以上の保護者に知られ

ており、その他の事業は多くが5割以上の認知度となっている。 

前回調査と比較すると、「②区保健福祉センターでの相談（電話含む）」は約11ポイント、「⑦中

央児童会館の子育て支援事業」は約5ポイント、「⑧市のホームページ」は約9ポイント増加してい

る。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯では他の世帯に比べて、全体的に子育て支援サービスの認知

度が低くなっている。 

図表－３１０ 世帯分類別 子育て支援サービスを認知している人の割合 （単位：％） 

⑧市のホームページ

⑨子育て情報ガイド

（冊子）

72.9

63.5

24.3

33.9

2.7

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

61.7 35.5 2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588） ※前回調査項目になし

知っている 知らない 無回答

標
本
数

（
人

）

①
公
民
館
や
市
民
セ
ン

タ
ー

な
ど
の
子
育
て
教

室

、
講
座

②
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含
む

）

③
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含

む

）

④
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

、
公
民
館

、
市
民
セ

ン
タ
ー

な
ど
で
の
子
ど
も

向
け
事
業

⑤
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地

域
の
居
場
所
活
動

⑥
科
学
館
で
の
子
ど
も
向

け
事
業

⑦
中
央
児
童
会
館
の
子
育

て
支
援
や
子
ど
も
向
け
事

業 ⑧
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

⑨
子
育
て
情
報
ガ
イ
ド

（
冊
子

）

2,391 81.1 63.3 51.1 69.4 41.3 72.7 53.5 72.9 61.7

三世代 117 83.8 61.5 44.4 68.4 39.3 66.7 46.2 65.8 53.8

核家族 1,981 83.5 64.8 52.7 71.7 42.8 74.9 55.9 74.8 63.7

ひとり親 189 62.4 49.7 40.2 50.8 29.6 56.1 36.5 59.8 50.8

ひとり親三世代 38 63.2 71.1 50.0 57.9 34.2 68.4 42.1 76.3 50.0

その他 38 73.7 65.8 44.7 65.8 36.8 65.8 52.6 65.8 60.5

無回答 28 60.7 46.4 46.4 60.7 39.3 71.4 46.4 64.3 46.4

  全  体

世
帯
分
類
別
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図表－３１１ 子育て支援サービスの利用経験 

①公民館や市民

センターなどの

子育て教室、講座 

③こども総合相談セン

ターでの相談

（電話含む）

⑥科学館での

子ども向け事業

⑤子ども食堂などの

地域の居場所活動

40.5

41.1

50.9

50.9

8.6

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

これまでに利用したことがある これまでに利用したことがない 無回答

8.5

7.7

81.3

81.7

10.2

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

6.6

6.5

82.6

50.9

10.8

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

33.1

38.4

56.7

53.0

10.2

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

3.6 85.2 11.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

35.7 55.1 9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

19.9

14.8

70.2

75.9

9.9

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

※前回調査項目になし

※前回調査項目になし

②区保健福祉センター

での相談（電話含む）

④ 区 保 健 福 祉 セ ン タ

ー、公民館、市民

センターなどでの

子ども向け事業

⑦中央児童会館の

子育て支援や

子ども向け事業
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福岡市における子育て支援サービスの利用経験（『これまでに利用したことがあるか』で「はい」

と答えた割合）は、「①公民館や市民センターなどの子育て教室、講座」（40.5％）や「⑧市のホ

ームページ」（36.8％）、「⑥科学館の子ども向け事業」（35.7％）、「④公民館や市民センターの子

ども向け事業」（33.1％）で高くなっている。「③こども総合相談センターでの相談（電話含む）」

（6.6％）、「②区保健福祉センターでの相談（電話含む）」（8.5％）などは1割未満となっている。 

前回調査と比較すると、「⑦中央児童会館の子育て支援事業」は約5ポイント増加し、「⑧市のホ

ームページ」は約４ポイント増加している。 

世帯年収別にみると、200万円未満では他の世帯に比べて、「①公民館や市民センターなどの子

育て教室、講座」（24.8％）、「④公民館や市民センターの子ども向け事業」（19.5％）、「⑥科学館

での子ども向け事業」（22.1％）、「⑧市のホームページ」（26.2％）の割合が低くなっている。1000

万円以上では他の世帯に比べ「⑥科学館での子ども向け事業」（45.9％）、「⑦中央児童会館の子育

て支援事業」（31.7％）の割合が高くなっている。 

図表－３１２ 世帯年収別 子育て支援サービスを利用したことのある人の割合 （単位：％） 

 

⑧市のホームページ

36.8

32.6

53.3

58.3

9.9

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

29.6 60.4 10.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588） ※前回調査項目になし

これまでに利用したことがある これまでに利用したことがない 無回答

⑨子育て情報ガイド

（冊子）

標
本
数

（
人

）

①
公
民
館
や
市
民
セ
ン

タ
ー

な
ど
の
子
育
て
教

室

、
講
座

②
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含
む

）

③
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含

む

）

④
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

、
公
民
館

、
市
民
セ

ン
タ
ー

な
ど
で
の
子
ど
も

向
け
事
業

⑤
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地

域
の
居
場
所
活
動

⑥
科
学
館
で
の
子
ど
も
向

け
事
業

⑦
中
央
児
童
会
館
の
子
育

て
支
援
や
子
ど
も
向
け
事

業 ⑧
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

⑨
子
育
て
情
報
ガ
イ
ド

（
冊
子

）

2,391 40.5 8.5 6.6 33.1 3.6 35.7 19.9 36.8 29.6

200 万円未満 149 24.8 8.1 10.1 19.5 4.7 22.1 11.4 26.2 24.8

200 ～300 万円未満 155 32.3 13.5 9.7 23.9 7.1 26.5 16.1 34.2 31.6

300 ～400 万円未満 244 38.5 11.9 7.4 34.4 3.7 27.9 17.6 29.5 28.7

400 ～500 万円未満 269 42.8 8.9 6.3 33.5 4.1 35.3 18.2 32.3 27.1

500 ～700 万円未満 631 42.6 7.6 6.7 34.5 3.6 36.1 16.2 38.7 29.5

700 ～1000万円未満 572 43.4 7.5 6.1 36.0 2.3 39.2 22.9 40.7 32.0

1000万円以上 303 43.9 7.3 4.0 34.7 2.0 45.9 31.7 41.9 29.4

無回答 68 32.4 7.4 7.4 32.4 7.4 38.2 19.1 35.3 29.4

  全  体

世
帯
年
収
別
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図表－３１３ 子育て支援サービスの利用意向 

①公民館や市民

センターなどの

子育て教室、講座 

③こども総合相談セン

ターでの相談

（電話含む）

⑥科学館での

子ども向け事業

⑤子ども食堂などの

地域の居場所活動

36.3

39.9

51.7

49.0

12.0

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

今後利用したい 今後利用したいとは思わない 無回答

24.7

23.6

63.4

64.4

12.0

12.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

26.8

24.1

61.0

64.5

12.2

11.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

47.3

55.2

40.7

34.4

12.0

10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

26.1 61.8 12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

69.6 19.5 10.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

37.3

31.0

51.4

58.4

11.3

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

※前回調査項目になし

※前回調査項目になし

②区保健福祉センター

での相談（電話含む）

④ 区 保 健 福 祉 セ ン タ

ー、公民館、市民

センターなどでの

子ども向け事業

⑦中央児童会館の

子育て支援や

子ども向け事業
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福岡市における子育て支援サービスの利用意向（『今後利用したいか』で「はい」と答えた割合）

は、「⑥科学館での子ども向け事業」（69.6％）、「⑧市のホームページ」（56.1％）、「⑨子育て情

報ガイド」（54.0％）で相対的に高くなっている。「②区保健福祉センターでの相談（電話含む）」

（24.7％）、「③こども総合相談センターでの相談（電話含む）」（26.8％）などは相対的に低くな

っている。 

前回調査と比較すると、「⑦中央児童会館の子育て支援事業」は約６ポイント増加している。 

子どもの年齢別にみると、利用意向は全体的に４～６年生に比べて１～３年生で高く、特に「①

公民館や市民センターなどの子育て教室、講座」「⑦中央児童会館の子育て支援事業」の利用意向

は、それぞれ11ポイント高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯では他の世帯に比べ「⑤子ども食堂などの地域の居場所活動」

（34.4％）の利用意向の割合が高くなっている。 

図表－３１４ 子どもの学年別・世帯分類別 

子育て支援サービスを今後利用したい人の割合 （単位：％） 

 

⑧市のホームページ

56.1

52.6

32.2

36.5

11.6

10.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588）

54.0 34.8 11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(ｎ=2,931）

前回調査(ｎ=1,588） ※前回調査項目になし

今後利用したい 今後利用したいとは思わない 無回答

⑨子育て情報ガイド

（冊子）

標
本
数

（
人

）

①
公
民
館
や
市
民
セ
ン

タ
ー

な
ど
の
子
育
て
教

室

、
講
座

②
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含
む

）

③
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

で
の
相
談

（
電
話
含

む

）

④
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

、
公
民
館

、
市
民
セ

ン
タ
ー

な
ど
で
の
子
ど
も

向
け
事
業

⑤
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地

域
の
居
場
所
活
動

⑥
科
学
館
で
の
子
ど
も
向

け
事
業

⑦
中
央
児
童
会
館
の
子
育

て
支
援
や
子
ど
も
向
け
事

業 ⑧
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

⑨
子
育
て
情
報
ガ
イ
ド

（
冊
子

）

2,391 36.3 24.7 26.8 47.3 26.1 69.6 37.3 56.1 54.0

１～３年生 1,214 41.4 25.7 28.2 50.7 26.9 73.1 42.8 58.0 57.2

４～６年生 1,157 30.7 23.6 25.3 43.6 25.1 65.9 31.7 53.9 50.8

無回答 20 50.0 25.0 30.0 55.0 40.0 70.0 25.0 70.0 45.0

三世代 117 31.6 23.1 25.6 47.9 19.7 64.1 32.5 52.1 50.4

核家族 1,981 37.2 25.0 27.3 48.2 25.8 71.1 38.2 57.3 55.0

ひとり親 189 28.6 22.8 23.8 38.6 34.4 60.8 33.3 49.7 50.3

ひとり親三世代 38 34.2 23.7 21.1 39.5 28.9 63.2 28.9 47.4 44.7

その他 38 42.1 28.9 28.9 50.0 15.8 63.2 39.5 50.0 57.9

無回答 28 39.3 17.9 21.4 42.9 28.6 64.3 28.6 53.6 35.7

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

世
帯
分
類
別
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５． 地域の子育て環境 

（１） 利用した公共施設

問43 過去１年間にあて名のお子さんとともに利用した公共施設はどこですか。（あてはまるもの

すべてに○） 

図表－３１５  利用した公共施設 

※「福岡市科学館」「福岡市動物園・植物園」「福岡市博物館・アジア美術館」は今回調査で新規で追加された項目

過去1年間に子どもとともに利用した公共施設としては、「福岡市科学館」（52.9％）の割合が最

も高く、次いで「小中学校の校庭、体育館」（51.5％）、「総合図書館・各区の市民図書館」（45.9％）、

「市民体育館、各区体育館、市民プール」（43.4％）、「公民館」（40.5％）、「福岡市動物園・植物

園」（40.2％）となっている。 

前回調査と比較すると、「公民館」の割合が約7ポイント増加し、「総合図書館・各区の市民図書

館」の割合は約5ポイント減少している。 

52.9

51.5

45.9

43.4

40.5

40.2

21.4

14.1

9.3

6.5

2.1

50.5

50.6

40.1

33.9

10.7

4.8

6.1

2.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

福岡市科学館

小中学校の校庭、体育館

総合図書館・各区の市民図書館

市民体育館、各区体育館、市民プール

公民館

福岡市動物園・植物園

福岡市博物館・アジア美術館

市民センター

中央児童会館あいくる

利用していない

その他

今回調査(ｎ=2,391)

前回調査(ｎ=1,518)
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子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて、１～３年生では「総合図書館・各区の市民図書

館」（47.9％）、「小中学校の校庭、体育館」（56.5％）、「福岡市動物園・植物園」（50.0％）、「福

岡市科学館」（55.0％）の割合がやや高くなっている。 

世帯年収別にみると、年収が高い世帯ほど「総合図書館・各区の市民図書館」の割合は高くなっ

ている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯では他の世帯に比べて「公民館」（29.6％）や「総合図書館・

各区の市民図書館」（28.6％）の割合が低くなっている。 

図表－３１６ 子どもの学年別・世帯年収別・世帯分類別 利用した公共施設 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

公
民
館

市
民
セ
ン
タ
ー

総
合
図
書
館
・
各
区
の
市

民
図
書
館

市
民
体
育
館

、
各
区
体
育

館

、
市
民
プ
ー

ル

小
中
学
校
の
校
庭

、
体
育

館 福
岡
市
動
物
園
・
植
物
園

2,391 40.5 14.1 45.9 43.4 51.5 40.2

１～３年生 1,214 41.9 14.3 47.9 43.1 56.5 50.0

４～６年生 1,157 38.6 13.9 43.6 43.6 46.1 29.6

無回答 20 60.0 20.0 55.0 50.0 60.0 55.0

200 万円未満 149 30.2 8.7 31.5 38.9 44.3 40.9

200 ～300 万円未満 155 42.6 13.5 32.3 34.8 43.9 37.4

300 ～400 万円未満 244 38.1 11.5 35.2 33.2 49.6 38.5

400 ～500 万円未満 269 41.3 14.5 44.2 47.6 50.9 43.1

500 ～700 万円未満 631 43.6 15.7 48.3 44.8 52.0 39.6

700 ～1000万円未満 572 39.5 16.1 50.5 45.6 54.5 39.2

1000万円以上 303 41.3 12.2 57.1 47.2 54.1 41.6

無回答 68 39.7 13.2 42.6 44.1 51.5 45.6

三世代 117 39.3 17.9 35.0 38.5 46.2 31.6
核家族 1,981 41.6 14.5 48.2 44.5 52.5 40.8
ひとり親 189 29.6 8.5 28.6 34.9 43.9 38.6
ひとり親三世代 38 50.0 15.8 47.4 39.5 50.0 44.7
その他 38 23.7 13.2 39.5 47.4 47.4 28.9
無回答 28 46.4 10.7 53.6 42.9 60.7 46.4

標
本
数

（
人

）

福
岡
市
博
物
館
・
ア
ジ
ア
美

術
館

中
央
児
童
会
館
あ
い
く
る

福
岡
市
科
学
館

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

2,391 21.4 9.3 52.9 2.1 6.5 1.0

１～３年生 1,214 22.0 12.2 55.0 2.5 5.1 0.6

４～６年生 1,157 20.6 6.3 50.5 1.7 8.1 1.3

無回答 20 35.0 5.0 65.0 5.0 - 5.0

200 万円未満 149 20.1 8.7 42.3 4.0 10.7 3.4

200 ～300 万円未満 155 16.1 4.5 44.5 1.9 11.0 -

300 ～400 万円未満 244 15.6 9.8 38.9 1.6 11.5 1.6

400 ～500 万円未満 269 18.6 6.7 47.6 1.5 8.6 0.4

500 ～700 万円未満 631 18.5 8.2 53.9 2.9 4.3 0.8

700 ～1000万円未満 572 24.5 10.8 58.6 1.6 5.2 0.5

1000万円以上 303 32.7 13.9 65.7 2.0 4.3 1.0

無回答 68 19.1 5.9 52.9 1.5 2.9 2.9

三世代 117 17.9 6.8 48.7 1.7 13.7 0.9
核家族 1,981 22.1 9.9 54.2 2.1 5.5 0.9
ひとり親 189 19.6 7.9 43.4 4.2 12.7 1.6
ひとり親三世代 38 18.4  - 52.6 - 2.6 -
その他 38 10.5 2.6 50.0 - 15.8 -
無回答 28 21.4 7.1 50.0 - 3.6 7.1

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

世
帯
分
類
別

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

世
帯
分
類
別

世
帯
年
収
別

世
帯
年
収
別
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（２） 近所にあったらよいと思う遊び場

問39 あて名のお子さんが遊ぶ場所として、近所にあったらよいと思うものは何ですか。（○は２

つまで） 

図表－３１７  近所にあったらよいと思う遊び場 

近所にあったらよい思う遊び場は、「雨の日でも自由に遊べる場所」（63.4％）の割合が最も高

く、次いで「絵を描いたり、工作、劇など家ではできないことができる場所」（32.8％）、「野球や

サッカーのできる場所」（27.3％）、「かくれんぼや冒険遊びができる原っぱや空き地」（21.7％）

となっている。

前回調査と比較すると、「雨の日でも自由に遊べる場所」は約5ポイント増加、「絵を描いたり、

工作、劇など家ではできないことができる場所」は約10ポイント増加している。 

63.4

32.8

27.3

21.7

18.8

17.2

9.9

3.1

58.8

23.2

24.9

25.9

14.5

17.3

11.6

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

雨の日でも自由に遊べる場所

絵を描いたり、工作、劇など家ではできないことができる場所

野球やサッカーのできる場所

かくれんぼや冒険遊びができる原っぱや空き地

ブランコやすべり台などの遊具のある公園

自然が残され、虫や鳥がいる場所

木登りやどろんこ遊びができる場所

その他

今回調査(ｎ=2,391)

前回調査(ｎ=1,518)
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（３） 居住地域の子育て環境で不満なこと

問40 お住まいの地域の子育て環境で不満なことは何ですか。（○は３つまで） 

図表－３１８  居住地区の子育て環境で不満なこと 

居住地区の子育て環境で不満なことは、「大声を出したり、ボールやバットを使って自由に安心

して遊べる場所が少ない」（36.7％）の割合が最も高く、次いで「通学路が狭い、交通量が多いな

ど道路環境が悪い」（36.5％）、「暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害

にあわないか心配なこと」（26.6％）となっている。 

前回調査と比較すると、「特に不満はない」の割合は約5ポイント増加している。 

36.7

36.5

26.6

13.6

7.9

6.6

6.1

3.3

2.4

2.0

3.9

21.3

39.4

37.9

29.0

17.2

7.9

8.5

6.2

2.4

4.9

1.3

4.2

15.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

大声を出したり、ボールやバットを使っ

て自由に安心して遊べる場所が少ない

通学路が狭い、交通量が多いなど道路環境が悪い

暗い通りや見通しのきかないところが多く、

子どもが犯罪の被害にあわないか心配なこと

公園や緑が少なく、安心して遊べる所が少ない

学校が遠くて通学に不便

近所に子どもが少ない

隣近所とのつきあいがない

昼間にあまり大人がいない

子どもにとって有害なものがあ

るなど、周りの生活環境が悪い

地域に住民が集まるような場所がない

その他

特に不満はない

今回調査(ｎ=2,391)

前回調査(ｎ=1,518)
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子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて、１～３年生では「通学路が狭い、交通量が多い

など道路環境が悪い」（38.7％）の割合が高く、４～６年生では「大声を出したり、ボールやバッ

トを使って自由に安心して遊べる場所が少ない」（40.6％）の割合が高い。

居住区別にみると、博多区では他の区に比べて「通学路が狭い、交通量が多いなど道路環境が悪

い」（47.9％）の割合が高くなっている。 

図表－３１９ 子どもの学年別・居住区別 居住地域の子育て環境で不満なこと（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

子
ど
も
に
と

っ
て
有
害
な

も
の
が
あ
る
な
ど

、
周
り

の
生
活
環
境
が
悪
い

通
学
路
が
狭
い

、
交
通
量

が
多
い
な
ど
道
路
環
境
が

悪
い

暗
い
通
り
や
見
通
し
の
き

か
な
い
と
こ
ろ
が
多
く

、

子
ど
も
が
犯
罪
の
被
害
に

あ
わ
な
い
か
心
配
な
こ
と

公
園
や
緑
が
少
な
く

、
安

心
し
て
遊
べ
る
所
が
少
な

い 大
声
を
出
し
た
り

、
ボ
ー

ル
や
バ
ッ
ト
を
使

っ
て
自

由
に
安
心
し
て
遊
べ
る
場

所
が
少
な
い

学
校
が
遠
く
て
通
学
に
不

便 昼
間
に
あ
ま
り
大
人
が
い

な
い

2,391 2.4 36.5 26.6 13.6 36.7 7.9 3.3

１～３年生 1,214 2.4 38.7 26.2 13.9 32.9 8.1 3.6

４～６年生 1,157 2.4 34.1 27.1 13.1 40.6 7.4 3.1

無回答 20 - 35.0 30.0 20.0 35.0 30.0 -

東区 516 2.1 33.1 26.9 12.2 35.9 8.5 4.5
博多区 238 4.2 47.9 29.0 16.8 31.5 7.1 4.2
中央区 242 2.1 40.9 21.9 19.4 42.6 5.8 0.4
南区 416 1.9 39.7 28.4 11.8 36.8 7.5 3.4
城南区 215 0.9 40.0 31.6 14.0 43.7 7.0 2.3
早良区 420 2.6 33.1 26.0 14.3 39.5 5.0 3.1
西区 323 3.1 27.6 22.9 9.9 29.1 13.0 4.3
無回答 21 - 42.9 33.3 19.0 33.3 28.6 -

標
本
数

（
人

）

近
所
に
子
ど
も
が
少
な
い

地
域
に
住
民
が
集
ま
る
よ
う

な
場
所
が
な
い

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
が
な

い そ
の
他

特
に
不
満
は
な
い

無
回
答

2,391 6.6 2.0 6.1 3.9 21.3 2.0

１～３年生 1,214 7.6 2.9 6.0 3.6 22.4 1.6

４～６年生 1,157 5.6 1.2 6.2 4.2 20.4 2.4

無回答 20 10.0 - 10.0 - 10.0 5.0

東区 516 9.5 2.3 5.4 3.9 23.6 2.9
博多区 238 5.9 2.9 5.9 3.4 18.9 0.8
中央区 242 5.4 4.5 7.4 2.9 19.8 0.4
南区 416 6.5 1.0 5.0 3.1 18.8 1.9
城南区 215 4.2 1.4 5.6 2.8 15.3 2.8
早良区 420 6.0 1.2 6.0 5.7 22.1 2.4
西区 323 6.2 2.2 8.4 4.6 27.6 1.9
無回答 21 9.5 - 9.5 - 9.5 4.8

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

居
住
区
別

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

居
住
区
別
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６． 生活体験・自然体験 

（１） 子どもと保護者の体験

問41 過去1年間に、お子さんと次のような体験をしたり行ったりしたことがありますか。（あて

はまるものすべてに○） 

図表－３２０  子どもと保護者の体験 

この1年間に子どもと保護者がいっしょに体験したことは、「家族旅行」（77.4％）の割合が最も

高く、次いで「映画館」（73.9％）、「野外活動（キャンプ、山登り、海水浴等）」（59.5％）、「図

書館」（51.2％）となっている。 

子どもの学年別にみると、いずれの項目も４～６年生より１～３年生では割合が高くなっており、

「動物園・植物園」は約23ポイントの差がある。 

77.4

73.9

59.5

51.2

50.9

32.5

16.6

15.1

12.1

2.3

80.5

75.3

65.3

53.4

62.0

33.3

17.3

16.4

12.8

1.5

74.1

72.3

53.4

48.7

39.2

31.5

15.7

13.8

11.4

3.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族旅行

映画館

野外活動（キャンプ、山登り、海水浴等）

図書館

動物園・植物園

博物館

美術館

演劇・舞台

コンサート

特にない

全体(ｎ=2,391)

１～３年生(ｎ=1,214)

４～６年生(ｎ=1,157)
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世帯年収別にみると、400万円未満では他の世帯に比べて「家族旅行」や「図書館」の割合が低

くなっている。1000万円以上では「家族旅行」（89.8％）、「野外活動（キャンプ、山登り、海水

浴等）」（63.7％）、「図書館」（28.4％）、「映画館」（71.3％）、「美術館」（81.8％）の割合が高く

なっている。 

図表－３２１ 世帯年収別 子どもと保護者の体験（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

家
族
旅
行

映
画
館

野
外
活
動

（
キ
ャ
ン
プ

、

山
登
り

、
海
水
浴
等

）

図
書
館

動
物
園
・
植
物
園

博
物
館

美
術
館

演
劇
・
舞
台

コ
ン
サ
ー

ト

特
に
な
い

無
回
答

2,391 77.4 59.5 51.2 16.6 32.5 50.9 73.9 15.1 12.1 2.3 0.7

200 万円未満 149 59.7 59.1 37.6 15.4 28.2 52.3 75.2 14.8 11.4 3.4 1.3

200 ～300 万円未満 155 59.4 45.8 35.5 12.3 22.6 47.7 63.9 10.3 10.3 7.1 -

300 ～400 万円未満 244 65.6 52.0 40.2 11.9 26.2 44.7 70.5 8.2 11.1 3.3 0.8

400 ～500 万円未満 269 70.6 61.7 49.4 12.6 25.3 51.3 71.7 16.4 10.4 1.1 1.1

500 ～700 万円未満 631 81.6 60.4 53.6 14.1 32.5 49.6 74.2 15.1 9.5 2.5 0.6

700 ～1000万円未満 572 84.6 58.6 55.6 18.7 37.2 53.3 74.5 15.7 12.6 1.6 0.2

1000万円以上 303 89.8 71.3 63.7 28.4 45.2 54.8 81.8 22.8 20.5 0.3 1.0

無回答 68 70.6 57.4 48.5 16.2 19.1 51.5 73.5 8.8 10.3 2.9 2.9

  全  体

世
帯
年
収
別
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（２） 最近の子どもに不足している生活体験・自然体験

問42 「最近の子どもには、生活体験や自然体験など『体験』が不足している」と言われていま

すが、特にどのような「体験」が不足していると思いますか。（○は３つまで） 

図表－３２２  最近の子どもに不足している生活体験・自然体験 

最近の子どもに不足していると思う生活体験としては、「自然の中でキャンプをするなど自給自

足的な生活をする」（44.6％）の割合が最も高く、次いで「野山や公園などで草花などの植物を鑑

賞したり、昆虫などの動物を観察、採集したりする」（33.9％）、「子どもどうしで遊びやスポーツ

などの活動をする」（30.2％）、「外国人との交流活動を行う」（26.7％）となっている。 

前回調査と比較すると、「外国人との交流活動を行う」の割合は5ポイント増加しており、一方、

「自然の中でキャンプをするなど自給自足的な生活をする」「野山や公園などで草花などの植物を

鑑賞したり、昆虫などの動物を観察、採集したりする」「子どもどうしで遊びやスポーツなどの活

動をする」「お年寄りから、日本の伝統的な工芸、芸術（竹細工、折紙等）や遊び（石けり、お手

玉など）を習う」はそれぞれ４～５ポイント減少している。 

44.6

33.9

30.2

26.7

25.4

20.8

17.0

15.6

15.0

0.9

7.4

49.1

39.0

34.1

21.7

30.1

20.1

12.8

13.2

14.4

1.1

4.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自然の中でキャンプをするなど自給自足的な生活をする

野山や公園などで草花などの植物を鑑賞し

たり、昆虫などの動物を観察、採集したりする

子どもどうしで遊びやスポーツなどの活動をする

外国人との交流活動を行う

お年寄りから、日本の伝統的な工芸、芸術（竹細

工、折紙等）や遊び（石けり、お手玉など）を習う

地域社会におけるボランティア活動に参加する

商店や工場などで職場体験をする

大人とともに地域の行事や催しものに参加し、活動する

料理を作ったり食事の後片付けをしたりする

その他

特にない

今回調査(ｎ=2,391)

前回調査(ｎ=1,518)
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子どもの学年別にみると、１～３年生に比べて、４～６年生では「料理を作ったり食事の後片付

けをしたりする」（17.1％）の割合がやや高くなっている。 

図表－３２３ 子どもの学年別 最近の子どもに不足している生活体験・自然体験 （単位：％） 

標
本
数

（
人

）

料
理
を
作

っ
た
り
食
事
の

後
片
付
け
を
し
た
り
す
る

子
ど
も
ど
う
し
で
遊
び
や

ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
活
動
を

す
る

大
人
と
と
も
に
地
域
の
行

事
や
催
し
も
の
に
参
加

し

、
活
動
す
る

お
年
寄
り
か
ら

、
日
本
の

伝
統
的
な
工
芸

、
芸
術

（
竹
細
工

、
折
紙
等

）
や

遊
び

（
石
け
り

、
お
手
玉

な
ど

）
を
習
う

自
然
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
を

す
る
な
ど
自
給
自
足
的
な

生
活
を
す
る

野
山
や
公
園
な
ど
で
草
花

な
ど
の
植
物
を
鑑
賞
し
た

り

、
昆
虫
な
ど
の
動
物
を

観
察

、
採
集
し
た
り
す
る

2,391 15.0 30.2 15.6 25.4 44.6 33.9

１～３年生 1,214 13.2 31.7 16.7 25.1 45.1 34.3

４～６年生 1,157 17.1 28.9 14.4 25.7 44.0 33.4

無回答 20 5.0 20.0 10.0 25.0 50.0 35.0

標
本
数

（
人

）

地
域
社
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

商
店
や
工
場
な
ど
で
職
場
体

験
を
す
る

外
国
人
と
の
交
流
活
動
を
行

う そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,391 20.8 17.0 26.7 0.9 7.4 1.3

１～３年生 1,214 19.1 18.2 27.7 0.6 7.4 1.1

４～６年生 1,157 22.5 15.8 25.9 1.1 7.4 1.6

無回答 20 30.0 15.0 10.0 5.0 5.0 5.0

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別
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第６章  行政への要望 

１． 充実してほしい子育て支援 

問45 あなたは、どのような子育て支援の充実を図ってほしいですか。（○は３つまで） 

図表－３２４ 充実してほしい子育て支援 

充実してほしい子育て支援は、「子育てにかかる費用負担を軽減してほしい」（75.0％）の割合

が最も高く、次いで「安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい」（30.4％）、「子

連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機会がほしい」（27.9％）となっている。 

75.0

30.4

27.9

25.2

17.5

13.8

8.2

7.2

6.9

5.6

4.6

4.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子育てにかかる費用負担を軽減してほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい

子連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機会がほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業

に対して職場環境の改善を働きかけてほしい

専業主婦など誰でも気軽に利用できる保育サービスがほしい

地域で子どもを見守り、育むしくみを充実してほしい

子どもや親子が安心して集まり、遊び

や情報交換ができる場を作ってほしい

子育ての楽しさや大切さを広く世の中に知らせてほしい

多子世帯の優先入居や広い部屋の

割り当てなど、住宅面の配慮がほしい

子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場を作ってほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

その他

特にない
全体(ｎ=2,391)

2.5
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子どもの学年別にみると、４～６年生に比べて、１～３年生では「子連れでも出かけやすく、楽

しめるイベントの機会がほしい」（33.0％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、就労していない場合は「専業主婦など誰でも気軽に利用できる保育

サービスがほしい」（34.6％）、フルタイムで就労している場合は「残業時間の短縮や休暇の取得

促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい」（35.7％）の割合が高くなっている。

世帯分類別にみると、ひとり親では他の世帯より、「安心して子どもが医療機関にかかれる体制

を整備してほしい」（21.2％）の割合が低く、「多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、

住宅面の配慮がほしい」（18.0％）の割合が高くなっている。ひとり親三世代では他の世帯より、

「子連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機会がほしい」（47.4％）の割合が高くなってい

る。 

図表－３２５ 子どもの学年別・母親の就労状況別・世帯分類別 

充実してほしい子育て支援（単位：％） 

 

標
本
数

（
人

）

子
育
て
に
か
か
る
費
用
負

担
を
軽
減
し
て
ほ
し
い

子
ど
も
や
親
子
が
安
心
し

て
集
ま
り

、
遊
び
や
情
報

交
換
が
で
き
る
場
を
作
っ

て
ほ
し
い

子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す

く

、
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

の
機
会
が
ほ
し
い

地
域
で
子
ど
も
を
見
守

り

、
育
む
し
く
み
を
充
実

し
て
ほ
し
い

子
育
て
に
困

っ
た
時
に
相

談
し
た
り

、
情
報
が
得
ら

れ
る
場
を
作

っ
て
ほ
し
い

専
業
主
婦
な
ど
誰
で
も
気

軽
に
利
用
で
き
る
保
育

サ
ー

ビ
ス
が
ほ
し
い

安
心
し
て
子
ど
も
が
医
療

機
関
に
か
か
れ
る
体
制
を

整
備
し
て
ほ
し
い

2,391 75.0 8.2 27.9 13.8 5.6 17.5 30.4

１～３年生 1,214 74.3 9.1 33.0 14.4 4.5 21.1 27.4

４～６年生 1,157 75.8 7.3 22.5 13.1 6.7 13.8 33.7

無回答 20 75.0 - 25.0 20.0 5.0 15.0 25.0

フルタイムで就労 745 72.5 6.0 27.2 15.7 4.8 7.9 30.1

パート・アルバイト等で就労 981 79.2 8.2 27.4 13.0 5.6 16.0 33.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 72.8 10.8 30.8 13.9 5.7 34.6 26.2

これまで就労したことがな
い

63 58.7 7.9 17.5 9.5 11.1 19.0 39.7

無回答 62 77.4 14.5 27.4 6.5 8.1 14.5 21.0

三世代 117 72.6 10.3 28.2 14.5 3.4 8.5 31.6
核家族 1,981 75.4 8.3 27.6 13.9 5.6 18.7 31.3
ひとり親 189 76.2 8.5 26.5 13.8 5.8 14.3 21.2
ひとり親三世代 38 71.1 2.6 47.4 7.9 7.9 7.9 26.3
その他 38 68.4 5.3 31.6 7.9 5.3 10.5 36.8
無回答 28 64.3 3.6 25.0 17.9 7.1 17.9 21.4

標
本
数

（
人

）

多
子
世
帯
の
優
先
入
居
や
広

い
部
屋
の
割
り
当
て
な
ど

、

住
宅
面
の
配
慮
が
ほ
し
い

残
業
時
間
の
短
縮
や
休
暇
の

取
得
促
進
な
ど

、
企
業
に
対

し
て
職
場
環
境
の
改
善
を
働

き
か
け
て
ほ
し
い

子
育
て
の
楽
し
さ
や
大
切
さ

を
広
く
世
の
中
に
知
ら
せ
て

ほ
し
い

子
育
て
に
つ
い
て
学
べ
る
機

会
を
作
っ
て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,391 6.9 25.2 7.2 4.6 4.6 2.5 2.2

１～３年生 1,214 6.9 25.9 7.1 4.8 4.4 2.1 2.1

４～６年生 1,157 7.0 24.5 7.4 4.3 4.6 3.0 2.2

無回答 20 5.0 30.0 - 10.0 15.0 - 5.0

フルタイムで就労 745 8.2 35.7 8.7 4.4 6.0 2.4 2.1

パート・アルバイト等で就労 981 6.6 21.7 6.0 4.9 4.1 2.0 2.0

以前は就労していたが、
現在は就労していない

526 5.5 20.9 7.4 4.4 3.8 2.5 2.1

これまで就労したことがな
い

63 12.7 9.5 7.9 6.3 - 6.3 4.8

無回答 62 4.8 9.7 6.5 3.2 4.8 4.8 3.2

三世代 117 5.1 19.7 11.1 3.4 4.3 3.4 0.9
核家族 1,981 6.0 25.1 6.9 4.6 4.3 2.2 2.2
ひとり親 189 18.0 29.1 7.9 4.8 6.9 4.8 1.1
ひとり親三世代 38 10.5 34.2 2.6 - 2.6 2.6 2.6
その他 38 2.6 18.4 10.5 2.6 2.6 5.3 5.3
無回答 28 10.7 25.0 7.1 14.3 14.3 3.6 7.1

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別

  全  体

子
ど
も
の

学
年
別

母
親
の
就
労
状
況
別

世
帯
分
類
別
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２． 自由意見 

教育・保育環境の充実や子育て支援など、福岡市の子ども施策に関する取り組みに関して福岡市

へのご意見がございましたら、自由にご記入ください 

回答者1,991人から、3,432件の意見が挙げられている。主な項目を整理すると、以下のとお

りである。 

図表－３２６ 自由意見 

分類 件数

◆⼩学校について 102
教育内容の充実 35
教員、学校側の対応、教育委員会 21
施設の整備（エアコンの設置、トイレ、図書室の充実等） 9
給⾷の充実 5
学区割の⾒直し 5
校庭や図書室を開放してほしい 4
その他 23

◆学童保育について 36
利⽤条件の緩和 13
内容の充実 12
利⽤時間の充実（時間の延⻑、⼟曜⽇・⽇曜⽇・⻑期休暇時の実施等） 11

◆放課後等の遊び場づくり事業 13
わいわい広場（全ての⼩学校で実施してほしい、内容の充実等） 11
その他 2

◆公園や公共施設について 76
公園の管理・整備（安全の確保、遊具の充実等） 36
公園の増設 13
公⺠館の充実 9
図書館の充実 3
その他（市⺠体育館は利⽤しづらい等） 15

◆児童会館など⼦どもの遊び場 36
児童会館の増設 11
⼦どもだけでも安⼼安全に過ごせる場所 10
⾬天時にも遊べる屋内の施設がほしい 7
近所に気軽に利⽤できるスペースがほしい 5
その他 3

◆保育所（園）について 29
増設、待機児童の解消、利⽤条件の緩和等 13
その他（利⽤時間の延⻑、保育内容の充実等） 16
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分類 件数

◆幼稚園について 5
幼稚園の増設 2
市⽴幼稚園の存続 1
その他（利⽤時間の充実等） 2

◆医療費助成など経済的⽀援について 226
⼦育て世帯、ひとり親、多児家庭への助成・税⾦優遇 106
医療費負担の軽減・無料化等 104
予防接種費⽤の助成・無料化 9
その他 7

◆交通、移動、安全 25
道路・歩道の整備（通学路の安全確保） 16
公共交通機関（バス料⾦を安く、交通アクセスを便利に） 9

◆保健、医療 35
病児保育（施設や利⽤時間の充実、利⽤条件の緩和等） 14
夜間・休⽇・緊急対応 7
⼩児科等の増設 2
その他（こども病院移転等） 12

◆相談、交流、情報 81
イベントの充実、交流 38
育児相談、親のサポート 24
情報の提供 16
その他 3

◆ファミリー・サポート・センター事業 1
気軽に利⽤できない 1

◆幼児教育の無償化などについて 23
幼児教育無償化の対象児について 7
その他（幼児教育以外の教育無償化等） 16

◆その他 318
市への要望、市職員の対応 106
社会環境、地域 48
仕事と⼦育ての両⽴⽀援 47
保護者の負担軽減（ＰＴＡ、⼦ども育成会等） 31
アンケートについて 27
⼀時預かりの実施 18
住宅について 5
⺠間施設・店舗について 2
その他 34
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Ⅳ 中学生・高校生等の保護者調査結果 

第１章  対象児童及び家庭の概況 

１． 回答者の基本属性 

（１） 子どもの学年

問２ あて名のお子さんの所属と性別について、選んでください。（○は１つ） 

図表－３２７ 子どもの学年 

子どもの学年の内訳は、中学生51.7％、高校生45.3％、高等専門学校生1.0％、無職0.2％、専

門学校生0.1％、仕事をしている人0.1％、その他0.4％となっている。 

本報告書では、「世代別」として分析する際には、『中学生』622名（51.7％）、『高校生世代』

566名（47.0％）の２群に分けて集計したものを用いる。 

（２） 子どもの性別

問２ あて名のお子さんの所属と性別について、選んでください。（○は１つ） 

図表－３２８ 子どもの性別 

子どもの性別の内訳は、中学生が男性43.9％、女性40.2％、高校生世代が男性39.4％、女性

39.2％となっている。 

43.9

39.4

40.2

39.2

15.9

21.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

男性 女性 その他 無回答

51.7 45.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ=1,203）

中学生 高校生 専門学校

高等専門学校 仕事をしている 無職

その他 無回答

0.1 1.0 0.1 0.2 0.4 1.2
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（３） 居住区

問１ お住まいの区はどこですか。（○は１つ） 

図表－３２９ 居住区 

回答者の居住区は、中学生では、最も多いのは「東区」（21.2％）となっており、次いで「早良

区」（18.2％）、「南区」「西区」（ともに18.0％）、「博多区」（9.3％）、「城南区」（8.2％）、「中央

区」（7.1％）の順となっている。 

高校生世代では、最も多いのは「早良区」（21.2％）となっており、次いで「東区」（20.5％）、

「南区」（18.6％）、「中央区」（10.8％）、「西区」（10.6％）、「博多区」（9.4％）、「城南区」（9.0％）

の順となっている 

（４） 調査の回答者

問５ このアンケート調査の記入者はどなたですか。（○は１つ） 

図表－３３０ 調査の回答者 

アンケート調査の回答者は、中学生・高校生世代ともに「母親」が約9割とほとんどを占めてお

り、「父親」はわずか1割弱である。よって、本調査の結果は、「母親」の立場から見た子どもの生

活状況や子育てに関する意識としてとらえられる。 

21.2

20.5

9.3

9.4

7.1

10.8

18.0

18.6

8.2

9.0

18.2

21.2

18.0

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

東区 博多区 中央区 南区 城南区 早良区 西区 無回答 a

89.7

90.6

9.5

8.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

母親 父親 祖母 祖父 その他 無回答

0.2 0.2 0.3 0.2

0.7 0.0 0.2 0.4
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２． 家庭の概況 

（１） 同居家族数

問３ あて名のお子さんからみた同居の家族の人数は。（枠内に数字を記入） 

図表－３３１ 同居家族数 

同居家族の人数は、中学生では「４人」（43.9％）の割合が最も高く、次いで「５人以上」（34.6％）、

「３人」（17.4％）、「２人」（3.9％）、「１人」（0.2％）となっている。 

高校生世代でも、「４人」（43.1％）の割合が最も高く、次いで「５人以上」（25.3％）、「３人」

（25.1％）、「２人」（5.7％）、「１人」（0.2％）となっている。 

（２） 世帯年収

問６ 世帯の年収をお伺いします。（○は１つ） 

図表－３３２ 世帯年収 

世帯の年収は、中学生では、「700～1000万円未満」（27.2％）の割合が最も高く、次いで「500

～700万円未満」（24.0％）などとなっている。 

高校生世代でも、「700～1000万円未満」（25.4％）の割合が最も高く、次いで「500～700

万円未満」（20.1％）、「1000万以上」（18.6％）などとなっている。 

9.5

5.3

6.1

8.8

8.4

8.7

10.5

10.6

24.0

20.1

27.2

25.4

12.1

18.6

2.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

～ 200万円未満 200 ～ 300万円未満 300 ～ 400万円未満

400 ～ 500万円未満 500 ～ 700万円未満 700 ～1000万円未満

1000万円以上 無回答

0.2

0.2

3.9

5.7

17.4

25.1

43.9

43.1

34.6

25.3

0.2

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答
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（３） 同居・近居状況

問４ あて名のお子さんとの同居・近居の状況について選んでください。続柄はあて名のお子さ

んからみた関係です。（あてはまるものすべてに○） 

図表－３３３ 同居家族数 

図表－３３４ 世帯分類 

子どもとの同居・近居状況は、中学生・高校生世代ともに「父母同居（単身赴任別居等を含む）」

が8割以上と大部分を占めている。『ひとり親家庭』は「母同居（ひとり親家庭）」が1割強、「父同

居（ひとり親家庭）」が0.5～1.0％で、合わせて12～13％となっている。 

世帯分類をみると、中学生・高校生世代ともに「核家族」が全体の約8割を占めており、次いで

「ひとり親」、「三世代」、「ひとり親三世代」の順となっている。 

85.7

11.9

8.8

7.9

6.1

4.5

0.6

5.6

0.5

84.5

12.5

8.1

8.0

6.4

3.2

0.9

4.9

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父母同居（単身赴任別居を含む）

母同居（ひとり親家庭）

祖母近居

祖母同居

祖父近居

祖父同居

父同居（ひとり親家庭）

その他

無回答

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

5.9

5.8

79.7

78.6

10.1

11.3

2.4

2.1

1.3

1.2

0.5

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

三世代 核家族 ひとり親 ひとり親三世代 その他 無回答
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第２章  保護者の就労状況 

１． 保護者の就労状況 

（１） 保護者の就労状況

問29 あなたの就労状況について選んでください。（○は１つ） 

図表－３３５ 保護者の就労状況 

保護者の就労状況は、母親は「パート・アルバイト等で就労している」（45.4％）の割合が最も

高く、次いで「フルタイムで就労している」（33.0％）、「以前は就労していたが、現在は就労して

いない」（18.1％）となっており、就労者の割合は前回調査から約9ポイント増加している。 

父親については「フルタイムで就労している」の割合が9割を超えている。 

母
親  

父
親 

記
入
者 

33.0

26.7

91.4

83.3

45.4

42.9

2.9

3.6

18.1

23.2

3.8

9.5

2.1

4.9

1.3

2.3

1.9

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親今回

（ｎ=1,072）

母親前回

（ｎ=790）

父親今回

（ｎ=105）

父親前回

（ｎ=84）

フルタイムで就労している
パート・アルバイト等で就労している
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことがない
無回答
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（２） 保護者の帰宅時間

問29-1 【問29で「１」または「２」を選んだ方にうかがいます。】平均的な帰宅時刻について選

んでください。（○は１つ） 

図表－３３６ 保護者の帰宅時間 

就労している保護者の帰宅時間は、母親では「午後6時ごろ」（23.1％）の割合が最も高く、次

いで「午後5時ごろ」（20.1％）、「午後7時ごろ」（19.3％）となっている。 

父親では「午後7時ごろ」「午後8時ごろ」（ともに24.2％）の割合が最も高く、次いで「午後6

時ごろ」（16.2％）となっている。 

9.6

4.9

10.9

20.1
23.1

19.3

6.7

2.7
1.1 0.1 0.7 0.82.0

0.0 1.0
3.0

16.2

24.2 24.2

14.1

5.1
2.0

7.1

1.0

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

午
後
３
時
よ
り
も
前

午
後
３
時
ご
ろ

午
後
４
時
ご
ろ

午
後
５
時
ご
ろ

午
後
６
時
ご
ろ

午
後
７
時
ご
ろ

午
後
８
時
ご
ろ

午
後
９
時
ご
ろ

午
後
1
0
時
ご
ろ

午
後
1
1
時
ご
ろ

午
後
1
1
時
よ
り
も
後

無
回
答

母親(ｎ=841）

父親(ｎ=99）
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世代別にみると、高校生世代は中学生に比べて「午後7時ごろ」（22.0％）、「午後8時ごろ」

（10.5％）の割合が高くなっている。 

母親の就労状況別にみると、母親がフルタイムで就労している場合は午後6時以降の割合が高く、

パート・アルバイトで就労している場合は、午後5時以前の割合が高い。 

図表－３３７ 世代別・母親の就労状況別 保護者の帰宅時間（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

午
後
３
時
よ
り
も
前

午
後
３
時
ご
ろ

午
後
４
時
ご
ろ

午
後
５
時
ご
ろ

午
後
６
時
ご
ろ

午
後
７
時
ご
ろ

962 8.8 4.5 10.0 18.2 22.2 19.9

中学生 489 9.8 5.7 10.8 19.2 22.1 17.6

高校生世代 459 7.8 3.3 9.2 17.0 22.4 22.0

無回答 14 7.1 - 7.1 21.4 21.4 28.6

フルタイムで就労 462 1.1 0.6 2.2 7.6 26.2 32.3

パート・アルバイト等で就労 500 16.0 8.0 17.2 28.0 18.6 8.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

- - - - - - -

これまで就労したことがな
い

- - - - - - -

無回答 - - - - - - -

標
本
数

（
人

）

午
後
８
時
ご
ろ

午
後
９
時
ご
ろ

午
後
1
0
時
ご
ろ

午
後
1
1
時
ご
ろ

午
後
1
1
時
よ
り
も

後 無
回
答

962 8.5 3.8 1.5 0.4 1.4 0.8

中学生 489 6.7 3.5 2.2 0.2 1.4 0.6

高校生世代 459 10.5 4.4 0.7 0.4 1.3 1.1

無回答 14 7.1 - - 7.1 - -

フルタイムで就労 462 16.0 7.6 2.6 0.6 2.6 0.6

パート・アルバイト等で就労 500 1.6 0.4 0.4 0.2 0.2 1.0

以前は就労していたが、
現在は就労していない

- - - - - - -

これまで就労したことがな
い

- - - - - - -

無回答 - - - - - - -

  全  体

世
代
別

母
親
の
就
労
状
況
別

  全  体

世
代
別

母
親
の
就
労
状
況
別



Ⅳ 中学生・高校生等の保護者調査結果 

246 

第３章  子どもの家庭やしつけについて 

１． 子どもとの関係と会話の程度 

（１） 平日に子どもと過ごす時間

問７ あなたは、あて名のお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしたりしている時間が1日にど

のくらいありますか（食事時間を含みます）。（平日・休日のそれぞれ○は１つずつ） 

図表－３３８ 平日に子どもと過ごす時間 

平日に子どもと過ごす時間は、母親は「１～２時間程度」（51.4％）の割合が最も高く、次いで

「３～４時間程度」（24.0％）、「30分程度」（16.0％）となっている。前回調査と比較すると、「３

～４時間程度」は約4ポイント減少し、「１～２時間程度」は約7ポイント増加している。 

父親は「１～２時間程度」（42.9％）の割合が最も高く、次いで「30分程度」（32.4％）、「ほ

とんどない」（13.3％）となっており、母親と比べると短い傾向にある。 

母
親  

父
親 

記
入
者 

3.5

3.3

13.3

13.1

16.0

13.4

32.4

25.0

51.4

44.8

42.9

38.1

24.0

28.2

8.6

15.5

3.7

8.5

1.0

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親今回

（ｎ=1,072）

母親前回

（ｎ=790）

父親今回

（ｎ=105）

父親前回

（ｎ=84）

ほとんどない 30分程度 １～２時間程度 ３～４時間程度

５～６時間程度 ７時間以上 無回答

1.2 0.2

1.1 0.6

1.0 1.0

1.2 0.0
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世代別にみると、高校生世代は中学生に比べ「ほとんどない～２時間程度」の割合が高く、子ど

もと過ごす時間が短い傾向にある。 

保護者の就労状況別にみると、保護者がフルタイムで就労している場合は他の就労状況に比べて、

「ほとんどない～２時間程度」の割合が高く、子どもと過ごす時間が短い傾向にある。 

子どもの性別にみると、いずれの世代も子どもが男性である場合、子どもと過ごす時間が短い傾

向にある。 

図表－３３９ 世代別・保護者の就労状況別・子どもの性別 平日に子どもと過ごす時間（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

ほ
と
ん
ど
な
い

3
0
分
程
度

１
～

２
時
間
程
度

３
～

４
時
間
程
度

５
～

６
時
間
程
度

７
時
間
以
上

無
回
答

1,203 4.4 17.2 50.1 22.2 3.5 1.2 1.4

中学生 622 2.7 16.9 49.2 24.9 4.3 1.6 0.3

高校生世代 566 6.4 17.8 52.5 19.8 2.7 0.7 0.2

無回答 15 - 6.7 - - - - 93.3

フルタイムで就労 462 6.7 20.8 51.3 16.9 1.9 - 2.4

パート・アルバイト等で就労 500 2.6 15.6 49.6 25.4 4.4 1.6 0.8

以前は就労していたが、
現在は就労していない

201 3.0 12.4 49.8 26.9 5.5 2.0 0.5

これまで就労したことがな
い

23 - 17.4 56.5 17.4 - 8.7 -

無回答 17 17.6 23.5 29.4 23.5 - - 5.9

中学生：男性 273 3.3 19.0 50.9 21.6 3.3 1.5 0.4
中学生：女性 250 2.0 15.6 48.0 25.6 6.4 2.0 0.4
高校生世代：男性 223 8.5 23.3 53.8 11.7 1.8 0.9 -
高校生世代：女性 222 3.6 11.3 52.7 28.4 2.7 0.9 0.5
無回答 235 5.1 16.6 45.5 23.4 3.0 0.4 6.0

  全  体

世
代
別

保
護
者
の
就
労
状
況
別

子
ど
も
の

性
別
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（２） 休日に子どもと過ごす時間

問７ あなたは、あて名のお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしたりしている時間が1日にど

のくらいありますか（食事時間を含みます）。（平日・休日のそれぞれ○は１つずつ） 

図表－３４０ 休日に子どもと過ごす時間 

休日に子どもと過ごす時間は、母親は「３～４時間程度」（32.2％）の割合が最も高く、次いで

「１～２時間程度」（28.5％）、「５～６時間程度」（15.6％）、「７時間以上」（13.6％）となって

いる。前回調査と比較すると、「５～６時間程度」「7時間以上」の割合はやや減少している。 

父親は「１～２時間程度」（39.0％）の割合が最も高く、次いで「３～４時間程度」（25.7％）、

「５～６時間程度」（13.3％）、「30分程度」（12.4％）となっており、母親と比べると短い傾向

にある。 

母
親  

父
親 

記
入
者 

2.8

2.0

5.7

4.8

7.0

5.3

12.4

9.5

28.5

26.6

39.0

36.9

32.2

30.4

25.7

27.4

15.6

19.0

13.3

11.9

13.6

15.8

3.8

9.5

0.4

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親今回

（ｎ=1,072）

母親前回

（ｎ=790）

父親今回

（ｎ=105）

父親前回

（ｎ=84）

ほとんどない 30分程度 １～２時間程度 ３～４時間程度

５～６時間程度 ７時間以上 無回答
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世代別にみると、高校生世代では、中学生に比べて「ほとんどない～２時間程度」の割合が高く、

子どもと過ごす時間が短い傾向にある。 

保護者の就労状況別にみると、保護者が就労している場合は他の就労状況に比べて、「30分程度」

の割合がやや高く、子どもと過ごす時間が短い傾向にある。 

子どもの性別では、いずれの世代も子どもが男性である場合、子どもと過ごす時間が短い傾向に

ある。 

図表－３４１ 世代別・保護者の就労状況別・子どもの性別 休日に子どもと過ごす時間（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

ほ
と
ん
ど
な
い

3
0
分
程
度

１
～

２
時
間
程
度

３
～

４
時
間
程
度

５
～

６
時
間
程
度

７
時
間
以
上

無
回
答

1,203 3.1 7.3 29.3 31.2 15.0 12.5 1.6

中学生 622 2.3 6.3 26.4 28.9 18.0 17.8 0.3

高校生世代 566 4.1 8.5 33.4 34.5 12.2 6.9 0.5

無回答 15 - 6.7 - - - - 93.3

フルタイムで就労 462 3.5 8.7 31.6 29.4 13.4 11.3 2.2

パート・アルバイト等で就労 500 2.0 8.2 27.0 33.8 16.0 11.4 1.6

以前は就労していたが、
現在は就労していない

201 4.0 3.5 29.4 28.9 17.4 16.9 -

これまで就労したことがな
い

23 - - 43.5 21.7 13.0 21.7 -

無回答 17 17.6 - 17.6 41.2 5.9 11.8 5.9

中学生：男性 273 3.7 8.4 33.0 24.9 15.8 13.9 0.4
中学生：女性 250 0.4 3.6 21.2 32.8 20.4 21.2 0.4
高校生世代：男性 223 5.8 9.0 43.0 30.9 6.7 4.5 -
高校生世代：女性 222 3.2 3.6 25.7 38.3 18.0 9.9 1.4
無回答 235 2.6 11.9 24.3 30.2 13.6 11.5 6.0

 全  体

世
代
別

保
護
者
の
就
労
状
況
別

子
ど
も
の

性
別
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（３） 平日に子どもと過ごす時間の評価

問８ あなたは、ご自分がお子さんと一緒に過ごしている時間は十分だと思いますか。（平日・休

日・全体的にそれぞれ○は１つずつ） 

図表－３４２ 平日に子どもと過ごす時間の評価 

平日に子どもと過ごす時間の評価をたずねたところ、母親は、「まあ十分」（49.7％）の割合が

最も高く、次いで「やや不足している」（27.3％）、「十分」（16.1％）、「まったく不足している」

（6.5％）となっており、『十分』（「十分」と「まあ十分」の合計）は65.8％となっている。 

前回調査と比較すると、『十分』の割合はやや減少している。 

父親は、「まあ十分」と「やや不足している」がともに32.4％となっており、次いで「まったく

不足している」（21.0％）、「十分」（14.3％）となっており、『十分』（「十分」と「まあ十分」の

合計）は46.7％となっている。 

前回調査と比較すると、『十分』の割合は約9ポイント減少している。 

母
親  

父
親 

記
入
者 

【65.8】 【33.8】 

【68.1】 【31.2】 

【46.7】 【53.4】 

【56.0】 【44.0】 

『
不
十
分
』 

『
十
分
』 

16.1

18.5

14.3

16.7

49.7

49.6

32.4

39.3

27.3

24.9

32.4

25.0

6.5

6.3

21.0

19.0

0.3

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親今回

（ｎ=1,072）

母親前回

（ｎ=790）

父親今回

（ｎ=105）

父親前回

（ｎ=84）

十分 まあ十分 やや不足している まったく不足している 無回答
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保護者の就労状況別にみると、保護者がフルタイムで就労している場合は他の就労状況に比べて、

『不十分』（49.7％）の割合が高く、保護者が就労していない場合は『十分』の割合が8割弱～9

割強を占めている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯及びひとり親三世代世帯では、他の世帯に比べて『不十分』

の割合が高くなっている。 

図表－３４３ 保護者の就労状況別・世帯分類別 平日に子どもと過ごす時間の評価（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

十
分

ま
あ
十
分

や
や
不
足
し
て
い
る

ま

っ
た
く
不
足
し
て

い
る

無
回
答

『

十
分

』

『

不
十
分

』

1,203 15.9 47.5 27.4 7.8 1.4 63.4 35.2

フルタイムで就労 462 9.7 38.5 36.1 13.6 1.9 48.2 49.7

パート・アルバイト等で就労 500 18.2 52.4 25.0 3.4 1.0 70.6 28.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

201 21.4 56.7 16.4 5.0 0.5 78.1 21.4

これまで就労したことがな
い

23 39.1 52.2 4.3 4.3 - 91.3 8.6

無回答 17 17.6 29.4 23.5 17.6 11.8 47.0 41.1

三世代 70 11.4 57.1 24.3 7.1 - 68.5 31.4
核家族 942 17.3 49.4 26.2 7.0 0.1 66.7 33.2
ひとり親 127 11.0 44.1 33.1 11.8 - 55.1 44.9
ひとり親三世代 27 14.8 11.1 55.6 18.5 - 25.9 74.1
その他 15 13.3 33.3 33.3 13.3 6.7 46.6 46.6
無回答 22 - 9.1 18.2 4.5 68.2 9.1 22.7

  全  体

保
護
者
の
就
労
状
況
別

世
帯

分
類
別
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（４） 休日に子どもと過ごす時間の評価

問８ あなたは、ご自分がお子さんと一緒に過ごしている時間は十分だと思いますか。（平日・休

日・全体的にそれぞれ○は１つずつ） 

図表－３４４ 休日に子どもと過ごす時間の評価 

休日に子どもと過ごす時間が十分だと思うかたずねたところ、母親は、「まあ十分」（51.5％）

の割合が最も高く、次いで「やや不足している」（22.8％）、「十分」（19.6％）、「まったく不足し

ている」（5.5％）となっており、『十分』（「十分」と「まあ十分」の合計）は71.1％となっている。 

前回調査と比較すると、『十分』の割合はやや増加している。 

父親は、「まあ十分」（39.0％）の割合が最も高く、次いで「やや不足している」（29.5％）、「十

分」（18.1％）、「まったく不足している」（13.3％）、となっており、『十分』（「十分」と「まあ十

分」の合計）は57.1％となっている。 

前回調査と比較すると、『十分』の割合はやや低下している。 

母
親  

父
親 

記
入
者 

【71.1】 【28.3】 

【69.0】 【30.5】 

【57.1】 【42.8】 

【60.2】 【39.3】 

『
不
十
分
』 

『
十
分
』 

19.6

21.3

18.1

15.5

51.5

47.7

39.0

45.2

22.8

25.7

29.5

28.6

5.5

4.8

13.3

10.7

0.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親今回

（ｎ=1,072）

母親前回

（ｎ=790）

父親今回

（ｎ=105）

父親前回

（ｎ=84）

十分 まあ十分 やや不足している まったく不足している 無回答
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保護者の就労状況別にみると、保護者がフルタイムで就労している場合は他の就労状況に比べて、

『不十分』（38.6％）の割合が高く、一方で保護者がこれまで就労したことがない場合は『不十分』

の割合は1割強に留まっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯及びひとり親三世代世帯では、他の世帯に比べて『不十分』

の割合が高くなっている。 

図表－３４５ 保護者の就労状況別・世帯分類別 休日に子どもと過ごす時間の評価（単位：％） 

 

標
本
数

（
人

）

十
分

ま
あ
十
分

や
や
不
足
し
て
い
る

ま

っ
た
く
不
足
し
て

い
る

無
回
答

『

十
分

』

『

不
十
分

』

1,203 19.3 49.8 22.9 6.2 1.8 69.1 29.1

フルタイムで就労 462 14.7 44.6 28.6 10.0 2.2 59.3 38.6

パート・アルバイト等で就労 500 18.6 56.6 20.2 3.0 1.6 75.2 23.2

以前は就労していたが、
現在は就労していない

201 27.4 49.3 18.4 4.5 0.5 76.7 22.9

これまで就労したことがな
い

23 47.8 39.1 8.7 4.3 - 86.9 13.0

無回答 17 29.4 11.8 23.5 17.6 17.6 41.2 41.1

三世代 70 12.9 55.7 24.3 7.1 - 68.6 31.4
核家族 942 20.7 50.6 22.7 5.4 0.5 71.3 28.1
ひとり親 127 16.5 49.6 25.2 8.7 - 66.1 33.9
ひとり親三世代 27 18.5 37.0 22.2 18.5 3.7 55.5 40.7
その他 15 13.3 33.3 40.0 6.7 6.7 46.6 46.7
無回答 22 - 22.7 4.5 4.5 68.2 22.7 9.0

  全  体

保
護
者
の
就
労
状
況
別

世
帯

分
類
別
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（５） 子どもとの会話の程度

問９ あて名のお子さんは、あなたやあなたの配偶者と日ごろよく話をしますか。（○は１つ） 

図表－３４６ 子どもとの会話の程度 

子どもとの会話の程度は、中学生では、「あなたにも配偶者にもよく話をする」（53.9％）の割

合が最も高く、次いで「あなたにはよく話をするが、配偶者にはあまりしない」（22.3％）、「あな

たにはよく話をする（配偶者はいない）」（11.1％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果と

なっている。 

高校生世代でも、「あなたにも配偶者にもよく話をする」（47.9％）の割合が最も高く、次いで

「あなたにはよく話をするが、配偶者にはあまりしない」（24.4％）、「あなたにはよく話をする（配

偶者はいない）」（10.2％）となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

中
学
生 

 

高
校
生
世
代 

世
代
別 

53.9

55.3

47.9

47.6

11.1

14.0

10.2

12.2

22.3

19.5

24.4

24.8

1.8

2.3

3.5

3.5

6.1

5.2

6.0

6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

（ｎ=622）

中学生前回

（ｎ=477）

高校生世代

今回

（ｎ=566）

高校生世代

前回

（ｎ=403）

53.9
55.3

47.9
47.6

11.1
14.0

10.2
12.2

22.3
19.5

24.4
24.8

1.8
2.3

3.5
3.5

6.1
5.2

6.0
6.9

0.8
2.3
2.1
1.2

1.6
0.6
2.7
2.2

2.4
0.6
3.2
1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生…
中学生…
高校生…
高校生…

あなたにも配偶者にもよく話をする

あなたにはよく話をする（配偶者はいない）

あなたにはよく話をするが、配偶者にはあまりしない

配偶者にはよく話をするが、あなたにはあまりしない

配偶者にもあなたにもあまり話をしない

あなたにあまり話をしない（配偶者はいない）

その他

無回答

0.8 1.6 2.4

2.3 0.6 0.6

1.2 2.2 1.5

2.1 2.7 3.2
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記入者別にみると、母親では「あなたにはよく話をするが、配偶者にはあまりしない」（25.6％）

の割合が高く、父親では「配偶者にはよく話をするが、あなたにはあまりしない」（19.0％）の割

合が高くなっている。 

図表－３４７ 記入者別 子どもとの会話の程度（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

あ
な
た
に
も
配
偶
者

に
も
よ
く
話
を
す
る

あ
な
た
に
は
よ
く
話

を
す
る

（
配
偶
者
は

い
な
い

）

あ
な
た
に
は
よ
く
話

を
す
る
が

、
配
偶
者

に
は
あ
ま
り
し
な
い

配
偶
者
に
は
よ
く
話

を
す
る
が

、
あ
な
た

に
は
あ
ま
り
し
な
い

配
偶
者
に
も
あ
な
た

に
も
あ
ま
り
話
を
し

な
い

あ
な
た
に
あ
ま
り
話

を
し
な
い

（
配
偶
者

は
い
な
い

）

そ
の
他

無
回
答

1,203 50.5 10.6 23.0 2.6 6.0 1.4 2.1 3.9
母親 1,072 49.8 11.0 25.6 1.0 6.2 1.5 2.2 2.7
父親 105 65.7 5.7 1.0 19.0 4.8 1.0 - 2.9
祖母 5 20.0 60.0 - - - - 20.0 -
祖父 1 - - - - - - - 100.0
その他 3 66.7 - 33.3 - - - - -
無回答 17 5.9 - 5.9 - 5.9 - - 82.4

  全  体

記
入
者
別
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（６） 話をしない理由

問９-１ 【問９で「３」～「６」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。】お子さんが、あ

なたや配偶者の方とあまり話をしない理由は何ですか。（○は２つまで） 

図表－３４８ 話をしない理由 

子どもと話をしない理由は、中学生では、「親が忙しすぎて話す機会がないから」（44.0％）の

割合が最も高く、次いで「親に話してもわかってもらえないと思っているので」「とくに話すこと

がないから」（ともに17.6％）、「子どもが忙しすぎて話す機会がないから」（17.1％）となってい

る。前回調査と比較すると、「親が忙しすぎて話す機会がないから」の割合は約8ポイント増加して

いる。 

高校生世代でも、「親が忙しすぎて話す機会がないから」（30.9％）の割合が最も高く、次いで

「とくに話すことがないから」（25.0％）、「子どもが忙しすぎて話す機会がないから」（24.5％）、

となっている。前回調査と比較すると、「子どもが忙しすぎて話す機会がないから」の割合は約8

ポイント減少している。 

44.0

17.6

17.6

17.1

11.4

7.8

0.0

28.5

36.4

17.1

19.3

22.1

12.1

7.9

0.0

17.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

親が忙しすぎて話す機会がないから

親に話してもわかってもら

えないと思っているので

とくに話すことがないから

子どもが忙しすぎて話す機会がないから

共通の話題がないから

家族でいっしょに過ごすことがないから

子どもがうるさいから

その他

中学生今回(n=193)

中学生前回（n=140)

30.9

25.0

24.5

16.2

12.7

8.8

1.0

21.6

29.9

20.4

32.0

18.4

15.6

7.5

0.0

21.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

親が忙しすぎて話す機会がないから

とくに話すことがないから

子どもが忙しすぎて話す機会がないから

親に話してもわかってもら

えないと思っているので

共通の話題がないから

家族でいっしょに過ごすことがないから

子どもがうるさいから

その他

高校生世代今回(n=204)

高校生世代前回（n=147)
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記入者別にみると、父親は母親に比べて「親が忙しすぎて話す機会がないから」（48.1％）の割

合が高くなっている。 

図表－３４９ 記入者別 話をしない理由（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

親
が
忙
し
す
ぎ
て
話

す
機
会
が
な
い
か
ら

子
ど
も
が
忙
し
す
ぎ

て
話
す
機
会
が
な
い

か
ら

共
通
の
話
題
が
な
い

か
ら

子
ど
も
が
う
る
さ
い

か
ら

親
に
話
し
て
も
わ

か

っ
て
も
ら
え
な
い

と
思

っ
て
い
る
の
で

と
く
に
話
す
こ
と
が

な
い
か
ら

家
族
で
い

っ
し
ょ
に

過
ご
す
こ
と
が
な
い

か
ら

そ
の
他

無
回
答

397 37.3 20.9 12.1 0.5 16.9 21.4 8.3 24.9 1.0
母親 367 36.5 21.0 12.5 0.3 16.1 22.6 8.4 25.3 0.8
父親 27 48.1 18.5 3.7 3.7 25.9 7.4 7.4 22.2 -
祖母 - - - - - - - - - -
祖父 - - - - - - - - - -
その他 1 100.0 - - - 100.0 - - - -
無回答 2 - 50.0 50.0 - - - - - 50.0

  全  体

記
入
者
別
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２． しつけや教育についての悩みと相談相手 

（１） 日ごろのしつけ（態度）

問10 あて名のお子さんに対する、あなたの日ごろのしつけ（態度）はどのようにされています

か。（（ア）～（キ）について、それぞれ○は１つずつ） 

図表－３５０ 中学生に対する日ごろのしつけ（態度） 

4.5

3.8

54.8

53.0

37.8

42.8

2.9

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

(ｎ=622）

中学生前回

(ｎ=477）

いつもそうである ときどきそうである そういうことはない 無回答 あ

12.9

12.2

68.0

69.4

16.7

17.6

2.4

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

(ｎ=622）

中学生前回

(ｎ=477）

4.2

5.9

45.0

43.0

47.9

50.5

2.9

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

(ｎ=622）

中学生前回

(ｎ=477）

1.4

0.6

55.6

57.9

40.2

40.5

2.7

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

(ｎ=622）

中学生前回

(ｎ=477）

1.8

0.4

27.3

25.8

68.2

72.5

2.7

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

(ｎ=622）

中学生前回

(ｎ=477）

1.0

0.2

18.0

24.7

78.6

74.2

2.4

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

(ｎ=622）

中学生前回

(ｎ=477）

27.2

33.1

66.1

61.2

4.2

4.8

2.6

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

(ｎ=622）

中学生前回

(ｎ=477）

（ア）子どもが何か

やっているとすぐ 

手伝ってしまうほうだ 

（イ）子どもについて

なんでもすぐに 

口を出すほうだ 

（ウ）子どもにあまり

かまってやれない方だ 

（エ）時と場合によって

は子どもに言うことが 

違うことがある 

（オ）だいたい子どもの

言いなりになっている 

ほうだ 

（カ）体罰をすることが

ある 

（キ）子どものことを

分かっているほうだ 

【59.3】 

【56.8】 

【80.9】 

【81.6】 

【49.2】 

【48.9】 

【57.0】 

【58.5】 

【29.1】 

【26.2】 

【19.0】 

【24.9】 

【93.3】 

【94.3】 

『
そ
う
で
あ
る
』 
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中学生に対する日ごろのしつけ（態度）について、「いつもそうである」と「ときどきそうであ

る」を合わせた『そうである』の割合が最も高いのは、「子どものことを分かっている」で9割を超

えている。次いで、「何でもすぐに口に出す」（80.9％）、「何かやっているとすぐ手伝ってしまう」

（59.3％）、「時と場合によっては子どもに言うことが違う」（57.0％）、「あまりかまってやれな

い」（49.2％）となっている。前回調査と比較すると、「体罰をすることがある」の割合は約6ポイ

ント減少している。

図表－３５１ 高校生世代に対する日ごろのしつけ（態度） 

29.7

28.0

64.1

65.5

4.8

4.7

1.4

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生今回

(ｎ=566）

高校生前回

(ｎ=403）
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30.7

29.5

66.1

67.5

0.9

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生今回

(ｎ=566）

高校生前回

(ｎ=403）

0.4

0.7

51.9

53.6

45.9

44.7

1.8

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生今回

(ｎ=566）

高校生前回

(ｎ=403）

4.4

4.2

42.9

45.4

51.8

49.1

0.9

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生今回

(ｎ=566）

高校生前回

(ｎ=403）

（ア）子どもが何か

やっているとすぐ 

手伝ってしまうほうだ 

（イ）子どもについて

なんでもすぐに 

口を出すほうだ 

（ウ）子どもにあまり

かまってやれない方だ 

（エ）時と場合によって

は子どもに言うことが 

違うことがある 

（オ）だいたい子どもの

言いなりになっている 

ほうだ 

（カ）体罰をすることが

ある 

（キ）子どものことを

分かっているほうだ 

【61.5】 

【57.0】 

【72.8】 

【72.5】 

【47.3】 

【49.6】 

【52.3】 

【54.3】 

【33.0】 

【31.0】 

【7.2】 

【13.6】 

【93.8】 

【93.5】 

『
そ
う
で
あ
る
』 
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3.7

57.8

53.3

37.6

41.9
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1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生今回

(ｎ=566）

高校生前回

(ｎ=403）

いつもそうである ときどきそうである そういうことはない 無回答 あ

11.1

9.7

61.7

62.8

26.3

26.6

0.9

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生今回

(ｎ=566）

高校生前回

(ｎ=403）

7.2

13.6

91.9

84.9

0.9

1.5
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高校生今回

(ｎ=566）

高校生前回

(ｎ=403）
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高校生世代に対する日ごろのしつけ（態度）について、「いつもそうである」と「ときどきそう

である」を合わせた『そうである』の割合が最も高いのは、「子どものことを分かっている」で9

割を超えている。次いで、「何でもすぐに口に出す」（72.8％）、「何かやっているとすぐ手伝って

しまう」（61.5％）、「時と場合によっては子どもに言うことが違う」（52.3％）、「あまりかまって

やれない」（47.3％）となっている。前回調査と比較すると、「体罰をすることがある」の割合は

約6ポイント減少している。 

 記入者別にみると、父親は母親に比べて「子どもにあまりかまってやれない方だ」の『そうであ

る』（59.0％）の割合が高くなっている。 

 保護者の就労状況別にみると、保護者がフルタイムで就労している場合は他の就労状況に比べて

「子どもにあまりかまってやれない方だ」の『そうである』（63.4％）の割合が高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯及びひとり親三世代世帯では、三世代世帯及び核家族世帯に

比べて、「子どものあまりかまってやれない方だ」の『そうである』の割合が高くなっている。 

子どもの性別にみると、いずれの世代でも男性の方が「子どもについて何でもすぐに口を出す方

だ」の『そうである』の割合が高くなっている。 

図表－３５２ 記入者別・保護者の就労状況別・世帯分類別・子どもの性別 

 日ごろのしつけ（態度）（『そうである』の割合） 
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数
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人
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方
だ
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子
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方
だ
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エ
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時
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場
合
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と
が
違
う

こ
と
が
あ
る
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オ
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だ
い
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い
子
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も
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言
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な
り
に
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て
い
る
方
だ

（
カ
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体
罰
を
す
る

こ
と
が
あ
る

（
キ

）
子
ど
も
の
こ

と
を
分
か

っ
て
い
る

方
だ

1,203 60.1 77.2 48.6 54.8 30.8 13.5 93.6
母親 1,072 61.2 78.0 47.2 56.2 31.6 13.5 93.8
父親 105 53.4 69.5 59.0 41.0 26.7 12.4 90.5
祖母 5 20.0 20.0 40.0 40.0 - - 100.0
祖父 1 100.0 100.0 - 100.0 - - 100.0
その他 3 66.7 66.7 66.7 33.3 66.7 33.3 100.0
無回答 17 41.2 88.3 76.5 58.8 17.7 23.5 94.2

フルタイムで就労 462 52.8 75.3 63.4 54.3 33.4 16.0 92.9

パート・アルバイト等で就労 500 64.2 78.2 42.0 58.0 28.4 11.2 94.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

201 68.7 77.6 32.3 49.3 30.4 13.4 93.1

これまで就労したことがな
い

23 52.2 73.9 34.8 52.1 34.8 13.0 95.6

無回答 17 47.1 94.1 53.0 47.1 35.3 11.8 94.1

三世代 70 62.9 74.3 45.7 45.7 32.9 14.3 92.9
核家族 942 61.9 78.1 46.4 56.3 30.5 12.8 93.8
ひとり親 127 51.1 74.0 58.3 51.2 33.1 15.0 91.4
ひとり親三世代 27 44.4 70.4 55.5 48.1 37.0 7.4 92.6
その他 15 53.3 53.3 73.4 60.0 26.7 26.7 100.0
無回答 22 50.0 86.3 72.7 50.0 22.7 27.3 95.5
中学生：男性 273 63.0 82.1 49.5 56.8 29.7 20.5 92.3
中学生：女性 250 55.6 80.8 46.8 58.4 26.4 14.8 96.4
高校生世代：男性 223 57.8 74.4 44.9 50.2 29.1 5.8 93.8
高校生世代：女性 222 63.1 68.9 47.7 53.6 36.9 6.8 94.1
無回答 235 60.8 77.9 54.0 54.4 32.8 17.5 91.5

子
ど
も
の

性
別

  全  体

保
護
者
の
就
労
状
況
別

世
帯

分
類
別

記
入
者
別
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（２） 体罰についての考え方

問11 家庭でのお子さんへの体罰について、あてはまる考えを選んでください。（○は１つ） 

図表－３５３ 体罰についての考え方 

家庭での子どもへの体罰についての考えをたずねたところ、中学生の保護者では、「程度に関わ

らず体罰はよくないと思う」（50.3％）の割合が最も高く、次いで「多少の体罰はやむをえない」

（31.4％）、「わからない」（12.1％）、「しつけのためには体罰は必要だと思う」（3.4％）となっ

ている。前回調査と比較すると、「程度に関わらず体罰はよくないと思う」の割合は約10ポイント

増加している。 

高校生世代の保護者では、「程度に関わらず体罰はよくないと思う」（54.8％）の割合が最も高

く、次いで「多少の体罰はやむをえない」（29.0％）、「わからない」（12.5％）、「しつけのために

は体罰は必要だと思う」（2.5％）となっている。前回調査と比較すると、「程度に関わらず体罰は

よくないと思う」の割合は約11ポイント増加している。 

3.4

6.7

2.5

5.0

31.4

43.0

29.0

36.5

50.3

40.5

54.8

43.7

12.1

8.2
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12.9

2.9

1.7
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2.0
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中学生今回

（ｎ=622）

中学生前回

（ｎ=477）

高校生世代

今回

（ｎ=566）

高校生世代

前回

（ｎ=403）

しつけのためには体罰は必要だと思う 多少の体罰はやむをえない

程度に関わらず体罰はよくないと思う わからない

無回答 1

中
学
生 

 

高
校
生
世
代 

世
代
別 
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記入者別にみると、父親は母親に比べて、「しつけのためには体罰は必要だと思う」（6.7％）の

割合がやや高くなっている。 

世帯分類別にみると、三世代世帯では他の世帯に比べて「しつけのためには体罰は必要だと思う」

（7.1％）の割合がやや高くなっている。 

図表－３５４ 記入者別・世帯分類別 体罰についての考え方（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

し
つ
け
の
た
め
に
は

体
罰
は
必
要
だ
と
思

う 多
少
の
体
罰
は
や
む

を
え
な
い

程
度
に
関
わ
ら
ず
体

罰
は
よ
く
な
い
と
思

う わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,203 3.1 30.3 52.5 12.1 2.1
母親 1,072 2.6 29.9 52.4 12.7 2.3
父親 105 6.7 33.3 53.3 6.7 -
祖母 5 - 20.0 60.0 20.0 -
祖父 1 - 100.0 - - -
その他 3 - - 100.0 - -
無回答 17 11.8 35.3 41.2 11.8 -
三世代 70 7.1 30.0 47.1 11.4 4.3
核家族 942 2.5 30.0 53.0 12.4 2.0
ひとり親 127 3.9 30.7 51.2 12.6 1.6
ひとり親三世代 27 3.7 22.2 63.0 7.4 3.7
その他 15 - 33.3 60.0 6.7 -
無回答 22 9.1 45.5 36.4 9.1 -

  全  体

世
帯

分
類
別

記
入
者
別
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（３） しつけや教育についての悩み

問17 あなたはあて名のお子さんのしつけや教育について、何か悩みや心配ごとはありますか。

（あてはまるものすべてに○） 

図表－３５５ しつけや教育についての悩み 

※「子育てで出費がかさむこと」「子どもの不登校・子どものひきこもり」は、今回調査で新規で追加した選択肢

しつけや教育についての悩みは、「子どもの進学や受験又は就職のこと」（45.0％）の割合が最

も高く、次いで「子育てで出費がかさむこと」（29.0％）、「子どもが勉強しない」（21.5％）、「子

どもに基本的な習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理整頓など）が身についていない」（15.9％）

となっている。 

前回調査と比較すると、「子どもの進学や受験又は就職のこと」の割合は約4ポイント増加してい

る。 
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子どもの進学や受験又は就職のこと

子育てで出費がかさむこと

子どもが勉強しない

子どもに基本的な習慣（あいさつ、規則正しい食

生活、整理整頓など）が身についていない

子どものしつけや教育に自信がもてない

子どもの生活態度に意欲が感じられない

子どもが反抗的でなかなか言うことをきかない

配偶者があまり協力してくれない

子どもの身体や発育、病気のこと

子どもの不登校・子どものひきこもり

子どものしつけや教育に

ついての相談相手がいない

子どもの友人関係がよくない

子どもの非行や問題行動

その他

特にない

今回調査(n=1203）

前回調査（n=888）
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世代別にみると、中学生では高校生世代に比べて「子どもが勉強しない」（23.8％）、「子どもの

しつけや教育に自信がもてない」（14.6％）、「子どもが反抗的でなかなか言うことをきかない」

（9.5％）の割合が高く、高校生世代では「子どもの進学や受験又は就職のこと」（46.6％）の割

合が高くなっている。 

子どもの性別にみると、いずれの世代でも男性の方が「子どものしつけや教育に自信がもてない」

の割合が高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯では他の世帯に比べて「子育てで出費がかさむこと」

（43.3％）、ひとり親三世代世帯では他の世帯に比べて「子どもに基本的な習慣（あいさつ、規則

正しい食生活、整理整頓など）が身についていない」（33.3％）の割合が高くなっている。 

図表－３５６ 世代別・子どもの性別・世帯分類別 しつけや教育についての悩み（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

子
ど
も
に
基
本
的
な
習
慣

（
あ
い
さ
つ

、
規
則
正
し
い

食
生
活

、
整
理
整
頓
な
ど

）

が
身
に
つ
い
て
い
な
い

子
ど
も
の
し
つ
け
や
教
育
に

自
信
が
も
て
な
い

子
ど
も
の
し
つ
け
や
教
育
に

つ
い
て
の
相
談
相
手
が
い
な

い 配
偶
者
が
あ
ま
り
協
力
し
て

く
れ
な
い

子
ど
も
が
勉
強
し
な
い

子
ど
も
の
進
学
や
受
験
又
は

就
職
の
こ
と

子
ど
も
が
反
抗
的
で
な
か
な

か
言
う
こ
と
を
き
か
な
い

子
ど
も
の
生
活
態
度
に
意
欲

が
感
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1,203 15.9 12.2 3.2 6.1 21.5 45.0 7.3 9.9

中学生 622 16.9 14.6 3.2 5.3 23.8 43.2 9.5 9.3

高校生世代 566 14.5 9.4 3.2 6.9 19.1 46.6 4.9 10.8

無回答 15 26.7 20.0 - 6.7 20.0 53.3 6.7 -

中学生：男性 273 19.8 16.5 3.3 4.8 33.3 46.9 11.0 13.2
中学生：女性 250 14.0 12.8 2.8 5.2 12.0 38.0 8.4 5.2
高校生世代：男性 223 14.8 11.2 2.2 7.2 21.5 51.1 6.3 10.8
高校生世代：女性 222 12.6 8.1 4.1 5.9 15.8 41.0 3.6 10.4
無回答 235 17.4 11.5 3.4 7.7 23.4 48.1 6.4 9.8
三世代 70 11.4 14.3 - 5.7 25.7 35.7 12.9 11.4
核家族 942 15.5 12.0 3.1 7.2 21.0 46.1 5.9 9.8
ひとり親 127 16.5 12.6 5.5 - 20.5 45.7 11.0 12.6
ひとり親三世代 27 33.3 18.5 7.4 - 29.6 33.3 22.2 11.1
その他 15 20.0 - - - 26.7 33.3 6.7 -
無回答 22 18.2 13.6 - 4.5 22.7 45.5 9.1 -
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動
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て
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と そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

1,203 0.8 3.5 4.6 0.2 29.0 4.3 24.3 1.6

中学生 622 0.8 4.0 5.3 - 27.7 4.0 24.1 1.6

高校生世代 566 0.7 2.7 3.9 0.5 30.2 4.8 24.9 1.4

無回答 15 6.7 13.3 - - 40.0 - 6.7 6.7

中学生：男性 273 0.4 3.7 6.6 - 27.1 4.8 16.5 1.5
中学生：女性 250 1.6 3.6 2.4 - 27.6 2.8 32.8 1.6
高校生世代：男性 223 0.9 1.8 3.6 0.4 24.2 4.0 24.2 1.3
高校生世代：女性 222 0.5 3.2 3.6 0.5 32.0 5.0 28.4 2.3
無回答 235 0.9 5.1 6.4 0.4 34.5 5.1 20.4 1.3
三世代 70 1.4 7.1 7.1 1.4 24.3 7.1 25.7 2.9
核家族 942 0.7 2.2 4.4 0.2 27.4 4.4 24.6 1.4
ひとり親 127 - 7.1 4.7 - 43.3 2.4 21.3 2.4
ひとり親三世代 27 - 18.5 11.1 - 25.9 3.7 29.6 -
その他 15 6.7 - - - 26.7 6.7 26.7 -
無回答 22 4.5 9.1 - - 36.4 4.5 13.6 4.5
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（４） しつけや教育についての相談相手

問18 あなたがあて名のお子さんのしつけや教育について、悩みや心配ごとを相談したり、参考

にしたりしているものは誰（何）ですか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－３５７ しつけや教育についての相談相手 

しつけや教育についての相談相手は、中学生の保護者では、「配偶者やパートナー」（67.7％）

の割合が最も高く、次いで「友人や知人」（65.1％）、「その他の親族（親、きょうだいなど）」（54.0％）、

「学校等の保護者仲間」（28.8％）、「学校の先生等」（24.6％）、「職場の人」（23.6％）となって

いる。 

高校生世代の保護者では、「配偶者やパートナー」（66.8％）の割合が最も高く、次いで「友人

や知人」（61.0％）、「その他の親族（親、きょうだいなど）」（49.6％）、「職場の人」（22.4％）、

「学校等の保護者仲間」「学校等の先生等」（ともに22.1％）となっている。 

67.7

65.1

54.0

28.8

24.6

23.6

16.6

6.4

3.2

2.4

0.6

0.5

0.3

0.0

1.8

2.4

66.8

61.0

49.6

22.1

22.1

22.4

13.6

4.6

2.1

0.9

0.2

0.2

0.0

0.4

1.2

1.2

3.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

配偶者やパートナー

友人や知人

その他の親族（親、きょうだいなど）

学校等の保護者仲間

学校の先生等

職場の人

新聞、雑誌、書籍、テレビ、ラジオ、

インターネット、ＳＮＳ

近所の人

病院

こども総合相談センター（えがお館）

区保健福祉センター（保健所、福祉事務所）

電話相談など

警察署、交番

民生委員、児童委員、主任児童委員

その他

誰にも相談しない

相談するようなことはない

中学生（n=622）

高校生世代（n=566）
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記入者別にみると、父親は母親に比べて「その他の親族（親、きょうだいなど）」（30.5％）、「友

人や知人」（29.5％）、「学校等の保護者仲間」（8.6％）の割合が低くなっている。 

図表－３５８ 記入者別 しつけや教育についての相談相手（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー

そ
の
他
の
親
族

（
親

、
き
ょ

う
だ
い
な
ど

）

友
人
や
知
人

近
所
の
人

職
場
の
人

学
校
等
の
保
護
者
仲
間

学
校
の
先
生
等

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
保

健
所

、
福
祉
事
務
所

）

病
院

1,203 67.0 51.9 63.0 5.6 23.4 25.6 23.4 0.5 2.7
母親 1,072 67.6 54.3 67.0 5.9 24.0 27.5 23.6 0.4 2.8
父親 105 67.6 30.5 29.5 2.9 17.1 8.6 21.0 - 1.0
祖母 5 - 60.0 20.0 - - - - - 20.0
祖父 1 100.0 - - - - - 100.0 100.0 -
その他 3 66.7 - 33.3 - - - 33.3 - -
無回答 17 41.2 41.2 41.2 5.9 41.2 23.5 23.5 5.9 5.9

標
本
数

（
人

）

警
察
署

、
交
番

民
生
委
員

、
児
童
委
員

、
主

任
児
童
委
員

こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
え
が
お
館

）

電
話
相
談
な
ど

新
聞

、
雑
誌

、
書
籍

、
テ
レ

ビ

、
ラ
ジ
オ

、
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

そ
の
他

誰
に
も
相
談
し
な
い

相
談
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い 無
回
答

1,203 0.2 0.2 1.7 0.3 15.0 1.9 1.6 3.0 0.4
母親 1,072 0.2 0.2 1.5 0.4 15.0 2.1 1.4 2.1 0.3
父親 105 - - 1.0 - 17.1 1.0 2.9 10.5 1.9
祖母 5 - - - - - - - 20.0 -
祖父 1 - - 100.0 - 100.0 - - - -
その他 3 - - 66.7 - - - - 33.3 -
無回答 17 - 5.9 - - 5.9 - 5.9 - -

  全  体

記
入
者
別

記
入
者
別

  全  体
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３． 携帯電話やスマートフォン、インターネットなどの使用について 

（１） 子どもの携帯電話・スマートフォン・タブレットなどの通信端末の所有状況

問12 あなたは、あて名のお子さんに携帯電話・スマートフォン、タブレットなどの通信端末を

持たせていますか。（○は１つ） 

図表－３５９ 子どもの携帯電話・スマートフォン・タブレットなどの通信端末の所有状況 

通信端末を所有しているかについては、中学生では所持率が76.0％、高校生世代では97.9％と

なっている。前回調査と比較すると、中学生では所持率が約24ポイント、高校生世代では約7ポイ

ント増加している。

76.0

52.2

97.9

90.6

22.2

42.1

1.4

7.9

1.8

5.7

0.7

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

（ｎ=622）

中学生前回

（ｎ=477）

高校生世代

今回

（ｎ=566）

高校生世代

前回

（ｎ=403）

持たせている 持たせていない 無回答 ｑ

中
学
生 

 

高
校
生
世
代 

世
代
別 
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子どもの性別にみると、中学生では男性に比べて女性の方が所持率が81.2％と高くなっている。 

保護者の就労状況別では、大きな違いはみられなかった。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯及びひとり親三世代世帯では、他の世帯に比べて所持率がや

や高くなっている。 

図表－３６０ 子どもの性別・保護者の就労状況別・世帯分類別 

  携帯電話・スマートフォンなどの所有状況（単位：％） 

  

標
本
数

（
人

）

持
た
せ
て
い
る

持
た
せ
て
い
な
い

無
回
答

1,203 86.3 12.5 1.2
中学生：男性 273 69.2 28.2 2.6
中学生：女性 250 81.2 18.0 0.8
高校生世代：男性 223 97.8 1.8 0.4
高校生世代：女性 222 98.2 1.4 0.5
無回答 235 89.4 8.9 1.7

フルタイムで就労 462 87.7 11.3 1.1

パート・アルバイト等で就労 500 86.6 12.0 1.4

以前は就労していたが、
現在は就労していない

201 83.6 14.9 1.5

これまで就労したことがな
い

23 82.6 17.4 -

無回答 17 76.5 23.5 -

三世代 70 82.9 14.3 2.9
核家族 942 85.8 13.1 1.2
ひとり親 127 93.7 5.5 0.8
ひとり親三世代 27 92.6 3.7 3.7
その他 15 86.7 13.3 -
無回答 22 68.2 31.8 -

  全  体

世
帯

分
類
別

子
ど
も
の

性
別

保
護
者
の
就
労
状
況
別
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（２） 携帯電話・スマートフォンなどの使用目的

問12-1 【問12で｢１｣を選んだ方にうかがいます。】あて名のお子さんは、携帯電話やスマートフ

ォンやパソコンなどをどのような目的で使うことが多いですか。ご存知の範囲でお答え

ください。（〇は３つまで） 

図表－３６１ 携帯電話・スマートフォンなどの使用目的 

携帯電話・スマートフォンなどの使用目的は、中学生では「友だちとメールやＳＮＳ、通話をす

る」（70.2％）の割合が最も高く、次いで「音楽を聴く、または動画を見る」（64.9％）、「家族と

メールやＳＮＳ、通話をする」（61.3％）、「ゲームをする」（49.0％）となっている。

高校生世代でも、「友だちとメールやＳＮＳ、通話をする」（84.8％）の割合が最も高く、次い

で「音楽を聴く、または動画を見る」（74.9％）、「家族とメールやＳＮＳ、通話をする」（66.2％）、

「ゲームをする」（41.7％）となっている。 

70.2

64.9

61.3

49.0

18.8

16.9

1.3

0.8

4.0

0.0

84.8

74.9

66.2

41.7

19.9

15.0

0.5

0.7

2.3

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

友だちとメールやＳＮＳ、通話をする

音楽を聴く、または動画を見る

家族とメールやＳＮＳ、通話をする

ゲームをする

インターネットをする

写真を撮る

ワンセグでテレビを見る

日記や手帳などメモとして

その他

無回答

中学生（n=473）

高校生世代（n=554）
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世帯分類別にみると、ひとり親世帯では他の世帯に比べて「家族とメールやＳＮＳ、通話をする」

（73.9％）の割合が高くなっている。 

図表－３６２ 世帯分類別 携帯電話・スマートフォンなどの使用目的（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

家
族
と
メ
ー

ル
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

、
通
話
を
す
る

友
だ
ち
と
メ
ー

ル
や

Ｓ
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Ｓ

、
通
話
を
す

る ゲ
ー

ム
を
す
る

音
楽
を
聴
く

、
ま
た

は
動
画
を
見
る

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
を

す
る

写
真
を
撮
る

日
記
や
手
帳
な
ど
メ

モ
と
し
て

ワ
ン
セ
グ
で
テ
レ
ビ

を
見
る

そ
の
他

無
回
答

1,038 63.8 78.1 45.3 70.2 19.3 15.9 0.8 0.9 3.1 0.1
三世代 58 65.5 86.2 36.2 65.5 17.2 19.0 - 1.7 1.7 -
核家族 808 63.0 77.4 45.4 70.5 20.4 16.3 0.9 0.6 3.3 0.1
ひとり親 119 73.9 79.0 45.4 68.1 16.0 13.4 0.8 - 2.5 -
ひとり親三世代 25 40.0 80.0 52.0 80.0 8.0 16.0 - 8.0 - -
その他 13 69.2 84.6 53.8 92.3 7.7 - - 7.7 - -
無回答 15 53.3 73.3 53.3 53.3 20.0 13.3 - - 6.7 -

 全  体

世
帯

分
類
別
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（３） インターネットの使用目的

問13 あて名のお子さんは、インターネットを主にどのような目的で使用することが多いですか。

ご存知の範囲でお答えください。（〇は３つまで） 

図表－３６３ インターネットの使用目的 

インターネットの使用目的は、中学生では「趣味、遊びに関することを調べる」（77.0％）の割

合が最も高く、次いで「勉強、授業、進路（就職状況、進学情報）のことを調べる」（45.7％）、「Ｓ

ＮＳやブログ・掲示板などを読んだり書き込んだりする」（44.5％）となっている。 

高校生世代では「趣味、遊びに関することを調べる」（83.2％）の割合が最も高く、次いで「Ｓ

ＮＳやブログ・掲示板などを読んだり書き込んだりする」（73.9％）、「勉強、授業、進路（就職状

況、進学情報）のことを調べる」（55.3％）となっている。 

子どもの性別にみると、高校生世代の女性では「勉強、授業、進路（就職状況、進学情報）のこ

とを調べる」（64.0％）、「ＳＮＳやブログ・掲示板などを読んだり書き込んだりする」（82.4％）

の割合が高くなっている。 

図表－３６４ 子どもの性別 インターネットの使用目的（単位：％）

77.0

45.7

44.5

1.4

6.6

83.2

55.3

73.9

9.2

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

趣味、遊びに関することを調べる

勉強、授業、進路（就職状況、

進学情報）のことを調べる

ＳＮＳやブログ・掲示板などを

読んだり書き込んだりする

ネットショッピングをする

その他

中学生（n=622）

高校生世代（n=566）
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）
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ネ

ッ
ト
シ
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を
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Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
・

掲
示
板
な
ど
を
読
ん

だ
り
書
き
込
ん
だ
り

す
る

そ
の
他

無
回
答

1,203 50.3 79.9 5.1 58.4 4.7 2.3
中学生：男性 273 35.2 76.2 0.7 34.8 10.3 5.5
中学生：女性 250 55.6 78.4 2.0 56.4 3.2 1.6
高校生世代：男性 223 49.3 81.2 8.1 67.7 3.1 0.9
高校生世代：女性 222 64.0 85.6 8.1 82.4 2.3 0.5
無回答 235 50.2 79.1 7.7 56.2 3.4 2.6

  全  体

子
ど
も
の

性
別
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（４） インターネットや SNS の使用時間

問14① あて名のお子さんは、平日１日あたりどれくらいインターネットや SNS（LINE、Facebook、

twitter など）を使用していますか。ご存知の範囲でお答えください。（○は１つ） 

図表－３６５ インターネットや SNS の使用時間

インターネットや SNS の使用時間は、中学生では「１時間以上２時間未満」（27.2％）の割合

が最も高く、次いで「30分以上１時間未満」（21.5％）、「２時間以上３時間未満」（15.9％）、「30

分未満」（15.4％）となっている。 

高校生世代では「１時間以上２時間未満」（30.9％）の割合が最も高く、次いで「２時間未満３

時間以上」（26.0％）、「３時間以上４時間未満」（13.8％）となっており、中学生と比べると時間

が長い傾向にある。 

子どもの性別にみると、高校生世代の男性は他に比べて「４時間以上」（11.2％）の割合がやや

高くなっている。 

図表－３６６ 子どもの性別 インターネットや SNS の使用時間（単位：％）

標
本
数

（
人

）

3
0
分
未
満

3
0
分
以
上
１
時
間

未
満

１
時
間
以
上
２
時
間

未
満

２
時
間
以
上
３
時
間

未
満

３
時
間
以
上
４
時
間

未
満

1,203 9.6 17.5 28.8 20.7 9.6
中学生：男性 273 15.0 21.2 24.2 15.0 6.6
中学生：女性 250 18.8 22.0 27.6 15.6 5.6
高校生世代：男性 223 5.4 13.9 27.4 23.3 13.5
高校生世代：女性 222 2.3 11.3 33.3 27.5 16.2
無回答 235 4.7 17.4 32.3 23.8 7.7

標
本
数

（
人

）

４
時
間
以
上

使

っ
て
い
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

1,203 6.7 0.2 5.1 1.7
中学生：男性 273 5.5 0.7 8.4 3.3
中学生：女性 250 2.4 - 6.4 1.6
高校生世代：男性 223 11.2 - 4.5 0.9
高校生世代：女性 222 7.2 - 1.8 0.5
無回答 235 8.1 0.4 3.4 2.1

子
ど
も
の

性
別

  全  体

子
ど
も
の

性
別

  全  体

15.4

3.4

21.5

12.7

27.2

30.9

15.9

26.0

5.9

13.8

4.2

9.5

0.5

6.9

2.7

2.4

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

30分未満 30分以上１時間未満 １時間以上２時間未満

２時間以上３時間未満 ３時間以上４時間未満 ４時間以上

使っていない 分からない 無回答
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（５） 子どものインターネットや SNS 上での経験

問14② あて名のお子さんは、インターネットや SNS（LINE、Facebook、twitter など）を使って

いて以下のようなことを経験したことはありますか。ご存知の範囲でお答えください。

（あてはまるものすべてに○） 

図表－３６７ 子どものインターネットや SNS 上での経験 

子どものインターネットや SNS 上での経験をたずねたところ、中学生・高校生世代いずれも「あ

てはまるものはない」（中学生：43.6％ 高校生世代：30.6％）の割合が最も高い。 

具体的な経験の中では、中学生では「インターネットにのめり込んで勉強に集中できなかったり

睡眠不足になったりしたことがある」（21.2％）の割合が最も高く、次いで「迷惑メール等が送ら

れてきたことがある」（8.7％）となっている。 

高校生世代でも、「インターネットにのめり込んで勉強に集中できなかったり睡眠不足になった

りしたことがある」（25.4％）の割合が最も高く、次いで「迷惑メール等が送られてきたことがあ

る」（21.0％）となっている。 

21.2

8.7

7.9

5.9

5.1

3.2

2.6

2.4

1.6

0.5

0.2

5.0

43.6

8.5

25.4

21.0

6.0

12.9

10.4

4.9

3.9

4.8

0.9

4.4

0.7

2.7

30.6

14.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

インターネットにのめり込んで勉強に集中

できなかったり睡眠不足になったりしたことがある

迷惑メール等が送られてきたことがある

親に話しにくいサイトを見たことがある

インターネットで知り合った人とメッセージ等

のやりとりをしたことがある

自分が知らない人やお店などから

メッセージ等がきたことがある

悪口やいやがらせのメッセージ等を送られたり、

書き込みをされたことがある

ゲームやアプリでお金を使いすぎたことがある

他人が閲覧できる掲示板等で、自分や他人の情報（

名前、写真、メールアドレスなど）を書き込んだことがある

悪口やいやがらせのメッセージ等を送ったり、

書き込みをしたことがある

インターネットで知り合った同性と会ったことがある

インターネットで知り合った異性と会ったことがある

その他困ったことがある

あてはまるものはない

分からない

中学生（n=622）

高校生世代（n=566）
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子どもの性別にみると、高校生世代の女性では他に比べて「迷惑メール等が送られてきたことが

ある」（29.3％）の割合が高くなっている。 

図表－３６８ 子どもの性別 子どものインターネットや SNS 上での経験（単位：％） 
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と
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等
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や
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を
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た
こ
と
が
あ
る

1,203 4.1 1.2 3.5 7.0 3.2 7.6 14.5 9.1
中学生：男性 273 2.2 1.5 1.8 11.0 4.8 4.4 8.1 4.0
中学生：女性 250 4.0 1.2 3.2 5.6 0.4 6.0 9.2 7.2
高校生世代：男性 223 2.2 1.8 3.6 8.1 3.1 7.6 14.3 10.3
高校生世代：女性 222 7.7 0.5 7.7 2.7 3.6 14.0 29.3 14.9
無回答 235 4.7 1.3 1.7 6.8 4.3 6.8 14.0 10.6
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な
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な
い

無
回
答

1,203 2.3 0.4 23.2 3.8 37.5 11.6 4.7
中学生：男性 273 - - 21.2 4.4 40.7 9.5 6.2
中学生：女性 250 0.4 0.4 19.6 4.8 47.6 7.2 5.2
高校生世代：男性 223 1.8 0.4 21.1 3.1 32.7 18.8 3.6
高校生世代：女性 222 7.7 0.9 27.0 2.7 24.3 11.7 2.3
無回答 235 2.6 0.4 27.7 3.8 40.0 11.9 6.0

子
ど
も
の

性
別

 全  体

子
ど
も
の

性
別

 全  体
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（６） インターネットや SNS 使用上の家庭でのルール

問15 あなたの家では、インターネットや SNS（LINE、Facebook、twitter など）、メールの使い

方について何かルールはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－３６９ インターネットや SNS 使用上の家庭のルール 

インターネットや SNS 使用上の家庭のルールとしては、中学生では「利用時間を決めている」

（43.6％）の割合が最も高く、次いで「困ったときはすぐに保護者に相談するように決めている」

（40.8％）、「利用場所を決めている」（33.6％）となっている。 

高校生世代では、「困ったときはすぐに保護者に相談するように決めている」（42.8％）の割合

が最も高く、次いで「ゲームやアプリの利用料金の上限や課金の利用方法を決めている」（28.4％）、

「特にルールを決めていない」（25.3％）となっており、中学生と比べるとルールを決めていない

割合が多い。 

43.6

40.8

33.6

27.5

26.7

24.3

18.5

16.9

11.4

12.4

0.6

19.1

42.8

13.8

15.2

28.4

23.7

21.2

6.5

4.1

25.3

0.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

利用時間を決めている

困ったときはすぐに保護者に

相談するように決めている

利用場所を決めている

利用するサイトやアプリの内容を決めている

ゲームやアプリの利用料金の

上限や課金の利用方法を決めている

他人を誹謗中傷する書き込みをしないなど

送信・投稿する内容を決めている

パスワードなどの利用者情報が

漏れないようにしている

メールやメッセージを送る相手を制限している

その他

特にルールを決めていない

分からない

中学生（n=622）

高校生世代（n=566）
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（７） インターネットの危険性について学んだ経験

問16 あなた（回答している保護者様）は、青少年に不適切なサイト（出会い系やアダルトサイ

トなど）やネットいじめの問題などインターネットの危険性について、これまでに説明を

受けたり学んだりしたことがありますか。（あてはまるものすべてに○）

図表－３７０ インターネットの危険性について学んだ経験 

保護者がインターネットの危険性について学んだ経験としては、母親は「学校の保護者会やＰＴ

Ａなどで説明を受けた」（77.2％）の割合が最も高く、次いで「学校から配布された啓発資料など

で知った」（49.9％）、「テレビや本・パンフレットなどで知った」（31.0％）となっている。 

父親は「学校から配布された啓発資料などで知った」（38.1％）の割合が最も高く、次いで「学

校の保護者会やＰＴＡなどで説明を受けた」（35.2％）、「テレビや本・パンフレットなどで知った」

（34.3％）となっており、「特に学んだことはない」についても23.8％の回答があった。 

77.2

49.9

31.0

12.9

7.0

6.6

4.6

3.5

2.1

5.1

1.3

35.2

38.1

34.3

28.6

11.4

6.7

5.7

5.7

5.7

23.8

1.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

学校の保護者会やＰＴＡなどで説明を受けた

学校から配布された啓発資料などで知った

テレビや本・パンフレットなどで知った

インターネットで知った

機器の購入時に販売員に説明してもらった

友人から教えてもらった

機器の購入時に資料をもらった

国・地方公共団体や民間団体が行う

講座に参加して教えてもらった

その他

特に学んだことはない

分からない

母親（n=1072）

父親（n=105）
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４． 学習や学校生活について 

（１） 自宅での学習状況

問19 お子さんは自宅で学習をしていますか。（〇は１つ） 

図表－３７１ 自宅での学習状況 

自宅での学習は、中学生では、「ほぼ毎日する」（54.8％）の割合が最も高く、次いで「週に数

回する」（26.8％）、「めったにしない」（11.3％）となっている。 

高校生世代では、「ほぼ毎日する」（38.3％）の割合が最も高く、次いで「週に数回する」（28.6％）、

「めったにしない」（17.8％）となっており、中学生と比べると自宅で学習する頻度が低い傾向に

ある。 

中学生の自宅での学習状況を世帯年収別にみると、200万円未満及び200～300万円未満では

「ほぼ毎日する」（200万円未満：40.7％、200～300万円未満：42.1％）の割合が他の世帯よ

り低く、「月に数回する」「めったにしない」「まったくしない」の合計が3割を超えている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯では「ほぼ毎日する」（38.1％）の割合が低くなっている。 

図表－３７２ 世帯年収別・世帯分類別 中学生の学習の状況（単位：％） 

54.8

38.3

26.8

28.6

3.2

9.9

11.3

17.8

3.2

4.1

0.6

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

ほぼ毎日する 週に数回する 月に数回する めったにしない

まったくしない 無回答 あ

標
本
数

（
人

）

ほ
ぼ
毎
日
す
る

週
に
数
回
す
る

月
に
数
回
す
る

め

っ
た
に
し
な
い

ま

っ
た
く
し
な
い

無
回
答

622 54.8 26.8 3.2 11.3 3.2 0.6
200 万円未満 59 40.7 25.4 13.6 10.2 6.8 3.4
200 ～300 万円未満 38 42.1 23.7 2.6 18.4 13.2 -
300 ～400 万円未満 52 51.9 25.0 3.8 15.4 3.8 -
400 ～500 万円未満 65 60.0 21.5 1.5 12.3 3.1 1.5
500 ～700 万円未満 149 62.4 21.5 3.4 11.4 1.3 -
700 ～1000万円未満 169 50.9 35.5 1.8 10.1 1.2 0.6
1000万円以上 75 61.3 28.0 - 6.7 4.0 -
無回答 15 66.7 20.0 - 13.3 - -
三世代 37 56.8 18.9 5.4 16.2 2.7 -
核家族 496 57.5 27.4 1.8 10.7 2.2 0.4
ひとり親 63 38.1 27.0 12.7 9.5 9.5 3.2
ひとり親三世代 15 46.7 20.0 6.7 20.0 6.7 -
その他 8 37.5 50.0 - 12.5 - -
無回答 3 33.3 - - 33.3 33.3 -

世
帯
分
類
別

  全  体

世
帯
年
収
別
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高校生世代の自宅での学習状況を世帯年収別にみると、200～300万円未満では「ほぼ毎日す

る」（16.0％）の割合が低くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親及びひとり親三世代では「ほぼ毎日する」（ひとり親：29.7％、

ひとり親三世代：25.0％）の割合が低くなっている。 

図表－３７３ 世帯年収別・世帯分類別 高校生世代の学習の状況（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

ほ
ぼ
毎
日
す
る

週
に
数
回
す
る

月
に
数
回
す
る

め

っ
た
に
し
な
い

ま

っ
た
く
し
な
い

無
回
答

566 38.3 28.6 9.9 17.8 4.1 1.2
200 万円未満 30 36.7 16.7 6.7 26.7 13.3 -
200 ～300 万円未満 50 16.0 32.0 16.0 28.0 4.0 4.0
300 ～400 万円未満 49 30.6 32.7 14.3 14.3 8.2 -
400 ～500 万円未満 60 30.0 26.7 15.0 25.0 3.3 -
500 ～700 万円未満 114 31.6 31.6 10.5 21.9 2.6 1.8
700 ～1000万円未満 144 45.8 29.2 8.3 13.2 3.5 -
1000万円以上 105 56.2 23.8 4.8 11.4 1.0 2.9
無回答 14 28.6 42.9 7.1 7.1 14.3 -
三世代 33 45.5 21.2 6.1 15.2 6.1 6.1
核家族 445 39.1 30.6 9.2 17.1 3.1 0.9
ひとり親 64 29.7 23.4 15.6 23.4 6.3 1.6
ひとり親三世代 12 25.0 16.7 16.7 16.7 25.0 -
その他 7 14.3 28.6 14.3 42.9 - -
無回答 5 100.0 - - - - -

  全  体

世
帯
年
収
別

世
帯
分
類
別
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（２） 勉強の成績

問20 お子さんの学校等での勉強の成績はいかがですか。（〇は１つ） 

図表－３７４ 勉強の成績 

勉強の成績は、中学生では「普通」（35.5％）の割合が最も高く、次いで「どちらかといえば良

好」（23.5％）、「遅れている」（15.3％）、「成績良好」（12.4％）、「どちらかといえば遅れている」

（11.6％）となっている。 

高校生世代では、「普通」（34.6％）の割合が最も高く、次いで「どちらかといえば良好」（24.0％）、

「どちらかといえば遅れている」（15.9％）、「成績良好」（13.3％）、「遅れている」（9.7％）とな

っている。 

中学生の勉強の成績についての回答を世帯年収別にみると、200万円未満及び200～300万円

未満では他の世帯に比べて「遅れている」の割合が高く、1000万円以上では「成績良好」（24.0％）

の割合が高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯では「成績良好」（4.8％）の割合がやや低くなっている。 

図表－３７５ 世帯年収別・世帯分類別 中学生の勉強の成績（単位：％） 

12.4

13.3

23.5

24.0

35.5

34.6

11.6

15.9

15.3

9.7

1.1

1.4

0.6

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

（ｎ=622）

高校生世代

（ｎ=566）

成績良好 どちらかといえば良好

普通 どちらかといえば遅れている

遅れている わからない

無回答 ｑ

標
本
数

（
人

）

成
績
良
好

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

良
好

普
通

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

遅
れ
て
い
る

遅
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

622 12.4 23.5 35.5 11.6 15.3 1.1 0.6
200 万円未満 59 3.4 11.9 47.5 5.1 28.8 1.7 1.7
200 ～300 万円未満 38 10.5 15.8 31.6 10.5 28.9 2.6 -
300 ～400 万円未満 52 7.7 32.7 21.2 13.5 23.1 1.9 -
400 ～500 万円未満 65 13.8 21.5 44.6 7.7 10.8 - 1.5
500 ～700 万円未満 149 8.1 23.5 40.9 13.4 13.4 0.7 -
700 ～1000万円未満 169 15.4 26.0 33.1 14.2 8.9 1.8 0.6
1000万円以上 75 24.0 22.7 26.7 8.0 17.3 - 1.3
無回答 15 13.3 40.0 26.7 20.0 - - -
三世代 37 10.8 24.3 35.1 10.8 18.9 - -
核家族 496 13.9 25.2 33.9 11.5 13.9 1.0 0.6
ひとり親 63 4.8 14.3 44.4 11.1 20.6 3.2 1.6
ひとり親三世代 15 - 6.7 53.3 6.7 33.3 - -
その他 8 12.5 25.0 37.5 12.5 12.5 - -
無回答 3 - - 33.3 66.7 - - -

  全  体

世
帯
年
収
別

世
帯
分
類
別



Ⅳ 中学生・高校生等の保護者調査結果 

280 

高校生世代の勉強の成績についての回答は、世帯年収別に大きな差は見られない。 

図表－３７６ 世帯年収別・世帯分類別 高校生世代の勉強の成績（単位：％） 

 

標
本
数

（
人

）

成
績
良
好

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

良
好

普
通

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

遅
れ
て
い
る

遅
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

566 13.3 24.0 34.6 15.9 9.7 1.4 1.1
200 万円未満 30 16.7 16.7 33.3 20.0 10.0 3.3 -
200 ～300 万円未満 50 8.0 32.0 32.0 18.0 6.0 - 4.0
300 ～400 万円未満 49 16.3 18.4 34.7 20.4 10.2 - -
400 ～500 万円未満 60 21.7 18.3 36.7 15.0 6.7 1.7 -
500 ～700 万円未満 114 11.4 25.4 38.6 12.3 9.6 1.8 0.9
700 ～1000万円未満 144 5.6 26.4 34.7 19.4 12.5 1.4 -
1000万円以上 105 19.0 24.8 31.4 12.4 8.6 1.0 2.9
無回答 14 28.6 14.3 28.6 7.1 14.3 7.1 -
三世代 33 9.1 15.2 30.3 18.2 18.2 3.0 6.1
核家族 445 14.4 24.7 35.1 14.4 9.2 1.6 0.7
ひとり親 64 7.8 25.0 34.4 20.3 10.9 - 1.6
ひとり親三世代 12 - 16.7 41.7 33.3 8.3 - -
その他 7 14.3 14.3 28.6 42.9 - - -
無回答 5 40.0 40.0 20.0 - - - -

  全  体

世
帯
年
収
別

世
帯
分
類
別
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（３） 不登校、ひきこもりの経験

問21 お子さんは次の経験がありますか。（それぞれについて、「あった」「なかった」のいずれか

に○） 

不登校：病気やケガ以外の理由でおおむね年間30日以上学校を欠席したこと 

ひきこもり：おおむね半年以上ほとんど外出せず自宅内にこもっている状態 

図表－３７７ 不登校、ひきこもりの経験 

最近１年間の不登校、ひきこもりの経験については、中学生・高校生世代いずれも、不登校が約

５％、ひきこもりが0.5％強となっている。 

小学校入学以降の不登校、ひきこもりの経験については、中学生では不登校が3.7％、ひきこも

りが0.2％、高校生世代では不登校が7.8％、ひきこもりが1.9％となっている。 

4.7

5.3

0.6

0.7

94.7

92.9

98.2

97.2

0.6

1.8

1.1

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生：不登校

（ｎ=622）

高校生世代：不登校

（ｎ=566）

中学生：ひきこもり

（ｎ=622）

高校生世代：ひきこもり

（ｎ=566）

あった なかった 無回答 あ

3.7

7.8

0.2

1.9

95.7

90.6

99.0

96.1

0.6

1.6

0.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生：不登校

（ｎ=622）

高校生世代：不登校

（ｎ=566）

中学生：ひきこもり

（ｎ=622）

高校生世代：ひきこもり

（ｎ=566）

あった なかった 無回答

＜最近１年間＞ 

＜小学校入学以降＞ 
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中学生について世帯年収別にみると、最近1年間・小学校入学以降のいずれにおいても、200万

円未満及び200～300万円未満では他の世帯に比べて不登校の経験があった割合がやや高くなっ

ている。 

高校生世代について世帯年収別にみると、最近1年間・小学校入学以降のいずれにおいても、200

万円未満では他の世帯に比べて不登校の経験があった割合がやや高くなっている。 

図表－３７８ 世帯年収別  不登校、ひきこもりの経験があった人の割合（単位：％） 

不
登
校

ひ
き
こ
も
り

不
登
校

ひ
き
こ
も
り

不
登
校

ひ
き
こ
も
り

不
登
校

ひ
き
こ
も
り

622 4.7 0.6 3.7 0.2 566 5.3 0.7 7.8 1.9
200 万円未満 59 10.2 1.7 11.9 1.7 30 16.7 3.3 23.3 6.7
200 ～300 万円未満 38 15.8 - 10.5 - 50 6.0 2.0 10.0 2.0
300 ～400 万円未満 52 3.8 - 5.8 - 49 12.2 - 12.2 4.1
400 ～500 万円未満 65 6.2 3.1 1.5 - 60 6.7 - 5.0 -
500 ～700 万円未満 149 3.4 - 2.0 - 114 2.6 0.9 9.6 3.5
700 ～1000万円未満 169 2.4 - 1.8 - 144 4.2 - 4.9 -
1000万円以上 75 2.7 1.3 2.7 - 105 1.9 1.0 3.8 1.0
無回答 15 - - - - 14 7.1 - 7.1 7.1

  全  体

世
帯
年
収
別

標
本
数

（
人

）

中学生 高校生世代
最近1年間 小学校入学以降標

本
数

（
人

）

最近1年間 小学校入学以降
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第４章  地域とのかかわり 

１． 地域の子どもとのかかわり 

問22 あなたと地域の子ども達とのかかわりについておたずねします。あなたは、ふだん地域の

子ども達に対して、次のようなことをしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

図表－３７９ 地域の子どもとのかかわり 

地域の子どもとのかかわりをたずねたところ、「道で会ったとき声をかけたりあいさつをしたり

している」（66.7％）の割合が最も高く、次いで「子ども会などで一緒に地域の活動（廃品回収な

ど）をしている」（28.4％）、「悪いことをしているのに気づいたとき注意したりしかったりしてい

る」（23.6％）となっている。 

前回調査と比較すると、「道で会ったとき声をかけたりあいさつをしたりしている」は約８ポイ

ント減少し、「悪いことをしているのに気づいたとき注意したりしかったりしている」は約7ポイン

ト減少している。「地域の子どもたちと関わりはない」の割合は約6ポイント増加している。

66.7

28.4

23.6

10.0

9.2

4.4

2.2

2.7

20.4

74.5

30.0

31.0

12.2

7.5

3.2

3.3

2.4

14.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

道で会ったとき声をかけたり

あいさつをしたりしている

子ども会などで一緒に地域の活動

（廃品回収など）をしている

悪いことをしているのに気づいたとき

注意したりしかったりしている

言葉遣いや態度が悪かったりしたら注意している

困っているときや悩んでいる

ときに相談にのっている

お年寄りやからだの不自由な

人との交流を支援している

運動やスポーツの指導などをしている

その他

地域の子どもたちとの関わりはない

今回調査（n=1203）

前回調査（n=888）



Ⅳ 中学生・高校生等の保護者調査結果 

284 

記入者別にみると、父親は母親に比べて「地域の子どもたちとの関わりはない」（31.4％）の割

合が高くなっている。 

図表－３８０ 世代別・記入者別 地域の子どもとのかかわり（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

道
で
会

っ
た
と
き
声
を
か
け

た
り
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
し

て
い
る

子
ど
も
会
な
ど
で
一
緒
に
地

域
の
活
動

（
廃
品
回
収
な

ど

）
を
し
て
い
る

お
年
寄
り
や
か
ら
だ
の
不
自

由
な
人
と
の
交
流
を
支
援
し

て
い
る

運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
な

ど
を
し
て
い
る

言
葉
遣
い
や
態
度
が
悪
か

っ

た
り
し
た
ら
注
意
し
て
い
る

悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
の
に

気
づ
い
た
と
き
注
意
し
た
り

し
か

っ
た
り
し
て
い
る

困

っ
て
い
る
と
き
や
悩
ん
で

い
る
と
き
に
相
談
に
の

っ
て

い
る

そ
の
他

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
関

わ
り
は
な
い

無
回
答

1,203 66.7 28.4 4.4 2.2 10.0 23.6 9.2 2.7 20.4 1.9
母親 1,072 68.2 29.8 4.6 2.2 10.4 23.9 9.9 2.7 18.9 2.1
父親 105 59.0 20.0 1.9 1.9 4.8 21.0 1.9 1.9 31.4 -
祖母 5 80.0 - 20.0 20.0 40.0 20.0 20.0 - 20.0 -
祖父 1 100.0 - - - - 100.0 - - - -
その他 3 66.7 - 33.3 - 33.3 66.7 66.7 66.7 - -
無回答 17 17.6 11.8 - - - 11.8 - - 52.9 5.9

  全  体

記
入
者
別
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２． 地域の子育て環境で不満なこと 

問23 お住まいの子育て環境について、不満がある場合、あなたの考えに近いものを選んでくだ

さい。（○は２つまで） 

図表－３８１ 地域の子育て環境で不満なこと 

※「大声を出したり、ボールやバットを使って自由に安心して遊べる場所が少ない」「暗い通りや見通しのきかないところが多く、子ど

もが犯罪の被害にあわないか心配なこと」「特に不満はない」は、今回調査で新規で追加した選択肢

地域の子育て環境で不満なことは、「特に不満はない」（33.1%）の割合が最も高く、次いで「大

声を出したり、ボールやバットを使って自由に安心して遊べる場所が少ない」（28.3％）、「暗い通

りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配なこと」（23.2％）、「通

学路が狭い、交通量が多いなど道路環境が悪い」（17.7％）となっている。 

前回調査と比較すると、「通学路が狭い、交通量が多いなど道路環境が悪い」の割合は13ポイン

ト減少している。

28.3

23.2

17.7

7.1

7.0

5.9

4.8

1.9

1.8

1.3

3.2

33.1

30.7

16.6

8.8

7.8

4.6

3.9

3.3

9.9

0.0% 20.0% 40.0%

大声を出したり、ボールやバットを使って

自由に安心して遊べる場所が少ない

暗い通りや見通しのきかないところが多く、

子どもが犯罪の被害にあわないか心配なこと

通学路が狭い、交通量が

多いなど道路環境が悪い

公園や緑が少なく、

安心して遊べる所が少ない

学校が遠くて通学に不便

隣近所とのつきあいがない

近所に子どもが少ない

昼間にあまり大人がいない

子どもにとって有害なものがある

など周りの生活環境が悪い

地域に住民が集まるような場所がない

その他

特に不満はない

今回調査（n=1203）

前回調査（n=888）
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世代別にみると、高校生世代の保護者に比べて、中学生の保護者では「大声を出したり、ボール

やバットを使って自由に安心して遊べる場所が少ない」（31.0％）、「通学路が狭い、交通量が多い

など道路環境が悪い」（20.3％）の割合が高くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親三世代世帯では他の世帯に比べて、「暗い通りや見通しのきかな

いところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配なこと」（37.0％）、「通学路が狭い、交通

量が多いなど道路環境が悪い」（29.6％）などの割合が高くなっている。 

図表－３８２ 世代別・世帯分類別 地域の子育て環境で不満なこと（単位：％） 

 

 

  

標
本
数

（
人

）

子
ど
も
に
と

っ
て
有
害
な
も

の
が
あ
る
な
ど
周
り
の
生
活

環
境
が
悪
い

通
学
路
が
狭
い

、
交
通
量
が

多
い
な
ど
道
路
環
境
が
悪
い

暗
い
通
り
や
見
通
し
の
き
か

な
い
と
こ
ろ
が
多
く

、
子
ど

も
が
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
な

い
か
心
配
な
こ
と

公
園
や
緑
が
少
な
く

、
安
心

し
て
遊
べ
る
所
が
少
な
い

大
声
を
出
し
た
り

、
ボ
ー

ル

や
バ

ッ
ト
を
使

っ
て
自
由
に

安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
少

な
い

学
校
が
遠
く
て
通
学
に
不
便

昼
間
に
あ
ま
り
大
人
が
い
な

い

1,203 1.8 17.7 23.2 7.1 28.3 7.0 1.9

中学生 622 1.1 20.3 23.3 8.2 31.0 8.5 1.8

高校生世代 566 2.7 15.4 23.5 5.5 25.4 5.3 2.1

無回答 15 - - 6.7 20.0 20.0 6.7 -

三世代 70 1.4 20.0 22.9 1.4 34.3 7.1 2.9
核家族 942 2.0 18.3 22.8 7.6 29.7 6.6 1.9
ひとり親 127 - 12.6 25.2 5.5 18.9 7.1 2.4
ひとり親三世代 27 3.7 29.6 37.0 7.4 25.9 22.2 -
その他 15 - 13.3 26.7 - 13.3 6.7 -
無回答 22 4.5 4.5 9.1 13.6 13.6 4.5 -

標
本
数

（
人

）

近
所
に
子
ど
も
が
少
な
い

地
域
に
住
民
が
集
ま
る
よ
う

な
場
所
が
な
い

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
が
な

い そ
の
他

特
に
不
満
は
な
い

無
回
答

1,203 4.8 1.3 5.9 3.2 33.1 3.7

中学生 622 4.8 1.1 6.1 3.9 30.5 2.9

高校生世代 566 4.9 1.6 5.7 2.5 35.7 4.6

無回答 15 - - 6.7 6.7 40.0 -

三世代 70 12.9 2.9 5.7 1.4 21.4 8.6
核家族 942 3.9 1.4 5.6 3.2 33.0 3.3
ひとり親 127 5.5 - 8.7 3.9 40.2 5.5
ひとり親三世代 27 7.4 3.7 3.7 - 22.2 -
その他 15 20.0 - - 6.7 33.3 -
無回答 22 - - 9.1 9.1 45.5 -

  全  体

世
代
別

世
帯

分
類
別

  全  体

世
代
別

世
帯

分
類
別
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３． 子どもの健全育成に必要なこと 

（１） 子どもは健全に育っているか

問24 あなたは、今の子どもたちは健全に育っていると思いますか。（○は１つ） 

図表－３８３ 子どもは健全に育っているか 

今の子どもたちが健全に育っているかをたずねたところ、中学生の保護者では「そう思う」

（14.1％）と「どちらかといえばそう思う」（54.5％）を合わせた『思う』は68.6％となってお

り、「どちらかといえば思わない」（28.1％）と「そう思わない」（2.1％）を合わせた『思わない』

（30.2％）を大きく上回っている。前回調査と比較すると、『思う』の割合は約5ポイント増加し

ている。 

高校生世代の保護者では、「そう思う」（11.0％）と「どちらかといえばそう思う」（50.0％）

を合わせた『思う』は61.0％となっており、「どちらかといえば思わない」（33.4％）と「そう思

わない」（4.1％）を合わせた『思わない』（37.5％）を大きく上回っている。前回調査と比較する

と、『思う』の割合は約６ポイント増加している。 

記入者別にみると、父親は母親に比べて『思う』（68.6％）の割合がやや高くなっている。 

図表－３８４ 記入者別 子どもは健全に育っているか（単位：％） 

14.1

12.8

11.0

9.7

54.5

52.2

50.0

45.7

28.1

30.8

33.4

37.0

2.1

2.9

4.1

4.2

1.1

1.3

1.6

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生今回

（ｎ=622）

中学生前回

（ｎ=477）

高校生世代

今回

（ｎ=566）

高校生世代

前回

（ｎ=403）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答 あ

中
学
生 

 

高
校
生
世
代 

世
代
別 

【68.6】 【30.2】 

【65.0】 【33.7】 

【61.0】 【37.5】 

【55.4】 【41.2】 

『
思
わ
な
い
』 

『
思
う
』 

標
本
数

（
人

）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『

思
う

』

『

思
わ
な
い

』

1,203 12.6 52.3 30.8 3.0 1.3 64.9 33.8
母親 1,072 11.9 52.8 31.0 3.0 1.3 64.7 34.0
父親 105 20.0 48.6 27.6 2.9 1.0 68.6 30.5
祖母 5 - 40.0 40.0 20.0 - 40.0 60.0
祖父 1 - - - - 100.0 0.0 0.0
その他 3 33.3 33.3 33.3 - - 66.6 33.3
無回答 17 11.8 52.9 35.3 - - 64.7 35.3

  全  体

記
入
者
別
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（２） 健全に育つために必要なこと

問25 あなたは、子どもたちが健全に成長していくためには、あなたの地域ではどのようなこと

が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

図表－３８５ 健全に育つために必要なこと 

子どもたちが健全に育つために必要なことをたずねたところ、「子どもたちがのびのびと遊べる

施設や場所の充実」（55.2％）の割合が最も高く、次いで「子どもたちが生活の知恵や技術を学ぶ

機会の充実」（34.8％）、「地域の子どもを見守り育む取組の充実」（32.3％）、「悩みごとなどを相

談する人や機関の充実」（21.1％）となっている。 

前回調査と比較すると、「地域の子どもを見守り育む取組の充実」の割合は約11ポイント減少し、

「悩みごとなどを相談する人や機関の充実」は約7ポイント増加している。 

55.2

34.8

32.3

21.1

13.2

11.6

10.7

8.6

6.5

5.8

4.2

4.1

4.0

52.3

33.6

43.5

13.7

14.5

8.6

14.2

11.0

4.5

6.6

5.9

4.1

5.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子どもたちがのびのびと遊べる施設や場所の充実

子どもたちが生活の知恵や技術を学ぶ機会の充実

地域の子どもを見守り育む取組の充実

悩みごとなどを相談する人や機関の充実

地域全体の行事やイベントの活性化

ポルノ雑誌、アダルトビデオなど

青少年に有害な社会環境の改善

学校施設の開放や学校活動への地域の人々の参加

地域の人々が日常的に集まり話し合える場所

子どもたちの海外派遣や外国の子ども

たちの受け入れなどの体制の充実

ボランティアなどの青少年活動に関する情報の提供

青少年団体の育成や指導者の養成

地域の人々が参加している団体グループの活性化

その他

今回調査（n=1203）

前回調査（n=888）
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世代別にみると、高校生世代の保護者に比べて中学生の保護者では「子どもたちが生活の知恵や

技術を学ぶ機会の充実」（38.7％）の割合が高くなっている。 

記入者別にみると、母親は父親に比べて「子どもたちがのびのびと遊べる施設や場所の充実」

（56.8％）の割合が高くなっている。 

図表－３８６ 世代別・記入者別 健全に育つために必要なこと（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

地
域
の
人
々
が
日
常
的
に
集

ま
り
話
し
合
え
る
場
所

地
域
の
子
ど
も
を
見
守
り
育

む
取
組
の
充
実

地
域
の
人
々
が
参
加
し
て
い

る
団
体
グ
ル
ー

プ
の
活
性
化

悩
み
ご
と
な
ど
を
相
談
す
る

人
や
機
関
の
充
実

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
青
少

年
活
動
に
関
す
る
情
報
の
提

供 青
少
年
団
体
の
育
成
や
指
導

者
の
養
成

地
域
全
体
の
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
の
活
性
化

1,203 8.6 32.3 4.1 21.1 5.8 4.2 13.2

中学生 622 8.7 31.4 4.0 20.4 5.1 3.9 14.6

高校生世代 566 8.8 33.7 4.2 21.4 6.5 4.4 11.8

無回答 15 - 13.3 - 40.0 6.7 6.7 6.7

母親 1,072 8.9 31.6 4.0 21.3 5.4 3.9 12.8
父親 105 6.7 41.9 4.8 18.1 9.5 5.7 18.1
祖母 5 20.0 40.0 - - 20.0 20.0 20.0
祖父 1 - - - - - - -
その他 3 33.3 66.7 33.3 - - - 33.3
無回答 17 - 5.9 - 41.2 5.9 5.9 5.9

標
本
数

（
人

）

子
ど
も
た
ち
の
海
外
派
遣
や

外
国
の
子
ど
も
た
ち
の
受
け

入
れ
な
ど
の
体
制
の
充
実

学
校
施
設
の
開
放
や
学
校
活

動
へ
の
地
域
の
人
々
の
参
加

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と

遊
べ
る
施
設
や
場
所
の
充
実

子
ど
も
た
ち
が
生
活
の
知
恵

や
技
術
を
学
ぶ
機
会
の
充
実

ポ
ル
ノ
雑
誌

、
ア
ダ
ル
ト
ビ

デ
オ
な
ど
青
少
年
に
有
害
な

社
会
環
境
の
改
善

そ
の
他

無
回
答

1,203 6.5 10.7 55.2 34.8 11.6 4.0 5.5

中学生 622 5.6 12.2 57.9 38.7 11.7 3.5 4.8

高校生世代 566 7.4 9.4 52.7 30.7 11.5 4.6 6.2

無回答 15 6.7 - 40.0 26.7 13.3 - 6.7

母親 1,072 5.7 10.5 56.8 34.8 11.8 4.0 5.6
父親 105 15.2 14.3 42.9 38.1 8.6 4.8 2.9
祖母 5 - - 40.0 20.0 20.0 - 20.0
祖父 1 - - 100.0 - - - -
その他 3 - 33.3 33.3 33.3 33.3 - -
無回答 17 5.9 - 35.3 23.5 11.8 - 11.8

  全  体

世
代
別

記
入
者
別

  全  体

世
代
別

記
入
者
別
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（３） 子どもと保護者の体験

問26 過去１年間に、お子さんと次のような体験をしたり行ったりしたことがありますか。（あて

はまるものすべてに○） 

図表－３８７ 子どもと保護者の体験 

この1年間に子どもといっしょに体験したことをは、中学生では「家族旅行」（69.1％）の割合

が最も高く、次いで「映画館」（56.4％）、「野外活動（キャンプ、山登り、海水浴等）」（36.3％）、

「図書館」（32.5％）となっている。 

高校生世代では、「家族旅行」（54.8％）の割合が最も高く、次いで「映画館」（42.2％）、「コ

ンサート」（20.8％）、「図書館」（20.3％）となっている。また、「特にない」は21.0％となって

おり、中学生に比べて子どもと親がいっしょに体験することが少ない傾向にある。

69.1

56.4

36.3

32.5

21.2

21.1

18.8

12.9

10.5

7.7

54.8

42.2

17.3

20.3

12.0

12.2

9.9

20.8

10.8

21.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家族旅行

映画館

野外活動（キャンプ、山登り、海水浴等）

図書館

博物館

美術館

動物園・植物園

コンサート

演劇・舞台

特にない

中学生（n=622）

高校生世代（n=566）
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世帯年収別にみると、700万円以上では他の世帯に比べて「家族旅行」、「図書館」の割合が高く、

500万円未満ではその割合がやや低くなっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親及びひとり親三世代では「家族旅行」（ひとり親：50.4％、ひと

り親三世代：48.1％）の割合が低くなっている 

図表－３８８ 世帯年収別・世帯分類別 子どもと保護者の体験（単位：％） 

標
本
数

（
人

）

家
族
旅
行

野
外
活
動

（
キ
ャ
ン
プ

、

山
登
り

、
海
水
浴
等

）

図
書
館

美
術
館

博
物
館

動
物
園
・
植
物
園

映
画
館

演
劇
・
舞
台

コ
ン
サ
ー

ト

特
に
な
い

無
回
答

1,203 62.1 27.2 26.8 16.7 16.7 14.7 49.6 10.5 16.7 14.1 0.7

200 万円未満 89 48.3 24.7 18.0 15.7 14.6 10.1 53.9 6.7 13.5 16.9 2.2

200 ～300 万円未満 88 39.8 18.2 21.6 13.6 11.4 14.8 46.6 8.0 15.9 20.5 1.1

300 ～400 万円未満 101 57.4 28.7 19.8 17.8 15.8 15.8 49.5 7.9 11.9 14.9 -

400 ～500 万円未満 125 48.8 29.6 21.6 14.4 17.6 20.0 46.4 11.2 12.0 24.0 0.8

500 ～700 万円未満 264 60.2 29.2 27.7 12.5 13.3 12.1 48.9 11.4 15.9 12.9 0.4

700 ～1000万円未満 313 71.9 26.2 30.7 18.8 20.4 13.4 49.2 9.3 21.1 10.5 0.6

1000万円以上 180 78.3 28.9 32.8 23.9 20.0 16.1 52.8 16.1 18.9 8.9 0.6

無回答 43 58.1 27.9 30.2 9.3 11.6 25.6 51.2 7.0 14.0 20.9 2.3

三世代 70 58.6 28.6 22.9 15.7 15.7 17.1 44.3 8.6 11.4 15.7 -

核家族 942 64.9 27.4 28.2 17.6 17.7 14.4 48.9 10.9 17.6 12.8 0.6

ひとり親 127 50.4 24.4 18.9 13.4 11.8 15.0 55.9 9.4 14.2 19.7 1.6

ひとり親三世代 27 48.1 22.2 18.5 7.4 14.8 3.7 59.3 7.4 14.8 22.2 -

その他 15 53.3 46.7 26.7 20.0 13.3 13.3 53.3 20.0 13.3 6.7 -

無回答 22 45.5 22.7 36.4 9.1 9.1 31.8 45.5 - 13.6 27.3 4.5

世
帯
分
類
別

  全  体

世
帯
年
収
別
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（４） 最近の子どもに不足している生活体験・自然体験

問27 「最近の子どもには、生活体験や自然体験など『体験』が不足している」と言われていま

すが、特にどのような「体験」が不足していると思いますか。（○は３つまで） 

図表－３８９ 最近の子どもに不足している生活体験・自然体験 

最近の子どもに不足していると思う生活体験としては、「自然の中でキャンプをするなど自給自

足的な生活をする」（44.5％）の割合が最も高く、次いで「野山や公園などで草花などの植物を鑑

賞したり、昆虫などの動物を観察、採集したりする」（28.2％）、「料理を作ったり食事の後片付け

をしたりする」（27.6％）、「子どもどうしで遊びやスポーツなどの活動をする」（27.3％）となっ

ている。 

前回調査と比較すると、「料理を作ったり食事の後片付けをしたりする」は約5ポイント、「外国

人との交流活動を行う」の割合は約４ポイント増加しており、一方、「野山や公園などで草花など

の植物を鑑賞したり、昆虫などの動物を観察、採集したりする」「子どもどうしで遊びやスポーツ

などの活動をする」「地域社会におけるボランティア活動に参加する」はそれぞれ４～５ポイント

減少している。 

44.5

28.2

27.6

27.3

25.5

23.0

21.0

16.6

11.3

1.6

7.1

43.7

31.8

23.1

32.3

29.5

18.9

22.7

18.4

9.7

1.7

4.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自然の中でキャンプをするなど

自給自足的な生活をする

野山や公園などで草花などの植物を鑑賞したり、

昆虫などの動物を観察、採集したりする

料理を作ったり食事の後片付けをしたりする

子どもどうしで遊びやスポーツなどの活動をする

地域社会におけるボランティア活動に参加する

外国人との交流活動を行う

お年寄りから、日本の伝統的な工芸、芸術

（竹細工、折紙等）や遊び（石けり、お手玉など）を習う

大人とともに地域の行事や催しものに参加し、活動する

商店や工場などで職場体験をする

その他

特にない

今回調査（n=1,203）

前回調査（n=888）
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世代別にみると、高校生世代に比べて、中学生では「野山や公園などで草花などの植物を鑑賞し

たり、昆虫などの動物を観察、採集したりする」（30.7％）、「外国人との交流活動を行う」（25.7％）、

「商店や工場などで職場体験をする」（13.5％）の割合が高くなっている。 

図表－３９０ 世代別 最近の子どもに不足している生活体験・自然体験（単位：％） 

 

標
本
数

（
人

）

料
理
を
作

っ
た
り
食
事
の
後
片

付
け
を
し
た
り
す
る

子
ど
も
ど
う
し
で
遊
び
や
ス

ポ
ー

ツ
な
ど
の
活
動
を
す
る

大
人
と
と
も
に
地
域
の
行
事
や

催
し
も
の
に
参
加
し

、
活
動
す

る お
年
寄
り
か
ら

、
日
本
の
伝
統

的
な
工
芸

、
芸
術

（
竹
細
工

、

折
紙
等

）
や
遊
び

（
石
け
り

、

お
手
玉
な
ど

）
を
習
う

自
然
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
を
す
る

な
ど
自
給
自
足
的
な
生
活
を
す

る 野
山
や
公
園
な
ど
で
草
花
な
ど

の
植
物
を
鑑
賞
し
た
り

、
昆
虫

な
ど
の
動
物
を
観
察

、
採
集
し

た
り
す
る

1,203 27.6 27.3 16.6 21.0 44.5 28.2

中学生 622 26.0 26.2 16.1 21.1 44.9 30.7

高校生世代 566 29.2 28.8 17.5 21.0 44.5 25.4

無回答 15 33.3 20.0 6.7 20.0 26.7 26.7

標
本
数

（
人

）

地
域
社
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

商
店
や
工
場
な
ど
で
職
場
体
験

を
す
る

外
国
人
と
の
交
流
活
動
を
行
う

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

1,203 25.5 11.3 23.0 1.6 7.1 1.7

中学生 622 23.8 13.5 25.7 1.4 7.2 1.1

高校生世代 566 27.2 8.8 20.0 1.8 6.9 2.1

無回答 15 33.3 13.3 26.7 - 6.7 6.7

世
代
別

  全  体

世
代
別

  全  体
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４． 過去１年間に子どもと利用した公共施設 

問28 過去１年間にお子さんとともに利用した公共施設はどこですか。（あてはまるものすべてに

○）

図表－３９１ 過去１年間に子どもと利用した公共施設 

※「福岡市科学館」「福岡市動物園・植物園」「福岡市博物館・アジア美術館」は今回調査で新規で追加された項目

過去1年間に子どもと利用した公共施設は、「市民体育館、各区体育館、市民プール」（24.9％）

の割合が最も高く、次いで「総合図書館、各区の市民図書館」（22.9％）、「小中学校の校庭、体育

館」（22.2％）、「福岡市科学館」（16.7％）、「公民館」（15.1％）となっている。 

前回調査と比較すると、「総合図書館、各区の市民図書館」は約10ポイント、「小中学校の校庭、

体育館」の割合は約16ポイント減少している。 

24.9

22.9

22.2

16.7

15.1

11.1

9.6

8.7

1.7

2.6

36.9

27.4

33.1

38.3

18.0

10.8

1.5

1.8

22.6

0.0% 20.0% 40.0%

市民体育館、各区体育館、市民プール

総合図書館、各区の市民図書館

小中学校の校庭、体育館

福岡市科学館

公民館

福岡市博物館・アジア美術館

市民センター

福岡市動物園・植物園

中央児童会館あいくる

その他

利用していない

今回調査（n=1,203）

前回調査（n=888）
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世代別にみると、中学生に比べて、高校生世代では「利用していない」（52.3％）の割合が高く

なっている。 

世帯分類別にみると、ひとり親世帯及びひとり親三世代世帯では他の世帯に比べて、「利用して

いない」の割合が高くなっている。 

図表－３９２ 世代別・世帯分類別 過去１年間に子どもと利用した公共施設（単位：％） 

 

 

 

 

標
本
数

（
人

）

公
民
館

市
民
セ
ン
タ
ー

総
合
図
書
館

、
各
区

の
市
民
図
書
館

市
民
体
育
館

、
各
区

体
育
館

、
市
民
プ
ー

ル 小
中
学
校
の
校
庭

、

体
育
館

福
岡
市
動
物
園
・
植

物
園

1,203 15.1 9.6 22.9 24.9 22.2 8.7

中学生 622 21.7 13.7 28.3 33.0 33.0 11.1

高校生世代 566 8.1 5.5 16.4 16.1 10.4 5.8

無回答 15 6.7 - 40.0 20.0 20.0 20.0

三世代 70 17.1 5.7 18.6 20.0 27.1 7.1
核家族 942 15.7 10.1 24.0 26.2 22.3 8.3
ひとり親 127 8.7 11.0 15.7 19.7 23.6 11.0
ひとり親三世代 27 22.2 7.4 18.5 11.1 18.5 3.7
その他 15 26.7 6.7 20.0 46.7 6.7 13.3
無回答 22 4.5 - 36.4 13.6 9.1 22.7

標
本
数

（
人

）

福
岡
市
博
物
館
・
ア

ジ
ア
美
術
館

中
央
児
童
会
館
あ
い

く
る

福
岡
市
科
学
館

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

1,203 11.1 1.7 16.7 2.6 36.9 2.1

中学生 622 14.5 2.4 22.7 2.7 23.0 1.3

高校生世代 566 7.6 0.9 10.6 2.3 52.3 2.7

無回答 15 6.7 - - 6.7 33.3 13.3

三世代 70 12.9 1.4 8.6 1.4 34.3 -
核家族 942 11.6 1.7 17.9 2.8 35.9 1.9
ひとり親 127 7.9 0.8 15.0 2.4 41.7 3.9
ひとり親三世代 27 7.4 7.4 11.1 - 63.0 -
その他 15 13.3 - 20.0 - 26.7 -
無回答 22 9.1 - 4.5 4.5 36.4 9.1

  全  体

世
帯

分
類
別

世
代
別

  全  体

世
代
別

世
帯

分
類
別



Ⅳ 中学生・高校生等の保護者調査結果 

296 



Ⅴ 監修を終えて 





Ⅴ 監修を終えて 

297 

Ⅴ 監修を終えて 

福岡大学人文学部 

准教授 添田祥史 

１．乳幼児の保護者に対する調査結果について 

子ども･子育て支援施策が整備され、子育て家庭の認知度や利用率が上がっている事業もあるが、

子育てに関する負担や不安感はやや上昇している（図表-179）。今後、時代の変化をみすえた子ど

も･子育て支援施策のさらなる量的･質的な充実に向けて、次の３点への対応が問われてこよう。 

①子育て世代の就業形態や意識の変化

父親の子育て参加の程度が高いほど、子育てを「大変楽しい」と感じ、「つらいと感じる時が多

い」が低い傾向がみられる（図表-178）。子育てを主に行っている人は、約半数が「父母ともに」

という回答であった（図表-9）。「父母ともに」と回答した世帯の約６割は、母親がフルタイムで働

いている。子育てに特に影響する環境の質問に対して、「幼稚園」と「地域」が減り、「保育所（園）」

が増加したのは、共働き世帯の増加が影響していると考えられる。 

子ども･子育て支援事業の認知度は全体的に微減傾向だが、ファミリー･サポート･センター事業

は認知度も利用経験も上昇している（図表-29, 31）。「心配することなく、安心して子どもをみて

もらえる」という回答が、親族に対しては前回調査から約23ポイント減、友人･知人に対しては約

14ポイント減と大きく変化している一方で、子どもプラザに一時預かりの機能を追加する要望は

高かった（図表-49）。一時預かり事業と幼稚園の預かり保育の利用希望日数は、現在の利用日数

より年間10日前後多く、子どもを安心して預けられる一時預け先の充実が望まれる。 

子どもプラザや子育て交流サロンを利用していない人は前回調査より微増している（図表-35）。

利用していない理由として「利用する時間がない」が４割弱で最も多く（図-45, 47）、共働き世

帯の増加が影響していると思われる。 

子育て交流サロンに参加しない理由では、「知人がいないので行きづらい」、「親同士の付き合い

がわずらわしい」、「外出するのがめんどう」といった回答が子どもプラザより多く（図表-47）、

若い世代が多いと思われる乳児をもつ親にそうした傾向が強いこと（図表-48）が注目される。教

育社会学者の土井隆義は、若い世代のコミュニケーション様式が、上の世代と異なっていると指摘

する。当面の付き合いに必要な情報を共有できていれば、それで十分に濃密な関係を築くことがで

きると考えるという。そうした人間関係を常とした世代にあっては、参加者が固定しがちな交流事

業は参加を躊躇するのかもしれない。 

こうした子育て世代の就業形態や意識の変化をふまえつつ、子育ての孤立化を予防する手だてや

工夫を考えていく必要がある。 

②子育てに関する情報をめぐる変化

前回調査と比較して変化が大きかった項目の一つとして、子育ての情報に関することが挙げられ

る。子育てに関する情報の入手先では、人や紙を媒体とする情報伝達経路の多くがポイントを下げ

ている一方で、インターネットや SNS の活用が大きく増加しており（図表-27）、市のホームペー

ジの認知度も上がっている（図表-29）。 

前回調査の１位であった「近所の人、地域の人、友人」は７ポイント減少し、今回の調査では「イ

ンターネット、SNS」（63.3％）が最も多くなった。人を媒体とした「保護者仲間」「親族」も減

少し、紙媒体は、「市の広報紙、パンフレット、公民館だより」は10ポイント減、「子育て雑誌・

育児書」は７ポイント減となっている（図表-27）。

子育てについて得たい情報は、「子どもの遊び場や施設」が最も多く、「子連れで参加できるイベ

ント」「子どもの一時預かり」も増加している（図表-25）。これらの情報について SNS 上での情

報交換が活発になされていることが、情報入手先の変化にも関連していると思われる。

 こうした SNS やインターネット上での子育てに関する情報の交流も踏まえつつ、必要な人に必

要な情報を確実に届け、子ども･子育て支援へのアクセスを向上させていく視点･工夫が求められる。 
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③子育てに関する資源の格差

子育てに関する情報取得や学習の機会には格差がみられる。子育てをする上で気軽に相談できる

人・場所は、世帯収入が高い世帯ほどたくさんある（図表-21）。区保健福祉センターや公民館の

子育て教室･講座、市のホームページに関する認知度と利用経験は、いずれも、世帯収入が200万

円未満の世帯で他の世帯より低くなっている（図表-30, 32）。世帯収入が200万円未満の世帯で

は、他の世帯に比べて、子育てに「不安や負担を感じる」割合が高い（図表-180）にもかかわら

ず、気軽に相談できる人・場所や学習の機会が少ないということになる。 

困難な状況に置かれていても、子育てに関する情報収集や事業・学習機会の活用につながりづら

い背景として、生活に追われて時間的、精神的な余裕がないことが考えられる。例えば、母子家庭

の45%が年収200万円未満である（平成28年度福岡市ひとり親家庭実態調査）が、ひとり親世帯

では、他の世帯に比べて「子どもとの時間を十分にとれない」という回答が多くなっている（図表

-182）。

「ニーズはあるのではなく、つくられる」（中西正司・上野千鶴子）という観点からみると、現

在の自分の状態をこうあってほしい状態に対する不足や欠乏ととらえることができたときに、はじ

めて自分のニーズがわかる。「子の発育や病気」、「子のしつけや勉強」、「子育ての手当や公的助成」

等の子育てに関する情報のニーズが、ひとり親三世代において他の世帯より10ポイント以上高く、

ひとり親世帯より約20ポイント高いこと（図表-26）は、制度や子育てに関する情報のニーズは、

その必要性を身近で諭してくれる人がいてこそ発露しやすいことを意味するといえよう。 

２．小学生の保護者に対する調査結果について 

①男女共同参画時代に合った子育て支援

子育てを主に行っている人は「父母ともに」が５割を超えているが、家事と育児の時間は圧倒的

に母親が多く（図表-244）、「家事（育児）時間」よりも「仕事の時間」を優先する父親は前回調

査より増加している（図表-250）。フルタイムで働く母親は前回調査より増えており（図表-202）、

父親の家事と育児への参加を促す必要がある。ファミリー･サポート･センターについて「仕事で送

迎が難しいときに利用している」という回答が増加した（図表-240）背景には、共働き世帯の増

加があると考えられる。 

また、現在パート･アルバイト等で就労している母親の約半数に、フルタイムへの転換希望があ

り（図表-208）、ライフステージにあわせた職場復帰や就職活動の支援が期待される。ひとり親三

世代では約85%が、ひとり親世帯では約70%がフルタイムへの転職希望があり、安心して働ける

学童保育等を提供や、就労のためのスキルアップ等の支援が必要であるが、ひとり親及びひとり親

三世代は平日に子どもと過ごす時間が『不十分』だという回答が他の世帯より多く（図表-268）、

子どもと過ごす時間を確保できるような働き方を支援する必要がある。 

行政に充実してほしい施策としては、「子育てにかかる費用負担を軽減してほしい」が最も多く

（図表-324）、自由意見でも「医療費助成など経済的支援」を求める声は多い（図表-326）が、

「残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい」とい

う回答がフルタイムで働く母親で特に多かったことにも、注目する必要がある。 

②子ども期の豊かな体験・遊び・学びの充実

子どもとインターネットをめぐる環境が大きく変化している。家庭でインターネットを利用して

いる小学生は、前回調査から約20ポイント増加して64.9％に達し、特に低学年の利用が伸びてい

る（図表-290）。通信端末の所有も小学生で４割近くとなっており、特に4～6年生の所有が進ん

でいる（図表-291）。「外で遊ばない」小学生の割合がいずれの学年でも増加している（図表-284）

ことは、インターネットの利用や通信端末の所有の増加と関連しているかもしれない。 

 一方、屋内で子どもが安心して遊べる場所を求めるニーズは高い（図表-317）。子どもが遊ぶ場

所として、近所にあったらよいと思うものとしては、「雨の日でも自由に遊べる場所」という回答

が６割を越え、次いで「絵を描いたり、工作、劇など家ではできないことができる場所」であった。 
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子ども期の体験には、格差が生じている。世帯年収が高い世帯ほど、「家族旅行」や「野外活動

（キャンプ、山登り、海水浴等）」だけでなく、「図書館」「美術館」「博物館」などの社会教育施設

の利用割合も高く（図表-321）、「科学館での子ども向け事業」「中央児童館の子育て支援事業」の

利用割合も同様の傾向にある（図表-316）。事業の情報や魅力を届ける工夫と並行して、出前教室

等のアウトリーチ活動など、経済的事情に関わらず参加しやすい体験機会の充実がのぞまれる。

３．中学生・高校生等の保護者に対する調査結果について 

特筆すべき変化は次の６点をあげたい。 

 １点目は、父親の多忙化である。平日・休日ともに、父親が子どもと過ごす時間が減っており（図

表-338, 340）、平日に子どもと過ごす時間が十分であるという父親の回答も減少している（図表

-342）。子どもが親と話をしない理由は、「子どもが忙しすぎるから」が減少した一方で、「親が忙

しすぎて話す機会がないから」という回答が増えている。中高生時代にも親子の時間を確保できる

よう働き方改革が望まれる。

 ２点目は、体罰についての意識の変化である。体罰を容認する回答（「しつけのためには体罰は

必要だと思う」「多少の体罰はやむをえない」の合計）は依然として3割を超えているものの、「程

度に関わらず体罰はよくないと思う」の割合は前回調査から約10～11ポイント増加している（図

表-353）。 

３点目は、スマートフォン、タブレットなどの通信端末の普及である。携帯電話･スマートフォ

ン･タブレットなどの通信端末の所持率は、中学生では76.0％、高校生世代では97.9％となって

おり、前回調査と比較すると、中学生では約24ポイント、高校生世代では約7ポイント増加した（図

表-359）。中学生では、インターネットや SNS について家庭内で使用ルールを決めている世帯が

多く（図表-369）、学校の保護者会や PTA などでの説明や啓発資料配布などの成果であるといえ

る（図表-370）。

 ４点目は、自宅での学習状況の格差である。世帯年収が300万円未満の世帯の中学生では、自宅

での学習を「月に数回する」「めったにしない」「まったくしない」の合計が約３割に達しており（図

表-372）、他の世帯より自宅での学習が少なく、成績が「遅れている」割合も高い（図表-375）。 

 ５点目は、世帯年収が200万円未満の世帯では、小学校入学以降に不登校・ひきこもりを経験し

た割合が他の世帯より高いことである（図表-378）。前述したように、世帯年収が低い世帯では、

情報入手先が限られる傾向がある。このことも踏まえて、必要な世帯に必要な情報や支援が届く一

層の工夫が求められよう。 

 ６点目は、中高生の保護者と地域の子どもたちとのかかわりの希薄化である。前回調査と比較す

ると、「道で会ったとき声をかけたりあいさつをしたりしている」は約８ポイント減少し、「悪いこ

とをしているのに気づいたとき注意したりしかったりしている」は約7ポイント減少している一方、

「地域の子どもたちとの関わりはない」の割合は約6ポイント増加している（図表-379）。また、

子どもの健全育成のためには「地域の子どもを見守り育む取組の充実」が必要だとする回答が前回

調査から約11ポイント減少している（図表-385）。過去１年間に子どもとともに利用した公共施

設も軒並み減っている（図表-391）。意識的に中高生と地域との接点を増やしていく仕掛けが必要

であろう。 
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Ⅵ 参考資料（使用した調査票） 
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